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圃. . .  圃 d・• • 
ビルという建築空間がビジネスを背景に

した取引の場として性格ずけられている

以上、一定の照度、光源ムラのない照

明は、 基本的条件としてビル照明に対

する 意識構造を決定づけています。

しかし、ビルが商の場 である以上、人

聞が集り、話し、なんらかの意志表示

を行うコミ ュニテ ィな場所として、位

置ずけされている 事 も確かな 事実です。

コイズミは、ビル照明の基本プランを

コミ ュニテ ィな領減まで広げ、人間の

深層 心理をも 含めた 意織の中 で組立、

構成されなければならないと 考えます。
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設計者の ミスか 11 施工業者の手抜き工事か.ゲ
司区 ｅ ・ ｅ ・ ｅ 山連ｾｈｚｉｲ
｡ｾｾ 時 ・ 当 頃ｉｬ ｛ＺＺ ｾ回目・‘

食 コ ン ク リ ー トの ひ び 割 れ に ま つ わ る ク レ ー ム は 増 え る ば か り 、技 術 者 は そ の 発 生 理 由 や 安 全 性 を 説 明 し 、適 切

な 補 修 を す べ き で あ る が、十 分 な 理 由 も わ か ら な い ま ま 表 面 仕 上 げで か く し て し ま い 、後 で 事 故 が 発 生 し 莫 大

な 補 修 貨 が か か る 。 ク レ ー ム に 対 す る 責 任 転 稼 は 許 さ れ な い。

食 複 雑 多 岐 な 現 象 の 対 策 に は 、 少 数 の 知 見 で は 対 抗 出 来 な い . ゲ ひ び 割 れ 防 止 対 策 に 精 通 し た 25名 の 執 筆 者 の 方

方 が 長 年 の 貴 重 な 体 験 を 基 に 、 当 資 料 集 の た め に 色 4 の 角 度 か ら 、 最 新 の 技 術 論 文 を 書 き 下 し た も の で す 。

= ひ び 割 れ 対 策 の 画 期 的 シ ス テ ム の 確 立 ニ

コンクリー卜のひび害IJ れは古くして新しい問題である。コ

ンクリー卜はその用途に現幼使用と工場製品の 2 大別があり 、

前者では材料関係にセメントの種別、品質、骨材の品質組成、

配 合 の 外 、混和材料の種別、品質等、施工関係・に混線、運搬、

打設、養生、環境関係に温湿度、 j氏、点、海水、外力 、振 動

その他があり、更に部材には単純支侍構造、ラーメン精進、

シャーレン構造など、また昔日位別の柱、梁、版 、 壁 な ど の 区

別 が 生 じ 、 ひ び 割 れ の 発 生 特 性 と そ の 影 響 度 合 は そ れ ぞ れ 呉

って来る。これらを含めて、建築精造物と土木構造物ではま

た白から事項、様相を薬にして来るのである 。後 者 の 工 場 製

品としてのコンク リー トで は比 較 的 事 柄 は 単 純 に な る が 、 一

方高温養生とその後の経歴によっては特有のひび訓れ現象も

おこる。

この複 雑 多 岐 な 現 象 の 対 策 に は 到 底 少 数 の 知 見 で は 縛 し 緩

く、今回の企てのように多数多角的な技術的集積は是非とも

望ましく 、ひ び 割 れ 対 策 の 画 期 的 な シ ス テ ム の 確 立 としての

成栄が期待され、研績 の資として広〈推せんしたい 。

工学博士 白 / 色万色

ｹｶｶ ζ ・ ｾιｾ EEIH' i ，酒，.. ' i ! ! : 右肩F. 苦;却位

1  コ ン ク リ ー ト の ひ び 百IJ れ に I刻 し て 器 健 か ら 物F型 的 に 原 因 究 明 を さ れ た

い 方 々 。

2. 1. J 1 . 在の担度のひび苫IJ れ が ど の 穏 度 性 能 に 影 噂 す る の か 、 ま た そ れ が 好

ま し い も の で な い と す れ ば ど こ ま で 防 止 す る こ と が 出 来 、 ま た そ れ を ど

こ ま で 少 寺 く す れ ば 良 い の か に つ い て ! 日l 凶 を か か え て い る 方 々 。

3. ，12: ' ，' 十施工 I見 場 監f里 ー 材 料 配 合 環 境 、 使 用 条 件 に お け る 各 要 素 の

個 別 の 防 止 対 策ーを 徹 底 的 に 解 明 さ れ た い 方 々 。

4  ま た よ3己 要 素 の 留 意 点 を あ げ 、 そ れ を 各 要 素 と の 関 連 に 3 及 す る こ と

に よ り ひ ぴ 如l れ の 総 合 的 防 止 対 策 ま で 探 究 さ れ た い ) J 々。

5. J量 } 汁 技 術 者 と し て 精 造 物 を 投 討 す る 際 に 、 ひ び 加l れ 防 止 刈 策 に 必 饗 と

す る 、 よ り 適 儲 ♀ 判 断 を す る た め の 判 断 基 織 と J 十 算 式 に つ い て 必 要 に せ

ま ら れ て い る 方 々 。

6. 1. J 1 . 在臼祉のひび苫IJ れ に 閲 す る 指 針 が 出 来 て い て 、 そ の 補 正 、 補 足 の 必

袈 に せ ま ら れ て い る 方 々 。 ま た は ひ び 川l れ 指 針 を 作 成 す る 必 要 に せ ま ら

れ て い る プf 。々

7  漏 水 ク レ ー ム が な か な か 無 く な ら ず 闘 っ て い る 方 々 。

8  ひ ぴ 別 れ 防 止 の た め の 、 効 果 的 ・経済的な膨張性根初材( / I IJ ) の 地 析 の

技 術 ・情 慨 を 知 り 、 今 後 の ひ び がl れ 防 止 対 策 を は か ろ う と し て い る 万 々 。

9.  1. J 1 . 在コンクリート製品のひび耳目れの liJ J姐 が y，. JJ 而 で ク ロ ー ズ ア γ プさ

れているが、この分野に隆( 晶、、} 路のある JJ 々。

総合技術資料集

園 芸 ｬｕ 哩 Ｇ￞ ｬ Ｚ Ｎ， ｾ Ｇ ｾｾ 出 場温

1. ( ) ' ぴ測れ防止付策に精通した 25名 の 執 鋒 省 の JJ 々 が 長 年 の1貴重 主 体 験

を基に、当資料集のために色々寺内皮から ｊ ，ｽ析の技術 ｬ 倫文を ｾ ｆ き下した

も の で す。

Z.  当 資 料 集 は 、 グ ラ フ ・ 図 書 竪 ・ 数 式 ・ 写 真 ・ 内 外 文 献 リ ス ト ・最新 実験

デ ー タ . e 新 情 報 を 満載 し て お り ま す。

3 .  ( ) ' ぴ耳i I れの版図 ー防 止 対 策 を 般 本 的 に '先明するとめ、ひぴ宵i I れ発生機

情 に つ い て 物 理 的 解 明 を 基 に 、 徹 底 的 に 探 究 い た し て お り ま す。

4  耐 久 性 防 水 に 関 し て は 現 夜 の 砲 度 の ひ び ; 削l れ が 、 ど の 担 度 性 能 に 影

響 す る の か 、 ま た そ れ が 好 ま し い も の で な い と す れ ば 、 ど こ ま で 防 止 す

る こ と が 出 来 、 ま と そ れ を ど こ ま で 少 辛 く す れ ば 良 い か に つ い て 、 共 体

的 事 例 を あ げ 宮 及 い た し ま す。

5  コ ン ク リ ー ト の ひ び;"J れ は 少 宰 〈 と も 3 つ 以 上 の 要 素 が 危 な っ て い る 。

そ こ で 当 資 料 集 で は J量J 十ー胞 工 1.J1.; ，品 位 埋 材科目E合 環 境 ・ 使 用 条 件

に お け る 各 ' l l l 紫 に お け る 防 止 対 策 を 徹 底 的 に 解 明 す る と と も に 、 各 安 紫

と の 関 連 ま で 言 及 す る こ と に よ り 総 合 的 ♀ コ ン ク リ ー ト の ひ び 却l れ 防 止

付 策 を 探 究 い た し ま す。

6  コ ン ク リ ー ト 精 造 物 に ひ び 百I1 れ あ る い は そ の f也 の 欠 陥 が 生 じ た 時 、 構

造 物 に 及 Iま す 影 響 の 程 度 を 明 ら か に す る 訓l査 が 行 な わ れ 辛 け れ ば な ら ♀

い 。 そこで当資料品では「ひぴ; 甲I1 れ の !nli 笠β 法 J r n筒 音 訓 貨 報 告I 紙 型

と原因」についての地新技術及び資料を縫 ｦ 共し、ひぴ ＧＮｾｉ ｊ れの特徴からそ

の 版 図 を 徹 底 的 に 究 明 い た し ま す 。

7  ひ び 剖 れ の 補 修 技 術 は 基 本 的 に ひ び 苫IJ れ の 紳 徴 ・補 修 個 所 ー補 修 時 期

に 応 1; て 、 今 後 の 動 き に 追 随 す る に は ど の 胞 工 ) J 法 、 ど の 材 料 を 選 択 す

べ き か 、 ま た 補 修 個 所 近 く の 晃 墨 彩 響 防 止 対 策 は ど の よ う に す べ き か に つ

い て 此 抵 ♀ f事 験 を 基 に 新 し い 補 修 技 術 を J芋 継 に 解 JSh、 た し ま す 。

8  コ ン ク リ ー ト の 温 度 変 化 に よ る 膨 強 収 縮 に よ る ひ び 割 れ を 完 全 に 防

止 す る 新 工 法 を 確 立 「コ ン ヲ リ ー ト 屋 被 防 水 路 工 法J と し て 、 こ の ほ ど

称 砕 を 取 得 し た ヒ ー ロ 化 学 の 工 法 を 詳 細 に 報 得 い た し ま す。 そ の 工 法 は

従 来 の ア ス フ ア ル ト 防 水 工 法 に 比 べ て コ ス ト が 10% も 低 下 し 、 応 用 範 悶

も 建 物 だ け で な く 祈 幹 線 や 原 千 カ 健 司lA斤 の 格 納I棋 な ど 、 多 方 aii に 活 用 で

きる 1岨l倒 的 新 工 法 で す。 ( 日刊工業新! 日1 52. 1 '  13  5岳必)

9  位 置 す 筏 術 者 が ひ び 割 れ 防 止 に 必 要 と す る 偶 造 物 巷 段 置 す す る 際 に よ り 温

確 な判 断 を す る の に役 立 つ 知 機 ( 判 断 基 準 と 計 事 式} を 纏 供 い た し ま す 。

10  セ メ ン ト モ ル タ ル の ひ び 'SIJ れ! 日1組 で 訴 を 術 め て い る 万 々 。

I I  鉄 筋 思 恨 ス ラ ブ ・ ti !i 談 コ ン ク リ ー ト ー ト ン ネ ル柵 造 ・7 ス コ ン ク リ ー

ト 十民帰スラプ上コンクリート側主主 ーコ ン ク リ ー ト 杭 に お け る 具 体 的 防

止 事 例 を 知 り た い ) J 々 。 あ る い は 、 こ の よ う な 具 体 的 事 例 に よ り 今 後 の

コ ン ク リ ー ト ひ ( nl J れ 防 止 対 東 に な に か の ヒ ン ト を 俳 た い ) J 々 。

12. ｲ ひぴ初 ｬ れの湖査万法 ｊｲ ぷ ＱＱ 主桜告 ｊｲ ｕｻｾと ｊ 点ｉｴｉ ｊ に つ い て の 新 技 術 品

る い は 析 し 〈 笠 宮 生 資 料 の 必 要 ♀ ) J 々。 あ る い は ひ び 畑l れ の 持 徴 を 徹 底

的 に よ 瑚 貸 す る こ と に よ り 恨 本 的l反l t I 究明をはかりたい J J 々 。

13. ひぴ耳目れの符徴 繍 修 個 所 補 修 時 j闘に応じ、まえ二、今後のひび; 削l れ

の l助 き に 追 随 す る た め に は 、 ど の 結 工 ) J 法 ーど の 材 料 を i盟 択 す べ き Yう¥ま

た 補 修 個 所 近 〈 の I極 影 響 防 止 対 策 は ど の よ う に し た ら よ い の か に つ い て

の 析 し い 補 修 技 術 に つ い て .1芋 し 〈 知 り た い 方 々 。

14. ｕｬｾ品収縮によるひぴ［叩 ｬ れを完全に防止する「コノクＧＩート ｉ 長恨防本

の 新 工 法J が こ の ほ ど ヒ ー ロ 化 学 の 新 技 術 に よ っ て 待J午を J院1持した 。 こ

の 工 法 は コ ス ト を 1 0 %低 減 さ せ 、 応 用 範 囲 が 非 常 に 広 い と い う 特 色 を 布

す る 。 こ の 岨 l倒 的 生 祈 工 法 の " 芋 仰 を 知 り た い β 々 。

( 日 刊 工 業 新聞 52. 1 ・13 発 点 )

15  ひぴ; 時11れ J 十の h H斤 技 術 ・ 応 用 範 凶 に つ い て 持 し く 知 り た い ) J 々 。 ま た

続 し く ひ ぴ 市IJ れ .1十 の 開 発 に 取 り く ん で い る ) J 々。

16  内外のひび; 削l れ 文 献 リ ス ト ーひぴ耳i I れに附する J I  S に つ い て の す べ

て を 知 り た い 方 々 。

eEE3 コ ン ク リ

G ! E t 経 営 開

ト ひ び 割 れ 対 策 研 究 会

発 セ ン タ ー 出 版 部
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氏

建組省漣築研究所第三研究
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昭相35' ド陥浜国，t . A: 下工学

部漣第〆科卒車。37平副 J i(

K 下k 学院陣士点往路了 。
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H 年日JM' 砲研究室長、l J / . ( E
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氏

東京工製大学工鍵材料研究

所 助 組 侵 工 学1曹士

1931年 抗 古l五市に生れる 。

ＵＶＧ 手厳， ｘ ＮａＺ下工学部埠築 ｾ ｩ を

科卒章 。 Ｖ Ｑ 年埠，ｾＧＨＧｪｬｬＡ聾研

究 所 研 究 U . 6 3 $工戸博士

(l!( 't: . A: 学} 。 同年北海道K

2 工"i':lJl 漣 察 官 科 助 教 授。

70年班点工業. k ' i金工草材料

研究所助教授、 I ) UEに至る
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氏a・h.・・
徳島大学工学部殺慢

昭利 8 ，手 3 円19日量媛県主

れ。31年 3 円京都. A: 7' 工戸

却 c' . f ミ工下科学. 31' H Fl 

小n 凹セメント欄入社、中

央研究所動指をへて、 42' f.

411 徳島太γ : 王子部助教授

46年 9rJ ，X r. ISK?- 工γ: 情士

49年 4 月t t ' . 品止下工学部教

段. IJl. ( Eに至る。

河

野

力日

藤

;青 ・ f

ーOL - _ . _  

ｾ＠ -

［Ｇ ｾ＠
防衛大学校土木工学教室

勘掠』聖

ag相33年 311北海道大宇土

木工 f' 科卒車。33年 4 ｾ ｊ 防

衛太子校助 h 3 9 $ 10月間

際 ｊｾ 師 。 Ｔ Ｒ 年 Ｔ 月同校助組

授。48 $ 3 月工ヤー陣士( 北

海道火 i' >' ｾ章治文に「唖
化しとニートセメノトベー

ストの融悦的きれつの治宝

同情について」事 H J<.

野

尻

陽

一 ¥. ｾ＠
氏 ｾ - : - ' '''''''_ 

鹿島理! S I : 凶按術研究所

土木鴎次畏

日目4ミ135年 311 点京kγ ー工学

却 l一本工戸科字葉。同 4 円

鹿向処 ｊ ｾＨ 聞に入社Ｎ JriJ 技術

研究所に配雌. 50年 7 H同

f 本部次峰、山花に f る.

押，'}に r コンクリート結工

的 笹 山 J r トノネルJ r ネ

y トワーク・品質管J l I ! I 土

木工♂戸マニ ュアルJ { I どそ

のI也事政がある。

藤

田

圭

氏..地
織凋組常務取締役

授術研究所長

問 柑21年 9 月車京帝国大宇

都ー工学; 刊土木工宇科卒。

同1 2 m聞lliJ 組入社。39' f. 4  

月向技術開発A 晶、>J 4年 2

円向技術研究 fm晶、 48年2

円同研究 ｉｾｉ 姶 ｉ .. ｪｾＮ 同 ＱＱ 円

向性取締役就任、 49' 手11円

常務取締役に舵任、 50年11

月技術本部長代P! ま技術研

究所晶、 IJl.花に王る。

佐

藤

勝

久

氏

湿崎省港湾妓術研究研

土質郎鶏走路室長

1965年' f! . 陥旺I .A:世5理工学部

土木工学科卒盟. 68' 手同k

'''f . . A: 学院I't工予研究科控J量

工 ?-"11)<1. 7 . 同年; : j ! 柚1行

港湾技術開究所上質; 百滑占

尚研究室。72年米国カリフ

冷ルニ 7 . A: 学大γJ 院惚 1' .

73年同大 '( ; 続交通工下手刊証

了。74!ド滑. J ; 間研究室長、

2見在に歪る内

阿

部

博

俊

民

電力中央制究所土木筏術研

究所揖迫田コンクリート

構造研究室室畏

昭 和32年 3 丹東北大学工学

部よ木工学科卒車。同年 4

H 北海道・，1l hl梱入社。40年

4 月電力中央研究所妓術研

究所。46年 7 月より説在に

主る o ｴｾ 泊五に ｲ マスコ

ンクリートの溢嵯ひぴ別れ

についての判定量件にl閉す

る樗・ｾｾ J 市がめる"

泉

満

明

氏

首都高速道路公団神奈川建

股局担計額畏都立大鴎師

昭和33' ドl!(，xr.!S>l:.A: γ : 上々、

工戸科卒車。38' ドコンクリ

ト構造拘の研究のためフ

ラノス官1' "i :o 51年プレスト

レストコン クリート技術協

会曹を「軽1i1コンクリー卜

を他1[ 1しと PC: lJl Hのねじ

り五耳炎J にで受賞. IJl.(Eに

至る.

〈

御

執

筆

講

師

陣

の

紹

介

〉

養

王

国

栄

氏

大成道路; 出事熊本邸

第一工司区田次長

昭和27年3 月日本大学工学

郎土木工学将手集。 41年12

月建設省土木研究所逃崎.

42年 l 月大成道路暢入社.

現在大成道路樹事藁本朗読

一工務部次長。

E塞E 施工におけるひび割れと対策

Ｑ Ｎ 施工前に於けるひび 割 れ対策 Ｈ持に ａ 没 ， ￬ Ｍ Ｇ 図ｾの事前検討Ｉ

i  ひぴ古IJ れJ先導同 I世の投 1丘の険，lf

2.  oj -'和制練l担: りコン 7 リ一ト打，1没立の検，] 吋.t 3.  円杷E筋 の 険J

4  _  11附l制111什lじi古泊刈?百'1II日iのh鮒補Ii';恰怯t主iの険，i汁f 5.  !l怨E物 の 附f角1);却3拙日の検J汁f  

6. ， Ｚｩ ￬ｦｯｩ 百円己ｾ�の思， ｉ ＡｬＧする場合の険， ｈ

2 . 施 工 時 に 於 け る ひ び割 れ 対 策

l  ひぴ. 判れ，誘導 i二1I 也について 2  

3  コ ン ク リ ー ト ープ ラ ン ト に つ い て

4  コ ノ ク リ ー ト のalla釘 に つ い て

5  コンクリートの打. 没について

3  施 工後 に 於 け る ひ び割 れ 対策

l  袋 主 に つ い て 2. 型 枠 ホ に つ い て

EI I ヨひび割れ発生機構

l  概 。!見 2  コン' 7 ＧＩートの微小ひひ・ Ｇ， ｾｉｊ れと変形

3  コ ン ク リ ー ト の 其 の 偵 l立 4  微 小 ひ ぴ'!jIJ れ 姶 生 機 例

5  コ ン ク リ ー 卜 の 物 性 と 微 小 ひ ぴ 百IJ れ

6  微 小 ひ ぴ わ れ と 法 鑓 的 A E ，J平1画法

8  参巧文献

コン' 7 ' ) ートのぷ1合 に つ い て

ま と め

加 藤 清 志 氏

t i D ヨひび割れと耐久性

l  ま え が き 2  コ ン ク リ ー ト の ひ び'，ljIJ れ に つ い て

3  コン' 7 ' ) ートの耐久性とひぴ'，"，IJ れ

4  ひ ぴ'，ljI J れ と 鉄 筋 の 鈎 5.  J'午 容 ひ ぴ;'ilJ れ 耐 に つ い て

6  む す び

t i Dヨ 現場監理におけるひび割れと対策

1. 監 f里 と は い か な る こ と を 指 す の か 定 設 づ け を し て お く 必 要 が

あ る 。 持 に 工 事 監13と か 工 事 管 理 と の 迷 い を l羽 維 に し て お く 必

要 が あ る 。

2  工 ｊ ｊｾ Ｍｩ苦手ｈ￭ ｉ に監理者としてのなすべきことはなにか 、 図面の

兄H を 中 心 に 詳 細 に 述 べ る 。

3  工 事 中 に 監 理 者 と し て 重 点 的 に 検 査 し な け れ ば な ら な い 箇所

に つ い て 述 べ る 。

4. 監 I里 者 か ら 設 計 者 に 対 す る 「 ひ び 害 IJ れ 対 策 」 に 対 し て の 提 言 。

丹 羽 守 氏

野 口 久 夫 氏

清 氏河 野

moヨひび割れと防水

l  は じ め に

2. 防 水 か ら 見 た R C 建 築 の ひ び 富11れ

3  防 水層 に 対 す る ひ び 富IJ れ の 影響

4  建 築 の 防 水 設 計

5  む す び

9 1ヨ 材料・配合におけるひび割れと対策

l  材 料 ・配 合 と ひ ぴ 別 れ の 関 係

2  プ ラ ス チ γ クひぴ百IJ れ

3  沈 下 ひ ぴ 苫1I れ

4  乾 燥 収 縮 ひ び 割 れ

5  極 度 ひ ぴ 書1I れ

6. 膨 岐 ひ び 訓 れ

i . そ の 他 の ひ び 苫IJ れ

itllid 設計におけるひび割れと対策

1 . 建 築 構 造 物 の 設 計 に お け る ひ び割 れ と 対 策

1 .  (，.'f ill に よ る ひ ぴ 別 れ の 傾 鎖 と 強 度

2  Ｎ［行 ＱＱ 幸 ｻＧｾｩｬｬ によるひひ・， ｬｪｬｊ れ 3.  Ｑ 也鎚の不同沈 ｆ によるひぴ Ｇ ， ｾｉ ｊ れ

4.  J也凝 (Ji ill に よ る ひ ぴ 書IJ れ

5. ひぴ川lれ に 付 す る 術 史 胤 庖 の 影 響

6  _  ，1支社，it 3 1 - におけるひぴ却l れの如I i 珂l

小 池 通 夫 氏

R C .  P C お よ び P R Cは り に お け る

ひ び 審j れ 制 御 設 計

l  ひひＢ ， ｾｉｊ れ， Ｑ 生 Ｎ 汁条件の初日 ｉ ｊ

2.  R  ｃ はりのひび Ｇ， ｾｉｊ れ先生曲げモーメント

3 .  R C は り の ひ び 川l れ 師

4.  R C  はりのひＨｦＧ， ｾＱ Ｑ れ［告ｉ｝ｩ卸， ｩ Ｕ￬， ｬｴ

5.  P  R C お よ び P C は り の ひ び 淵lれ 先 生 曲 げ モ ー メ ノ ト

6.  P  R C はりのひび河1 ] れ幅

7.  P  R  ｃ はりのひび， ｾｉｉ れ ｬ 羽合性

8.  P  R  C あ・よぴ P C Iま り の ひ び 却l れ市I ] i 卸 J丸It

9 .  R C ス ラ グ の ひ び 川l れ 幅

広 沢 雅 也 氏

2 .  

塚 山 隆 一 氏

f ?l :f $ 環境使用条件におけるひび割れと対策

l  環 境 、 議 度 、 温 度 の 変 化

2 . 部 材 両 面 の 温 ・温 度 の 差

3  凍 結 融 併 の く り 返 し 4  凍 上

5  内 部 鉄 筋 の 鋪

6  火 災 、 必 l面IJII?!¥

悦 郎 氏

級 、 極Uiの 化 主 作m

洪

7  

角 田 与 史 雄 氏



-

鎌

田

矩

夫

氏

j度

辺

敬

氏

戸回避股〈制連総宣術留次畏

｡ｾｾ 司 ＱＲＸ 年東京工業大学題集

科手輩。同年戸団組( 現戸

田控 J I! ) 入社. 現場U 現

地主任を維で. 35年研究室

に転動、 材料S瞳工について

研究、研究室長、開姥セノ

タ一次長を庇任、 1且在本H

漣築技術部次長。

杉

木

........ 

J 、

郎 川

氏. . . - . .  

東京理科大学理工学組組捜

工学i殉士( 昭和37年2rJ )  

昭相 7 年3 月南調工# 上水

工戸科卒輩。同校教侵底調

鉄鉄道技術研究所、国鉄鉄

道技術研究所. 小野fll セメ

ノト中央研究所、日みコノ

クリート工畢棚取締役を経

て. 50年9 月車京I盟科大字

理工学却耽段、! J l 在に至る.

家

惟 ドE手

T 4  
小野田セメント指凋発邸

副書事

B呂相36年熊本大学工宇部工

量化学科字業。同年小n 回

セメント(剛入社、中央研究

所副務 。 ＵＰ 年同社 ｉｾｉ 姥部勘

摘、現花に至る o Ｎｊ ＺＮ ｾｾ文 ﾭ

tこ「白砂地材によるひぴ制れ

制御I 石こう品収縮低減材

混和真空コンクリートに関

する研究j ｾがある 向

洪

'悦

郎 f

氏 ｡ ・・ ｾ
北海道大学工学部殺慢

日目制23' 手12月北海道大学助

教授( 工学部建策工学科) 。

38' 手4 月同大学教授( k 星第

材科学 ｪｾ ｭＡ ｬ 且当 ＩＮ 37- 50年

近立寒地主主寮学研究所研究

韮崎依嘱. 51年 6 月室崎工

車大学教段Ｈ建築生 ｾｅ 工学

J障鹿担当 ) f井任、現在に至

る。

塚

山

隆

:11¥週二
日本股計事務所望務回畏 日本セメント附研究所

昭相 18年仙台指導工草学校 主任研究員

手車。22年- 4 2年山下野郎 昭和33年東京大学大学院本

政付事積所。42年日本JV 十 畢. 主企治文に r 各個セメ

事務所に入社、! J l 在に亙る。 ントを用いとコンクリート

主{ t 監卑担当作品に日本興 の舵燥収縮および舵織によ

轟銀行新館、 N H  K IIi館、 る強度変化I マスコ y クリ

東京歓送み館、富士銀行問 ート工事とひぴ耳11れf 暑中

11 : 1 支底、京王プラザホテル コンクリートのr品1Jf_と u- u

♀ど多数ある. 割れJ その{ 也事教がゐる。
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枇

酬

…

抑

制

限

日

記

酬

M

U

西

村

昭

氏

神戸大学工字国教侵

昭和25年3 月京仰大学工学

部土木工学科卒章。同円京

大助手、工宇都土木工学教

室. 27年 4 月神戸大学沼師

31年神戸大学助耽授. 36年

2 月工学博士。40年 4 月神

戸大宇( 工下邸土本科) 、脱

在に至る . 昭祁50年 5 月.

上木下合間中賞 ( J直文賞)畳

賞。

深

沢

明

氏 .....A "JII"' }"，._ 

附竹申工務庖東京支庖工，

g 工事槙畏

昭和28年明治大掌工学部建

築学科手集。脚竹中工務庖

JI ! 針邸作業所動指. 技術部

保全技術謀長を経て現在

に至る。日本建築学会材料

縄工{ 普) 前2 ・ 4 .  47分科

会署員、労働' 古輯暴訓練教

科書認定( 香) 委員. 著轡に

「建築防ホハノドプ y ク」共

智、などがh る.

池

脇

忠

松

氏

首都高速道路公団保全施蹟

国保全企画標額畏補佐

昭和34年中央大学工学部土

木工学科卒謀。同年甘郎高

速道路公団に入社、保全施

設舗保全企画課課晶補佐を

歴任、現在に至る。

カ日

賀

青島 ミ

: J.晶 、・一

，ロ ・ーー

氏ｾ ｾ
大臣E撞盤1制緩術研究所

材料研究室長

昭 和29年東大工学 邸処築学

科卒業、工学問士. 大成建

設怖技術研究所 ・柑科研究

室長、現在に至る. 主な治

文に「他到の倒閣制丘と補

陣 吋 策I コν クリ ー トのひ

び削れと耐久性J 事がゐる。

マ ッ シ ブ な ト ン ネ ル 構 造 物 に お け る コ ン ク リ ー ト の ひ び

割 れ と 対 策

l .  " ? スコン ク リ ー ト の 定 段

2.  " ? スコンクリートのひび耳1I れ 発 生 保 凶

3  ひひ" ，1111れ先生のf - i sII と 推 定 刀 法

4  ひぴ百1I れ 発 生 M< i i および路工

2  
国 国 膨張性混和材によるひび割れ対策

l  ま え が き 2  膨 リ 民 性 混 利 付 の 怠 味 お よ び 観 察1

3.  a彰 雌 性 t昆 剥 材 の 水 利 機 榊

4  膨 張 コ ン ク リ ー ト の ひ び 苫1I れ 防 止 機m

5.  ｾ帰コンクリートの 一 般性状 6  膨 燐 コ ン ク リ ー ト の 実 胞 例

7  あ と が き

満 明 氏

阿 部 博 俊 民

泉

3  マ ス コ ン ク リ ー ト に お け る ひ び 割 れ と 文 寸 策

し は じ め に

2.  " ? ス コ ン ク リ ー ト の 熱 持 性

3.  " ? ; 7 . . コンクリートの温度予測計算方法

4.  " ? スコンクリートのひび耳目れとひび富1I れ 対 策

5  む す び

一 家 惟 俊 氏

国 m コンクリート製品におけるひび割れと対策

1  製 造 中 に は い る ひ び 割 れ

7吉圧 蒸 気 長 生 、 オ ー ト ク レ ー プ 養 生 、 あ る い は 、 プ レ ス ト レ ス 導 入

中 等 に は い る ひ ぴ !ill れ と 対 策

2  運 搬 ・ 取 扱 中 に は い る ひ び 割 れ

3  現 場 設 置 後 に は い る ひ び 割 れ

道 路 間 製 品 、 ポ ー ル 、 パ イ ル 、 パ イ プ な ど に は い る ひ ぴ 宮1I れについて

4  ひ び 割 れ と 耐 久 性

ひび; l i llれ と 内 却 鉄 筋 の さ ぴ 発 生 と の 関 係 な ど に l期 す る 実 験 、 そ の f也

杉 木 六 郎 氏
4 . 桟 橋 ス ラ ブ 上 コ ン ク リ ー ト 舗 装 の ひ び 割 れ と 対 策

1.  I長崎スラプ上のコンクリー卜詣I i 袋の榊造

2. I長 橋 ス ラ プ 上 の コ ン ク リ ー ト 舗 装 の ひ び 百1I れ 状 況

3. 試 験 舗 装 の 製 作

4  . 試験: ¥i li 袋 に お け る 試 験 お よ び 剥 丘 結 *

1 )  r，虫剤コノクリートの性質 2  ) ひびがlれの進行状況

3  ) 詣111高版内の温度 4  ) 釧袋版内のひずみ

5  ) 鋪笈版の変位 6  ) 舗袋目 I地也稲の変化

5  ひぴ;河剤訓可削判1I れ 姶:生包機f糊4揮可の険J

6ふ. ひぴ河川lリlれ のω防1止 I汁f 策

佐 藤 勝 久 氏

軸 ) j 向膨悦I Z・カ

{ 晶打 e.  その I血

藤 田 圭 一 氏

[ ]且へつづく 1

5. コ ン ク リ ー ト 杭 の ひ び 割 れ と 対 策

l  コ ン ク リ ー ト Hi . のひび川lれ の! 京国と分鮪

1  Ｉ 打 ｾｉｉ 幸

a  軸) 1 向圧縮応力

c  フープテンンヨン

2  ) 打 込 み 法

a  他の杭の打込み

b  切J耐え

杭 の 打 込 み 刀 法の改. f f

1  ) ハ ン 7 ー の 選 定

2  ) キャ y プ と ク ッ シ ョ ン の 捌 箆

3  ) 胞 工7キf盟

3. 枕の材伐のl ! k 普

4  杭の，ii!: ii在 ) j 法 の 変 更

5. 杭 の }jll 工 法 の 改 善

毘E ヨセメントモルタルにおけるひび割れと対策

1  モ ル タ ル の 性 状 ( 収 縮 、 そ り 、 付 。 力 、 値 さ な ど )

2  ひ び 割 れ の 種 類 と 原 因 ( 塗り附の例 成 や 工 法 に 起l却 す る も の )

3  モ ル タ ル の 浮 き の 原 因 ( 付 在 力 不 足 、 内 部i応 力 )

4  ひ び 割 れ 防 止

(1.[  .{I 力 の 強 化 、 ヤ ノ グ 率 悠 j正の低減、引リ民強さのI円加 )

5  構 法 的 対 策 ( 逃 げ )

Ｈひぴ Ｇ ，ｾｉＩれの分散、仕上げの Ｉｊ 法、納まり Ｉ

渡 辺 敬 三 氏

国 国 特殊例におけるひび割れと防止対策

養 王 国 栄 一 氏

1  舗 装 コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ と 対 策

l  は じ め に

2  ひ ぴ 前lれ の 分 額

3  収 縮 応 力 と ひ ぴ 川lれ

4  輸何ｩｉ￬応力、そり応力とひぴ Ｇ ，ｾｉＩれ

5  ひ ぴ 却lれ の 処f1R



回 国 コンクリートのひび割れ調査と補修

1. ひ び 割 れ の 調 査 方 法

l  ひ び'，'i' lれ訓l it に お け る 凋1UJ [j:J 2.  ，U，¥Jj主 ) j iJ，

3  訓，J _1 f 結決のまとめ ) j 4.  ));ml の推定) J i 土

野 尻 陽 一 氏

2  建 築 梅 造 物 の ひ び 割 れ の 類 型 と 原 因

1. ひ ぴ'，"，11 れ の 組 煩 2  硬 化 liil に姶生するひび耳11 れ

3  鋭化初陣iに先生するひぴ: ' i I l れ

4  硬化後に予告生するひび，" ，11 れ

1  ) 床のひび主11 れ 2  ) 堅のひび初lれ

3  ) 位 、 梁の ひひ・，"，11 れ 4  ) そ の 他 の ひ び かlれ

5  深 段 、 使 If I 条件により発注するひぴ芹11れ

3 . 土 木 精 造 物 の ひ び割 れ 調 査 報告

l 慨 "

1内句1  ) 一 般 2  ) 目 { 的

i  2.  j辺丘E路告榊造物の 分矧、 ひひぴ却刈存削判11 れの分官矧

1  ) 辺路川造物の分. ! I i

加 賀 秀 治 氏

① J主砲グイ、フーチング ② 時脚、 t荷台、機蛍

③ m、床版

2  ) ひぴ古11 れの分. ! I i

① 乾燥収縮によるひび河11 れ ② 情造的欠陥によるひぴ却lれ

③ 耐街f J の不足によるひぴ耳11 れ

3  ひぴ， ｾｉｉ れ必 Ｑ Ｎ ￭Ｇ￬ＢＱｕ白

1 )  .I，'，i， 険

①榊l i ' i 物点椴

③ 測定 }j 法

② ひぴ河11れ測定機種矧

③」叫1主1<作 I，X

2  )  ， ｾ ｾＱ 主 Ｎ ｕ ｪＧ ｾｦ 日 ｬ

3  Ｉ 訓 ｊ ｴｅ結ｾ の 分析

4  ) まとめ

池 脇 J倉、松 氏

4 . ひ び割 れ 繍 修 方 法

1  新 築 時 の コ ン 7 ' ) ート 外 壁 面 の 防 本 的 下 地 測 量E

2  挙 動 の あ る ひ び 割 れ の補 修 方 法

3  挙 動 のないひび苫11れの補 修 方 法

深 沢 明 氏

国E ヨひび割れ計とその具体的応用

l  まえカずき

2  ひぴ古I i れJ十 1  ) ひ び 割 れ 計 の種 類

2  ) 新 し い 試 み ① 精進 と 原 理 ② 茶摘床版への応用

3. あ と が き 参 考 文 献 西 村 昭 氏

E ヨmヨ ひ び 割 れ を 完 全 に 防 止 す る コ ン ク リ ー ト

ーーーーー 屋 根 防 水 新 工 法

一 一 施 工 コ ス ト 10% 低 減 ・ 応 用 範 囲 が 非 常 に 広 い 一 一

l  セ メ ン ト 業 界 の 近 況

2  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 柵 造 物 の 技 術的 改 良 点 に つ い て

3  コ ン ク リ ー ト と 鉄 筋 ・鉄 骨 ・溶 接 金鋼 等 に 密 者 有 無 に つ い て

4  . コ ン ク リ ー ト 精 造 物 に 対 し 防 水 施 工 の 理 由 に つ い て

5. コ ン ク リ ー 卜 属 恨 防 水 施 工 方 法 に つ い て

1  ) 防 水 層 の 縄 工 に 対 し て の 工 程

2  ) 合 成 ゴ ム 独 立 気 泡 の 防 水 ス ポ ン ジ ラ パ ー 十 字 形 組 込 み 取 付

埋 由 に つ い て

3  ) 防 水 層 内 に 火山 経 石 砂 利 の 混 用 唆 由 に つ い て

6  鉄 骨 建 築 の 陸 屋 恨 デ ヅ キ プ レ ー ト E陸 上 の 防 水 工 法 に つ い て

1  ) デ y キ プ レ ー ト 上 の 防 水 施 工 の 工 程 に つ い て

2  ) 合 成 ゴ ム 独 立 気 泡 の 防 水 ス ポ ン ジ ラ パ ー 十 字 形組 込 み 取 付

理 由 に つ い て

3  ) 防 水 層 の 施 工 に 対 し て 火 山 軽 石 砂 利 の 混 用 の 理 由 に つ い て

7  上 記 5 .  6 に よ り 施 工 し た 防 水 施 工 方 法 に で 完 了 し た 防 水婦 は

硬 化 後 の 温 度 変 化 に よ る 膨 張 収 縮 及 び亀 裂・障害隙 ・ひび富1I れ の

防止と漏水と結ｾをも完全に防止することについて

花 岡 忠 雄 氏

関 E閏 コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ に 関 す る 内 外

国圃園田園 文 献 紹 介

1 . 材 料 ・配 合 2  施 工 3  使 用 ・環 境 条 件 4 .  i¥lt i宜

5. 耐 久 6  防 水 7  舗 装 8.  . " . スコンクリ ト

9. プ レ キ ャ ス ト 製 品 10 割!l : i 主と補修

ひ び 劃 れ に 関 す る 基 礎 ー的 文 献

・収縮と U- l J " HII れ の 文 献 ・応 力 と ひ ぴ 別 れ の 文 献 ・気 取 、環 境

条件とひぴ宵11 れ の 文 献 ・コ ノ ク リ ー ト の 引 強 り . 胸 げ 強 度 と ひ ぴ

削 れ の 文 献 ・コ ン ク リ ー ト の 付 唖 強 度 と ひ ぴ 別 れ の 文 献 ・コン

ク リ ー ト の 5単 位 fK，主主とひび古11 れ の 文 献 . U- ぴ1刷 れ と 耐 久 性 の 文 献

ひ び 割 れ の 原 因 と 対 策 に 関 す る 文 献

・材料とひぴ測れの文献 ・捌合とひぴ削れの文献 . 8，.工、 製造とひぴ

川れの文献 ・聖書生と U- V' 別れの文献 ・投，lt とひび別れの文献 ・構造

と U- ぴ別れの文献

特 殊 コ ンヲ リ ー ト の ひ び 割 れ の 原 因 と 対 策 の 文 献

・舗装コンクリート ・マスコンクリート ・コンクリート 制品

日 都 品 位‘Ll mhJ J f Z込 ')ート 山 本 康 弘 氏

E歪E ヨ ひび割れに関する J I S 特集

ーーーーー 鎌 田 矩 夫 氏

七七回盟盟霊璽霊
〔申 込 規 定 ) ( 申 込 及 び 問 合 せ 先〕
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建築と社会
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特集= 照明設備

0 序 論 ・ 各 論

rii 紀サニーアイランドホテ Jレ 設計 安井建築設計弔務所

施 工 大成建設 ・三井建設共同企業体

岡山県 i-'l tLl I総合体育館 設計 岡山県土木部活締諜 ー束畑建築事務所

胞 工 JJ¥i 島建設 ，i.宇凹建設共同企業体

サンマルシ ェ 1 号館 設 ｾ ｉ 大建設計

施 工 熊 谷 車11

三井不動産御堂筋 ピル 設計 円建設，11

f血工 大成建設

エパーグリーン長居 設，11施 工 熊 谷 組

;;r; 2 サンマン ショ ン羽村 設， ＱＱ 点 ［［ｲｾ 築， ｲ ｩ［ｦＺ￭ＵￏＧ ｦｲ

施 工 不二建 設

大阪芸能センターを汚える 。日本建築協会展示窓の ご利介。

， ｬ ｬ ＱＭｦＮ技術者 のみなさまへ 。 通常総 会議決報告 。 会長 ・ 刷 会 長 ・ 盟主 τ Ｑ ｾ の 氏名 。

昭和 ＵＱ 年度事業報告 。 ｉｉｾｗｉ ＵＱ ｻ Ｑ ｾ ＱＮｩｴ決算報告 。

ディスカバー大阪 ( その 2 )  大川端散策 .. jjl 布観 から 大 阪 城公園 へ/ 赤木閤文

. 舞鶴正 if: i ' ｩ ｩｬｊ Ｑ半島 ｾｾｬＮＪＭ

休縦します 。

;llll れないガラス「ユーピロンガラス ( P C ガラス )J / 藤 川 怒。石綿炭般カルシウ

ム発泡板「レアフォ ー ムJ / 北 品全

新入社 ｬｾ の服Ｏ北深修 一 Ｏ 北中州四 ＯｊＡ 削減立 Ｏ江 上総 Ｏ f武藤光男 / 小坂官11夫/ 入江

間吉仁 。私たちのグループ" No.l O近畿大学建築学科建築会民家調査研究会

大阪市港住宅地の分泌。「郎 市問題研究会」論文募 集。「高 槻の民家と 町並」刊行

樹の話シリーズNo.33さんごじゅ

最近峻工した新建築 9 点 (No.l 270- 1278)  

住宅改普における学校教育の役:'1'1/ JII 中恒子。 日本の住 宅 は日 くつく/ 今西祥 郎

建物の耐問 / 償 山 誠一。 コ y プ一杯のノ' k / 須賀栄一

4 2  新 し い 照 明 の 考 え 方 伊 藤 克三

4 4  事 務 所 ピ ル に お け る 畳 光利 用! 照 明 佐藤 隆二

4 8  グ レ ア 中 恨 芳一

5 0  新 し い 光 源 花 田 悌三

新 し い 照 明 器 具

5 3  1 一 般 商 業 用 照 明 藤 原 靖郎

5 5  2 ，ム ー ド 照 明 に つ い て 河田 益 ｾｈｾ

5 7  照 明 設 備 の 保 守 点検 西 尾 与志 自Jl

0 具 体 例

5 9  萩 市 庁 舎 の 照 明 設 備 赤木 尚 輝

6 0  岡 山 県 立 津山 総 合 体 育 館 の 照 明 岡 次 郎

6 1  岐 阜 県 博 物 館 の 展 示 照 明 桜 井 文 雄

6 2  卒中戸 文化 ホ ー ル の 舞 台! 照明 築 山 敏 澄

6 3  姫 路 市 市民 会 館 の 舞 台 照 明 矢後 自月

6 4  博 多 地 下 街の 庖舗 照 明 に つ い て
j可回 主主典

6 5 構 造 の 頁 37 1_1=1 J;r 邸('1! q の外壁保存ー lijlifi を未来に つなぐー/ '，品・ FIIB重

6 6 施 工 材 料 の 頁 37 1=1'''¥;r 郵 便 局の外壁保存ー工 ' fQ兄助か らの報告 ・その 1 ー/ 観音克平

6 7 設 備 の 頁 36 コンクリー 卜直埋ケ ー プJレ胞 工 法 / 中ぬがJ夫

6 8 都 市 設 計 資 料 21 郁子!i椛 造 物の 設 計手法 日/ 神 戸 間1市設 計資料研究会

7 1 月 報 円木建築協 会 FIlill の ilVJ き ( 昭和52年 5 r J 分 )



南紀サニーアイランドホテル

設 計 安井建築設計事務所



建 築 主 南 紀 大 島 観 光 開 発 株 式 会 社 市 紀の 代 表 (1'.) 観 光 ル ー ト に あ た る す ぐ れ た環 境 に かな淵羽 l を配地した 。 外 観 は 、 太 平 洋 の 紺 裂 の 空

施 工 大 成建 設 ・三 井建 設共 同 企業体 ありながら 、 従 来 的 泊 施 設に乏しか った南紀大 jみ と 海を ｩｲＩｪｾＮ に 、 Ｑ ＧＺＺＱぃ壁 と メキ シカン オレンジの瓦

所 在 地 和歌 山 県西 牟 婁 郡 串 本 町 樫 野塔 ケ 原 1035の 6 他 に正J!;，没 された 以下刀の 木終 的 レ ジャーホテルである。 展似とで精成し、内部も l勺い墜と 0 5 塗の本音11仕

敷地 面積 151 ，814 . 67rTI 起伏の芥しい地ＩｲＺｾにあ っ て 、 アプローチ道路の正 l二げによる 親 しみ易いインテ リアをねらい 、 統一

建 築面積 2，47 1. l 1 rTI 而にあたる ｪ 必虫のきく台地を ｾｊｪＨＮｴ 也に選定し、 ｩｈ 来 感 の あ る 、 健 康 的 で l明快なイメージを求めた 。 こ

延 面 積 3，988 . 33rTI 1斗 る 似 り 既 存 術 木 の 伐 採 を 避 け な が ら 、 地 形 に 治 のホテ Jレは 、 地 元 和 歌 山 県 、 串 本IIIT及 び 民 間 企 業

構 造規 模 RC.  B  1 .  2  F  って1rii白線 2 械 を扇状に Il fJ いて円以泣 した 。 また 、 による第 三 セクターの経営であり、公益性のｾｾＺ［い

施 設内容 宿泊 室48室、 202人 収容、 VI P室 2 室 向転I ! の結後 ..:J =J . にパブ' ) Ｂ［ クスペースと 作国 ｴｾ ｬＩ 門 を 海 浜 レ ジ ャ ー セ ン タ ー と し て 地 元 に 定 着 す る こ と

工 期 昭 和 50年 12月 一昭 和 52年 2 月 泣 き、 動 線の短期討を ，iI るとともに1 ' 1然とのお、だ ゃ を 11 指 している 。
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1 踏平面図

土の広 ... 

壬‘

④ 

手J n の広喝

1I 鋤広 ... 

j  

J  

岡 山 県 津 山 総 合 体 育 館

設 計 東畑建築事務所

城 下II! Ti 4 ! 山市は恋まれた (1 ｾ担に閉まれ、良き伝

統 を 守 り 、 育 て 、 次 代 へ 継 い で い く と い う 気 風

が あ り 、 教 育 に 熱 心 な II! Tで あ る 。 体 育 館 は こ の

よ う な 胤 土 を 背 景 に 、 県 民 に 親 し ま れ て い る 然

楽 闘 を 含 む 郎 市 公 園 内 に JI.j菌 、 建 設 さ れ た 。 私

ｾｉｉ＠ ，宝はこの中に建つものの基調としてミ方 ｊｦｾＢ と
いう :M: も 簡 紫 で カ ij 虫L 、1形を定め、オ? 々しい体育

の た め の 施 設 と す る ← )J 、m. 1 I i . と公閣の泌Jすい

た雰囲気に調 和 ｬ するよう努力した 。 が ｩＪ はよ ｲｾ の

力 )1習の l五十艮 を 持 つ ア リ ー ナ械 を t 似 とし 、 その

liij 而 に 付 属械 と し て 城 の 石j g を 述 恕 さ せ る 柔 剣

道 場 を 配 し 、 そ の 屋 恨 を ア リ ー ナ の ギ ャ ラ リ 一

階 へ の ア プ ロ ー チ ス ペ ー ス と し た 。 こ れ ら の プ

ロ ッ ク と 公 園 全 体 と を 有 機 的 に つ な ぐ l噴 水 の あ

る中 央 広 場 が前面に，11画 さ れ て い る ほ か 、 これ

を 事 ＱＱＱ として運動広場、チ供の ｬ ぷ ｪｊｾ ｾ 、 土の広場が

予 定 さ れ て い る が 、 完 成 がH' た れ る と こ ろ だ o

m設 内 容 ア リ ー ナ 1，661m'  

柔 道 場 286m'  ( 15011' ，'; )  

剣 道 均 286m'  

主 ｊｬ 覧 ｽｊＯｾ ｾｮ 定 ｬ 市 Ｑ ， ＴＰＶ

移動 ｬ 月 ｾ Ｒ ， ＰＰＰ

• 



設 計 岡 山 県 土 木部 営 繕 謀 、 東畑 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設 、 浮 団 連 設 共同 企 業 体

所 在 地 岡 山 県 津 山 市 山 北669

敷 地 面 積 79 ，OOOm 

建 築面 積 4 ，705m 

延 函 積 5 ，821 m 

構 造 規 模 R C.  S .  3  F  

工 期 昭 和 50年 12月 一 昭 和 52年 1 月

/  



- 圃|



サンマルシェ 1号館

設 計 大 建 設 計

施 工 熊谷組

所 在 地 愛 知 県 春 日 井 市 白 山 田T高森 ¥856- 22

高蔵寺ニ ュータウ ン252街区 1番

敷地面積 ¥4， ¥94.  79rr1 

建築面積 7，735. 33rr1 

延 面 積 ¥9 ，67¥.94rr1 

構造規模 R C，一部 S ，B  2 ，4  F  

工 期 昭 和50年¥0月~昭和5¥年 ¥0月

ｾＧ Ｚｪ ｩｩ 涯 学 ｛ ニュータウンの基 木計 画の 村 長は 、 土 地

の起 fRを利 JTJ したセンタ一 地区 とf 1 区ブロック

を計;ふ、ペデストリアンウェイの 有機的なRtiEに

ある 。セ ン タ - j:血区においても「街」ーまち

のあ昨/J x '! iill をベデストリアンにおき、 』純担3設支円配己i位泣 が

なされるよう 11汁irlれl!!li曲E勤l している 。「サンマルシエ」の

i術I打II医夫はこのセン夕一 I地也l以メのほ lぽま1サ|ド1う央央A丸:1にこ位;白丘 し、

各 j周羽辺住 l以メ カか、ら導カか、れるぺテデ，ス卜リアンル一ト

の手名紡可J占Ij北命fbli札J}点I

。

J打jt とした p件川]孔川qブ方7均か、らのぺテデf ストリアンのアフプ

チがあり 、これにより導かれる 1i}J 線が (1然に広

場へと流れこむよう 、 とくに 到l線 日j-j ilij Ａ 二配 ｊ ， ｾ まし

ている。

ｽｪ ￍＡＡ ｾ 支配程では 大 型 ｬ 苫をはじめ れ根 専 門 病がこの

中 心広 比［ をとり ｬ 羽むかたちで ｾｊ ｪＨＮｬ ｩｬｬ の Ｑ ｾＺ ，ｦ ￟ＢＺｩ＿Ｚ ￕ を 手 ｉｊ

則 した 重府 のl苫告別配置 を行った。 これらの !尻市Ii

鮮 は広坊 と一体化 した廻Jri ，i状のオープンなショ

ｹ ピングモー ル を設けることにより 、干 ｊ ｾ ｴ ｴＨ 内 な

.i!IT がりがl占と肢の 川に生 まれ 、ifxJ0 によるI "I¥， ))IJ

の商業絡差をなくす効 果をもっとともに 、また

1i) JMMI"J にはモールをオープン形式とすることで

常 に人々が利mできる公共通路としての性絡づ

けを行っている 。 このように庖知的洋のrJI lは外mJ

道路 に対 してではなく 、内部の広J-J.J に対 して表

わすよう 計画した 。外部空 //11 にあっては太陽の

口物広助一〈サンマルシェ〉の名称 が示 すよう

に、広. f J/) を中心 に大 きな 樹木の柏込み - 人工河

川 ・i也・幼児のための遊兵 ・鎚 舷 などを 円eti' i し、

ここを 訪 れる 人々に 対 して 楽 しさ ・親 しみ ・安

らぎを l必ずる空 間 を求 めた 。





三井不動産御堂筋ビル

設 計

施 工

所 在 地

敷 地 面 積

建 築面 積

延 面 積

構造規模

工 期

日 建 設 計

大 成 建 設

大 阪 市 東 区 備 後 町 5 丁目

2，580nf 

2. 179nf 

28 ，767nf 

S R C、8 3 、 12F、 P 2

昭和50年 3 月~昭和51年 12月

、 Ｇ￭ ピルは 、ｾ Ｇ ｦｊ自 ￬ｉＵｽ［Ｎ ｉ￭ｊ＾ｩを象徴するメインストリート、御堂筋

?{い 、に{立iit しており 、令自，1":1: [ ' ビル である 。 J也ド 1 附の ｴｾ ｬ ｾ＠

と 1 附が銀行、 2 1析 から 11附 ま で が 自 立 ' ]q'jt 室 となってい

る 。 この ｾ ｝Ｇ Ｈￍ 也 は倒 ｊｓ ｩＺｊ￭百 ｬ 二世 主 っ ている 、書士少 ない こ ｬ オ也 である

ため 、 、 Ｇ ￭ 初 の ｾ，長本， ｮｾｬ￯ｬ 段ｬｩＧ ｩ Ｇｦ より↑呉 市 に取り剥 ｬ んだ 。 とくに 、

デザイン而で ＯＡ， Ｇ ほ したことは 、御堂筋 のが ｦＪｾｬ :l i'l ｾｬｾ を 、 ひと

つのデ- t f イノのファアターとしてよ采 JTI したことである o ｾ Ｎ ｾ＠

な った I;Ji さをもっ数枚の切り立 った惜として、あふれ流れ

るit i1をモチーフとしている 。 また 、 ピルの 点 fJ!l J には 、御堂

筋の ンンポ ｊ レともいうべ き 、イ チョウ並木を写し ， ＧＱ Ｑ • せるよ

うにミラーガラスを 似 ｭ し 、李 ｾｬ Ｇｩ￭Ｇ ｪＡ ，必 が 山 るように工夫して

い る。

事 務 室

• • • • 

• 国 圃

基準階平面図

事 務 室

• • • • 





エパーグリーン長居

熊 谷 組設 計 施 工
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大 阪市 住吉 区 長 居町東 5 - 6 ・7

1. 2号 棟 1， 486 .  39ni 

3 号 棟 1，522 . 24ni 

1.2号 棟 969 .05ni 

3 号 棟 848 .60ni 

1  .2号 棟 4，520. 83ni

3 号 棟 4，904 .88ni 

1 号 練 R C 9  F ， 2 号 棟 R C 4 F

3 号 棟 R C 9 F

昭和 51年 4 月~昭 和 52年 3 月

分 譲 住 宅 120戸 ， 1 階 一 部 底 舗

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 面 積

構 造 規 模

期

途

エ

• 
信 舗
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1 階平面図

U  U  

孜々はエハーグリーン住吉、金| 前Je tc とこれまで

に数 多くの 集 合 住 宅 を手掛 け て き た が、立地 :D;1

lJI に調不11させたデザインということに 心 掛けて

きた。 このエハーグリーン長肘は北 にJ{:f 下 随 ーの

長 以 公 凶 を 擁 し 、 地 下 鉄 長 jιi!!)J<からは 2 - 3 分

の至近距 ＱｾＱ ｦＮにあるという、高官心型マンシ ョ ンと

しては 、 こ の う え な い 立I也粂1' 1' に lrt、まれている 。

設 ，￬Ａ の Ｉ，ｾ本 姿勢としては 、 全戸市向きにｊＺＺｪＺｬｴ光

l市をとり 、 スキ y プフロア製式を j:lt ITJ すること

で-ltf !!l J にもパルコニ を設け、長 l. ! i 公剖の中止を

i [ 日長官めるように配応、した 。 また 、 - 附に 1止肘

日1I の抗告i I i を配し、長 j五公闘のf M々と街路の対主11

ｬ 形 成 の湖 ヰ Ｑ Ｑ を ｾ ｉ るとともに、交通騒音がｩｊＮＺｲ［へ

直J長侵入することを l坊いだ。 外161は y ンプ Jレな

デ→r インにまとめ 、 スキップフロア型孟にを1*る

こ と に よ り 生 ず る 階 段 の 並 び が 北 聞 を 村 徴づ け

ている 。

用

白 一 1. 北 京 か ら 外観 をみる

I U一一 2. 玄 関 ホ ー ル か ら 受 付 を み る ( 3 乃倣)

11  121  

| 時j 4  3.  1 号線 の玄関1をみる

， ，-， 4. ，ti 点から外観をみる

船 影 山城 柄三日11



第 2 サンマンション羽村

施 工 不 ニ 建 設

摩 の 途 中 に 、 昔 の 集 務の名残りである鍋牛型の

「まいまいず升= 戸」がある 。 こ こ がTT傍 線 の 羽

村 駅。 東 京 より 60分 余 り の 土 地 で 徒 歩 8 分 の お

台に今回主主てられた 。 この羽村' 1f Tは、早 くから

現 在 の 発 展 を 予 期 し て 、 す で に 土 地 区 画3受理が

豊富然と 実行されている 。この土地 に今 ITIJ I 04戸の

大世帯、鉄筋 コンクリート 7 階建、延面秘6，644

m' の 共同 住 宅 が 建て ら れ る と い う こ と は 、 社会

的に丞ｾ であったのは言うまでもない 。 だが 、

この背景 には 、自 ｾ ｉ 内 の 土地のお ｉｊ 培、日照、騒 音 、

電波障害、風容 な ど の | 問題が来、秘 し、 共 同 住 宅 と

してヒューマニティーを欠き、 ri : 主まし、」として

よりも「ねぐら」化として存花 していることを

考えると、公園に面した、この土地は住環続に

ふ さ わ し い 土地 であ った。 この建 物 においては、

共同住宅としての良さを、形態として表現する

ために各戸のバルコニ - IIUの壁を鉄筋コンクリ

ー卜にし 、 プライパシ一 、 騒音を守るとともに、

手権、色彩など によ って縦 r: nの辿続性と、ソ フ ト

な曲 線 により公協lの献と、共存していれば幸い

と思う 。また、床、壁ともシックなレンガタイル

の玄 関で、エレベーターを待つ - 11、子を玄 関 ホー

ルから 中 泌 をl挑め 、そして ' f主ましりに向かう

アフ・ローチとな っている 。

{ 仰 lヒ公) . [ / 点!;t' ill ::i'i 'F .f主所)

言宣 言十 東 京 建 築 事 務 所

所 在 地 東京都西多摩郡羽村町神明 台 2- ト 5

敷 地 面 積 3 ，326. 57rTI 

建 築 面 積 1，298. 79rTI 

延 面 積 6，644 . 79rTI

構 造 規 模 R C.  7  F .  P  2  

工 期 昭 和5 0年 11 月 一 昭 和 51 年 10月
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1 総

f イ ) 通 常 総 会

A .  

コz:>:

6 月 29 日 ｬｬＺ 会合 ｉＧｾ 集会Ｇｾｻ

11Pr ｊｲｴ［ｴｾ 者 ＲＰ Ｑ ，

議 '](( 1)111怖 150年度。] l 業十製作及認の1 ' 1

(2)II!{ 和50"1"'- 皮一般勘定並び[ こ会合Ii 特別j ! ) ) 定

ｾｘｸ ｩＩＮ ＡＺｾｱＺｗｽ 了 Ｏｪ ｬＺ ｗ の ＨＧＱ

Ｈ Ｓ Ｉｉｉ ｩｊ和 ＵＱ Ｋｆ 度一般助 ￭ｩ ご， ｗ び Ｈζ 会館 Ｂ［ｱＧＡｪ け ＧＩｉ ｊ 似 ｾ ￭ ｩ

収支: 予釘ノ派訟の ('1

( 口) 通 常 総 会

2 月 25 日 於会館集会市

ilHr! 何者 10れ

議 Ｇｊｾ Ｈ ｬＩｩｩ ｋ［Ｚ Ｇ ｊｾ 1 グI 選不の ('1

(2)本 iff5所 同評議L l 24十' ，Qt(J fi の1' 1

(3)役 1. 1{ i { T: ' 向忍の ('1

2 評 議 員

( イ ) 定 時 評 議 員 会

A .  

士E玄

6月29 日 }j 守会ftl'.;!t 会主

1
I
1
1

1  111i
t
J' 11' 変作状 J l 40アl

議 'l i( l )II!{ 利50"1皮 'JI 業械化' 九百の ('1・

(2)1111 [.1150作 広一般拡}j)i ｾ�Ｎびに会航村 Ｉ Ｉｉ ｊ，ｉｽＩＩ￭ｩＺ

ｾＩＨｸｩｫｴｾＱ＠ *: 1; ノ兵必の( ' 1:

( 口) 評 議 員 会 に か え て書面表，夫

11)J 17 11 刊をも って 「川和5211'.j 交，iNili i. ljjlj

nJ ，数決定」 についてお漁りした。

( ハ ) 定時評議員会

3 月 31日 Ｉｪｾ 会古 ＱＧＮ［ 集会本

!'I J1凶行 委任状J 七 511ノI

; ふ判1)評議L l 会議長以び; ，¥11議 長 Ij _jjlj の ('1

(2)，';¥IJ 会t，;: 2  '(' ，Q引での ('1

(3)1' 1! '11 18私選任の ('1

(4 ) 1; 土Ll 市作 J 氏;t{ の ('1

(5)11日有 152{i ・度以土: J手引ノ出ぷの ('1

( ニ ) 技術部門評議員懇談 会 2 11'1 

3 理

(1)比例l'!!. ')1 会

Ｈ Ｒ Ｉ 糾， ｩＺＮＡｾｐ ｉＡ 'JI 会

事
A .  

τE 玄

9 1"1 

2 1"1 

(3)総{: i ) 会rn'{T刷' pI'.'JI 会 1 1" 1  

4 常 設 委 員 会 l

f'::，'  ¥ /_， 怜 'JI 会 、小委i . l 会

22].< ム 分科 会 、 J r{ ' i 会勺

(1)  'JI;;二: Hl 会 7 1" 1 62川

(2)制 集 委11会

(3)数 行 委 I I 会

(4 )(1' -(; 委L l 会

(5)，'1'，版 委1. 1会

(6)法 JM1? i 1会

111" 1  

3 1"1 

9 1"1 

4 1"1 

8 1" 1  

571"1 

J N主会 2 1"1 

8 1" 1  

9 1"1 

5  1"1 

自 昭 和 51年 4 月 1 日 至 昭 和52年 3 月31 日"川1111

Ｈ Ｗ Ｉｭｾ 委ｌｬ会 Ｘ ＱＢＱ

Ｈ Ｘ Ｉｾ 築デ ータ
シート 委 j.-1会 9  1"1 191" 1  

5 講 習
A .  

士z:>:

鉄 筋 コン クリ ー卜 徳 造 物 の 耐 震 安 全 性

講 習 会

8 月30 日 於 大 阪科 学 技 術 センタ ー 123'(' ，

9 月21日 l Nf r杭' V II I' I 命 ホーノレ 133グI

建 築工事 実 務 講 習 会 ( 第 32回)

10月 19 日 於大阪科学技術I センター 104 '('， 

6， 講 ，寅

A .  

τEミ

高 層 建 物 周 辺 の 風の性 状」 講 演 会

7 月初日 ｽｪｾ 大 ｬ￭Ｉ［ 科 ， ｃ＿ 技術 セン世 Ｍ

，:Si r: lli ) ( 阪 dJ 山;大' 下 I'. ，'r: ;;j5主主佼

1 ヤ 問 | 川村純Ｉｾ氏

l佐治折 157'(' ， 

建 築 と 音 楽 形 と 音と空間と

ヤニス・クセナキス議，寅 ト演奏会

11月 15 日 於|長I'，[ i ホーノレ 660グI

，iJY!r: lli 

ヤニス ・クセナキス氏

Ｈ 仏 、 ＱＧ ＱＺＱ Ｑｊ Ｑ 家 Ｎ ｾ築家 Ｉ

ＷＱ 阪降ｩｉ氏 Ｈ ｾ築家 ・ Ｑｦ 稲 ＱＱＱ 大学教奴 Ｉ

IIIJ 析 f忠治氏 ( ピアニスト ・1' 11111家)

7  特 別 公 開 文 化 講 座 ]

Ｈ ＱＱ ，Ｎｪ，ｾ築協会ほか Ｓ 卜ｊｬＨ ａ ， ｊｬｦｬｩ ｄ

テ ーマ_.- 現 代 建 築一 大阪・ニュ ー ヨーク J

Illtll /iIJ:fr リチヤード ・マイヤ一氏

li'j ) 1' 11: 也氏 般 的 新 1'(

inf j/.1 J松氏 II I}; ，¥ (iUI彦氏

6 月 15 日 約1，0001 ， 於ｼ長 ｉＧｾ ｬＡＺホーノレ

Ls  関 西 都 市 住 宅 会 議 |  

Ｈ ＱＱ ，Ｎｪ，ｾｾ協会ほか Ｖ ＱＧＩｪ 休 ｊ 七世 ｮ

テー' 7 X15dlWj 災 に つ い て

10月初日 ｬ ｩＧ ｾＧＺｹｬｬｬＧｬ＠ Ｈ，ｾ ホー ノレ 107 '('， 

，i，¥'i r: lli  

自illdJ防 災 と そ の 対 策

J;{ 出ill ノ( ' ，? 1学 将 教J5' 品1¥内 三郎氏

出11 ､ｩｬ り ｊ 災とｾ築家のぷ任

バu' ( 総0 1J 115t!'附 I、1; 傍 取 締 役

lfj 樹 英 次 氏

池袋， illlllj と' J i . 全化手法

大阪大予 Ｑ ＮＧ 下 ［ｾｉ 教 ｪ ， ｾ I;( ，j 川 )¥:: iI'.J又

[ 9  若 い 会 員 の 集 い

なにわのかくれた散 歩道 を歩く

一 一 デ ィ ス カ バ ー大 阪 ( その 1 ) 一 一

日 本 建 築 協 会

4  )  J  10 十1 21:f' ， 

レクリエ ー ション施設を考える ( 2  )  

一 一関西サイクルスポ ーツセンタ 一一一一

5  )  J  221:: 1  221片

歴史的環境保全を考える

6 )  J  19 11 40:7， 

ウォ ー ター フロント

一 一世界の都市と住いを水際 から見る 一 一

7  ) 110 1/ 51グ:

高野 山 サ マ ーセミナ ー 「新 し い 学 校 の 風 景J

8 )  J  28 J-I .  29 11  ( 1  i n 2  11)  30'(' ， 

ビル用水の再生プラン卜を見る

一 一 「都 市 と 水」 その 1-

9  )  )  28 11  36:7， 

建築家のためのみどり学習会

( 京都・よ賀茂- 植物講 座 )

10)) 16 日 45'(' ，

「建築材料を見る」

一 一ステンドグラスの世界一 一

3  )) 12. 11 30れ

建築家に話を聞く ( 5  )  

漆原美代子のインテリア・ア ー キテクチュ

ア

3  )J 26 11 70'(' ， 

10 コ ン ク ー ル

第 22回 工高生デザイン コンク ー ル

，;止，:1 課 題

野外スポーツ施設の 「センターハウス」

Ｎ｢ｾＡＮｴ 〆 切 Ｇｊ 9 ) )  20 J-I 

応 募 数 18校 103点

様子町会 10) J 25 11  

人 選 1 ' 1: 10点 ( ＱｽｾＱ 改俊秀作 Ｑ 点 Ｉ

ぷ 杉 式 11) J 20 11 

11 会 誌 「建 築 と 社 会」

4  )) ｜ｾ＠ 川、_I( l 、と材料

5 )  ) 号 D ¥築防災 と位、

6 )  J 坊 市 街 地 特 (1m

干 Ｉ ｰｾ ｬＧ Ｎ ｪＭ ｢ｩｬｬｾ の設似 ｬ

8 Jl'日 鉄 'vJ 梢 ifi のジョ イ ント

9  ) J り 来日:.(A，の ハード と ソフ ト

ＱＰ Ｉｐ ｾ＠ 粘 泌 防 止 対 策 と 断 熱 材 料

l 1) P J  第23凶行作技術者

12)  J  ｜ｾ＠ 設 j}i 1 i からみたD¥築の Ii-¥J:Hi .. 

1  Ｉ ｐｾＮ＠ デザ イ ンの 動向-i ff5分 と 全 体

2 )] 弓一 兵 l制

3 )J ｜ ｾ＠ ニュータウン の管 ｪｬ ｬｬ 一 千 ｾｌＡＮのフ ォ

口一

1-1本土色築協会 il IJ iL601.' ，j 1' 1  ・1112在と

社会 660弓'i t行 記 念

75  
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12，出 版

建築データシート

II 築 デー タ シー ト委1. l 会制

「建築と 社会 」 誌 II H; il ，止として会W c 無料配

布 87 シー ト先行( 内改 l iJ シー ト28シー ト)

会員名簿

77- 7811" 版

B 5 判h自主dl ［ｪｾ文 ［卜 Ｇ￭Ｇ￮紙 320:Q 

7}Sifilli 一 般 1，500円( 送料 2501リ)

会上i 特 frlli 1，20011J ( 送料 J り

ふるさとのすまい ( 復 刻 版)

円ノ ド ｬｬ ＿ｦＡ協会ｾｾｬｉ ｩ 万二

発行所 11木 資料 刊行 会

定 frlli Ｕ ， ＷＰ Ｐ 川会ＱＮｬヰ ｾｦｦｲｬｬｩ 5  ， 00011 J  

鉄筋コンクリ ー ト構造物の耐震安全性

1-1木1112楽協会1I ' : lrlr j

山川 給制lfl 抗ー

発 行 所 佼判 ｬｾｮ｜Ｑ 仮株式会社

定 frlli 3，8001'J 

13 見

晶ｾ、

子ー

A  

zコZ

池田市古，工浄水場新築工事の見学会

4 月14 11 31-y， 

岡山・倉敷の新建築を見る

5  )  J  14 十1 ， 15 11 ( 1  ;1'1 2  11 )  24れ

京都醍醐寺収蔵庫建設工事と名園を見る

6 }  J  26 11 26れ

甲南女子大学キャンパスを見る

7  }  J  3  11  42れ

新しい団地計画を見る ( ごみ空気輸送施設と

S R C超高居住宅の躯体工法)

7  }J 22 11  48れ

芦屋市民センターの見学会

9  }  J  8  11 40れ

住友不動産京都ビル新築工事の見学 会

9 ) J 18 FI  33-y， 

御堂筋ビルデインタ新築工事の見学会

10n  2  1' 1  40-y， 

阪急グランドビル新築工事の見学会

10}J 15 円 76-Y，

堺・南宗寺の茶室を見る

10} J 23 1-1 33十1

大阪駅前第 2 ビルの見学会

( 大阪駅前市街地改造事業第 2棟新築工事)

10月28 11 531ノ1

着々とすすむ南港開発を見る

( ポ ート タウンを中心にして )

l 1)J 9  n  34 -y， 

奈良・依水圏の茶室の見学

11)  J  13 日 41;('，

16  

南 海 難 波 駅 建 設工事の見学会

12}  J  7  Il 391ンt

生田署庁 舎 ・兵庫県警察生田独身寮建築工事

の見学会

1 )  J  24 円 29-y，

清 酒大 関本社工場の見学

1  }  J  28 11  46仇

大同鋼板 Ｈ 株 Ｉ 本社Ｍ工 場見学会 ｭ 十 ｾ Ｚ ｴＺｌ 1会)

1  }  J  28 11 15グI

武庫川学院キャン パ スを見る

2 }J 25 11 40-y， 

大阪府立成人病センタ ー増築工事の見学会

3 )] 18 11  49i'， 

14 午 餐 会 - 懇 談 会

建 築 6 団体会長午餐会

6 )J 7  11 i tkl 坂カ‘ スピノレ 18れ

11}  J  4  11  於 大W; カo スビノレ 18 'iぅ

建 築 6団体合同新年交礼会

1  }  J  4  11 i，六大阪コクサ イホテノレ 565 (' ，

15， 創 立60周 年 記 念 の 会

3  ) J 30 11 J k  .. kl 制I"j

大 阪 I{I 知 ι j;: ，大阪 Iil 長、ぶJ f 卜J I体、業料.. i frIL¥J

社をお J if きして 、lI :jiUJ 刷、一述の記念、行 'Jo は

l- j わず、ささやかな rlcf : i 会を 1111似した。

参)JII 行 103-y，

16 展 覧
ム

耳

第 13回よろず相談住宅展

1'1 9 )  J  2  11介、 9 }  J  7  11 ( 6  1=111 ¥J) 

M: 除以! tUi l ' iJ，I; 6 1持m:J t¥

fl l ，; 炎件数 900f'l' 

新しい建築写真展示窓

ｊｬｾＯｊ 、ＱＩ Ｚ点

(1)  ，'i 本タ イヤビノレ ( 愛称大1I反7 ノレビノレj

Ｈ Ｒ Ｉ 街を紙 ＨζＨＧＱ Ｇ 之 Ｉ ｾ，ｪセンターヒノレディング

- 鉄鋼司会f !0: ・'，';" ;j 、タイヤヒソレ ・l u{i 川J f

ｽ Ｇ ｾ＠ -1，業ビ、ノレ)

(3)大阪駅前l e1' j 2 ヒノレ

17，そ の 他

( イ) 他卜JI 休と の J tlnj 川副j

Ｑｬ ＤＱＱｾ 際 ｪ 土絡協議会

j.J.¥築19M系トJI 休辿絡協議会

i112従業傍ぷ市委i . l 会

公作法人込絡協議会

j.J.¥築 |一: k 態: 制脊委II 会

j.J.¥$ J :'J H 詰所実態1J ，' H年1.W 会

設 1jk業務調査会

i 4 会述イラ」協定 ・ 1'，Ni '; u 契約書( _j ; ; ; x委

u 会

Ｈ ロ Ｉ会 ｉｈＢｾＺｧｻｦｴ

4 )J ＲＳ ・ ＲＴＱＱ 、 公泌会 ｾｦ I'_I :  .  1 I { 1 和欧査法人

ｾＡ ［ｊ ［ｊ ｽ ｾＩｾ 氏 ｬ ζ よって 、 ｉｉｻｻ 和 ＵＰ 年度の会 ｊ Ｍ ｉＧ ｾｎ［ｉＺ

' ]' f.を受 く。

18， 本 会 が 入 会 し て い る 団 体

よ:W.{ r:'，旬 1'- :会議13r

l民IIJIH干前辿介 会

大|仮リパ}j J也Nl m) ' t f J t i W協議会

土t築行政協会大阪iliY出al

i J ! 築関係卜JI 休辿絡協議52

iJ! ｾｾ［ｴ＠ {J)}，Vf，f'， 12 i  1  会

公総 ［ Ｑ 、人 ｭ 持 ｲｾｨ ， ｴ 車会

￭ｊＡｾｾＢ、 ＱＱ 筏 ｪ 生絡協議会

ｬｬｾ お ＱＺＧＩＮ［Ｚ 悠， ｊ ， Ｇｊ ＭｦｦＮ委 ＱＱ 会

iJ!主主 I"J (I防所実態 JI ，' J-fH i l 会

ぷ li;;i 業傍，U，'，J-fE会

ｲ Ｔ 会ｾＨｔ ｊ 協定 ・ Ｑ Ｇ， Ｇｊ￲Ｚ ， ｩ ，ＧＡ，ｦ｛契約約以 ｈｬｾＷ

.¥Ulx 納』犯協会

大 阪 I{j 社会保険協会

19， 後 援 ま た は 協 賛 し た 会

第 17回 マイホームショウ

H 1H fl : '七斯11¥HI

r1 3 } J 3111 可; 4  )  J  .1  11 

)j '，J.. : l k7ーチャンダイズマートピ J レ

病院建築に関する研修会

_H lH 11  ［ｪ ｾｬｲｪ Ｍ￭ ｉｾＧ ，Ｚ￭ｊＡ築協会

9 } J  3  11 ・ '1 11 ｊＯｾ ｊＮｬ ､Ｈｾ､ ｊＺｾＺ［ｾ立 ＧＰＺ

9 } J 16 11 ・17 11 )j'，λI!!'{ 科γ i υ ，1:1セ ンタ ー

第 18回マイホームショウ

HH: f" とtJ[l1¥] (.J: 

rl 10 l J 13 11 介、 10} J 17 11 

Ij " ) ( W; 7ーチャンタイス: 7 ートヒ J レ

第 6 回 建 築士のため の設備基礎教室

H lI: 大阪 I{J j.J.¥築 1:会

rl 11} J l ll -i、 11) J  ＲＹ ＱＱ の ＱＩｾ ＱＰ IIII ¥J 

)j" 大阪 I{J' I' 小d可決文化会古t ' i

現場打ちコンクリー卜工法の問題点と行政

指導の方向」講習会

"iW 11  本j . J . ¥築総イ' i ，;}，:ll史lリ7

1l } J 25 11 )j 01刻1Uホー ノレ

建築積算実伎教室

H lH 11本 i112史的引協会

l' 1  1  }  J  22 11 オ; 3  }  J  26 11 iJI I.II/1! I1  

! 六大阪 I{J j.J.¥築 i 会会泌; . ' ，、

第 19回 マイホ ームショウ

HI H iL' じ新I1¥H I

l'1 3 } J 17 11 介て 3 } J 19 11 

h守ノ(Wi マーチ十ング イズ7 ートヒノレ



4 大阪芸能センターを考える

山 崎 正 和 ( やまざき ・まさかず)

・1934( 昭和 9 ) 年 京 都 に 生 ま れる 。

. 1956( 1昭和31) 年 京都大学文学部哲学科卒

• 1963( 昭和38) 年 戯 曲 「 世 阿 嬬 」 に よ り 岸 田 賞

受 賞。

・1965 (昭和40) 年 イエール大学に留学。 かたわ

ら演劇活動に従事

- 現 在 大阪大学教妓 . ，創作家

専 攻 奨 学 ・美術史

著 書 「世阿煽J r劇 的 な る 精 神 J r鴎外闘う

家 長 J r生 存 の た め の 表 現 」 な ど 多 数

高 口恭行 ( たかぐち ゃすゆき )

• 1940( 昭和15) 年 6 月 13 日京都に生まれる 。

・1963( 昭和38) 年 京都大学工学部主主築学科卒

・1965 (昭和40) 年 同 大 学 院 博 士 課 程 中 途 退 学

. 奈 良 女 子 大 学 家 政 学 部 住 居 学 科 助 教 授

- 工 学 紳 士

専 攻 都市デザイン

著 .  r W; 三 の 建 築 家J 彩 画 社

「フィール ド ノ ー ト 都市の生活空間」

N H K プ y ク ス な ど

設 計 万 国 博 覧 会 会 場 設 計 参 加

1967年 エスポー市都心計画国際コンペ

佳 作 入 選

1973年 大阪市史蹟述絡遊歩道

1976年 中之島芸能セ ンタープロ ジェク

トメンノ{ _

1977年 一 心 寺 日 怨 殿

大阪の街には東京、京都にみられるような、まとまった文化的 シ

ンボ、ルが出来ないのでしょうか。.

そういった都市の「顔」を創りだしてはどうか、ということが近

年の大阪の課題であ ったわけですが、先般新聞紙上で、そうした考

えの一つの案が発表されました。

中之島芸能センターの計画です。

この機会に同計画の概要、その背最などについて直接担当された

プロジ ェクトメンバーの山崎正和氏と高口恭行氏をお招きして講演

を伺うと同時に話し合う機会をつくりました。

会場は高口氏のご厚意により去る 3 月に竣工されたばかりの一心

寺 ・信徒会館の大ホールを拝借いたします。

奮 つでご参加下 さい。

日 時 8 月27日UJ 集合13: 20

i品i会13: 30 → 閉会16: 30

圃日本建築協会の展示窓ご紹介 11川川11川川川11川川11川川11川川11川川H川川H川川川111

。第36回展示写真「街を緑に ・第 7 回」

砂展示期間 昭和52年 6 月30日より 2 ヵ月間

砂展 示 場 所 京 阪 電 鉄 地下通路北浜寄り南側ショーケース

日本建築協会会告一一一

芸能センヲーのパイロ ッ トプランの模型

会 場 一心寺 ・信徒会館「日想殿」 ・2 階大広間

( 天王寺区逢阪上之町155 ・T E L 06- 772- 8740)  

〔参考〕 ・大阪地下鉄、谷町線、「四天王寺前」駅下車、谷町筋の広

い通りを南へ 400 m、四天王寺西門前の交叉点を 西へ

( 通天閣の方向) 200m下り、 三叉路の左側すぐ。

講 師 山崎正和氏( 大阪大学文学部教授)

高口恭行氏( 奈良女子大学助教授)

ア ー マ 大阪芸能センターを考える( 講演とスライド)

費 600円

.6. .  

τ E  

定

申

員 60名

込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に 1枚限り とし、

氏名 ・勤務先名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名・郵便番号

を記入し、 「大阪芸能センターを考える」 と明記の上 8 月

18日( 木) までに建築協会事業諜へ。

ただし定員を超過した場合は抽せんにで決定いたします。

昭和45年より毎年大阪市において、建築物に附属する緑化施設に対

する表彰がおこなわれていますが、すでに本誌 6 月号( ニュース欄)

でもご紹介しましたとおり、 「日消食品ビル J (淀川区西中島町) と

「ローレルハイツ大淀J ( 大淀区本庄東) の 2 点が、本年度の優秀施

設として表彰されました。

建築物の緑化は単なる都市美のアクセントではなく、生活環境にゆ

とりとうるおいを与える要素ともなり、市街地の空間には不可欠の

ものといえます。

展示窓には「街を緑 lこ」のテーマのもとに、上記 2 点の受賞作品を

ご紹介いたしました。期間は左記 2 ヵ月間の予定です。 どうぞご覧

下さい。

挫 築 と 社 会 /1977年 7 月号 17 



青年技術者のみなさまヘ

「建 築 と 社 会」 昭 和52年 11 月号の

「第 24回 青 年 技 術 者 特 集 号」 の 応 募 に つ い て一 一

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もし

くは「青年技術者特集.号」を企画し 、すでに23回にわたって優秀な

青年技術者を紹介してきました 。 今回も、「青年技術者選術委員会」

を設けて 、選 衡 の 上 掲 載 す る こ と に し て お り ま す。

その選ぶ分野も、設計だけにかぎらず、都市計画、精造 、施工、

設 備 な ど を 含 み 、 それぞれの分野から、優秀な青年技術者を選んで

その不断の研究努力とすぐれた業績を「建築と社会」に掲載して顕

彰することにしております。

ついては、下記応募規定を参照の上、ふるって応募されんことを /

応 募 提 出 規 定

1. 応 募 さ れ る 人 は 満35才 ま で の 青 年 技 術 者 で あ って、本会会員に

限ること 。

2 .  原則として、本会会員であるすいせん者を通じて応募のこと 。

すいせん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織の上司

なり上長であること 。す い せ ん 者 が 学 校 教 官 で あ る 場 合 は こ の 限

りでない 。 また本人が手出裁の代表者である場合は自せんとする 。

( すいせん用紙は事務局にありますので 、 ご請求ください)

3. 応募者は、設計( インテリアを含む) 、計画( 都市計画など) 、

施 工 、 構 造 、 設 備 、 そ の 他 の 分 野 に あ っ て 、 な し と げ た す ぐ れ た

実績について、すいせんをうけ、下記の所要の資料を本会に期日

までにJ是出すること 。

4 .  提 出 さ れ た 資 料 は 「青年技術者選衡委員会」にかけて選衡する 。

5. r青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 」 に お い て 選 衡 さ れ た も の は 「第241E:

青年技術者特集号 J ( 昭和52年11 月号) に掲載するとともに、記

念品を贈呈する 。

6 .  提 出資料

(1) 略 歴

本 人 の 氏 名 、生年月日、五l

1 8  

(2 ) 選 衡 資 料

(  i  ) 建 築 設 計 の 場 合 ( インテリアを含む)

鮮 明 な る 写 真、主 要 平 面 図 、概 要 、 設 計 要 旨 、 そ の他応 募

者の業績を審査するに 卜分 な 資料

(  i  i  ) 計 画 の 場 合 ( 都市 ・地域の計画など)

計 画 図 、 計 画 要 旨 、 そ の 他 上 に 準 じ た 資 料

(iii ) 施 工 、 構 造 、 設 備 の 場 合 (それぞれの設計計画なども含む)

ヒに準じた資料 ，

(i v ) その他 ( 行政 ，新材料開発、著作などを意味する)

それぞれにふさわしい資料

(3) 青 年 技 術 者 と し て の こ と ば

青年技術者としての抱負、考え方 、信 念 、建築観等々 (400 字

ていど) 。

(4) すいせんのことば

原則 として 、す い せ ん 者 に よ る す い せ ん の こ と ば (120 字 て い

ど) を添付 のこと 。 自せんの場合は不要。

7.  提出期間 昭和52年 8 月31日

8.  提 出 先 大阪市東区北 浜3- 37 ⑤ 541

日本建築協会 「青年技術者選衡委員会」

9  青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 (52年 度)

委 員 長 中 村 甲 ー (口建設計担市車業務部長 ・編集委U長l

委 員 池 田 有 隣 (J ;i MI 工笠繊維大下教授)

大 辻 真喜夫 (竹中工務 I;s JIl:.t t郎副部長 )

紙 野 桂 人 (大阪大学助教綬)

山 田 俊 i筒 ( 日本住宅公同平城! 持He' f l務所事業計画課長 )

樋 口 元 一 (大林組設J十第三部部長)

須 賀 好 富 {近畿大下助教段)

荒 井 消 ( 点畑述築)JI務所取締役設firt 部長)

香 川 英 J'! IJ (須賀工業設備部部次長 )

山 口 素 興 (安11 雄 策 払lt' Jlf草川大阪。JI 務所取締役目IJ 所長}

阿 部 I旦 {泌池品1I ｻＡＧＺｬｬｬｩｪ 符 ｉＧｾ 宅部長 ｬ



暑中お見舞申し上げます 昭和52年盛夏 ＨＵＰ ｾ Ｏｉ民Ｉ

阿 音R 暢 j斐 海 正 雄 網 野
主 木主ι

.lIミ j羊 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長 浅 海 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 546 太阪rll 可J I < ! 主笥豆回辺東ノ町5丁目33 電 話06 (692)  1331- 5  哩 530 大 阪 市 北 区 老 総 町 l 丁目 2211H也 電 話06( 362) 8701- 8

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

哩 546 臼宅. . k . 阪市東住吉区田辺東之町 5 r 目24 .mti 65 自 宅 ・ 宝 場d 御 殿 山 2 丁目 31- 5 0ー 109号

骨 530 大 阪 市 北 区 堂 山 町 ω 官官，l l i 06(3 14 )015 1代

需 給06(629) 1∞8 電 話0797 ( 85) 0745 

車

問山幸 夫

株式会社菅 山 建築積ｾｾ ｪｊ 務所代表取締役

骨 550 大阪市西区京町娼1- 10- 19江市ピル1 I t ，1li06 (443)0430 

串 565 自 宅 跡 臼E打開仙台 5 - I C2( ト1101 1It，11i 06 ( 833) 6556 

〉菱 茂 夫

ー 品 唱

女 部 '恒 夫沼

株式会社 il'l 組 取 締 役 社 長 安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 559 . k . 阪市住之江区西住之江2丁目7酢5号 'l tt .ll i 06 (678)3212代

都559 自宅・大阪市住之江区西住之江 2 rl J  7  /11' ＵｾＧ＠

o1!.l l i06 (671 )  7774 

赤 尾 勝 策 7菱 沼 誠 夫
.  安 藤 ｾ角 失 雄

d  

株 式 会 社 浅 r召 組 専 務 取 締 役
安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

株式会社 赤 尾 取締役社長 品 ＧＵＴＳ 大阪市天王寺区ｊｉ｛ｾｲ， ｩ Ｇ ｬ ｬ 町 Ｘ ＯＱＱＧ地の Ｑ ＱＱｴ ｬ 舌 ＰＶ ( 768) 5222 
骨 540 大 阪 市 東 区 常 盤 町 2 の30 高 木P在来ピル

骨 54 1 大阪市東区安土町 2 - 12 トヤマピル電話 06 (252) 1551  Ｈｾ＠ 串 630- 02 自宅生駒市J I [ 怯ケ丘 7 /11' 30号 電 話07437( 4) 5556 電 話06 ( 942) 4602- 3 

串 560 自 宅 豊 中 市 上 野 西 2 丁 目 16 - 2 911t JIi 06 (856)0619  

r百

愚 ＵＴＳ 大阪市天王寺区ｊｉ｛，Ｚｲ， ｩｬｬｾｔＸ ｉｦｦￍ也の ｉ 電話 ＰＶ ( 768) 5222 

骨 168 自宅 ー東 京 都 杉 並 区 F高 井戸 3 丁目 17番 l 号

電 話03 (302)  1922 

赤 崎 尚 .  東 秀 イ呆 井 崎 梁 次

L  

株式会社 赤崎建築事務所 代表取締役 株式会社 . l I ミ建築設計 'JJ 務所 代表取締役

株 式 会 社 井 崎 工 務 ! 占 代 表 取 締 役

愚 550 大阪市例区立光線北通 l の90 第三2百士ピ Jレ <!!!630 大阪市北区天神崎筋 3 r  H67 7 チスピル

⑮ 640 和 歌 山 市 北 河 岸4丁 目 I 需 地 1It J1i 0734 ( 24) 5195代
1It，fl i 06(541) 7625代

電 話06 ( 358) 5598 

骨 640 自宅 ・和歌山市玉泌丁 2 丁目 5 置付也
⑮ 659 n 宅 戸 1:11 市 三 篠 町 47 佐 30 1It J l i 0797 (31  )  8781  品 631 自宅 ・奈 良 市 制 I I f f l f 2r rl22ー 7 屯 話0742 ( 43) 7704 

Ｑｉｴ ｾｬｩＰＷＳＴ＠ (22)0382 

j斐 貞

ごム

J 口井

株 式 会 社 双星社竹腰建築事務所 代表取締役

愚 530 大 阪 市 北 l孟 鐙 宮 町 3 /11' 2 豊 崎 ピ ル 'o' l!.l l i06 ( 373) 2281 

<!!!659  ｦｉ宅・戸 ｉｾ 昼市東山町 ＲＱＳ ローズハイＺＯ 1' 1卦406 月

屯. l I; 0797 (31  ) 2339 

代表I伐締役社長 浅 井 潤 一

代 制 締 役 所 長 浅 井 謙

株 式 会 社 浅 井 建 築 設 計 事 務 所

哩 542 大阪市南区安笠寺崎通 3 - 5 2  箔 2 農 林 会 館 5 階

1It，l l i06 ( 245) 4651  Ｈｾ＠

ｾ Ａ渇 Ｓ n 宅 羽! l I . 聖子市羽曳ヶ丘2 - 5 - 6 1It，11i 0729 ( 56) 2152 

<!!!683  ci 宅 羽曳野市羽曳ヶ丘5- 18ー l 電，1，1; 0729 (57) 3588 

j斐 井 泰

新 目白

株 式 会 社 新 工 務 所 取 締 役 社 長

⑥ 530 大阪市北区的恨崎中 1 f l l 43/11'地 電 話06 (313)1331  

新 下 帝 次 郎

株 式 会 社 新 F 工 業 取 締 役 社 長

串 612 京 郎 市 伏 見 灰 桃 山 間 島 太 夫 西 町 6 /11'地

電 話075 (611)  2275代

⑥ 612 自 宅 京 市 』 市 伏 見 区 点 町 2 丁 目 電 話075( 611)0判。

姉
i

 

l

 

E

E

E

，

 

男正

株 式 会 社 笠 谷 工 務 庖 専 務 取 締 役 束光電気工 ［ ｊ ｾ 株式会社大阪支社主務霊締 Ｒ

.m659 ｬｾ＠ Icf! 市 業 平 町 4 - 2 電 話0797 ( 22) 0703 ⑮ 541 大阪市J l [ lll:，¥T，!li!綿 5 r l l 28/11' i也 電 話06 ( 202) 0325 

哩{ j 59 n 宅 ー戸 鹿 市 翠 ケ 丘 町 1 3 - 5  1It.lli0797 ( 22) 5291 ⑮ W 5 白宅欧! 日市雌( 1 ，守 4 の 30の 12 包括06 ( 872) 3214  

井 秋 次上

弁 上 窯 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 543 大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 40 自作地1I t ，11i 06 (771) 2825 

串 {i 59 自 宅 芦 屋 市 川 西 町 4 番 23 月ー電話0797 包2)5930

井 上 浄 夫

株式会社 井 上 冷 熱 代 表 取 締 役 会 長

骨 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 9  - 6 電 J l i06(441) 8531

串 663 自宅・西宮市甲子 園 3 I盤 町 9 - 5 電 話0798 (41  ) 4661  

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

串 453 名古屋市中村区緋町 4 の28 国 鉄 会 館 内

電 話052(' 151)  2025直通

<!!M64 li 宅 名古屋市千個区下方町4の3O' o' l t; ! ; J; 052 (711 )94∞
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暑中お見舞申し上げます

井 達 明上

株 式 会 社 井 上 透 明 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区鶴野町51番地安田ピル電話06 (372)2821代

串 555 白宅・大阪市西淀川区竹島3丁目7の41ttlお6 (473) 1(削

名 誉 正 会u

井 福 蔵上

株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役

品 534 大阪市郎島区網島町 6 番25号 電話06 (352) 4031- 4  

電話06 (351)0530 

愚 577 臼宅・J I ( 大阪市点石切町6丁目 4 /ff 4号屯. l I，0729 (81 )2526 

伊 藤 喜 三 郎

株 式 会 社 伊 藤 喜三 郎 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役 社 長

串 102 点，;(/if S千世田区紀泥井町 3 番 地 文 芸 容 秋 ピ Jレ

司I絡 03 (263)  Ｑ ＴＸ ｈ ｾＭＷ＠

串 141 東京仰品川区東五反問3 - 16- 55 電話03 (441) 5437 

名 嘗 正 会u

伊 藤 鍍

株 式 会 社 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

暦 ＴＶＰ 名古 ｊｾｬｲｬｩ 中区綿 Ｓ 了目 ＳＭＶ 名 古111 I1経ピル

Ｑｬｬ ， Ｑ 舌 ＰＵＲ Ｈ ＹＵ Ｑ Ｉ ＱＱＱ Ｐｦｾ

愚l Ol 点点刑務所 ・東京町i千代田区神田英土代町7 久保ピ J レ

1ll，J舌03 (294 )6061代

串 659 大阪 .'B張所 ・芦鹿市山手町 6 9 電話0797 (22)2163 

伊 藤 良E

大 栄 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 庖 専 務 取 締 役 支 底 長

唖 ＵＵＰ 大阪市岡区ょ Ｎ［Ｈｾｔ 楓 ＱＭ Ｑ ＲＭ Ｑ Ｔ 電話06 (443)0631  

哩 560 白宅・豊中市北鎖線 3 - 8 - 7 11W，06 (854)7747 

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役

池 Bl3 

昭和52年盛夏 (50音Ii阪)

田

株 式 会 社 池 田 宮 彦 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

居 542 大阪市南1>5:瓦l卦町 3 併 f 68 オートセ ンタ ピル3際

電話06(761) 0360 

思 591 自 宅 場 r(iJl( ＱＺＧｦ Ｎ［ｬ￵ ｾｦＲ＠ J i l321 屯。ll i 0722 (52)  7753  

諌 信夫

市
I

 

l

 

-

-

E

，

 

宏

早

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 社 長

哩 110 J I ( 京郷台東区台J l ( 1 - 2 ー l 日本地所第二 ピJレ

包 括03 侶35)2661

⑮ 157 J I ( 京都世間谷区南九 1112 ー 18 - 4 包 括03 (3∞)3705

石 井 蔀

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 専 務 取 締 役

⑮ 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 ー19 ，1Wi 06 ( 202)  0391 

⑮ 658 臼宅・神戸市東i鍵区住吉山手 4 丁目 4 - 3 2  

'11.t，1者078( 811)0216

指 宿 真 智 雄

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

常務取締役

何 業 所 長

隊式会社総築デザイン l 級建築士事務所

株 式 会 社 緑 地 デ ザ イ ン 技 術 士 市 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 設 備 デ ザ イ ン 設 備 士 事 務 所

愚 541 大阪市東区南本町4- 47イトウピル電話 06( 252) 1011- 4  

串 106 東京郎港区麻布台 l 丁同 1 1昏20号

麻布台ユニハウス 107号 電結 03( 586) 1311- 4

串 6か1 .I ;r Iif S市中市I烹柳!!Y防車i鞍也下る柳八幡抑T65 ，;(r，j S制 11 ピル

1(l，l i i075(221)  1101- 4  

愚 606 rr 宅・. 1; ( /is rfi 左 J;r J >< : 下嶋北野々 神関 f 8 の 5

1官。li i 075(781) 6573 

A:.、

ーす

由

I l!I'、井 臣

⑮ 550 大阪市西区靭本町1丁同 6 /ff 3 乃 ＱＨｬｾ ｦ， ＰＶ＠ (441)  6678 - 9  

骨 565 自宅 ・大阪府盤中f ! i 新千 Ij !.北側T 3 f R  1 酢地

事斤千型 ｾｴｾｔ 節 三 間 ｊ 血 ｃＴＰ の ＲＰＴ 1せJ 古06( 872) 3050

石
l

 

i

 

--.，， 宏

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 547 大 阪 市 平 野 I理加l 美 東 2 - 2  - 19  1ll，m06( 792) 4425 

骨，547 (1セ 大阪市宇野医宇野北2 - 9ー15 1ll ，1i，06 ( 792)  4404 

.6、

-， 茂 雄

石 川 建 築 事 務 所

串 543 大阪市天王寺医茶円山町 111得地 1l! .1i'，06 (779) 94 91代

愚 665 自宅 兵l取県宝塚市雲市托山手 1 ) 円 5 酔l }}

? 自治0727( 59 ) 2963 

石
--

E

E

E

，
，
 良 興

西

株 式 会 社 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム 代 表 取 締 役

愚 550 大阪市同l買北楓江通21 日47冊'J 也屯，1，"，06( :.1 1) 30，， 1- 3  

愚 630- 02 自宅・生駒市東生駒月見町198 包 括07437 (4) 6930

.6、

ーす 彦

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 564 吹 田 市 盛 治 田T 4 0 /ff 3 8 号 m ，]古06( 384) 1201代

唖 5印自宅・盟中市蛍池! . u 町 4 r n 7 /ff 12;;-

:tJ，1印 刷841)∞32

泉 哲沢 史

フE 康

近 畿 怪 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

愚 531 大阪市大淀l買本r Iミ京2丁同 3 /ff 41 乃 7包括06(375) 6 α m

唖 5ω 内 宅 豊 中 市 北 機 縁4丁目 5 is: 5 乃 1l!.li，06(852日887

名世帯正会u

岩 崎 甚 太 郎

串 530 大 阪 市 北 区 沼 田 町 9 lfi・1也 m ，1506 (364 )  5836 

唖 105 点，;( '11務所東. I ;rlis渋谷区渋谷1 - 10- 1 八 千代 ピル内

電話03(407)0912 03 (409)  1837 

畠 ＷＳ Ｓ 広 島事務所広島市ｉ｜Ｇ ｉｾｔＲＭＳ ー ＱＷ 電話 ωＲＲ 伽 Ｉ Ｑ ＸＲＸ 株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 ， 

哩 520 太 I ll" 1務所ー大1_ll 市浜大法4- 4- 4 ｾＧｴＡ， ｬ 孟 ＰＷＷＵ (23) 0388 愚“6 (1 七 兵府県川丙市花I歪敷 1 丁円 32の 11

愚 620 伺知1判事務所・ポ都府福知山市字l草中町 7 1ft! 也 咽 ＺＧＳＰ 大阪市 ｾｴ ｬＧｚ ｮ 砂 ＧｾｦＴＸＭＱ 寸オ シ マピル Ｇ ，ＧｴＡ ，1，' ;06 (364)  9071  電，l i i 0727(59)9317

電話0773 位2)6461

生 重 政田

11 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢 54 1 大阪市点医安上町 4 f 日5 番 地 電 話06 (261  )7591- 8  

⑨ 659 臼 宅 内 温 市 朝 日 ケ 丘22，需 11号 電話0797 (23)0657 

2 0  

市 繁 雄

常 務 取 締 役

所 長

技 術 顧 問

岩 崎 弘

寺 西 礼
l

 

i

 

--，， 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

噌 ω l 京 郎 市 南 区 西 九 条 盟 国 関T20 11t J &o75 (681  )5101- 5 

，' !!>606 自宅 ・lj(liU，!-j左京 l，z n
'
!之本町九7 o1i，1，' ;075(781)日289

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

⑮ 550 大阪市内反立売場北通 2 の27 電 話 06(531) 0913

大l a ピJレ2陪 3f骨'1l!，11i 06(541) 7301  

⑮ 630 ｾ ｉ 宅・奈良市法蓮立花町 Ｑ ＰＴＶ ｾｬＡ話 ＰＷＴＲ ( 22)2217 

⑮ 661 自宅・尼崎市常吉字赤田 9 の 5 ＧＱＱＮｴ ｾｩｩ＠ 06(431) 2101  
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，
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昭和52年盛夏 (50斉順)

株 式 会 社 環 境 開 発 研 究 所 取 締 役 社 長

大 鳥 居 満 也

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 取 締 役 社 長

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 <'Y->41  k 阪 市 * 1烹 北 久 太 郎 町 4 T 円 68 - 3  串 615 京 郎 市 右 京 区 西 院 西 田 町 3 0  ;'(t，1807!i Ｈｾ ｮ ＩＲ Ｑ Ｙ Ｑ＠

⑨ 14.1  !R J;( 1 m大同医大森北 5 - 8 - 11 電，l m3( 76.1 )0211  k 阪センターピルテ' イング 13陪11] ; ，1W 6( 252) 2507 哩6. 58 ＱＧＱ 宅・ ｊｩ ｬＢｉｩｴ ｓｲｮ お， ［ｮ＾＼Ｚ 川烏 ｻ￯ｬ 同町 ＱＴ ｾＭ Ｑ 屯ＮｬＸ ＰＷ Ａｩ Ｈｾ Ｑ Ｉｾ ＱＷ

⑮ Ｑ ＴＳ 内宅 ー 東京郎大問 ｉ 烹山主 ＲＭｾ ー ＱＰ '，1t，Ir.-o訂772 )26:' 1

I - LJ  

左吉 本 義
'L' 

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

o!!!f>4 1 大阪市東灰布施儲 2 丁同 9 待I也 111，l m6( 202 ) 1791ft 

上 宇田

株 式 会 社 日 匠 設 計 代 表 取 締 役

<! ! ! ( 淑】本社大阪目I>W 庁 大阪府総1I江di 州大塚 l - ! ) 一日

・ 官， Ｑ ，ｲ［ ＰＷＲＳＨｾ Ｑ ＩｾＸＵＷ 代

ＢＢＢＲＰＭｾＲ 滋賀 ｊ Ｇ 務所滋賀県巾従ｉｩｊ ｬｬｐｩ ｊ ｑ ｬｬｬｔ 大・ド、 ｊ Ｇ 松
T日.l! ;明7487 ( 2)  1114  

"""80 ＱＧＱ 宅大阪府松原市内大塚 Ｑ Ｍ Ａｩ ＭＲＰＱＱＱ ， ＡｭＷＲＳＨｾ ｉ Ｉ 15:'4 

上 圭

ごム

J ロ西

株 式 会 社 大 気 社 代 表 取 締 役 社 長

事 犯O 大阪市北灰中之ぬ2- 22祈朝" ピ凡- 5 附

Ｑｴ ｬｊ司 ＰＶＨＲＰｾＩＳＷＲ Ｑ

0!!!659 r ' I 宅兵 1・11 県 首 席 市 浜 町 12 ー 14111，180797( 22 )!i 949 

植 寿 雄野

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

小 河 吉 之 助 大 林 芳 良区

株 式 会 社 小 河 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 会 長

o!ii(A 2  1<社 大阪市市l買瓦l柳 T 4 詐丁 8 屯，1献活 (7，臼 ) 2301代

⑨ 106 支社 . Ｊ，［Ｈｉｩｦｾ住ｼ吏六本本 ［ＧＭＱＸ 一九

六本本ベニーピル7附 111，l m3( ;>8.1) 9501代

分 室 ・ 和 歌 111 ' ，It 時 全 米 ・滋 賀 J;f 1if5 

! ! !On  ('1宅 ー校 J j di i' 干官パ壬12 r 日22- 37 11];訴 0720 ( ; >4)何90

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 大 組 取 締 役 社 長

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

. mo30 大 阪 市 北 1>( ;';1 1"  p1r 1  6  Ｇ，ＧｉＱ， ｉ ，ｾ＠ 06 (36.1)  13 71  

e 日73 1' 1宅 校 )j di  1日111 1 T' 町 15 - 4  ";'官，1，¥-0720 (4 1  ) 3427 

尾 原 庸 夫

中本

o!!!f>40  k 阪市! . T: J ) e. .I;r 儲 3 丁円 37 ifI' J也市，18( 渇仰43) ll 31  

0!!!658 1'1宅 神 戸 市 東 灘 灰 御 影111 T' 1  1' 11 17需 1 3;

:n ，Ir.-078 ( 85 ) 2501 

太 田 f義

株 式 会 山 田 平 田 坂 本 設 計 事 務 所 点 阪 附z

ｾＩＳＰ 大阪市北 ｉ 烹常品 Ｑ ＭＮＳ - 10 1官，W 渇 ( 341 ) 7821  

⑤自宅・時ｬￎＮｾ［ｾ t月 ('d f Kf: I-. 併 合540ー lー1 - 103

:'!!，I古0488 (，，2  )75 44 

大 井 弘 治 郎

取 締

株 式 会 社 団 地 サ ー ピ ス 西 部 支 社 内 部 支 社 長

⑮ S36 大| 阪市城* 灰森之向 1 r  11 5 併}Ql } } 'j官，!，f;06( 969 )1001 

岡 j畢 勇

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

岡 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

⑮ 567 大阪府茨木市大字消水433

'，11，1/' -0726 ( 43)  8953 .  5230 

⑮ ＵＳＰ 大阪事待所 ・ 大阪市北ｲ＾ｚ侮ケ技ｾｦＱ Ｔ Ｖ 仰ケ怯ピル Ｒ 陪

111，" ; 06( 362) 6082代

岡 橋 作 太 郎

<m642 大阪did' J j)(J 瓦町通2 T R 2 8 ，::;i! t ピル '，'11，18 時 ( 261) 2720 . ! l ! <崎町大阪市内灰. 1; ( 町暗号ト 10- 8 伺!国1ピル

哩r渇8 自宅 ・堺 市 大 美 野 5 - 9  ;'U，l f ; 0722( 37 )1H沼 屯，1f，-06( Ｑ Ｔｾ ＩＴＵＲ Ｑ ＭＲ ⑮ＶＮＵ Ｙ＠ (1宅 芦 尾 市 打HJ ，存" 町156ー1 : n，Ir.-0797 ( 22ト1500

"l!i'>62 ＱＧ Ｑ 宅 Ｎ ｮｬ 而 ､Ｇｩ 斤ＺＡｉＡｾｉＺ 4  J 円4 ー II '，11，Ir.-0727 (21 )， 11l 3  

内 輪 勝

株 式 会 社 創t構稽造建築耳事I 務 所 代 表 取 締f役生

司⑨，7，幻弘ロ.1 /広広

哩号，7初 1'1 宅 . /広ι 向 rli I  ドい1112 9  9  の 6 屯官払'品号明08皮22引(8ω9 llE邸i5訂悶
"活
3渇8  

名誉i f . 会11

大

ｾ＠

居 良B

哩民克路内宅・. l i Oi fSdi !り; ( [頁 F 昭島北閣I"T33 111 ，1";-07!i ( 781  ) 句、36

名誉i f . 会t 1

、1z星t ュ

藤 岡リ 生

大 下 順 ニ 郎

大 下 JI慎 良

隊 式 会 社 遠 藤剛 生 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大 下 J J aロ=  
正

肯ｾ
;畢

_._ 

朗事[ >4 1 太 阪 市 東 lii 伏 見 町 2 r  11 22 '，' U  ，1r.-06(  203 ) 0888代 ノ、

-mG62 r' I宅・ nfi侃d.j 似ケf i : . 3 r 円1O/ l TI ;;'111，!f; 0727( 22) 2064 
平 平日 主主 設 株 式

ぷZ 〉三、
社

雪 ｛ｾ前大阪市城県 ｉ＾Ｈｊｾ J  1  1  r  fI 2  ifI' 4  ;  i  7官，1，1;-06 ( 939) 171 1  Ｈｾ＠

岡 本 繁

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑮ 531 大阪市大淀区1 < 庄東 2 T R 3 砕41乃匂J 初 6( 375 ) 6αm 

⑮ 640 r ' I 宅・和歌山市 三木町市ノ丁 18 1U，Ir.-0734 ( 23) 0308 

名誉正会員

岡 本 弘

⑮ 573 rt 宅・枚方市東待' I i 2  - 7  - 20 'iU，11i 0720 ( 54 )4 123 

2 1  
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岡 本 fT 
差

E ヨ

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 550 大阪市西区長堀北通1丁目B番 地 四 γ 橋 ピ ル

電 話06( 532 ) 3421代

⑮659 自 宅 ・ 芦 屋 市 岩 園 町 35 ー 7 電百舌0797(31  )  3201  

岡 本 全 男

海 静

昭和52年盛夏
( 50hH頂)

上

株式会 社 海 上 静 一 建 築 事 務 所 代表取締役

⑨541 大阪市東区< < 車労町 3丁目 11ー l タイガーピル7 F

電話06( 244) 1501- 7  

⑤ 691 自宅 ・大阪府幌市円程荘西町131住地2 屯話0722( 86) 7018

加 藤 忠 三 郎

神 谷 新

成 瀬 鋼 材 産 業 株 式 会 社 相 談 役

⑮ 550 大阪市西区西長嘱北通 3 - 2 - 3 m，IIi 06( 532) 6201  

⑮ 657 神 戸 市 灘 区 五 毛 通 3 - 2  - 21  m，I，W78( 861) 0596 

亀

:.b. 

J 口井 晃

党 組 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代表取締役社長 f ?な吋 ぷ I 建築事務所代表取締役社長

⑤ 543 大阪市天主寺区東高津町14- 5  電 話06( 768)  1515代 哩!!>550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通1丁目 5 電話情 ＨＵＳＲ Ｉｬ ＲＳ ｈｾ ⑤ 542 大阪市南医谷町 7 丁同 12 1i1' 1也の l

⑤ 557 向2巨 大 阪 市 西 成 区 玉 出 東 1 丁目6 需 15号 ⑨601 自 宅 京 郎 市 南 医 東 九 条 北 烏 丸 町241l H Ii 075( 691)1334 新谷 IHT箔 3 ピ Jレ・2 F  11!.11; 06( 768)  1771代

電 話06( 661 ) 3317 W6 31 向宅 ー奈 良 市 中 町 1 詐地 の479 1な 活‘ 0742( 43) 1226

岡 本 弘
士

口

株 式 会 社 汎 美 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

⑨ 点 郎 市rIJ );(f 互御池通御幸町 西 入京郎府旅館会館ピル 2 附

m，l再075( 231) 4638 ・6472

⑮ 自 宅 ・，;r /iIl司1・R山医架JE 口 三線上方I"T 2 - 12  

1t! llc'i 07以561) 7433

奥 晴 弘野

最 伝 l

 

-
-
-
-
-
E
a
 

-

-

E

，

 

喜 代 枝
納

三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑤ 530 大 阪 市 北 区 制 笠 IIIT50 ;̂ <' : ピル 11! J loil6 (364) 14 71  

⑮659 自宅・芦庖市岩閣阿T25 昨 22号 屯 J1.-0797( 22) 2191  

梶 本 秀 尾

口

株 式 会 社 篠 田 川 口 建 築 事 務 所 所 長

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所 所 長

⑮ 461 名 古 尾 市 東 医 泉 1 丁伺 21 1i1' 21 ;:;- m，1i; 052( 962) 7581  

⑮ 464 自宅 ・名古屋市千繍区稲舟通 2 丁目 7 1昨地

司t. lf. 052( 751) 26 13 

-------
l

 

E

E

，
，
 崎 敬

株式会社和光建築設計事務所代 }A取締役社長 八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株式会社 近 畿 建 設 取締役社長

⑮ 556 大 阪 市 浪 速 区 新 川 3 丁目 630 宿 泊 泌 ( 633 )0141- 3  ⑮ ＵＴＰ 大阪市東区森之Ｂ，ｾＮ *! : 之町 392 電話情 ( 941) 6531代 ⑤ 5切 大 阪 市 商 区 江 之 子 島 1 丁目 2 需 2 月 mJ 1i 06( 448) お01

⑮550 11宅 大阪市西区北朝基江御池通 3 ア日401昨J也の 1 ｾＵＸＸ 向宅排市大美里 ｦ 1 0 7 の 4 1Il，1初 722( 37) 2548 ""' 556 内宅 ー大阪市浪速医新川 2 丁同 666 m，11.i l 6( 632 ) 7369  

m，1f. 06( 541) 0261  

奥 議友 行村

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

ｾＵＳＰ 大阪市北区伊事寺町 ＲＲ /11' 1也司.t，1f.u6( 312 ＩＴ Ｑ Ｓ ＱＨｾ＠

⑮620 内宅 ・丙 富 市 南 郷 町 14 /11' 34 乃 電 話0798( 71) 0011

奥 村 安 太 郎

奥村長且土木興業株式会社代表取締役社長

⑮ 552 大 阪 市 浴 区 市 問 3 丁目 5 /ll' 18; }  1Il，11i 06( 572)日01

⑮ 552 向宅 大阪市港区市岡3丁悶8 砕3 号l I l . l l i 06 (571  ) 0571  

=まz

目 倫 宏ｾｾ＠

株式会 社 第 一 サ ー ビ ス 代表取締役

数 手リ井 美

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

⑮652 神戸市兵服医浴田町 2 丁同 1 /ll' J也 胞 ピ ル

t宜J初 78( 521) 0205- 0207

⑮ 654 向 宅 神 戸 市 須 府 医 向 川 台 2 下回3 9 - 13

1ll，1舌078( 792) 5862

兼
吉

岡 勇

有 限 会 社 兼 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

⑮ 590 ey市 翁 儲1 f 4 吊=5号スカイピル緋6 F 屯 J初 722( 22 )1643

l n4.8 

⑤ 690 内宅- J W. 市三向ケ丘御普通81- 2 1世話百722( 32) 附 13

鎌 谷 秀 男

修 成 建 設 専 門 学 校 校 長

⑮ お6 大阪市浪速区戎本町 1 丁目 3 番I也 君n孟06俗49) 5301 ⑮ 555 大阪市西淀川区大相国 5 丁目 19- 30 包 括 06( 474 )1臼4

⑮ お4 rl宅 筑 間 林 市 街 辺 台 3 丁 4 番54- 202 号 骨 665 自宅 ・宝 塚 市 千 組 4 丁目 3 Ifi' 3 号 t電話也797( 72) 1おO

m，l舌07212( 9) 9737

2 2  

-E
・
・

Ea--

E

E

E

，

 

瀬 啓 一 郎

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 616 ，ｾｾ＠ / i I l 市右京区太秦和泉式部町12砕I也電将司75( 861) 1157 

大阪支鹿沼J酌 6( 353) 0222 *r.r支r. 5 11W;-Q3  ( 263 ) 0501  

⑤ 616 自宅 京郁市右京区だ来安弁車道町21

m，11i075( 811)  1509 

河 裾 夫春日

蛍 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

哩!!>531 大阪市大淀医本庄点1丁 目 i嗣 号 官 邸 刷 ( 371) 5146 

河 義 夫原

新日本空調株式会社大阪支庖取締役大阪支宿長

⑮ 530 大阪市北区堂島浜通り 1- 2 5 - 1 析大ピ J レ

電 話06( 344 ) 6031  

""' 659 内 宅 芦 屋 市 岩 園 町21j吊3 号 電 話0797(31  )  5492 



暑中お見舞申し上げます

神 崎 吾明

株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長

<<!!>670 姫 路 市 北 線 口 86 の 3 電話0792 (23)2021代

愚 670 自 宅 ・ 姫 路 市 北 線 口 62 電話0792 (23)0210 

木 下 国 男

内 外パ ー キ ン グ 施 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

昭和52年盛夏 (50音順)

名誉正会員

黒 明

、 ｾｮ

I!J亘 夫
‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

林 夫

ク ロ ア キ 一 級 建 築 士 事 務 所 所 長

唖 636 大阪市城東区蒲生 3 丁目 11 待11号 電話06 (931)2 ω7  

岳 536 自宅 目大阪市城東区蒲生 3 丁目 11 1!'i 11号

電話06 (981  )2097 

黒 回 譲

甲 南 建 材 興 業 株 式 会 社 5護軍第jz

畠 532 大阪市淀川区十三本町 2 - 4  - 2 8  包 括 的 (309)0841

‘
、

E

E

E

』，
，
 

ご重三

J 同

黒 田 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

林

品 550 大阪市西区京開J lJii! 1 - 4 - 8  包 括06 (441 ) 0477代 串 830 久 留 米 市 大 石 町 32 帯 地 t世話0942 (32 )3417  串 ，530 大 阪 市 北 区 常 安 関T 17 再生地電鴻06 (443)664 1  

骨 560 自宅・設中市北桜塚 3 丁目 9 -i品15号m. l 1i 06 (853)0892 骨 830 自宅 ・久留米市白山町 547 待地 m .1舌ω4 2 (34)  8527 晶 545 自宅 ・大阪市阿倍聖子区北白3丁目 I1詐7号電話06(6，>4)0584 

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

木 下 正 利 坂 ' 由b 、 勝 本本 四 良R

P  咽

株 式 会 社 東 海 設 日十 代 表 取 締 役

消 水 建 設 株 式 会 社 専 務取 締 役 大 阪 支底 長 唖斗60 名 古 屋 市 中 区 栄 3 ｾ＠ 7  - 1  電話052 (261  )  2651代

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 550 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 - 3  - 3 7 泡 符06 (443)5431  ⑮ 467 自宅名古屋市瑞穂区岳見町4- 20- 2ma舌052 (831  )4459 
唖 553 大阪市都島区福島7 T Fl 22需8 勾m. 1苫06 (452) 1151大代

木 下 み ど り

株 式 会社 ナ イ ガ イ 代 表 取 締 役 社 長

哩 530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 16 包 括06 (345)9055 

06 (343)  1727直

串 550 自宅 ー大阪市西区J;nBT甥 2 T 目102 ， ｭｾ Ｑｩ ＰＶＨＴＴＱ Ｉ ＲＵＰＳ＠

名誉正会員

城 武 男戸

妹 式 会 社 城 戸 武 男 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

島 巴 小 林 政 一 郎

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

愚 541 大阪市東区南本町 4 丁目 41番地 イ ヨ ピ J レ6 階 東 洋 土 建 株 式 会 社 常 務 取 締 役

電話06α52) 8088代

愚 101 東京事務所 ・東京郎千世田区岩本町 2 丁目 9 1!'i j也 串 546 大阪市東住吉区田辺東之町 6 - 33 ｾＧｬＡｊＱｩ ＰＶ＠ (692川331代

藤野ピル m活 03 侶61)9538 愚 518- 64 自宅 ー三重県名狼市杭悦丘1- 6- 61 電話05956 (5)0400 

畠 662 自宅 ・西宮市五月ケ丘 6 帯35号 電 .1舌0798 (33)5120 

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

西 山甲

勝

小 中 村 繁 次 郎

冨 土 建 設 機 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役

小 林 三 甫 朗

⑮ 460 名 古 屋 市 中 区 栄 l ー 22 - 27 電話052 (231  )5451代 串 ω l 京郎市南区東九隙河西側T幻得地電結075 (691)0791- 2  小 林 住 宅産 業 株 式 会 社 社 長 一 級 建 築 士

哩<160 自宅 名古屋市中区栄 1 - 2 2 - 2 7 電話052 (201  )4061  哩; ; 01 自宅 ・，j tMS市南区東j は紙面I迅jIIlT27目指也m. l t 075 (691)8224 ⑮ 54 1 大阪市 点区南久宝寺町 5 - 18  常務06 (245)2181  

ご重三

J 同 文 氷田

株 式 会 社 持 設 計 代 表 取 締 役社 長

骨 14 1 l I ! 京郎品川区西五反田 2 - 2 7 - 3  電話03 (492)3591  

岳 164 自宅 東京都中賢区中野 5 - 3 7 - 2 3包 括03 (387)  1539 

栗 山手口

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 本 部 長

愚 '530 大阪市北区堂島浜辺 1 r 目25ー 1 ( 新大ピル9 F )

電 . 1t06 (343)044 1  

串 65ト11 自宅ー神戸市北区若葉台 1- 4- 29 1官.11i 078 (593)7528 

株 式 会 社 田 中 小 西 建築 事 務 所 取 締 役 社 長

居 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 の 60 m. l 1i 06 (532)4051  

串 '546 自宅 ・大阪市東住吉区平野内脇町373の4

m. 1舌06 (701  )0297 

名誉正会員

小 早 川 美 武

‘
、

E

E

E

』，
，
 

林 志

ｾｂ＠

T守

株 式会 社 小 林 得志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

5650 

⑮ 530 大阪市北区堂島北町20 雌回ピル 電話06 (341  )  5658 

5659 

串 662 自 宅 西 宮 市 丸 摘 町 6 - 16  m. 1舌0798 (66)  2394 

‘
、

I
・

』，
，
 

文 宏村

美 工 装 飾 株 式 会 社 取 締 役 社 長 小 村 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 557 大阪市西成区玉出来 2 r 目 9 - 4 1 包 括06 (651)0105 哩<; 4 1 和 歌 山 市 西 浜 1047 - 6 泡J初 734 (44 )6316代

品 557 自宅大阪市西成区玉出来 2 r 日10ー17 愚 641 自 宅 和 歌 山 市 西 浜 1038 - 12 '1I!.lIi0734 (44 )6180 

ft]:rf古06 (653)  0023 

2 3  



暑中お見舞申し上げます

河 内 義 就 佐 野 正

有限会社河内義就設計事務所代表取締役 株式会社安弁建築設計事務所取締役社長

居730 広 島 市 上 機 町 2 番 37 号 電 話0822 (28)2271代 串 540 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番地 電 話06 (943)  1371代

唖 739- 17自宅広晶子行首都御I字怨光台1- 237 ￳ＧＱｊＺｾｩＧｩ ＰＸＲＸＴ＠ (2)4141 唖 662 自宅 ・同' ，' !.:; ｲｬｔｾ＠ 11 回r 4 の 9 ￓＧＱｊＺｾ舌 ＰＷＹＸ (22)  1569 

吉

岡武 主 計

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

哩 550 大阪市西区江戸 沼 3 丁目 6 -1I'i 23号 末 弘 ピ J レ

電 話06 制48)2408 - 0178 

串 550 自宅 大阪市凶区北堀江御池通 6 丁目 21

北 堀 江 コ ー ポ706号 電 話06 (531 )2812 

元島 池 藤

株式会社 i!fj 池 組 取 締 役 社 長

⑮ 541 大阪市東区北久宝 寺町 4 丁目 27番 地

ダイヤ J レイン電話06 (244 )3500 (受付台)

串 603 自宅・京郎市北区平野鳥居 ilir 町86 泡 括075 (461) 1526

近 藤 イ呆

材5究 会 社 日 建 設 計 取 締 役 社 長

愚 541 大 阪 市 東 区 + 高級 2 丁目 38 11'i J也o'1J: J!;-06 (203)2361 

近 藤 =
貝

日本住宅パネル工業協同組合大阪支所長

⑮ 530 大阪市北区詰田町4611'i J也 第二富田町ピル

電 話06 (313)3321  

佐 群々 木

佐 春 吉野

森 弁 電 業 株 式 会 社 取 締 役 副社長

唖 530 大阪市北区玉 江 町 l 丁目 17需 地 正 宗 ピ ル

電 話06 (443)8381大代

雑 賀 幸夫

株式会社大阪維質建築事務所代表取締役

唖 543 大阪市天王寺区東平 野 町 5 丁目 9 -II'i J也 吉 盛 ピ ル

電 話06 ( 772) 4426 - 4436 

愚 ＵＷＳ 自宅枚方市香星ケ丘 Ｗ 丁目 ＱＱ Ｍ Ｑ Ｖ ￳ＧＱｊＺ ｾ 舌 ＰＷＲＰ (54) 0∞4  

斉 義藤 園

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

骨 557 大阪市西成区伴旦2丁目 6帯5 号 電 話06 (661)  3325代

骨 557 自宅 大阪市西成区 ｊｾＡ 虫東 ｬ 丁目 Ｒ Ｑ 寄 3 号

屯3君。6 (652)0208 

四 方

......... 

U同 良R

四方設計工務株式会社

一級建築士事務所 代表取締役社長

居仰京郎市伏見区深草関屋敷町 ＳＲ 川 Ｑ 抑 ＵＨ 臼 Ｑ Ｉ ｾｧｾｊＭＲ

哩 ＸＵ ト ＳＳ 長崎出悦所長崎県西彼件ＮＯＮＱＱ西 ＱＱ ＮＱＺ ｾｔ 大谷脇 Ｑ ＶＸＴ

o'1J: J舌09592 (7) 0172 

唖 612 自宅 京郎市伏見区深草関屋敷町32- 2

ご重三

J 同 水 手口 j爾

株式会社佐藤武夫設計事務所代表取締役社長 株式会社消水和弧設計事務所代表取締役

唖 105 東京都港区新橋 4 丁目 6 番目号 旬 結03 (436)3511 哩ＱＱ＾ ＵＳＰ 大阪市北区万才 ｾｔ 43 浪速ピル官官話06 (312)  7278 

骨 .272 自宅・市川市国府台 1 - 5 - 2 電 話0473 (71)5162 串 560 自宅 ー豊中市中舷縁 4 TF I  3 俳10号o'1J:，1孟06 侶52)7056

佐 々 木 米 太 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 京 都 支 部 支 部 長

⑮ ω 4  );r 郎市中川区J 1I' 小路通柳! 馬場東入橋町645

屯 J舌075 (211 )  2857 

(211 )2877 

2 4  

紫 富 田 忠 雄

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支底長

串 533 大阪市点淀川区瑞光通 4 丁 目30待地の2

司! J 苫06 (329)7737大代

哩!!>533 自宅 大阪市東淀川区瑞光通4- 30- 2官邸舌06 (328)3343 

昭和52年盛夏 (50音順)

名誉正会日

告' / 1.

E又 楽 貞

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

⑮ 530 大阪市北区松ケ伎町88 大徳ピ J レ 電 話06β58) 6372代

串 658 自宅・神戸市東灘区住吉町東町 2 - 6  - 21  

ｾｉＡ ｮ［ 古 ＰＷＸ (811) 7534 

ご止

J 、，，、 谷 幸雄

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 542 大 阪 市 南 区 鍛 治 屋 町 52 電 話06 (211 )  7333代

骨 581- 自宅 ・八 尾 市 二 俣 2 5 2 ー 7 電 話0729但2) 8644

島 田 孝

ごム

J 口

株式会宇社土片山鉄工 F所庁代表耳取E締役宇社土長

串 5弱51 大阪市大正区 l沖市+軒1型恩、加

屯1話苦0侃6 tβ55臼2)川12幻31大代

串 6“61 自宅 . 兵五日郎11県尼崎市武J品雌1]1車11之荘 3 T 目 l 一l

イートピ 7308 11! ai'i 06 (432) 7337 

名誉正会民

島 村 佐 次 郎

品 村 建 築 事 務 所

串 640 和 歌 山 市 四 番 T 4  o'1J:，1舌0734 (22 )  3338 - 4335 

串 640 自宅・和 歌 山 市 四番 r 4 電話0734 (22 )  3338 ・4335

島
由

I l!.'、 男村

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

0!!!0540 大 阪 市 東 区 上 町 5 帯地o' 1J : ，1i'i 06 (762)5701代

名瞥正会μ

白 喜 男石

又泳

三五

株 式 会 社 藤 木 工 務 1; 5 常務理事

畳 54 1 大 阪 市 点 区 前 作 町 l 丁目 1311H也 電 話06 (942)  1461  

骨 558 臼 宅 大 阪 市 住吉区掛江中 l の68 11!，1首06 (671 )  3792 

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

串 530 大 阪 市 北 区 高 屋 町 1 Il'i J也 市J孟06 (372)7151代



暑中お見舞申し上げます

進 藤 汎海

株 式 会 社 企 画 設 計 社 代 表 取 締 役

骨 556 大 阪 市 浪 速 区 日 本 橋 東 4 ー 16 '11!，]舌06 (643)3631 

串662 自 宅 西 宮 市 柏 堂 町 7 番 7 の3031包括0798 (72)3070 

須

カロ

員 好
宮

田

近 畿 大 学 理 工 学 部 助 教 授 11Wi 06 (721  )2332 内線271

株 式 会 社 近 畿 建 築 構 造 研 究 所 所 長

串543 大阪市天王寺区機寺町76天王ピル電話 06 (771 ) 3216代

骨 577 自宅 東大阪市下小阪17 2 - 2

近鉄グランドマンシ ョン 8 - 911 沼 l活06 (789) 8114 

時

[

呂谷 健
IEI 

ノし

大 阪 電 気 l暖 房 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

串550 大阪市西区江戸堀 l 丁目 10111' 17号 包 括06 (441  )8231 

愚 158 自宅・東京郎世田谷区等々力 6 丁目 2 4 - 6

1電話03 (701  )3535 

杉 田 新 良B

シ ー ル テ y ク ス 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

哩 640 初 歌 山 市 崎 r 11 屯 J<'i 0734 (32)2581代

杉 村 正 三 郎

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 532 大阪市淀川区新北野1丁目4脅21号 地 話06 (302)  0231 代

唖 665 自宅 ー宝塚市栄町 3 丁目 9 酢20号 電 活0797 (86)3623 

銭

吉

岡輝 之

株 式 会 社 銭 "' 
' 01 

組 取 締 役 社 長

骨 550- 91 ) c 阪市西区西本町 2 T rJ 2 酢l l f }

'i1.l.ll i 06 (5 31  ) 6431大代

仙 良B田 四

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締f支社長

串558 ) c 阪市住吉区万代点: 6 f 日3 111')也 '11!，]古06 (672 )1281大代

骨 588 自宅 . ey市 大 美 針7611H也の 6 ，'I.l.1! i 0722 (37) 6513  

本目
‘ C: : : I  

1守E

士

口蓋

日 新 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

串 120 * I 点的足立区千住* I 2 丁目 21番28号電話03 (882)2424 

串271 自 宅 松 戸 市 北 訟戸 3 の 7 17) 3 m，J舌0473 (62 )9314

田 賀 勉

昭和52年盛夏 (50音順)

古

田橋 慶 夫

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締f支 社 長

串550 大阪市西区江戸堀1丁目 12l ff8丹 安聞生命大阪ピル

1ll，J1i 06 (441 ) 9351 

骨 533 自宅 ー大阪市東淀川区相川中通 2 r 日 2 - 4

電話06 (340)0935 

、'.%1:.

J電 口 開

株 式 会 社 団 質 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長 三 井 建 設 株 式 会 社 熔 雑2

愚 550 大阪市凶区北堀江通4丁目 33111' 地電話06 (531 )7193代 愚 530 大阪市北区中之島 3 丁目 7 耐 也 電 活06 (443)  1321 Ｈｾ＠

串586 自宅河内長里子市千代田台町13 - 13 '1{!;l舌 07215( 3) 0455 <!!!o659 自宅 芦属市東山町137芦屋パーク 7 ンションA ー701号

'i l.l，]孟0797 (3 1  )  0588 

田 信夫口

株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役

名 誉 会 長 名 誉 正 会 員

竹 健

、企K

;¥E.  腰

哩 606 京郎市左. I ; t 区浄土寺喝場開T151 1世話075 (761 ) 1151 愚 日O 大阪市北区設宮町 3 番 2 fi 崎ピル官官 Jl; 06 (373)  2281 

愚 606 自宅・京郎市左京区鹿ケ苔法然院町7 電話075(771)3543 骨 662 自宅 西 宮 市 松 岡 町 7 需 22 号 電.1l i 0798 (34 )  265。

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

田 中 幸 三 郎

田 中 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暦 543 大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 堀 町 54 電話06 (771 )  2391代

哩 545 自宅・大阪市阿倍野区阪市抑T 5- 9- 24 '11!話06 (622)0494 

田 中 政

大 島 熔 用 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串578 京 大 阪 市 街 庄 1 1  4 佐 地 電 話06 (745) 5 121 Ｈｾ＠

06 (745) 6736- 8  

串536 白宅 ー大阪市城京区野江* ノ町4- 99包 括0 6 ω3 1 )3506

田 中 司貞

竹 中 ヂR 博

竹 中 設 計 事 務 所 所 長

⑮ 673 1111石市大明石町1 了目 7 - 4 白舗グランドピル 4 附

? 首相078 (914  )4855 

畠 673 自 宅 明 石 市 別 所 町 16 - 8  1世話078 (923 ) 3199

竹 通 世村

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 広 島 支 社 支 社 長

愚 730 広島市稲荷町 4 111' 1 号住友生命広島ピル

電話0822 (62)  1471 

哩! !>733 自宅 広島市南観音 7 丁目 16111' 34号 I軒高雅粧

'1I! J舌0 8 2 2 ω3 )3293

. . . L-

J L  

ご重三

J 同田

有 限 会 社 柳 堂 (建築，'11“1..!.." 庖 )

凸 版 印 刷 株 式 会 社 関 西 支 社 主 務 者 締2 串聞大阪市西区 ｊｪ｜ｾｔ ｊＮ￬ｬＡ 1  - 12 - 3  '1I! Jl; 06 附 0 16 7 - 8

串553 大阪 rli 網島区海老江 3 - 2 2 - 61 電話06 (458)  2251  営 業 所 ・ 鴻 池 ピ Jレ '1I!，J舌06 ( 251  ) 8233 

々

田 誠 也
決。

橘 泰

ミ'.b.

J 口

株 式 会 社 田 淵l建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 束手[1 ノf ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 640 和 歌 山 市 F 町 19 番 地 電話0734 (31) 0261 - 2  事 540 大阪市点区森之宮西の阿 594 1ll，1<'i 06 (941 )9445- 9  

串640 自宅 利 歌 山 市 F 町 19 君主地電話0734 (31) 0 2 6 1 - 2  愚 590- 01 自 宅 幌 市 若 松 台 3 丁26l ff 3 号t山首0722 (91 )  2267 

0734 (33)  4  1  1  5  

2 5  
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昭和52年盛夏
(50音順)

東 武 友 田 俊 夫郷

友 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 S表取締語 大 和 ハ ウ ス 工 業 株 式 会 社 将 棋 喜

唖 531 大阪市大淀区中津 6丁問8需4 号 電路06 (458) 3531代 骨 550 大阪市西区阿波座中通 l 丁目 401在地電話06 (532)6351  

千 原 大 五 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 代 表 取 締 役 副 社 長

哩お4 大阪市郎島区都島中通3丁目 3番6号

電話06ω21)0331代

名誉会長 名誉正会f1

東 謙 藤畑 内 資
由

I U ;、

愚 105 東京本社 東京都港区新橋 1- 10- 7 大和銀行新橋ピル

電，1舌03 (572)4595代 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 会 長

哩 ｾＵＵＰ 大阪本社・大阪市西 区 江 戸 姻 Ｑ Ｍ Ｑ ＲＭＸ 哩541 大 阪 市 東 I買 伏 見 町 5 ー 19 包 括06 (202)0391  串 606 京 都 市 左 京 区 問 中 大 堀 町 189 電話075 (781 )4111 

安田生命大阪ピル電，1苦06 (441)9351代 .-

骨 .251 自宅 神奈川県藤沢市絢沼紛が阿 1- 15- 25 暦 658 自宅 ・神戸市東t灘区住吉山手4-4ーお電話078(851  )5043 骨 606 自宅・京都市左京区lt 白川山の元町38包 括075 (781  )  3353 

11t H舌0466 (23) 3124 

j章 健
I目

.J LT 村

オリエンタルメタル製造株式会社 代 表 取 締 役

o!l!>660 尼崎市昭和市通 3 丁目 26lfi J 也 市稲06( 412)5131代

⑮ ＶＶＲ 自宅・西宮市神 ｊ 亘 ｾｔ 5  Ifi 8 号電話0798 (33)5591  

塚 次本 j孟

株 式会 社 日 建 設 計 相 談 役

骨 541 大 阪 市 東 区 償 姻 2 丁目招待地電話口6 (203)2361 

ｾ司

主主 平 勇 内 正 克藤

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 史d d 楓 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

串 561 鐙 中 市 路 市 町 ry. j 6  - 3  - 13  m結 06 (332)5721  哩675- 13 掬 刺;1小野市上本側尼4か月子ピ Jレ電施。7946 (2)4757代

o!Jlo664 自宅 ー兵 IUl 県伊丹市昆防 3 ー 177 電話0727 (83)0746 愚 675・13 自宅 掬 ｲｩｬｗ［ ｊＮＮＮＭ ｊ 哩 子 市 久保木町 Ｑ ＰＶＳｾ 官結 ＰＷＹＴＶ (2)4668 

栂 正 春 中 義 日百尾野

株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 定 品 議 品 五

串 640 和 歌 山 市 五 佑 r 4  Ifi J也電話0734 (22)2826 

株 式 会 社 旭 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

畠 550 大阪市凶区靭本町 I T 日9 番 15号 近畿富山会館5 F

電話06 (445)2050代

畳 657 自宅 神戸市灘区六甲台町7 1fi 19 ハイ ツ六甲308号

m，I!i 078 侶81)2907 

辻 本 三重室量.  時 岡 イ呆 雄 中 JII 匠

株式会社 辻 本豊 一 級 建 築 設 計事 務 所 代表取締役

株 式 会 社
和 1也 質 代 表 取 締 役

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所
所 長

串 640 府I ｾ ｉ ｩＺ山 ｲｦ￯ 東長町中の ｲｊ Ｒ Ｍ 3 m結 0734 (24 )6346代
⑮550 大阪市西区靭本町 3 丁同 8 酢 6 号 晶 530 大 阪 市 北 区 浪 花 町 38 新 興 ピ ル 電 話06 (371 )3651  

⑮640 自宅・和歌山市* 長岡T <I' のr J 2 - 3 1世話 0734 但4) 6346

';11.1舌06 Ｈ ＴＴＳ Ｉ ＷωＶＨｾ＠ .  4157 
品 665 自宅 玄坂 rti./{; 布 4 I 目15ー 18 1世間 0797 (86)2391  

寺

，車

.，c，' 重田

大 成 建 設 株 式 会 社 常 任 顧問

⑮，541 大 阪 市 東 区 本 町 4 r  1' 1  27 m ，1舌06 (262)  1131  

ｾＵＶＲ 自宅・大阪府箕面市桜井 Ｒｲ 目 Ｔ ＭＳ ＹＱ ＱｊＺ， Ｑ 舌 ＰＷＲＷ (21)4641 

{専 馬 正 明

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

⑥ 5切大阪市西区靭本町1丁目 171ff 15月

電話06 (441  )0378大代

⑮531 自宅・大阪市大淀区中山浜通 1 - 3

中泳リバーサイドコー ポC - 929 m，l舌06 (371 )0385  

26 

時 実
吉

丹
真 佐中

l

 

l

 

'

E

a

，

 
共 立 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 ! 苫 長

唖-540 大阪市点区内本側T H日45lfi J 也大阪内本町m司Iピ1¥.6附 ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代表 取 締 役

電話06 (942)2491 

品 662 自宅・西宮市I"J 戸必 17ー 12 ) レネ門戸314号 骨 540 大 阪 市 東 区 北 新 開T 2 丁目 7 ｭｾ 舌 ＰＶ (942)2951- 5  

m，j孟0798 (53)  0780 

時 山 龍 太 郎 道中
l

 

I

 

E

・・''

夫

H寺 山 設 計 事 務 所 所 長 日 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役
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暑中お見舞申し上げます

中

- 言言

ヲE

士

口田

株式会社日本総合建築事務所取締役社長

骨 150 東 京 師 渋 谷 区 神 南 l ー 12 - 16 電話03 (463)5020代

品 143 自宅・東京館大田区山王 1 - 2 9 - 3 1ttお03 ( 777)2408 

中 西 隆

名 誉 正 会fl

西 ;畢 藤 生

昭和52年盛夏 (50音順)

株式会社 大 林 組 顧 問

骨 540 大 阪 市 東 区 広 嶋 3 - 37 電 話06 (943)  1131 

串 659 自宅 ・ 芦 屋 市 東 山 町 112- 26 1世話0797 (23) 2137 

根 津 耕 一 郎

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 専 務

⑮ 550 大阪市西区西長掘北通 l f 1司8 1ft地 問 呪摘 ピ ル

1tt .l!i 06 (532)3421 

愚 565 自 宅 吹 田 市 青 山 台 3 丁目 41ー 11 旬 結06 (872)3 ωs  

原 精

株 式 会 社 中 西 建 築 代 表 取 締 役 株 式 会 社 恨 津 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西区江戸娼 3 - 4 - 9 電話06 (445)0585大代 骨 530 大 阪 市 北 区 本 幡 町 56 唱 f中 ピ ル 電 話06 (364 )8301代 唖 532 大阪市淀川区十三本町2丁目 4l ff28η 1tt .1!i 06 (308)  1551 

串 547 向宅 大阪市平聖子区瓜破西2- 8- 1 電 話06 (703)7636 <!!!>655 自 宅 ・ 宝 塚 市 御 殿 山 3 - 5  - 23 電話0797 (84)  5521 哩662 自宅 西 宮 市 名 次 町 12 1ft 9 月1t t . l f; 0798 (22 ) 1504 

中 茂原

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 550 大阪市西区靭本町2丁目 9 1ft 11号 岡崎繍ピ Jレ

1tt .lli06 (445)0039 

中 英 雄原

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

⑮ .530 大阪市北区末広町17 j弘和地所周町 ピJレ6 階

官n. li i06 (312)35871"1: 

<!!!>659  1' 1宅 芦屋市打出小儲町 l 耐也405

中 村
車

旦

株 式 会 社 口 邦 建 築 企 画 設 計 代 表 取 締 役

⑮ 530 大阪市北区傍ケ伎町114 関西ピル1 t l . 活06 (362)  1766代

eooo 自宅 f，;li! l rli 下京区七条通点堀川西人八 百邸側T l 2

1tl .lt 075 (371)  2755  

氷 井 賢 城

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

唖 106 J I ( 点都港区西麻布1丁目 13誹 I I月一電話03 (403)0251. k 代

⑮ 251 自宅 ・雌沢市総沼海伴2丁目 8の26 電綜似66 (36)7706 

氷 井 基

住友ウオールシステム株式会社 社 長

串 100 Jl( Ji ( 都千世田区神間美土代町 l 住友商 '11:史上代ピル

電話03 (294 )8511大代

野 中 駒 市

野 中 建 産 株 式 会 社 取 締 役 会 長

暦 550 大 阪 市 凶 区 靭 本 町 1 r HI3需19号1tl . ! ! i 06 (441 )6631  

A レ

目ｾ 次 良E勢

株式会社能勢建築設汁事務所代表取締役

哩 550 大阪市西区江之f - . C ;¥1- 2- 2 ｾ司 Ｑ 光ピル Ｗ 陪

ｾＱｬｊ孟 ＰＶ (443)6451代

橋
詰
一
山

雄

株 式 会 社 統 訪 工 務 鹿 取 締f支社長

哩004 ｊｩＨｬｩｕｲ￱ 中京区 ｪ ｲＮￎＡｾ通 三 条上 ｊ レ姉緒熊町 ＳＲＶＱ 昏 ｉ 也

1tl .J 苦075 (801 )2356代

暦 ω 4 自宅・ Ji { 郎市中京区綿貫主通 三条上 Jレ姉綿貫伊T326砕地

電 話075 (841)2803 

橋 本 久

ご重三

J 同

吉野石管株式会社大阪支庖取締役支庖長

暦 日O 大阪市北区堂島浜通 1 - 2 5新大ピル電お06 (344 )  6691  

名 誉 正 会U

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 & 1召 組 相 談 役

咽 ＵＴＳＭＹ Ｑ 大阪市天王寺区東，ＺＧｉｩ ｗｾｔＸ の ｬ 電 話06 (768)5222 

骨 ＶＳＱ 自宅・ 奈 良市 二 名町， ｾ￯ 登美 ヶ 丘 ＳＳＳＶ ー Ｗ

f置JM7 4 2 (43)  1091  

2表取締2原 田 重 信

2表取締2原 田 孝 太 郎

原 因 セ メ ン 卜 化 工 株 式 会 社

.m. S54 大阪市此イE区西九条 4 r 伺 3- 3411l 活06 (462 ) 1212代

品 661 (1宅 ・尼崎市塚口開T 3 f 門41- 8 司! J t 06 (421  )4518  

出

T

4

l

 

良R

株式会社西原衛生工業所大阪底( 1 : . &取締役社長

ｾＵＳＱ 大阪市大淀区中津 Ｖ 丁目 Ｘ ＱｦｦＴ日＿世話 ＰＶ 何回 Ｉ ＳＵＳＱ 代

名 誉 正 会 員

坂 静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

骨 565 本 所 ー大阪府吹田市雄白台 5 ー 125 電 話06 (872)0391 

岳 531 大淀分室 ー大阪市対泡豆長柄西通2- 35司ι活06 (351 )7217  

布

T

E

T

h

 

古 寿

三井プレコン株式会社大阪支庖悠聖書室

愚 541 大阪市東区博労町2-41中陣ピル406 号 電 源06 (271 )7936 

畠 594 自宅・大阪府和泉市鋭音寺町312- 5句 活0725 (43)  1128 

平 本 秋

.(;角

E朱

株 式 会 社 日 興

暦 '730 広 島 市 国 泰 寺 町 l 丁目 8 I件4 汗

取締役社長

J.! i 0822 (44 )  211 1  

2 7  



暑中お見舞申し上げます

福 朝 生田

株 式 会 社 双 星 社竹 腰 建 築 事 務 所 代表 取 締 役

串 530 大阪市北区豊宮町 3 需 2 盛時ピル電結06(373) 2281

唖 677 自宅西宮市甲子園砂岡町2番8号 電話0798(48) 0989 

福 中 定 三 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

骨 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7  電話06(231) 9648代

藤 茂
毒

寸

『

守

E

E

昭和52年盛夏 (50音順)

原 取 締 役 会 長 本 国 史 郎

取 締役 社 長 本 田 英 行

本 田 工 業 株 式 会 社

串 530 大 阪 市 北 区 芝 悶 町 6 5 ー l 電総06(372) 0372代

愚 607 自宅 ・京都市山科区御陵乍休町 2 mお 075( 581)  2217  

前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 都 市 ・ 建 築 設 計 工 房 唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7  包 括06( 制約 1501

株 式会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

藤 本 圧 之 助

株 式 会 社 工
成

=  
社 代 表 取 締 役

大 木 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

串 550 大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 3 - 3 電話06(538)3071 

串 634 奈良県湿原市山之坊町5251在地 旬結07422(3) 0760

代 表 取 締 役 藤 本 一 男

同社 貝

骨 573 自宅 ・枚 方 市 香 宅 閣 町26- 68 電話0720(31 ) 侭49 唖 542 大阪市南区安堂寺絡通 3 - 40 第二戸池ピル 2 階 愚 659 自宅 ・戸 J-i1 r! i 望書ケ丘町 4 -Il H 8 号 電 話0797( 22) 2005 

電話06(252) 8757代

福 車員 蔵圭

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締f支社長

唖 550 大 阪 市 西 区 南 招 江 通 6 - 39 : 電話06(538)2951代

品 558 自宅 大阪市住吉民住吉町242- 22 電源06(673) 5120

藤 井

.:c:. 

写Z

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締f支社長

⑮ 520 大 津 市 本 宮 2 - 2  - 9 電話0775(23)0119代

⑮ 606 自宅・J i Uis市左京区般ケ崎泉川町23

電話075(781) 5333

藤 静井 光

株 式 会 社 大 気 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

⑮ 530 大阪市北区中之島2- 22 新朝日ピル' i I i 沼06(203) 3721

⑮ 582 自宅・大阪府柏原市北Eヶ丘1 - 7 - 8 ｾＱｴ ｊ ｉｩ ＰＷＲＹ Ｈ ＷＸ Ｉ ＶＴＹ Ｑ＠

藤 稔井

哩 536 大阪市減東区的野西 5 丁目16- 43 1世話06(961)4460

(962)  1288 

唖 536 自宅 ー城東区間野商 5 丁目 16- 43 1昔話06(962) 1862 

取 締 役 会 長 星

代表 取 締 役 E ヨ

所長 ｾ

康 文

利 安

松 本

- L ー

ノ、 良R

株 式 会 社 星 建 築 設 計 事 務 所

⑮ 537 大阪市東成区東中本1丁目 15番25号地下鉄線ト邸除草ピル

包括06(972)9265

<!!!>571 自宅 門 呉 市 戚 垣 町 7 - 6  1t! ，1古0720(81)1318  

⑮ 571 向宅 ・門 真 市 城 垣 町 7 - 9 電話0720(81)0667

星 晴 彦

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 543・91 大阪市天王寺区上納屋町6 電話06(779)1581大代

愚 見 O 自宅 ー松原市北新町 2 丁目 3 ー 7 電話0723( 31)0158 

名 誉 正会 ｲｾ

松 本 与 作

野

A  専 務 取 締 役

株 式 会 社 熊 谷 組 大 阪 支 庖

大 阪 支 底 長

唖 5主1 大阪市町1，9，区片町 2 丁 目10;需 5 乃 電話06β 52) 1151  

堀 内 史 良R

第 一 生 命 保 険 粍I I i 会 社 顧問 技 師

⑤ l ∞東京都千代田区有楽町 1 - 13ー l 電話03( 216) 1211 

⑤ 145 自宅・*J;Cm5太田区間園調布3-17- 3 1目指03 (721)4723  

丸 山

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 107 東京都浴区北腎山 3 丁目 5 需25号

包 括03(401) 2287 - 6703 ・2426

唖 901- 22 I

l

制民所沖ru! 県宜野湾市大山 l ∞3

電話09889(7)2974 ・4077

木
主

同経

第一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 常 務 取 締 役 ⑮ 530 大阪市北 区 富田町 3 0 番地 i官級06(364 )6661代 エ ス エ ム 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 530 大 阪 市 北 医 悔 岡 町 4 7  電，11; 06 ロ46) 1171 <!!!>573 自宅大阪府枚方市朝日丘町12- 18 'i!i ，] 古0720(41 )5396 <!!!>559 大阪市住之江区東加賀屋 1- 8- 16 電話06( 685) 1661代

藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

⑥ 540 大 阪 市 東 区 両 fF 町 l ー 13 電話06(942) 1461代

2 8  

堀 都林 夫

堀 林 建 築 設 計 事 務 所 所 長

哩島ω4 J; rmS市中京区油小路三条上ル英守 ピJレf人]

11! J古075( 241) 1403 

骨 617 自宅 長岡京市今'll 字沖久志17- 9 司1，15075( 921)8497 

谷
由

I l ! i、 義

株 式 会 社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役

暦 694 品干飽1;1- .大悶市久手同日庇恨西777のl 電1舌08548( 2) 8121代

⑮ 694 自 宅 島f良県大岡市久手関T法被西225の2

電話08548(5) 8320



暑中お見舞申し上げます

水 野 喜 一 郎

水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畠 ω o 本社 ;;r liB市 F 京区西七条市川町771昨地

1t!;，1苫075 (3 12)0<131代

骨 530 支! 占 ・大阪市北区鶴野町72 If，!也 mお06 (372)7761  Ｈ Ｎ ｾ＠

2表 取 締2 南 長 吉

専 務取 締 役 司 幅 言語" h  d b  

大 阪 支 底 長 訴 { 局豪 ノ、 歩そ

斎 久 工 業 株 式 会 社

暦 日O 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 需 I也 T宮崎06 Ｈ ＴＴＳ Ｉ Ｕ 似 Ｑ Ｈｾ

暦 661 自 宅 尼 崎 市 塚 口 町 6 - 2 0 - 7  包 括06 (421  )5136 

愚 663 自宅 内宮市甲子関7 - 17 - 7 - 313 電話0798 (45)0145 

宮 崎 辰 敬

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

暗 466 名古屋市昭和区折戸町 5 r 日13 ｾＧｬｬＮＱ苫 ＰＵＲ Ｈ ＷＵ Ｑ )3096 

八 十 島 健

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 専 務 取 締 役

唖 541 大 阪 市 点 区 本 開T 4 - 2 7 1世話06 (252) 1201  

暦 663 自宅 両官 .-1，甲子悶二帯町 5 - 3 0 電話0798 何1)0598

ーι 『

女 田 誠

昭和52年盛夏
(50音順)

安 田 株 式 会 社 会 長

( 建築金物 ・ア ル ミ 型 材 製 造 )

W542  大阪市南区末吉崎通 l 丁目 17 電話06( 251) 7091代

薮 本 弦

山 田 保

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長

電話0775 包3 )231<1

有 限 会 社 山 田 保 建 築 設 計事 務 所 代 表 取 締 役

愚 730 広島市紙屋町 2 丁目 3 酢 l 号 革鳩町ピル 4 J1li

m，1苫0822 (48 )  2562代

山田 '恒

ごム

J 口

愚 520 大 il1 .-11 打 出 浜 13 ー 15

株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長

唖 650 神戸市生田区北長狭通 3 r 目13需の l

電話078(321)6451代

愚 65ト 12 自宅 ・神戸市北区山回町上谷上古々山29

包 括07別 581)2055 

山 本 氷

、企t

l !3. 

ヤマト電気エンジ・ニアリング株式会社 宮綿2

哩 530 J ; ; . 阪市北区西堀川町 15 帯 地 電 話06 (364 )3056代

愚 4'66 自宅名宵1t1"'11円相Ir><: -I1[ 1;町:， I 1 113  唖 520- 21 1': 1宅 対 1町附阪国南太f 伊T2087- 4電話0775 (4513966 ⑮ 562 自宅 ・n面市般ケ丘 3 r ド113 - 6  m，11i 0727 (23 )5176 

ｾＱＡ＠ ，]1i052 (751  )  3096 

宮 武 伊 三 郎 薮 本 芳

桜 木 一 級 建 築 士 事 務 所

社 団法 人 大 阪 建 設 業 協 会 常 務 理 'J): <!l!o臼 O 相歌山市東 JH T l O下円 13 昨地 電 話0734 (2219930 

串 540 大 阪 市 東 l責 点 橋 3 r  rI 70 m，!占06 (941  13651  唖 640 ( 1宅 相 :fk 山r I ，成長町 10 1"同 13 m話0734 (2219930 

村 全石 山 口 吾良B

浪 速 合 板 株 式 会 社 代表 取 締 役 社 長 不 二 建 設 株 式 会 社 取締 役 社 長

串 556 大阪市泌速区幸町 3 T 円2 併地 1 11!.ll i 06 (56112201代 さ!!>550 大阪市丙区西本町3丁目 111'，9号 電話06 (541  )  5534代

⑤ 657 向宅 ・神戸市灘区楠丘戸T4 1" m俳 l '土 地，1t 078 ω4 1)3<180 愚 665 自宅 ・玄場市雲寵丘l 丁目 131ft 25号電話0727 (5912018  

名 誉 正 会u

守谷 茂 山 敏 明崎

株 式 会 社 竹 中 工 務 応 広 島 支 庖 顧 問 辰 巳 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 730 広 島 市 中 関T 8  - 12  電話0822 (48)3321 <!l!o650 神 戸 市 生 田 区 栄 町 2 丁目 21電話078(321) 0655代

愚 730 自宅 ー広島市牛田早縮問 l l TI 16- 39 串 662 自宅 ・凶' g - 市五月ケ丘 5 の 7 包 括0798(26 12763  

，:I!.l!i0822 (2112650 

) ¥ 木

J:.角

Eタζ

苦E 利 調 温 工 業 株 式 会 社

常 務 取 締 役

太阪支府民

山 田
目

E ヨ 次

花 盛 造 園 株 式 会 社 専 務 取 締 役

愚 530 大阪市北区金屋町 1 1"日 171件地司!，lt 06 (35214881  串 600 京間Ir有下京区大宮通五条下ル電話075(34 1)2246代

骨 662 向宅 ・丙 宮 市 樋 之 池 町 13 - 28 1t!;，]t;0798 (22)3819  串 600 自宅 ・JI( 1111.-1，下京区大宮通五条下 Jレ

電話075(34 1) 6980

山 本 哲 夫

昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑮ Ｘ Ｑ Ｒ 棉 ｉｾ ｉ ，n点区箱崎 5 丁目 ul f t 93 号電話092 (651  )2931  

晶 810 ( 1宅福岡市中央区薬院 2 r r l l l1昨 4 号

m，J孟092 (741 )  5095 

山本 博

制 陽 電 気 株 式 会 社 代表 取 締 役

哩 ｾＵＳＰ 大阪市北区中之島 ＳＭＳ 朝円ピル内電話 ＰＶ (385)  1361  ＨＭｾ＠

串 565 自宅吹田市藤白台4 1"臼 23得8 号 電話06 (872)9 ω7  

士

口岡 源 治 郎

高 砂 熱 学 工 業株 式 会 社 大 阪 支 庖 実阪空庖2

哩 ｾ ＵＳＰ 大阪市北区芝田町 ＵＵ Ｑｦｴ Ａ也北阪急ピ ｊ レ Ｑ ｉＡ ｊ ［ｬｩ ＰＶ (372)2511 

骨 560 n 宅 盟中市上野西2- 20- 36- 302; 官話06 (849)  6491  

士

口 武田

株 式 会社 吉 田 建 築 事 務 所 取 締f支社 長

居 550 大阪市西区北堀江上過3丁目221昏地 電 話06 ( 538) 2991  (-1: 

暦 57<1 自宅 ー大東市住道 1 丁目 7 - 5 電話0720 (72 )0406 
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暑中お見舞申し上げます

米

4 企』

届

量邑

玉宝. 夫

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理事長

骨 113 東 京 術 文 京 区 本 駒 込6丁目白書7号 電 話03 (945)  2311 代

春日

株 式 会 社 東

田 真

手口 組 代 表 取 締 役

愚 530 大 阪 市 北 区 傍 ヶ 枝 伺T 1  7  5  1世話06 (363)4051 

昭和52年盛夏

追補

佐

ごム

J 口 次誠

株 式 会 社 佐 治 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区立 売 堀 南 通 1 - 2 4 カ ク ダ イ ピ ル

T世話06 (541) 5831  

串 662 自 宅 西 宮 市 若 梨 園一 帯 町1- 36 電 話0798 (36)  2516  

追補

取締役会長 西 嶋 徳 太 郎

伊 取 締2石 中 達 夫

株式会社 大 建 企 画 設 計

骨 659 自 宅 芦 屋 市 公 光 町 3 苦言 8 電 話0797 (22)  3282 哩!!>550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 l 丁目 13- 25 電 話06 (443)  8261代

名営正会員

若 林 繁 吉

追補

藤 毅回

二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 会 長 株式会社 デム建築事務所 代表取締役

串 564 様 泊 市 東 日IJ 府 3 丁目 7 番 8 号 電 話06 (349 )919 3 - 5  串 641 .ff l 歌 山 市 秋 葉 町 2 1ft 5 号 11! . ! to734 (45)  Ｑ ＴＶＷＨｾ＠

名誉正会員

串 605 自 宅 ，;r lis市 東 山 区 清 水2丁目 232 電 話075 (561  )6283 

若 林 季雄

鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

愚 640 自 宅 和 歌 山 市 楓 J t l 喧I r 目15 '11! J舌0734 (22) 7386 

名営正 会H
追相Ii

村 藤野 吾

哩 542 大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町6不銀ピル句 .1i!i 06 (245)2311大 代 都 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2- 3 - 8  ;古 .li!i 06 (624 )  0926 

骨 ＶＳＶ 奈良県生駒 ｬｴｬｓ 三 郷町Ｈｾ賞 ケ 丘 Ｒ ＱＱ 電 話0745 (72)4121  骨 665 自宅 ・宝 塚 市 消 荒 神 2 下回 18 - 2 7 ' 1世話0797 (86)  2559 

村 野 ， 森 建 築 事 務 所

若山繁

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 専 務 取 締 役

追補

森
由

' むの

村里子， 森 建 築 事 務 所

串 531 大 阪 市 大 淀 区 本 庄 東2丁目 3帯41号 電 話06 (375)6∞0  愚 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8  '11! .1古 06 (624)  0926 

<l!Ui61 自 宅 ・兵 脱 県 尼 崎 市 武 庫 之 荘2丁目 25 待11号 串 665 自宅 草 場 rli 武 l市山 1r  1110- 8 '11!.li i 0797 (72) 4461 

官 ｬ ｾ 苫 ＰＶ (436)  1381  

鷲 尾 健

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校

串 674 I明 石 市 魚 住 町 凶 l司 6 7 9 電 J舌07894 (7)  1151  

渡 辺 恵

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社 取 締 役 会 長

串 540 大 阪 市 京 区 両 伴 町 1 - 1 2 日 生 ピ ル 電 話06 ω43)6571代

⑮ '560 自 宅 銀 中 市 緑 丘 3 丁目 21番 8 号 電 話06 (856)  0983 
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阪 水

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 531 大阪 rli 大 淀 院 大淀 "1" 4 丁円 13ー 11 電 話06( 451) 7631

骨 553 大 阪 市 根 島 I草稿。臼 6 r  R 2 0ー 10 官11話 06(451) 8348

事 務 局 同

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会



昭和52年度・第 1 回若い会員の集い

大川端散策・・・

泉布観から大阪城公園ヘ

ーディスカバー大阪・その 2-

レ ポ ー ト

大阪に長年生活をしながらも 、案外私たち

は日常生活する街しか知らないのではないか

… 。 も っ と大阪を知ろう Ｎｾｉ ・ Ｍ と、いうこ

とではじま ったディスカバー大阪シリーズの

2 回目は、明治以降の歴史的建築を中心に企

画してみようということにな った。前回のデ

イスカバー大阪 ・その 1 が大阪城より南の上

田T台地コースの散策であ ったため、今回は何

とはなく、北方面へ… ーということにな った。

歴史的建築との関連もあり、日本最古の洋風

建築である泉布観を中心とした、大川 ( 旧淀

川1) 端の散策ということに決定した。

5 月21日、京都府立大学教授 ・林野全孝氏

をゲストに迎えて、定刻の13時30分を若干す

ぎたころ天満橋 O M Mピル前を出発。 まず天

満橋を大川右岸に渡る 。7 . 1 < と緑のおもいがけ

ないほど豊かな風景を楽しみながら、毛馬、

桜宮公園を泉布観まで北上する 。

途中、林野氏より明治初期の古図により、

造幣寮( 現在の造幣局) のありし日の姿をし

のんだ。上級職用宿舎、下級職用宿舎、要人

館、鋳造所、等々また警備用の兵隊詰所など

があり、興味深いものであ った。

造幣寮は明治初年現在の位置川崎に設置を

決定され、明治 4 年 2 月に開局されている 。

泉布観は 、造幣寮に附属する応援所としての

目的で建てられたもので、 2 階建てのコロニ

ヤルスタイルの建物である 。 プランニングは、

中央に廊下を貫通させ、その両側に部屋を配

置した単純な形式で、外観的には、 1 、 2 階

とも 3 方に快いリズム感をも った、タスカン

オーダーの石柱を配し、外壁はシ ックイ塗、

屋根は和風瓦廷とい ったもので、索中卜で、お

っとりとした古典様式の建物である 。

建物内部に関しては、公開期間中ではなか

ったが、とくに大阪市のご厚意により拝観で

きることとなり、約30分間林野氏より詳細に

わたるレクチャーを受けた後、見学にうつ つ

一
~。

林野氏のお話の中でとくに、泉布観竣工年

月日に関する問題や、設計者一英人ウオート

ルスの足どり調査のため、林野氏が若き目、

長崎におもむかれたお話、また昭和40年の修

理工事にまつわるお話など、興味深く印象に

残 っている 。

泉布義J [ の北に隣接した桜宮公会堂の見学に

うつる 。ここの玄関は、造幣寮鋳造所の玄関

部分が一旦解体され保存されていたものを、

昭和10年に移設復元されたもので、現在明治

村などで行われている、明治建築の復元保存

の第 1 号ではなかろうか、ということであ っ

た。下太りのタスカンオーダーと重厚な ペデ

イメントをも った、堂々たる風絡を感 じさせ

る石造建築であ った。

銀橋の骨・太な鉄骨をくぐりぬけて、大川 を

左岸に渡る 。 5 月の川風をほほにうけながら、

毛馬一桜宮公園を南に下る 。

太閤園にてしばしコーヒーにつかれをやす

め、市長公館に向か った。昭和34年完成の建

物は、さすがに質の高さと、注意深いメンテ

ナンスによ って少しのくるいも生じておらず、

かえ って使い込まれてきた建物のもつある種

のおちつきを感じさせた。見学の主眼であ っ

た庭園は昭和34年完成の主庭と昭和45年拡張

の後庭とからな っている 。圧巻は主庭の広い

芝生を通して大川方面の景観であ った。大阪

の街中の煩雑さを巧みに樹木により隠し、大

川と大川を越えた造幣局側の緑を遠景に取り

入れ、のびのびとした空間の広がりを感じさ

せてくれた。 コースを少しあともどりし、藤

田美術館の庭園に向かう 。ここは旧藤田男爵

邸の主屋の庭園であ ったとのことであるが、

長年、人の手が入 った形跡がなく、荒れはで

149'.&泊

た、野生的な感じのするものであった。庭園

というより、ジャングルのようにう っそうと

生い茂る樹林の下を進むと、朽ちかけた二重

の塔などがあ った。ディスカバー大阪の字句

どおり、何か未知の遺跡を発見したかのよう

な気分にひたりながら、コースの最後に 向か

フ。

ふたたび大川端の散策路に出て、寝屋川 と

の合流点にて、左折し、大坂橋にかかる 。幾

重にも折れ曲がったランプウェイをうらみな

がら、精の頂点に立てば大阪城が自の前にと

びこんでくる 。解散地点はもうすぐそこであ

る。定刻の17時半少し前に、大阪城公園入口

に到着、無事解散した。

めまぐるしい都市での生活の中で、都市に

うるおいの空間がなくなりつつあるという考

えをよく耳にするし、また実際自分でもそう

感じてきた。毎日電車にゆられながら何の感

慨もなく遠くからながめていた大川端は、そ

の内に自分の身をおくだけで、何と意味のあ

るものに生まれかわるか。 うるおいの空間が

都市から消滅したのではな く、自分の心にう

るおいがなくな ったことに気がついた一 日で

あった。 レポＭｾ・赤木図文Ｈ赤木設計事務所 Ｉ

挫 築 と社会 / 附 7年7 円η 3 1  



大川端散策に思う

舞 鶴 正 治

ディスカバー大阪( その 2 ) 大川端散策と

いう企画に、心うきうき参加しました 。

大川端の毛馬桜之宮公園は、大阪市が明治

100 年事業として計画したリバーサイドパー

クであります。 ここをブラリブラリと散策し

ていると、木々の緑や大川の流れの美しさが、

われわれの目をひきつけました 。 さらに、水

や緑を通して見る太閤さんの大阪城 ・わが国

洋風建築の夜明けを告け、る泉布観等の歴史的

建造物のすばらしさは、われわれの心を楽し

ませてくれました 。 そして、この景観は、セ

ーヌ河岸やテームズ河岸、その他世界各地の

リバーサイドパークと比較しでも、決して劣

らないことを再認識させられました 。

また大川沿いの市長公館・太閤園 ・造幣局

などの施設も毛馬桜之宮公園の緑とし っく り

調和しており、とくに、市長公館の庭は入念

に手入れされ、ここでは都心の雑踏が信じら

れないほど静まりかえり、小) 1 1のせせらぎが

耳について容易に離れませんでした 。

しかし、 一方、河岸沿いに景観上好ましく

ない建築物が乱立し、せっかくの景観をこわ

している現実の姿を見るとき、非常に悲しい

思いがしました 。

やはり、町づくりは行政サイドだけで決し

でできるものではなく、景観を守り、育てて

い くには、官民一体とな って努力する必要が

あり、建築家や造園家の果たす役割! は非常に

大であります。

大川端には、景観地 区指定を行い、建築物

の大きさ、色、形等を規定し、建築物と緑が

ディスカバー大阪

河 合 慶 盛

私は今まであまり大阪という所を知らなか

ったので、 このたび建築協会でディスカバー

大阪を企画していることを知り、興味をもっ

て参加した 。 まずO M M前広場から天満橋 を

渡り 、大川端右岸へと足を進めた 。大川端両

岸は毛馬桜之宮公園として鐙備されていて 、

線が濃く、意外と澄んだ淀川の流れはなかな

か風情があり、落ち着いた雰囲気のある 川べ

りという印象を受けた 。私はそこに都会の喧

騒を一瞬忘れ去り、何か過ぎ、去 ったものの思

いにふけりながら歩いていたようだ。歩きな

がら煉瓦造りの造幣局の建物の説明を聞きつ

つ、最初の見学地 泉布観へ到着した。泉布観

について、京都府大の林野教授から詳しく説

明していただいた 。泉布観は長崎のグラパー

邸と並んでわが国洋風建築の夜明けを告げる

重要な遺構の一 つであり、イギリス人の技師

ウオートルスが明治初期に商人グラパーの推

せんにより、造幣局の応接所として設計した

もので、施工はすべて日本人の職人の手によ

って行われ、この泉布観が完成した 。泉布観

を見た印象としては、なかなか感じのよい 、

ア ジのある建物であるが、ただ一 つ、当時の

玄関の屋根が日本の気候風土にあわせて変更

されているらしく、復原図で当時の玄関の屋

根を見ると現状よりシャープさがあ ったよう

で残念である 。 内部は中央に廊下を貫通させ 、

その左右に 7 部屋と特別室を配置しており、

これは 18、 9 世紀にイギリスの上流社会が好

んで建てた住宅建築のコロニアル様式である 。

またここのベランダからの眺望がなかなかよ

相互に長観づくりを助長するようにする必要 く、昔、このベランダに立 った上流社会の人々

があると思われます。 そして、ここにはリパ は大川 の流れと生駒連山のすばらしい眺めを

ーサイドパー クから多大の，恩恵( とくに視党 見ながら 一体何を思 っていたのであろうか、

的な面において) を受けているマ ンション が などと考えつつ瞬時自分も明治の中にいる思

多くみられます。 そのため、最観対策として、 いがした。 さで、つぎの目的地に向けて銀橋

景観税とい ったような何らかの税法上の処置 を渡り、 一 見建物風の越のある回り階段を降

を講じて財源を得る方法を検討する必要があ りて大川の左岸に出で、明治 100 年記念公園

るのではないでし ょ うか? である毛馬桜之宮公園の説明を聞き、太閤園

また、このように美しい大阪随ーの対観を へと足を進めた。私はそのときまで太閤園と

ほとんどの人が知らないのではないでし ょ う はどんな所か知らなか ったので大いに興味が

か? というのは、当日は新緑の 5 丹、晴天の あった。 それは広い庭聞のある立派な総合レ

土l服日午後にもかかわらず、公園には人影が ス卜ランで、昔、藤田男爵の別邸だ ったのを

まばらであるということからも考えられます。 一部改造したのであるが、昔の面影がまだ残

そこで今後は、大川の景観をいろいろな機 されている建物であ った。 さで、最後の目的

会を得て世界に P R することを提唱したい。 地、大阪市長公館はさすがに建物にも威厳が

そのため、今回の企画 M デイスカパ一大阪 ( あり、内部をぬけると静かな広大な庭があり、

その 2 ) 大川端散策H に対して絶大なる拍手 純日本風のし っ とりとした雰囲気がただよい、

を送りたいと思います。 庭の右手には茶室が、左手には東屋があり、

3 2  

(大阪市公園局建殺部) 非常にすばらしい所であ った。

(近自陸地方撞段局建築課)

今回の催しについては、大阪市教育委員会と大阪市長公館

の方々 に企画当初より多大のご協力 をいただきました。また

当日は林野先生に ご同行願い、懇切な泉布観のご脱明を伺い

ました。太閤圏では特別のご厚意で美術館内庭の見学をは じ

め、ご協力をいただきまし た。

ここ に誌上より厚く お礼申しあげます。

大川端右岸より桜宮銀橋を背景に

11後のコ ース→大l&橘を渡って大阪減公園へ

日 時 昭 和52年 5 月21 日凶

集合13 ・30- 解散17: 30 

ゲスト 林野全孝氏 (京都府立大学教授・工学博士)

参加 者 2 4名

行 程 13:30 天満橋 ( O M Mビル前) 出発→桜宮公会堂

→泉布観→太閤園 (休憩) →市長公館→

藤図美術館→大坂構→大阪媛公園 (解散)
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割れないガラス 『ユーピ口ンガラス ( P Cガラス) ｾ＠
三 菱 瓦 斯 化 学 株 式 会 社

本 社 〒 100 東 京 都千 代 l封区丸の内 2 - 5 - 2 三菱 ピ ル T E L 03- 283 - 4730  

大 阪 常 業 所 〒 530 k 阪 市 北 区 之 田町 55 ｾ ｴ 阪急ピル ｔｅ ｌＰＶ Ｍ Ｓ Ｗ Ｒ Ｍ ＴＶ Ｐ Ｑ

身J ，'I'，成 形 の 分貯 に お い て は 、ポリカーボ平一卜 ( P C)

は そ の バ ラ ン ス の と れ た 特j ' I : が 利 Hl さ れ 、 工 業 部

品 か ら 全世 代 ま でjよ い 分'Jrf' に 伎町! さ れ て い る 。 吏 に 、

以近 P C の 2 大 特 長 で あ る がti 街製作ごと 透 明 性 の 良

さカ汗主 白 され 、 ｾ ｬ ｪｉ ， Ｇｉ Ｚ ， ｮｊ ｴＭｊ 杉 によるシートカぜガラスの

分 里子 に 使 用 さ れ 始 め て き た 。 そ こ で 三 菱 瓦 斯化 学

( 株 ) の ユ ー ピ ロ ン ガ ラ ス ( P C ガ ラ ス ) を 紹 介 す

る。

・ユ ー ピ ロ ン ガ ラ ス と 無 機 質 ガ ラ ス と の 物 性 比

較 ( 表 ー 1 ) を 示 す 。

表 ー 1 物 性 比 鮫

項 目 単 位 ユーピロンガラス 情蝿質ガフス

土t二 震 1.20 2.50  

tn: 強 力 kg /  cnf 600  - 700 350 850 

唖 Ilt 器 1 %  84  99 

ｦ ｊｲ ｾ 強 ｉｬＡＺ 斑 Ｒ 磁懐せず 磁時担

1 : 1 ¥ 折 串 1. 585  1.520 

光線透過申 拍 85>1 I  90>:.1 1， 

土t ｾｾ＠ cal /g  官 民t 0.27 0. 18  

熱 fぶ ' ." 唱 国 / . . 崎 ℃ 4. 6X IO-
4  

16X  10-

4  

線 岨J 叫E 事 cm/ t  7  X  lO- !o 8. 5X 10- '  

E臣1 カーポラノダム 500g をす事 卜させ、似の. t <1(，jの1ft 粍 lii l1圭

の光沢 ｬｩｴ 比で ､ｾ した 。

出! 8Ocmf'I の似に 225gの鋪味をす若卜させたが. ユーヒ ロ ノ

ガラス ( 2mm- 10mm) は部川 2 mでも破消せず、無機

n ガ ラ ス { 剖百人り ) 6.8mmは部山 1 mでも破1; 11した e

. 特 長

1  )  抜 II平の耐fJij ' I'tt' I，をのし 、 し か も 無機 質 ガ ラ ス

の よ う に 舷 片 が 飛 び 散 っ て苫11れ る こ と が な く

安 全 で あ る 。(区1- 1 に落現行街 験 強度 と 肉 厚 の

関 係 を 、 表 2 に 散仰 に よ る 射 慾 試 験結 梨 を

示 す )
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表 - 2  

被 射 体 試 料

厚 さ
射 撃 距 離

(mml  36m 

ユ ピロンガラス 10  
。

ユーピロンガラス 5  
。

ユーピロンガラス 3  
。

A  B  S シ ー ト 5  
。

F  R  P シ ー ト 6  
。

j. i ，¥ピ ン ー ト 5  X  

ア ク' ) Iレシート 5  X  

1m f t ガ ラ ス 5  X  

綱 人 り ガ ラ ス 6 .8  X  

以験条 11' : 1.，ド 2 述銃、散州 ( B . B ) 、品!;llt I. 47g、

明U Ll JJ ;車35 0 m/ sec

試 験 結 * : ｏ ｃ ｴ 過しな い 、 ｾＧｩＨ Ｉｌ をはね返す一。

O l't 過 し♀いが州九がめり込んで止まる 。

・I't ji!i する 。

e X I't 述、 一郎i破 l裂を f半フ 。

x l't 過し、全日" 般演する 。

15m 

。

。

。

• 
e x  

X  

X  

X  

X  

2 )  他 の プ ラ ス チ y ク γ ー ト に 比 べ、 透 明 性 が 優

れ、 奨 し い 表 面 光沢 を 有 している。

3 )  任問主1' 4: が{愛 れ 、J k ntJ に わ た っ て、 そ の 高 い 物ryj生

をf呆干寺して い る。

4)  耐 熱 、 耐寒 性 が 優 れで お り、 実 用 的 には、 - 4 0"(;

- 110 "(; ま で、性能 は 殆 ん ど 変化 し な い 。

5)  自 己 消火 性 で あ り 、 燃 え た と き に もl l ! IJ 激 性 ガ

ス を 発 生 し な い 。 ( 建 築 物の 採 光 朗 に 使 用 す る

l rnm- - 3 mmの 製 品 は ユ ー ピ ロ ン シ ー ト N で 準 維

燃 材 料 に 認 定 さ れ て い る 0 ・ ーー建 設 大 臣 認定、

準 難 燃 ( 個 ) 第 4008号)

園 用 途

1)  建 材関 係 ・・ ギ ャ ン プ J レ場 、 梢 神 病 院 、 学 校、

養 護 施設 な ど の 窓 ガ ラ ス 。 団 地 の バ ル コ ニ 一

手 権 や 務下 防 止 板。 ア ー ケ ー ド の 屋恨 材 や ド

ー ム 。

2)  道 路 、 交 通 資 材 関 係 ... ・高 速 道 路 の フ ェ ン ス 、

歩 道橋腰板、 交 通 機 織 板 、 鉄道 の 雪 よ け シ ェ

ル ヂー 。

3)  安 全鵠 共 ( 1I 11i 手Lび ん ) 、 保 護 カ バ - !Uio

4 )  看 板 お よ び!照明 カ バ ー 類 。

5)  電 気 関 係 の 銘板、 カ バ ー や の ぞ き窓 。

.  ユ ー ピ ロ ン ガ ラ ス は 数 々 の優 れ た 特 性 を 有 し

て お り 、 ま た 、 高 分 子材 料 で あ る以 上 、 使 用

上 注 怠 す べ き 点 も あ り ま す が、 紙 面 の 都 合 上

省 略 し ま し た 。 本 製 品 に つ い て の 詳細 は 上記

技 術 部 へ お問 い 合 わ せ 下 さ い 。

建 材 委員 / 藤 川 懇 ( 11 本建築総合試験所研究w

石綿炭酸カルシウム発泡板 『レアフォーム』

総 発 売 元 大 阪 熱 管 理 工 業 株 式 会 社

本 社 〒550 大 阪 r恒例 伏 広 町 掘 1 J i  J  13待20丹 T EL 06- 448- 2312- 6  

プ ラ ス チ y ク フ ォ ー ム の よ う な 経必 断熱 吸 音 可後

性 と 石 材 の よ う な 不 燃 剛 性 を 兼 ね 備 え た 発 泡 体 が

出 現 し ま し た 。 名 付 け て 、 R A  R  E  ( 不世 出 の)

F O A Mと 言 い、 大 阪 熱 管 理工 業 株式 会社 よ り 発

売 さ れ て い ま す 。

レ ア フ ォ ー ム は 、 無 機 質 の 炭酸 カ J レ シ ウ ム と 石綿

繊 維 を 主 材 と し 、 こ れ に 少1止の 塩化 ビ ニ ー J レ術 脂

を配 合、 百五 温 高 圧 下 で 発 泡 さ せ た 超 軽lil で 、 百T機

性 に優 れ た 不 燃 性 の 断 熱!吸 音材 で す 。

.  特 長

1)  不 燃性

a )  J写さ 4 mmと割司相互との 材i 層 品 ( レ ア フ ォ ー ム 事国

板 ) は鎚! d生省 認 定 の 不 燃材 で す 。 不 燃 ( f悶)

第 1309号 。

b)  厚 さ 2伽 m と 鋼板 と の積 層 品 ( レ ア フ ォ ー ム 鋼

板 ② ) は 泌 不燃 材 申 訪 中 。

c )  厚 さ 10mm、 15mmの ボ ー ド は 建 設省 認 定 の 単 不

燃 材 、 融不 燃 ( f悶) 2364号 。

2)  凶f界制当:

レ ア フ ォ ー ム の 気 泡 殻 は 、暗証化 ビ ニ ー ル樹 脂 で 固

化 さ れ た 炭酸 カ ル ン ウ ム の版 で 四 ま れ で い ま す の

で飯 め で 断 熱 性 が 大 で す 。 斗 間 駒断告訴 鮮 の に

熱 伝 導 率 ( λ ) =0. 035 + '1 

0 . 00027 8  k c a l  /  mh r 可C ｬ ｾ Ｇ Ｖ＠

'; 12 

ｾＸ＠

3)  i差ノ'1<1"1，カずなし、

圧 力 水 に よ る 透水 性 は ま っ た く あ り ま せ ん。

ｊｉ ，及 水 ｾｃ 1. 7・/ v l  含 水 率 : 0 . 2 1・/ v l  

4)  ＿ ｾ ￯ ｾ 気を 通 しにく い

ｾ ｧ ｊＺＮ 率 Ｈ ｰ Ｉ = 0. 00083g  /  m hr mmHg  

各 種 材 料 の 透 湿 率

本才 料 密 度 (kg / 川 ) 遭湿率 (g 1m hrmmHg)  

忠 新1 400 0 .062 

ポリスチレ ノフォーム

20  0. 059 

30  0 .0017 

硬質 ウレタ ンフォーム

20  0. 005 

40 0. 0025 

ポリエチレ ンフ 1ーム 33 0. 00004  

レ ア フ ィ ー ム 120 0. 00083 

5)  IJII 工 性 に優 れ て い る

レ ア フ ォ ー ム は 、 折 り幽 げ 白 夜 で 可俊 性 依1洋です 。

ま た 、 端 部 の 合 決 り 本 実 等 の力11工 は極 め て 容 易 で

す 。

6)  附 活 力 が よ い

レ ア フ ォ ー ム は 無 機 質 の 発 治体 のため、 一 般 の プ

ラ ス チ y タ フ ォ ー ム と 話3なり 、 コ ン ク リ ー ト 、 モ

ル タ J レ、 プ ラ ス タ 一 等 と のF付着 が よ く 、 モ ル タ J レ

プ ラ ス タ ー の 塗 り 付 け や コ ン ク リー ト に 対 す る 先

や り 工 法 も 可能 で す 。

7 )  i経1立で 強 靭J

無 機 質 製 品 の 剛 性 と 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ォ ー ム の 経

止で 粘 り強 い型jl刊 と を 兼 備 し た 断 熱材 で す 。 気 比

重 は 、 0. 08- 0. 16 ま で 自 由 に 訴] 継 し た 製 品 が あ り

ます 。

国 用途

レ ア フ ォ ー ム ボ ー ド は 、 一 般 の プ ラ ス チ ッ ク フ ォ

ー ム 板 に な い 不燃 特 性 を 生 か し た 場 所 に 、 特 に 鋼

板 と の 積 層 品 「 レ ア フ ォ ー ム 鋼 板_j ( 特 許 申 訪 中 )

は 、 断 熱 、 防宣言、 遮 音 、 吸音 性 能 を兼 備 した 屋 根 、

笠 間 断 熱鋼 板 と し て 、 主 と し て 折 版精 進 に 利 用 さ

れ て い る。

.  法 規 制

レ ア フ ォ ー ム 鋼 板 を 屋 根 材 と し て 使 用 し た 場 合

不燃材料 法定不屈材*

天井町有無 内装制限 (レア フォ 準不悠材料 と断熱材町

ーム鋼甑)
楠 眉 品

イI X  ×  X  

耐 火直 接 鞠 鞍

再 ×  ×  ×  

1r  
。 。 。

。 。
×  

層

出 。 。 。

イI
。

×  X  

イI
。

×  ×  

理

、a量 。
×  ×  

*  !J ' 1W材として いI符のよ也定もと ってい♀ L リ品合

・ 規 格

摘 要

え11附 以外 的 厚

みに つきまし

では ＡＱ ＱＮｬ ｾι 応

じる。

V rl島付 加 工 す

ることも可能

て・ あ る。



〈新入社員 の眼 〉

限 ら れ た 枠 組 の な か で

安井建築設計事務所設計部 北海 修一

入社以来早くも 3 回 目 の 給 料 を 受 け 取 り 、 社

会 人 の 仲 間 入 り し た 実 感 が で て き た 今 日 此 頃

です 。 この問、研修と 2 カ月足らずの実務に

接し、私にと って は 新 し い こ と ば か り で 、 あ

っという 問 に 過 ぎ て し ま い ま し た 。 学 生から

社 会 人 と し て の 生 活 、 研 究 、 勉学 か ら 実 務 設

計 へ と 生 活 の 変 化 が 多 々 あ り ま し た が、 その

うちの一 つに、 何 事 に も 制 限 あ る い は 枠 組 の

読者の頁

う で す が 、 階 段 の 手 摺 な ど の 細 部 に も 十 分H寺

IHJ を か け て 設 計 す る 余 裕 が 必 要 で す。 それは、

た だ 時間 さえ与えられればできるものではな

く、設計に 対 す る 設 計 者 の 姿 勢 だ と 思 い ま す 。

私は先輩の指導のもと、 一 日も 早く 技術的な

も の を 身 に つ け 、 余 絡 の あ る 設 計 活 動 が で き

る建築家になるよう、努力を重ねたいと忠、っ

ています。

〈車両入社民の眼 〉

友への私信から

よ う な 何 か 条 件 が 存 在 し て い る こ と に 気付 き 東畑建築事務 所 設 計 第二部 北村 潤

ました 。 そ し て そ の 枠 組 の 下 で 自 分 の 能 力 を K 君 一一一

発揮しなければな らないし、その ために常に お互い倦 む程の長い 学 生生活に終止符をう っ

努 力 を 重 ね な け れ ば な ら な い と い う こ と で す 。 て 早 い も の だ 。 もう 2 回 目 の 「 月 給 」 を 押 し

多 分 、 社 会 の 厳 し さ と い わ れ て い る も の の一 裁いてしま ったのだから 。 おそらく君もぼく

つ だ と 思 い ま す。 と同 様 、 毎 朝 ネ ク タ イ を 締 め な が ら コ ーヒ一

例 え ば 設計にお いては、コス トの 問題もあり を 飲 み つ つ パ ン を か じ る と い う 離 れ 技 を 身 に

ま す が 、 私 が 注 目 し た の は 時 間 の 問 題 で す 。 つ け 、 わ ず か の 時 間 な り と も ふ と ん に し が み

限 ら れ た 時 間 内 で ま と め あ げ な け れ ば な ら な っこうと 浅ま しい 仕 儀 を く り 返 しているに 違

い の は 当 然 の こ と な の で す が 、 現 在 設 計 に 貨 いない 。 そ れ に し で も あ の 通 勤 電 車 の 混 み 具

や さ れ て い る 時 間 で は 十 分 処E盟できないほど、 合には閉口する 。 おかげでネクタイピンの室長

設 計 活 動 の 周 囲 の 物 事 は 被 雑 か つ 難 し く な っ を二 度もひきちぎられてしま った。

できている様です 。 と こ ろ で 仕 事 の 方 は ど ん な 様 子 か 知 ら ん。 こ

しかし、いかなる状況の下でも 一 度 建 設 さ れ ちら は 研 修 が す む や 直 ち に 残 業 の 連 続 、 も つ

ると 、 そ れ は 社会 の 中 で一 つ の 仰i値をもち、 ぱら 構 造 図 の お 手 伝 い と い う ところ 。 もちろ

そ れ が 存 在 す る 限 り 設 計 者 は 責 任 を も た ね ば んおもしろくで 仕 方 が な い という訳ではない

なりません。 建 築 家 と は デザイ ナ ー で あ る 以 が、さりとて 全 く つ ま ら な い こ と も な い。何

前 に 技 術屋 で な け れ ば な り ま せ ん 。 い く ら デ といっても実際の設計に l刻 しては全くの紫人

ザインが索時らしくても雨漏りするようでは、 に近く全てが自 新 しいことばかりなのだから 。

そ れ は 単 な る 芸 術 で あ り ま す 。 そ し て 、 建 築 そ れ に た と え つ ま ら な く 見 え る 図 面 を 引かな

家 は 技 術 的 な 裏 付 け の も と に 設 計 意 図 を 表 現 ければならないとしても、 一 つ の 建物 がつく

しなければなりません。 られるためにそれが必要で、あり、誰かがそれ

し か し 、 前 述 し た よ う に 多 種 多 様 な 条 件 の 下 を し な け れ ば な ら な い と す れ ば、 それを引き

で、つい技術的な領域で"ff;冬わりがちになるよ 受 け る 役 割 か ら ぼ く だ け が 逃 れ ら れ ると考え

今1
11
1 “読者の頁" では、今年 4 1/ に建築関係の峨

#，) (設汁事務所、建設業、官庁) に新しく入社さ

れた方々に、研修でのF - i J 袋、初仕事の感想、建築

を選んだ動機、職場への期待、企業に対するイメ

ージなど、入社されて感じたことをレポ ー トして

いただきました。 { 投稿欄小委 n会〉

得 る 恨 拠 は 何一 つ な い の だ し 、 こ れ は 別 に他

意がなく 言 うんだが、三 年 は 丁 稚 奉 公の 心 積

りがぼくにはあ って 、 ぁ、よそ大概のことには

而すえられ るような気がする 。

それよりもぽくにと って苦手なのは新入社L J .

の 気 恥 ず か し さ み た い な も の で 、 お そ ら く 初

めで客の相 手 を す る 羽 目 に 陥 った娼婦のよう

な心境 なんじ ゃ な い か と 思 ってしまう 。だが、

こ の 気 恥 ず か し さ も 彼 女 た ち が そ う で あ る よ

うに、 や がて H寺IHJ がぼ く か ら 解 き 放 ってくれ

るのだろうが 、 案 外 残 してお、きたいものであ

るのかも 知れな い。 何故なら f皮女ーたちカずE史る

Il ふと速い |守分によ って自 身 が 打 た れ ること

にiWl しL リ市みを !'d じるときが、あるように 、 lま

くたちにもまたそのような l瞬間 がくるのかも

知れないのだから 。

今 年 も ま た 6 月の全 ての日 付 は 等佃li なも のと

して何事もなく過ぎ去 っていく 。

〈新 入 社 員 の眼 〉

“ つくる 喜 び" を夢みて

松村組工務部工事諜 江 上 総

な が か っ た 学 生 生 活 に 終 止 符 を 打 ち 、 社 会 人

年 生 と し て の 第一 歩を 今踏み 出 したところ

である 。 この l時期 は、人生 に お いてi墜け るこ

と の で き な い 大 き な 曲 り 角 で あ り 、 私 自 身 毎

日 が 期 待 と 不 安 で一 杯である 。

何 か を 成 し遂げ、 その 出 来 映 え を 完 成 後 にじ

っ くりとながめる時、 我 々 は そ こ に 喜 び を 見

い出す 。 私 が 何 故 建 築 の 道 を 選 ん だ か と い う

と、この “ つ く る 喜 び" を味わえるからであ

る。 特 に そ の 出 来 映 え が 具 体 的 な 形 と な って

呪われ、後世ーまで残る均合 “ つ くる喜び" も

一 隅大 きいと忠、う 。

4 月か ら一 週 間 、 新入社 員 研 修会 が聞かれ、
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『近 畿 大学 建 築 学 科 建 築 会

民 家 調 査研 究 会』

こういった私達の研究会は、全国的に見でも、 あるのがとても残念で、ある 。私 語 は このよう

まれで、 一 部先 生 を と も な った ゼ ミ ナ ー ル 的 な 現 状 を 元 に 、 微 力 で は あ る が 、 保 存 問 題 に

一 滅 び ゆ く 民 家 に 市 民 権 を ー

r{:云統的な日本の民家を残せ / j と研究会を

作 っ て ＱＵ 年 。 私達の研究会は、現在 Ｑｾｬｬｦｬ ＲＰ 名

近くの集まりである 。 大 学 生 活 の 4 年 間 で 民

家 建 築 の 研 究 を す る の で あ る か ら 、 各 個 人 が

精 一 杯 の研 究 心で う ち こ ん で い る 。 毎年、 研

究 内 容 に 合 わ し 、 合 宿 を 行 い 、 現 地 で の 資 料

収集及 び調査を実施 す ることにより 、実際に

建 って い る 民 家 を 見 て 、 現 状 を 再 認 識 す る の

である 。

な活動はあっても、 一 つ の ク ラ ブ的 姿 紫のあ

る研 究会は 、 関 西 地 方 で は 私 達 だけである 。

私逮の研究会は、 O B からの指導により、そ

の 精神 を 引 き継ぎ、楽 し い 雰 囲 気 の 中 で 、 研

究 を 行 って 民 家 へ の 関 心 と、 チームワ ー クを

モ ッ ト ー に 活動 している 。研 究 内容としては、

「民家保存とその 周囲の環境」 をテーマに活

動 している 。 よく 私 達 にIli'I かれる言葉である

が、「民家と はつ 」そう 問 い か け られると 、答

えるのに図るが、しかし私達は、「民家とは、

庶 民 に よ って 日 常 生 活 の 中か らっくりあげら

しかし 学生であるため、述く 京北、九州! と於く れた、 r庶民の生活の知恵、の結品 』である」と、

行 す る の で 、 春 休 み や 夏 休 み に ア ルバイトを 答えるだろう 。

して旅 費 をつくるのが大変で、ある 。 そうして 確かに現状では、 R C 造及 び鉄骨ー造 の 住 宅 が

まとめあげた研究を 学 内 ( 毎 年 10月 ) 及 び 学 一 般 化 さ れ て き た 。 そしてもう 一 度昔のよう

外 で一般 市 民 対 象 に 展 示 会 を1mき、民家の良 に民家建築を再建すると 言 う声も 聞 かれない

さをも っ と深〈理解 してもらおうとしている 。 今 日 、 日 本 特 有 の 田 舎 の 風 景 が な く な り つつ
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取 り 組 ん でいる 。

先日、「滅びゆく民家」と姐う って、各地 の 模

型 展 示 及 び 説 明 会 を l品l き、市民に各地 の 伝 統

的 建築 物 の 良 さ を 知 ってもらおうと 開 催 した

が、思 った 以 上 の 関 心 あ る 人 々 の お か げ で 有

意 義 な 展 示 会 と な った。 こうい った 、 活 動 を

している 私 達 、 近 畿 大学建 築学 科 建築 会 民 家

調 査 研 究 会 で あ る 。 文 武 田 中 譲

東大阪市民会館で開かれた展示会



第一 1-1目に現幼児ヴとがあ った。 この工事は、

工 期 が 非 常 に 短 い の で 、平 強 コ ン ク リ ー 卜 を

使用 し、施工に H寺聞の か か ら な い よ う 設 計 を

工 夫 し 、 ま た 、 材 料 の 管 理 やi運搬、胞工の手

順 や 設備工 事 の 関連な ど、*[[1日11に わ た り 検 討

を く わ え た う え で 工 事 を 進 め て い る と い う こ

とだった 。一 つ の 建 築 物 を 完 成 させるには、

創 意 工夫による 仕 事 の 改 善 が求 め られ、今ま

で 考 え て い た 以 上 に 大 変 な 仕 事 だ と 思 った 。

が 、 そ れ だ け や り が い の あ る 仕 事 だ と 思 った。

研 修 が 終 わ って 、い よ い よ 数 人 の 先 鋭 と と も

に 、 工 期 約 1 年 の 現 場 へ 赴 任 す る こ と に な っ

た 。 と に か く 知 ら な い こ と がー キ不で あ る 。 こ

れから 一つ 一 つ 党 えていくしかないが、 Ｑ 見 ｪｾｾ

で す ぐ に 肌 で 党 え た こ と が 、 ほ ん と う に 身 に

つき役立つと思う 。 学 生時 代 に 得 た知 識 や 経

験 を 生 か しながら 、 先 輩 の 援 助 を 得て、 - n

も 早 く 一 人 前 の 現 場 員 に な る よ う 、 全 力 で 仕

事 に ぶ ち 当 た っ て 行 く つ も り で あ る 。

〈新入社員の限〉

“ 新 米" の 役 割

松 村 組 工 務 部 工 事 諜 黒 島 搬

入 社 式 、 新 入 社 員 締 習 会 を 終 え 配 属 さ れ た 1現見

士場拐 が 「 国 立 病 院内 分 J詑£必、代 謝疾

工司事王む」でで、 、主 任 以 下 8 名の 比 較 的大 き な 工 事

現 場 で した 。現 場 経 験 の 全 く な い 私 に と って、

何 よ りも ラ ッ キ ー で あ っ た の は 、 配 属Hキ朋 と

工 事 者 工 のH寺期が同じであ った こ と で す 。

私の仕事は、 ま ず 工 事 者 工 ま で の 準備 、 段 取

を 知 る こ と か ら幼ま った 。 図 面 も 満 足 に 読 み

とれない私にとって 、 仕様 ｾ ｾｾ のチェ ｹ クや数

量の十代い出し等を経て施工計画を立案する過

程 は 、 複 雑 で む づ か し い も の で あ った。 ただ

施 工 に 占め る ウ ェ イ ト の 大 き さ を な ん と か 理

解 し た 程 度 で す 。 こうい った 中 で “ 資 材管 理

と 各 工 事 補 佐 " と い う 役 割 を 指 示 さ れ た 。 し

か し 、 さ っ そ く 困 っ た の は 、 各 材 料 、 工 具 の

名称、がわから ず 、 資 材の 検 収 を や る に も 、 い

ちいちどんな ｊｦｾ のもので、 Ｑ 可にｻ史うものかを

尋 ね な け れ ば な ら な い と い っ た こ と で し た 。

次 に 困 ったのは 、 協 力 業 者 に対する接し方で、

学校 出 た ての 私 に{可か巽和! 惑をもつのか、私

が も の お じ す る の か 、 な か な か ス ム ー ズ に コ

ミュニケーシ ョ ンが，nれず jd近 や っと “ ど う

で っ か " の一 言 が出 る よ う に な っ た 。

入 社 し て 2 カ 月 、 毎 日 毎 日 が 新 し い 経 験 の 述

統 で したが 、 工 事 も 順 調 に 進 ん で お り、 今 、

杭 打 が 始 ま っ て い ま す。 工 事 補 佐 といっても、

足 を 引 っ ぱ る こ と も あ り 、 穴 埋 め の段 取 をし

て く れ る 先 輩 に “ す み ま せ ん " と心 の 中でつ

ぶ や く 毎 日 で す 。 主 任 を 中 心 に、 まとま った

社 員 の輸をこわさないよう、 一 日も早く l当分

の 資 任 で 仕 事 が で き る よ う 、 精一 杯 が ん ば っ

て お り ま す。

〈新入社口の限 〉

新しい創造性をもって

大林組本庖建築本音11設計第 3 告11 依藤充男

入 社 式 の 翌 日 か ら 合 宿 研 修 に は い っ た 。 同 j羽

生 と 寝 食 を 共 に し 、 お 互 い の 意 見 を ぶ つ け 合

っているうちに 、「これから 職 種 、 配 属 は 追 っ

ても 組 織 の一 員 と し て 一 つ の 目 標 に 向 か つて

Ａｉｍ［ｬｬｩ し て い くのだ なあ」と思うと、 ｾｽｲ たなｉｲｲ ｬ

，志とi ! l i 11r- 感 が わ い て きた 。 研 修 4'に、会社に

r UJ の で き る 人 物j に な る よ う に い わ れ た 。

つ ま り 会社 に 必 要 な 人 物 で な く て は な ら な い

ということだ 。 下 生 /I ;'jユ代とは巡 って 、 こ れ か

らの 内分の 存 花価 値 と い う も の を 術 感 し た 。

専 門 教 育 を 受 け て 、 大 学H寺代の淡然とした建

築 に 対 す る イ メ ー ジーか ら 現 実 の 建 築 と い う も

の を 認 識 し は じ め る よ う に な った。 学 生H寺代

の 設 計 は 甘 さ 、 つ ま り こ の 建 物 lま実際には建

たないのであるから少しぐらいあ、かしい所が

あ ってもいいという甘ーえがあ った。 しかし白

由 に自分の合IJ 造性をづきHf す る こ と が で き 、 そ

の 中 には夢 があ った。 そ し て 建 築 と い う 夢 の

ある ｦ 土 Ｎ｛ ｊｾ を選んだのである 。

実 際 の 建物 の 設 計 にあ、いては、金銭の 1I 日組 が

大きな 比 重 を占めている 。 また施工の難易と

いうこともある 。 こうい った い ろ い ろ な 1t: IJ m

が設計という f主可I をかなり市11<<:句しているので

はないかと jよl う。 このような 4犬} 兄から、事庁し

い 建 築 と い う も の が 発 展 し な い の か も し れ な

い。 コ ン ペ の 入 賞作 の 中 に 見 る新しい 創 造 性

を現花建 て ら れ て い く 建 築物 の 中 に見 ること

はできない 。 実F低投 al に お け る い ろ い ろ な 制

約は、企業として利訴を追求していく以上、重

要 か つ 不 可 欠 な も の で あ る 。

しかし 、Ｈ Ｉ 己の創造 ｦ 牲をおさえて Ｇ ｉｾ Ｇￍ性化 して

はいけないと思う 。 干長身事! J [ 入社以は、建築を

とりまく ｾ ｲ，［ｪ 犬 ｲ 兄を知 Ｑ りはじめたばかりで、な

んの ilj ll約 や↑ 口問にもとらわれていない 。 そう

い った 意 味 で は 少 が あ り 、 可 能 性 も 卜分 待 っ

ていると 思 う 。 現花 は、不安と ｗ ｬ 待 で被 ｾｴ な

心 境 で あ り 、 ま た 建 築 の 実 務 に 対 し て は 無 知 l

で あ る が 、 新 鮮 な 日 を 失 わ ず 、 力一 杯頑帰り

たい 。

〈新 入 社lニi の脱 〉

「建 設 大 学 校」で の 研 修

組 織 か ら 建 設 行 政 を 取 り 巻 く 11: 1 題まで、概指

的 な 知 識 が 得 られた 。 こ の 建 設 大 学 校 で は 、

設 計 研 修 や 施 工 研 修 な ど 多 く の 研 修 コ ー ス が

キ ＱＧ｛ まれていて、武蔵 聖子 の 面 Ｉ［ｾｾを潔わす ｉｾｾｉ 併 な

土地にあ って 、 か な り 充 実 し た 内 容 を も っ て

お り 、 大 変 心強 く感じたものである 。 実 務1*1

係 の 研 修 で 再 び 建 設 大 学 校 を 訪 れ る 機 会 が 楽

しみである 。

峨ｪＭ ｊｾｾ に両日属されて Ｑ カ月 。 建設省では初任研

修 を 終 え る と す ぐ に 第一 線 に 配 属 さ れ る 。 職

員 の 数 は 少 な く 、 そ れ だ け 一 人 の 仕 事 丞 ・ 責

任が大きいので、 一 年 生 と い え ど も の ん び り

していられな p 。 毎 日が 悪 戦 苦 闘 の 連 続 で あ

る。 それでも 、公 共 施 設 の 建 設 の ほ と ん ど を

以 11 : 1 に委託することの多い最近の役所にあ っ

て 、 直11法 工 事 こ そ 行 わ な い も の の 、 設 計 か ら

段 四 ま で- : c t して、官庁施設を建設している

建 設 省 官 庁 常 絡 は ユ ニ ー ク な 存 花 で あ り 、 公

共 施 設 の 建 設 と い う 重 要 な 仕 事 を 遂 行 し て い

くうえでますますづき展していかねばならず 、

さ さ や か な が ら も 、 そ の - - l l i J になりたいと思

って い る 次 第 で あ る 。

〈新入社uの l似}

多・類そして個

神戸市都市，ｬｉＢｉ函局， ｈｩｩｬｬｩ 音 ｉｉ ， ｬｨｬｬｦｬ ｾ 果 入 江 田 吉 仁

( 1)  5 月 を 終 わ る こ と 4 H は 研 修 所 で す ご

した 。 5 }  1  2  11 、静 令 。 都 市 計l国局計画部三|

|出l謀 。 iik初 の一 週 間 は述休 とともに過ぎ去る 。

5 Jl の 第二 週から仕事はいろいろのi ! ! り而を見

せて H艮の liir で 展 開 しだした 。 それはま色えず 、

考 え る べ き 材 料 を 新 し く 提 供 し て く れ た が、

多↑亡はそれを容易にさせなか っ た 。 ＮＱＮ｜左右 ￯Ｚ ，ｾは好

い 機 会 を 与 え て く れ た 。

( 2  ) 事 務 系 と 技 術 系 4 Hの 研 修 は 採 用 区 分

に 関 係 な く 、 合 同 ・共通であ った。 事 務 系 の

職Ｎｴ ｊＯｾ はどこにでもあること、技術系のそれは

限定されること、お、そらくこれを血由にして

池 J並行近畿地方建設局常業常! 日I " i 筒1，;県 小坂郁夫 であろう 、私 は 同 JfJI 生 が職 業 を考え、ひきう

早 や 5FJ も 末 、 私 の 社 会 人 生 活 も 2 カ月にな け る そ の 仕 方 で 2 つ の グ ル ー プ に 分 か れ る よ

ろうとしている 。 も っ とも、 4 r 1中は初( t ! i ) f うに思 った。 そういう場では、否応、なく、手l

修 だ った の で 、 実 際 に 職 場 に つ い て か ら 、 平 分の ( 少 な く と も 現 在 ) 還 る と こ ろ は 〈建 築〉

や 1 カ月た った と い う の が 実 感 で あ る 。 4 月 で あ る こ と を 意 識 さ せ ら れ る 。 た だ し 、 事 務

の 初 任 研 修 は 、 人 事 院 主催 に よ る 同 家 公 務 員 系の述中も名告11署に配属され、勤務する中で、

合 同 研 修 と 、 建 設下i主 催 の初 任 研 修 の 2 木立 ("1かそれに i互い考え方を育てているかも 知 れ

てであ った。 ない 。

問 者 は 東 京 代 々木 の オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 ( 3 ) 建 築 と 土 木 計( [ [)諜 は 事 務 屋 と 土 木 そ し

研 修セ ン タ ー で 5 nl U 1 行われたのだが、連 11 、 て 建 築 屈 で 構 成 さ れ て い る 。固 有 な 業 務 も あ

約 900名の公務員の卯が体育館に集まり 、公 務 る が 、 多 く は 土 木 と 建 築 の 問に! 剛氏な 一 線 が

Q の 仕 事 や 生 き 方 に つ い て の 諸 先 輩 の 講 話 を 引 か れ て い な い 。 問 題 に 対 す る 方 法 や 視 角 に

中 心 に 、 各 界 著 名 人 の 講 演 を 交 え て 興 味 深 か も 予 想 以 上 の 接 近 が み ら れ る 。 こ れ を ど う み

った。 中 には 、 松下 幸 之 助 氏 や 、 元 N H K ア るかは、払自身の勉強不足の克J j f ，( を含め、今

ナ の 今 福 氏 の ユ ー モ ア た っぷ り の 講 演 が あ っ 後 の 謀 題 と し た い 。

たり 、 東京 混 声 合n呂田 による歌" 昌指滋のタベ (4) 同年代・ 共 通 体 験 職 場 の メ ン バ ー が そ

な ど 、 ス ケ ジ ュ ー ル に は い ろ い ろ 気 が同己 られ れぞれ異な ったキャ リアをも っていること、

ていた 。 こ の 研 修 は 各 符 庁 の 新採 用 者 が一 同 こ れ は 今 の 私 に は 、 怠 兇 や 忠 想 の 率 直 な 交 流

に会し、省) j IJ の枠を 取 り は ず し て 研 修 す る 意 を 困 燥 に す る 強 い 理 由 に J思える 。 隣 に 、 共 通

義 も 込 め ら れ て お り 、 短 い 期 間 な が ら 、 効 果 体 験 を も った 同 年 代 が す わ って い た 学 生 時 代

あ る 研 修 だ ったように思う 。 が、 い か に め ぐ ま れ て い た か / こ れ に つ い

建設すi の 初 任 研 修 は 、 都 下 小 平 市 に あ る 建 設 ではもう少し考えてみたし、 。 自分の中に甘さ

i"iの 研 修 施 設 、 建 設 大 学 校 で 19 卜11mに 渡 って が あ る の か も し れ な L 、。或 い は 同 年 代 と の つ

行 わ れ た 。 こ こ で は 建 設 約 関 係 者 と外 来 講 師 な が り や そ の I坊 を 築 い て い か な く て は な ら な

の 講 演 が 、 述 11 ピ y シ リ と 組 ま れ 、 建設 省 の い の か も し れ な い 。
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ユ

ニュ ス lJ;r 梢をお送り〈ださい 。

と設 計 コ ン ペ庁で 分 譲

大 阪 南港 住 宅 用 地

「 地 区 セ ン タ 東駅」 行反称、 ) の す ぐ 北 側 ( 大阪市 小 冊子「高槻 の民 家 と町並」刊行

住 之 江 区 南 港 中 4 丁 目 2 需 ) 。分 線価 絡 は 1 m' あ た

り76 ，000円 で 、 総 額で は42億 円 に な る 。

計 画 概 要 に よ る と 、 1 戸 あ た り の 専 有 面 積 は 平 均 か ね て か ら 、 日 槻 市 教 育 委 員 会 で は 京 都 大 学 教 授

70m' 以上 ( な る べ く 大 型 の も の ) で 、 戸 数 l主政 大 川卜. 武氏を中心 に し て 高槻 市 内 の 民 家 の 調 査 を す

大 阪 市 港 湾 局 1; 1 : . 、開発中の南港ポートタウンの一

角、 55 ，OOOm' を こ れ ま で の ξ 入 札 方 式 作 で は な く 、

ミ 設 計 コ ン ペ " に よ っ て 民 n-H分古賀す る こ と を 決 め 、

こ の ほ ど 説明 会 を 同 局 で IliJ い た 。会 場 に は 約80社、

150 余 名 が出 席 し、吉 川 市 港1I日発古1I主 幹 の 持 制Hな 説

明 が あ っ た 。

で 1 ，300戸 。敷 地 内 の 公 訴施 設 と し て 、 児 童 公 園 、 す め て い た が 、 そ の 報 告 舎 と も い う べ き 小 冊 子 を

プ レ イ ロ y ト、集会室 、 自 転 車 法 均 な ど を 設 け る 。 刊 行 した 。

辺E設 j明日nは、 52年 10月 の 用 地 分 被 契 約 の 後 6 年 以 こ の 小 冊子は、 A 5 判・ 写 其 入 り 80頁 弱 。 |臼 笹 井

内 とな っ て い る 。 申 込 資 格 は 、 分 線 住 宅の 計 画立 家 住 宅 な ど が お さ め ら れ て い る 。

苦言、建設、販売 、 管 理 が で き る 企 業 、 ま た は 企 業 脱 税 申 し 込 み は お槻 市 教 育 委 品 会 (0726- 74- 7522)

大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン は 、 大 出;j l rl i に お け る 住 宅 Ilf. J

発 の 一 つ の モ デ ル と し て ril- i国 さ れ た も の で 、 港 を

ｦ 品 ｾ ｭＺ にして 、新 しい伎ｪ，ｦ， ｪ を滋人した 住宅地 。 今 後、

100ha  1ニ10 ，000戸 のf主 宅 を 建 設 し 、56$1三には人 口 約

40 ，000人 の IIIJ を つ く ろ う と い う 計 画。

大 阪 市 で は 、 家 波 数 に 応 じ た 極 々 の 間 取 り を も っ

住 宅 を 供 給 し 、 画一 的 な 住 居 を 避 け、 rl iL"=の 定 .f"f

す る コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を め ざ し て い く 。 また、

企 業 向 け 住 宅 、 賃 貸 住 宅 の ほ か 、 民 H-II分 J渡 住 宅 を

積 極 的 に 建 設 し て い く 。

今 回 、 分官設さ れ る 地 区 l卓 、 ポ ー ト タ ウ ン の ほ ぼ中

央官1I で、 55年 度 中 に 完 成 予 定 の 新 交 通 シ ス テ ム の

に

迎 合 で 、 学 繊 経 験 者 な ど 9 人 で織 成 さ れ て い る 選 ま で。

ｾ委員会で ＱＰ 月頃に殺受人が決まる 。

な お 、 コ ン ペ 方 式 に よ る 分 殺 は 、 関 西 で は 、 神 戸

ポ ー トア イ ラ ン ド に 次 い で二 番 目 だ が 、 脱 線で は

神 戸 を し の い で い る 。

任ij 合 わ せ 先 は 、 大 阪 市 港 区 築 港 2 - 8  - 24 大 阪

市 港 治 局 開 発 部 経 営 諜 ( T E L 572- 5121 ) へ 。

受 付 は 問 諜 に お い て 8 月 19 日 か ら 25 日 ま で 。

と新 し L 、都 市 像とのテーマで

論 文 募 集

一一 都 市 問題 研 究 会

ミ 新 し い 郎 市f象 と を テ ー マ に し た 全 国 市 長 会 、 日

本 部 市 セ ン タ ー な ど 主 催 の 2主¥39回「全国都市! 日l 脳

会 議」 が10月 13、 14 日 の 両 日 、 万 国 博 ホ ー J レ ( 11次

回 市 ) でn円 か れ る が 、 こ の 会 議 に 呼 応 し て 、 市fl 市

問 題 研 究会 ( 会 長 ・ 大 島 消 大 阪 市 長 ) は ご 新 しい

占柏市{ 象 ミ を テ ー 7 に 論 文 を 募 集 し て い る 。

原 稿 は50枚 以 内 ( 200字詰原稿用紙) 、 8 J=J 10  1=1ま

で に 大 阪 市 総 務局 内 の 論 文募 集 係へ 。 i止 優 秀 作 に

賞 金20万 円 が 贈 ら れ 、 10月 の 「 都市 問 題会 織 」 で

う在表される 。

主企ｦＺ￠ｊ，￥￥￥￥￥￥￥ｾ￥￥￥￥￥￥￥￥￥ｾ企ｦＺ￠Ｎｴ￠｟ ａ 樹の話シリーズＮ ＳＳβｾ＠
さ ん ザ じ ゅ V ibU l "r u m A w山 ki K.  K och  

」・ 1 い か ず ら 科

さ ん ご じ ゅ は 、 紅 い 支 が 校 状 に つ く の で 、月rJ 名 ・ さ れ る こ と が 多 い 。 例 え l工、駐 車 場 の 廻 り や 、 道

キ サ ン ゴ ( 木 噺f /;Jj) と言われるが、海の. f j J I l f /;J J と 似 路 の 分 出 世 帯 な ど に 遮 光 の 目 的 で 植 え た り 、 美 観 を

て い る よ う に は 思 え な い 。 し か し 、 人 家 の 近 く に そ こ ね る も の を 遮 蔽 し た り 、 プ ラ イ パ シ 一 線 保 の

普 か ら よ く 舶 え ら れ て い る の で 、 誰 で も よ く 兄 か た め の ス ク リ ー ン と し て 、 目 的 に 応 じ た 形 状 に 仕

け る 樹 で あ る 。 附 点 地 β 南 部 カ ら 以 西 の l波地 に 分 立 て た り で き て 、 維 持 管 理 も 比 較 的 容 易 な の で 、

布 し 、 樹 高 は 2 m 'うら 12m位 に も な り 、 常 緑 の 広 公 共 的 な 造 悶 倒 木 と し て 欠 か せ な い も の に な っ て

楽 樹 で あ る 。 幹 は 瓜 褐 色 で ざ ら ざ ら し て い る 。 議 い る 。

，f  

は 対 生 ( 1 ケ 所 カ ら 対 に 誕 が つ く ) で 表 而 は 滋 緑 陰 樹 で あ る の で 、 建 物 の 北 側 で も 育 ち 、 j 二昼夜は本

で 光 沢 が あ り 、 袋 商 は 樽 紛 で 紺iい 毛 が 生 え て い る 。 分 の 多 い 重 い 土 質 を 好 み 、 土 擦 に 対 す る 適 応 性 が

幹 は 恨 元 か ら 数 本 に 分 れ て 、 株 立 状 に な る 性 質 が 強 〈 、 移 植 は 容 易 で 、 4 月 上 中 旬 と 悔 雨 J則 及 び 9 月

あり 、 大型の誌が百台生し 、 刈込 み に も 耐 え て 、 芽 中 下 旬 に 柏 え 付 け れ ば 殆 ん ど 活 泣 す る 。 繁 舶 は -

L'1'. し が よ い の で 、 も っ ぱ ら 生 垣則 樹 と し て 利 用 さ 般 的 に 柿 木 に よ っ て 行 わ れ 、 簡 単 に勉 や す こ と が

れ て い る 。 で き る 。 耐 煙 性 、 耐 潮 性 も 強 い の で 、 臨 海 草E立 地

帯 の 芽 LLfJ ，し か ら 初 夏 に か け て の 新 総 は 、 鮮 烈 で 美 や 、大気の 汚 染地 域 に も 育 ち 、I至 上 庭 園 な ど の 人 工

しく 、 ( 1い 花 を 房 状 に つ け 、 夏 を 過 ぎ る 頃 は 主主色 地 盤 に も よ く 伺 え ら れ て い る 。 ま さ に 都 市 の み ど

も 泌 総 色 と な り 滋 々 し く 比 え て く る が 、 秋 に は 紅 り と 言 え る だ ろ う 。 病 虫 容 が 少 な く 育 で 必 い 樹 で

いｾが き ｅ れ下り、 ＱＱＹ 季の変化がみられる 。 しかし、 あ る と い って も 、通風の 恕 い場 所や 、土縫条 件 等 に

刈 込 ん だ 倒 木 は 、 花 つ き が 怒 〈 、 生 垣 な ど で は 実 よ り 、 樹 勢 が お と ろ え た り す る と 、 ス ス 病 が 発 生

を 鑑 賞 す る こ と が 殆 ん ど で き な し 、 。 し た り 、 カ イ ガ ラ ム シ の 答 を 受 け る 。 ま た 、 こ の

さ ん ご じ ゅ は 普 か ら | 弱 火 樹 と し て 建 物 の 問 辺 に 組 側 特 有 の サ ン ゴ ジ ュ ハ ム シ の 被 害 を う け る こ と が

え ら れ て き た 。 特 に 古 社 寺 な ど に は よ く 舶 え ら れ あ る 。

て い る 。 そ れ は 、 材 にノk 分 が 多 〈 、 燃 や す と 泡 を さ ん ご じ 由 は 管 理 が 容 易 で 育 ち め い と い う こ と て も 、

吹 く か ら だ と 言 わ れ て い る 。 また、 i波 地 の 海 伴 地 集 合 住 宅 の 北 側 に 、 北 面 の 居 室 の 目 か く し を 兼 ね

方 で は 、 屋 敷 林 の 外 事1I に 、 防 j瓜 林 と し て も 植 え ら で 、 窓 際 に 列 植 し た と こ ろ 、 生 長 が 旺 盛 で 、 般 が

れ て い る 。 そ の 他、 l改近で は 、 郎 市 の 緑 化 樹 木 と 繁 茂 し す ぎ て 、 下 水 管 を 詰 ま ら せ て し ま っ て 、 せ

し て 大 公 に 植 え ら れ 、鑑賞用 の 倒 木 と い う よ り は 、 っ か く 育 っ た さ ん ご じ ゅ を 、 移 植 さ せ ざ る を 併 な

む し ろ 、 外 部 の 空 間 の 機 能 を 助 長 す る 白 的 で 組 裁 くな っ た 苦 い 経 験 が あ る。 ( 鈴JJl[ J己)
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- 写 良 と 慨 裂 を ど し ど し お送り F さ い 。

I U列: a 所 内.地 b 敷地[ 日 111 c  建 築 面積 d. 謡 而摘 e 榊 i孟 胤彼 f 工lUl

1270 高 浜 市 庁 舎

段計: 側伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施工 : (鮒竹 中 工 務 底

a 愛 知 県 高 浜 市 高 浜 町 鳴 場 30 待 I也

b. 5 . 395.  14 rr1 

c.  2. 468.  66m'  

d .  7. 673.  65rr1 

c.  S RC.  - :'liI RC.  s I .  5F .  P 2  

r. 1I 円 剥I 5 1 年 I J I  - 11丹 羽1 52 年 2 n  

1273 北 海 道 拓 殖 銀 行 賢 島 保 養 所

設 計 : f術大 林 組

施工 (術大 林 組

a 三 m県 芯 噌 I出" 1 児 町 卒中旬l 子中日 1875 の 5

b.  2. 066 .0rrl 

c.  280. 6rr1 

d .  380. 0，，1  

c.  R C ‘ s I. I  F  

f . 1I丹 羽1 5 1  年 9 11  - 11白 布1 52 年 2 11 

1276 ダイエー金剛ショ ッパース・フ。ラザ

設 計 (練)熊 谷 組 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 : (;鮒 熊 谷 組 大 阪 支 腐

n. 大 阪 府 南 河 内 m 狭 山 町 大 7豆半[ l I

b.  12. 669. 45rr1 

c. 7. 128. 32m' 

18 .793. 050ず

e. 日C . 4  l' 

f . II(，平11 5 1  年 1 IJ ｾ＠ IIn 有1 52 年 3 1I 

1271 福 井 法 務 合 同 庁 舎

設 計 : 近 自 陸 地 方 建 設 局 営 繕 部 建 築 課

施 工 ー 飛 鳥 建 設 (悌 北 陸 支 底

相 11' ，); ｻ ｾ＠ IIJ I  - I  - 5 1  

b.  6. 751. OOrrl  

c. 323. 24rr1 

I  . 690.  35rr1 

c. R C.  5 F  

f  昭 和 50 年 10 11 - 11(，肩1 51  年 10 円

1274 マ キ ノ 自 然 休 養 村 セ ン タ ー

設 計 : 北 居 殺 計 (締)

施 工 : 杉 橋 建 設

a 滋 賀 県 向 島 問 マ キ ノ 町 州 浜

b. 1. 030.  20rrl  

c.  297. 811吋

d.  525. 92rr1 

R C.  2 1' 

f .  H({ -111 51  '1' .  6 川 一 II({ 剥1 5 1  '1' .  12  1I  

1277 ワ コ ー ル 京 都 庖

設 計 (掬 宮 家 建 築 事 務 所

施 工 : 戸 回 建 設 (掬

a 京 都 市 r );r 区 御 所 町 内 市 町 I 0  3  

b.  3 .332.  74 rr1 

C.  1. 605. 04111'  

13. 130. 32rr1 

c.  S R C .  s I .  8 1' .  P 2  

r. l I ( { 府1 50 '1'. 10  1I - 11円 相1 52 '1' .  3  1I 

1272 平 和 町 庁 舎

設 計 (掬大 崎 段 計

施 工 : f術 大 林 組 名 古 屋 支 庖

a 愛 知 県 中 島 ml' I'. .fj 1町 大 字 情 池 字 中 ノ 町 243

11.048. 40m'  

c.  2. 078.  83rr1 

d.  3. 572 判 d

c .  ｓ ｒ ｃＳｾ＠ 一 舟 ｾ ｒｃ ｉ F.  PI  

r . II({ 布1 51  '1' 4  11 - II f{ 布1 52 'J'C 4  n  

1275 太 陽 神 戸 銀 行 金 剛 支 庖

殺 計 (鮒 熊 谷 組 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 (鮒 熊 谷 組 大 阪 支 后

a 。 大 阪 府 南 河 内 部 狭 山 町 大 下 半 1 . f 1 1160 - 2  

1.256. 20nイ

51 1. 96m'  

1. 032. 69n1 

u.  R C.  2 1' 

f . 1I 円剥 I 51  i" f. 8  J  I  - ｉｉｴｾ 剥 Ｑ 52 '1' 3 川

1278 マ ン シ ョ ン 指 月

設 計 (側レ y ケ 建 築 設 計 事 務 所

施 工 (術 明 和 工 務 庖

" ドI' } :i rl i 笠 111 1>( 中 11I ｔｾ＠ ;晶 6 - 2  - 2  

b. 752.  24n1' 

c. 459. 80m'  

1. 863. IOrrl 

c.  R C .  s I .  4 1' 

r .II{{ .f:f l  51 咋 8 川 - II{{ 剥1 52 ，ド 3 1I  
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無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低く、ホコリなど生じない。

3  すベり抵抗性 : すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主主@

フリントコートについてのお 問合せは下記へ

航武会ffii シェル厄;î 版発売所

Ｗ リ ｾｉＭ こｉＺ ｾｉＭ 部

大阪本部 ⑤ 530 大阪市北区堂島浜通 1 丁目 25の 1 (新大ビル 9 F )  f t  (06) 343- 0441 

東 京 ⑤104 東京都中央区宝町 2 丁目 2 番地( 第一ぬり彦ビル) f t  (03)562- 4676 

福 岡 ⑤810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 - 1  - 5 (舞鶴ビル 3 F )  f t  (092)771 - 1961 
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住宅改善における学校教育の役割

低所得階層における深刻な住宅難を解消していくために「公営住宅の大量建設を中心とするよう住宅政策を転

換せよ」という声は久しい。 しかし 、戦後一貫してとられてきた高度成長指向の経済政策は地価の高騰をひきお

こし、それはまた家賃の高騰をまねいた。現状では 、大都市における公営住宅の建設は困難をきわめるにいたっ

ている 。 その結果は「健康で文化的な生活を営むに足りる住宅を建設し、これを住宅に困窮する 低額所得者に 対

して低廉な家賃で賃貸することにより、国民生活の安定と社会福祉の憎進に寄与することを目的とする」はずの

公営住宅までも、低所得階層には手の届きにくい存在にな ってきている 。 そして、国民の聞には住まいの改善に

対する無力感がひろがり、定者してきている 。

しかし、あきらめてばかりはいられない。f主まいの中での生活は誰でも毎日おく っているのだから 。

もしかしたら、速いようで近い道は、小学校 ・中学校 ・高等学校における住まいにかかわる教育 ( 学庭科でし

ている ) の中にあるのではないだろうか。住まいにかかわる低すぎる権利意識を、 学校教育の問題として考え直

したいと忠 っている 。 (T )

日本の住宅は高 くつく

住宅公団は現在 14，000戸に及 ぶ空家をかかえている 。 その原因は「速 ・狭 ・高」だといわれている 。だが国民

はその逆に「近 ・広 ・安」を望んで、いる 。

「近い」ということは利便性が高い、ということで地価もおいところであり、

したがって「近 ・広」と「安」とは矛盾することになる 。

低成長とはいえ経済成長がある限り経済活動があり、地価が下がることはない。建設産業の合理化一 一合理化

は人減らしで失業r : n題を生むー ーがないと建築資も下がらない。 こう考えると駄米に比べて n本の住宅は高くつ

く、という認識に立たねばならない。低家賃で環境の良い住宅を大量に建設することは、政治的スローガンとし

ては良いことかもしれないが、その費用を設がどう負担するのか。

この問題をは っ きりさせない限り、円本の住宅問題の解決は絵にかいた餅にな って

「広い」住宅は建築費がかさむ。

建物の耐用

最近 l土建築の保存や再生の議論が感んである 。建物Jの耐用は形や機能、使灯! 材料がそれぞれに逮う 。長い年月

の聞にも魅力を失わず、都市の歴史となる秀れたデザインの建築は多 p 。使用上の機能においても、ある種の建

物を除いては、年月によ って、それ穏大きく変革することは少ない 。狭い定、 l味での建物の耐用は、使用材料の寿

命によることの方が大きいのではないだろうか。

つの建物を造るのに、ずいぶんと多種類の建築材料や機穏が使用される 。 それぞれの材料や機器が同じ耐用

年限をも つ なら問題はないが、非常に長いものと伍端に短いものもある 。材料の耐用が限界にきたとき、簡単に

取替えられるものであればよいが、実際には金額がかさみなかなか大変で、ある 。

建築の設計のとき、ド| 先のことだけにとらわれて、その建物の 1 0 年先、 2 0 年後のことを真剣に考えていな

いことが多い 。サ y シ、 コーキング材、外部に使用される鉄板類、塗装、設備機器、それに設備配管等、それら

の 2 0 年先のことを考えて材料を選択し、工法を決めているだろうか。

それにつけても、設計に携わる 一員として、 kn! nrに適当 な建築材料がないかを痛感している毎日である 。(Y )

( 1)  まう 。

コ ッ プ一杯 の 水

喫茶庖やレストラントの府に就くやいなや、アイスウオータ即ちコ ップ一杯の水が蒸しタオルと共に運ばれて

来るのが現在日本の一般的慣習である 。 アメリカでもヨーロッパでも瓶詰の水を j主文しないかぎり、日本のあの

コ ｹ プの水にはありつけない 。 無料ＨただＩの水の有 ｾｦｴ さは外国から帰国した人々が口を揃えて言う土産話の 一
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つである 。

思えばテーブルの上に差 し出されたコ ッフ・の水は失ーは遥かなる山河から谷を下り野を流れ浄水場で浄化せられ

パイ プを幾重にも通過のうえ、 11 : : 水栓からコ ップに注がれたものである 。 しかも、目前の気飾 った美女 ( ウエイ

トレス ) のお盆の上から差出されるこのコ ッフ。の水は断じて無料 ( ただ ) である筈がない。無料 ( ただ ) ほど高

いものはないと 言 われるが、成程上水道家庭用 6 0 円/ 川、事業用 150円/ m' ( 東京) 、120円/ 凶( 大阪) であ

るから、コップ一杯の水にすれば他かなものであるに違いない。 その水が氷で冷やされてひと度美女の盆の上に

のせられ、コーヒと共に運ばれるに及んではいよいよ安いものになる筈がない。更に空になったコ y プと茶碗は

引下げられ、それもコ ップ一杯の水より遥かに多量の上水道によ って丁重に水洗せられることになる 。美女と水

洗の人件吹を加えると、いやがうえにも高いものにつく 。 コ ップ一杯の7 ] ( で、はあるが、誰もが水をおろそかにし

てはいないだろうか。少なくとも水は大切に、ノk を粗末にしない、 /J ( は12重な資源である 。

我家の/ M!f のポタリ 一滴、あれを止めることから始めてもらいたい。
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|  逸ｾ電ｋＱエ幸妹夫例主 |  

信頼の大きさ・・・近電工の技術で京

脈動し呼吸し成長する都市…

その生命のシステムを支え構築する近電工

きたえあげた技術と系邸哉を集中し

級密さとパワーで

快適と安全と能率の

大きな信頼、を確立します

お おた偲ＺＧＮ ＭＺｾ ＮＮ '.'! ;il 

ｾ ・ Ｇ｟ｾＮ｟ｾ

レ寸 ，

。急速五

北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 滋 賀 ・ 京 都 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 大 阪 ・ 神 戸 ・ 姫 路 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 沖 縄 |



特 集

照 明 設 備

- 序 論 ・各 論

新 し い 照 明 の 考 え 方 / 伊 藤 克三

事 務 所 ピ ル に お け る 笠 光 利 用 照 明 / 佐 藤|径二

グ レ ア / 中 恨 芳一

新 し い 光 線 / 花 田 悌三

新しい! 照明 g 具

1. 一 般商業用! 照明/ 藤原消郎

2. ム ー ド 照 明 に つ い て / 河 田 益 典

照 明 設 備 の 保 守 点 検 / 西 尾 与 志ωj

・』二u本f列

τJJ イ1j pj庁ピ Jレ

萩市庁舎の照明設備 Ｏ 赤木尚世ｾ

体 育 施 設

岡 山 県 立 津 山 総 合 体 育 館 の 照 明 / 問 次 郎

美 術 館 博 物 館

岐阜県博物館の展示! 照明 / 桜 井 文 縦

公会堂 ・戚 ｕｪｊｾｊ

神 戸 文化 ホ ー J レの舞台照明/ 築山敏澄

航 路 市 市 民 会 館 の 舞 台 照 明 / 矢 後 朗

庖街I i . 商 業 建 築

IW多 地 下 街 の l苫舗照明に つ い て / 河田主主典

本持l I ¥編郎幹事

f J 明書克 i 中限万一 ・林偵近 ・丙村喜卿 河iJt 隆之 河崎a宇太郎
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新しい照明の考え方

伊 藤 克 三

照明の問題は他の環境要素に比べると一般に安 易に扱 われ、

したがってこれまでとくに取 り上げられることも少なかったよ

うに思われる 。 しかし 、視環境の適否は作業の能率 ・精度 、作

業者の快適性 、疲労、安全性などに直接関連するということか

ら、 その重要性がまず認識されねばならない 。所要照度を確保

することが照明設計の目標であり 、照度が高くなることが照明

レベルの 向上であるかのように 、ややもすれば受け取 られがち

であるが、室の用途に適 った視環境をっくり 出すという照 明本

来の目 的 を達成するには 、照度という入射光の量のみではなく 、

照明のもつ多くの質的な面 からの要件 が満た されなけ ればなら

ない。視党を眼に生じさせるものは視対象物 からの光であり 、

これの強弱が明H音として知党され、視野内 から眼の方向への輝

度の分布が適切であるかどうかが照明の良否をきめるものでな

ければならない。近H寺の照明に関する考え方は 、視野内の測光

的環境条件 と、 これから視覚を通して 人聞 が得る 知覚 、感党と

の関係 を明確 にし 、 これを基礎として在室者の視覚に基づく照

明設計 、 あるいは照明の評価の技術的方法を 追求 しているもの

といえよう 。

しかし、照明環境すべてが技術的に扱いうるものではない。

照明には 明視性と雰囲気性の両面の機能があり 、 この両者の比

重は室の使用目 的 によ って異なるのであるが、照明によってつ

くられるムードを手斗学的 に分 析することは不可能 といつでよく 、

設計技術対象は照明の明視性のみに限ら れ ざるを得ない。具体

的 には、 作業面上 において作業対象物が明確に 、正しく、ある

いは美しく視認できることがまず第ーであり 、っき。に 、作業周

辺の視環境に作業の視認の障害とな ったり、あるいは作業者に

不快を起こさせる原因をつくらないこと 、 この 2 つの要件を満

たすための照明の設計技術の開発が進められているのである 。

そこで要求さ れ る明視性 をこれで確保 した 上 で、 その照明の雰

囲気的 な側面は設計者の主ftl tに任せようとするものと 判断 して

よい。裏返せば、雰囲気的 な設計によって 必要な明視性が犠牲

にならないような照明であるべきだということができる 。

42 建築 と社会 / 1977年 7 H号

その他、 照明 と他 の環境要素との関連した諸問題への対応、

さらには照明 における省エネルギーの 問題、電灯光と畳光との

併用に 関する 問題など、 これまでの照明ではなか った問題があ

らわれている 。 まずこれらの概要を紹介し 、その詳細lは別制に

ゆずることにする 。

ll . 明 視 照 明 の 性 能 評 価

事務室、工場等における 机上面、作業面上での文字その他の

視対象の見やすさ、展示場における展示品の高い鑑賞性を確保

することは明視照明の基本である 。 いくら照度が高くても 、兄

る方向に対して光源の位置が不適当であると 、紙面も印刷 され

た活字面も光 って非常に読み難いことは日常経験するところで

ある 。 あるいは壁にかけられた絵画の表面が光 って鑑賞不能に

近い場合もなくはない 。 これほど極端でなくても、照明方法が

不適当であると紙と文字との対比は低下して読み難 くなり 、絵

画の場合は色の彩度の低下、 これによる色対比の変化 などによ

り、正しい鑑賞噂を不可能にすることになる 。

このような照明の巣たすべき明視性は 、予測される視対象物

の反射性状に関する資料を用意し、視る方向に対する光 iJJ; 1の位

置がきまれば、そこでの見え方がず' 測され、 その! 照明方法の適

否の判断も可能となる 。 このような方式によ って祝作業のしや

すさ、ものの 比 え方に目標を置いたl ! ( { 明設計法を 開発し 、!!({ lリ!

の11月祝性の 向上に役立てようとするもので、 いくつかのJ41案は

なされているものの 、今日なお確立された設計方法にまではな

って いない。

ｾ Ｎ 全般的な室内視環境の問題

室内 での作業者は常に視線を作業に固定しているものではな

く、時に 作業から 視線を離して 眼 を休 める 。 このときに作 業業牟名

の視盟野fに入る視環境 がi快夫適であることが望まし 1し，)、。気持のよい

12雰? 宇よ囲気をもち作業性を高揚させるものであることが理想想、でで、あろ

うが、少なくともこれが作業の障害とな ったり 、不快を与える



ものであ ってはならない。 これら障害、不快の最大の原因をな

すものは灯器、窓など輝度の高い光源である 。 これらのものは

作業面に高い作業性を与えるとともに、他方これが在室者に不

利な状況を与えないよう配慮されねばならぬ。 この前段は上で

述べた照明の明視性に関するものであり 、後段は視野内の輝度

分布、 グレアの問題である 。

視野内に極端に明るいものがあ ったり、明暗の極端に異なる

ものがある場合、注視点での見え方が損われたり、あるいは不

快を党えさせる 。このような、照明が原因で見やすさを損ったり 、

不快を覚えさせる現象を広くグレアと称し、前者を不能グレア、

後者を不快グレアという 。

人工照明設計において、近年グレアに対するチェックを行う

ことが区大米各国で一般化し、わが国においても他国の方式に則

ったチェ ックが漸次行われようとしているのが現状である 。 し

かし、本グレアチェックは不快グレアに関するチェックであり、

室内で視線をある方向に 向けた場合に在室者が灯器によって受

ける不快なまぶしさを評価し、これを恕限度以下に抑えようと

するものである 。すでに照明設計指針の中に正式に取り入れら

れている国もあるが、わが国で早急に照明設計にそのまま取り

入れることには、少なからず疑問が感じられるのである 。

灯器のまぶしさによる不快さが照明環境全般の中で占める比

重はどれほどであるか、白人のデータがそのまま日本人に当て

はめられうるものか、このあたりを慎重に吟味した上で対処す

べきであろうと思われる 。

明視の障害 となる不能グレアの解明 、 その技術的な検討方法

の碓立などは、明視性の確保の点から非常に重要でありながら、

不快グレアほどの論議をよばない。 問題が解決されているから

というわけではない。未だに見ょうとするものが見えなかったり、

ガラス越しに展示物を見るときにガラスに映る映像のため展示

物が見えない展示照明も少なくない。 これらは不能グレアの問

題であり、これの技術的な解明の重要性は決して不快グレアに

比べて低いものではない。室内視環境全般の問題として、室内

での明視性への影響の検討がなさるべきであると考える 。

;33.  人工光と昼光との併用に伴う問題

これまでの人工照明設計では窓からの畳光を全く無視した状

態で扱 つできているので、畳間における現実の室内照明状態と

照明設計条件との聞には著しい隔たりがあるため、より実状に

あった照明設計がなされるべきであるということである 。

人工光のみで所要照度が確保されていれば、窓から入る畳光

は照度を上昇させるので、畳光を無視した照明設計は照度の面

からは安全設計であるといえるにしても、人工光のみで勺快適視

環境に設計された状態が窓からの畳光によ って大きく舌しされ質

的に低下する面が少なくない。均斉であるべき照度分布に窓際

と室奥との聞に、はなはだしい差異を生じ 、室内の輝度比も過

大となる 。高輝度の窓が視野に入ることによるグレア、それを

背最として見る場合のシルエ ッ ト現象、窓からの光のもつ強い

方向性による立体視への悪影響など、窓からの畳光には室内の

照明の質を低下させる多くの要因が含まれている。したがって

これを考慮: しない照明設計は決して合理的でもなく、安全設計

でもない 。 このように、窓は室内照明環境上決して好ましいも

のではないのであるが、窓には在室者の心理面に果たす機能そ

の他の理由より、なくすることができないとすれば、窓による照

明の質的低下を軽減するにはどうすればよいか、低下の許容限

界をどの程度とするかなどが論議され、技術的な対応が考究さ

れねばならない。 これが畳間人工照明あるいは畳光、人工光併

用照明の指向していたところである 。質的に高い水準の実現を

目指すのは技術として当然である 。

ところが石油ショ ックを境として照明にも省エネルギーが大

きく取り上げられ、何よりも照明用電力の節減をはかるための

方策が前面に押し出されてきた 。できる限り畳光を 利用して少

なくとも所要照度だけは確保しようということになり、同じく

両者併用照明ではあ っても、その目標は一変してしまっている 。

畳光利用照明とも称せられるもので、照明の質には眼を閉じ照

度だけを目襟とした、至って初期的段階に逆行した状態であると

いえよう 。

こうした行き方は当面止むを得ないとはいえ、決して正しい

方向とは考え難い。照明の量、質ともに考慮に入れた上で、少な

しミ消費電力で可及的に高い水準の照明を確保する技術の開発が

行われるべきである 。広く照明効果を考えた上での効率の高い

照明、これがとくに併用照明では中心課題とされねばならない 。

ｾ Ｎ他の環境要素と関連した問題

照度レベルの上昇にともない、照明による発熱は大きな空調負

荷となるなど、照明を環境設計全般の中で考える必要が増して

きた 。 これは単に相E の影響というに止まらず、それぞれの環

境要素の設計目標レベル聞に適正なバランスを保つということ

からも必要と考えられる 。 とくに省エネルギーの観点から室内

環境水準をある程度引き下げる際、おのおのの環境要素の設計

目標が均衡の取れたものであることが効率の点から最も好まし

い。 このように設定された照明環境の評価水準に見合 った照明

設計の方法が用意されなければならない。

。

なお、照明の明視性に関しでは立体的な対象の視認性の問題

がある 。今日、モデリングの名の下に在室者の顔の見え方を対

象に研究が進められているが、さらにこれを一般化した立体視

認の点からの照明設計法が、照明の主観評価の方法とともに、

今後に残された大きな問題といえよう 。

( いとう かつぞう 大阪大学教段)
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事 務 所 ビ ル に お け る 昼 光 利 用 照 明

佐 藤 隆 二

1. はじめに

経済の高度成長下にあ った数年前まで、事務所ビルの室内照度レ

ベルは年々高くなり、設計照度1，500- 2，000I xというものが出現す

るほどになっていた 。畳間に人工! 照明を全面的 に利用することは普

通で、窓ぎわに畳間用の照明器具を増設して、照明環境の質的な向

上を図るための技術開発が注目されるほどにな っていた 。

しかし、石油ショ y ク直後に、広告ネオンを消し、テレビ放送を

短縮し、エレベーターや空調設備の運転を制限するなど、消費エネ

ルギ一節減のための種々の努力が払われたことは記憶に新しし、。 当

時ほどではないが、安定成長時代と呼ばれる現在でも、間引き! ! 賢明

や廊下、窓ぎわでの消灯など、消費電力の節減が少なからず実行さ

れている 。

経済情勢の急変以来、自然光 (畳光) を利用できる窓ぎわの消灯

によ って電力の節減を図る省エネルギー照明とも呼ばれる畳光利用

照明が注目され、その技術開発が推進されている 。 これは石油ショ

ック以前の方向に逆行するものと言えるが、両者の目標に本質的な

差異のあることを 理解すれば、容易に納得することができる 。 ここ

では、その畳光利用照明の考え方、設計法を述べ 、簡単な例を用い

て具体的な設計手) 1 頃を示すことにする 。

2 . 昼 光 利 用 照 明 の 目 標

石油危機到来前に注目されていた照明法は、畳間人工照明と呼ば

れることもあり、その設計目標は、経済的な iliIJ k : ' ; J にあまり縛られる

ことなく、室内に快適な照明環境を実現するところにあ った。 した

がって、非常に明るい窓が視貯内に入ることによ って生じるまふ、し

さ、シルエット現象など、畳光による照明環境の質的な低下を人工

光によ って防止あるいは緩和しようと、窓ぎわの I国土丁などの手段が
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講じられたのである 。

方、今日取り上げられている畳光利用! 照明は、いかにして電力

の節減を図るかにその目標が置かれているもので、! ! 賢明環境の質的

な向上を目指すものとは本質的に異質なものと理解されたい 。

本来、室内の環境水準は、それに嬰する釘用とのバランスを考え

ることによ って決定されるもので、常に経済的背景に左右されるの

が当然で‘ ある 。経済事情が厳しくな った今日、環境水準が以前より

低下することはやむを得ないことである 。 問題は状況に即した水準

の許容限界をどこに置くかである 。 それが前も って決定されなけれ

ば、それに対応するための技術を確立することは困維である 。窓か

らの畳光で室内の設計照度が満たされる範囲を消灯しようとする畳

光利用! 照明では、設計! ! 者度レ ベ ルを維持することが、技術上、唯一

最大の目標である 。すなわち、この設計法は、照明の主だけを対象

にした非常に単純な考え方に基づくもので、質的な面も同時に考民生

する照明環境の総合的な水準を保つ合理的な設計法であるとは言い

錐 L 、点を看過しではならなし、。 したがって、以下に述べる方法が、

照明の環境水準と消賀電力との均衡を保つ上で、最も有利なものと

は言えず、今後、より広い視貯に立 った照明の経済設計が考究され

なければならない。

3 . 全 天 空 に よ る 野 外 水 平 面 照 度 E 。

畳光と人工光とを同H寺に利用する照明では、この両者による! 限度

を合成しなければならなし、 。 人工光による照度は、光源と受照点が

決まれば、そこの照度は一定であるのに対して、畳光による照度は、

光源となる窓と受・! ! 責点が決ま ってもそこの! ! 百度は 一定とはならな L 、。

天空輝度の刻々の変化に応じて受照点の照度も変化するためであり、

従来より畳光による明るさの程度を示す指標として、天空状態に関

係なく 一定の値を与える畳光率が用いられている 。畳光率の定義よ



り、受! ! 計点の! 照度は次式で求められる 。

E =  U  X  E . / 100 

E : 受! ! 責点の畳光による! ! ( l 度( 1 x )  

U : 受! ! 者点の畳光率 (% )

E. :  ｅ を与えるときの全天空による ｾｈ ｈ Ｈ ｾ ｉｾ 而ＡＡな度 Ｈ Ｑ x )  

すなわち 、畳光による限度を得るには、 E 。を矢口 らなければならな

い。E 。は太陽位置や天気状態 により H与々刻々変動するので、その実

態 をlリl らかにすることが、量光利m! 照明の技術的対応策の出発点と

なる 。

E 。はmr射光を除外したものであるため、測定が困般であり、完全

な'fH・いまないが、それに杯わるものとして、北Mの天空によるノk平

l国!!(U立の実測を行い、その測定値. の 41-11 をE 。とL止なした大|仮 におけ

る' ft1: 千が{ 斗られている 。

従来より、畳光を利用できる、あるいは利用 しようとする畳間 (畳

光本1]) 刊誌NID として、太陽高度が10度以上となる H寺山i帯を考えるの

が通例であるので、ここでは、この時間帯における E 。が基本となる 。

このHキr:rl 帯は就業時間と ー欽しないため、就業H寺聞を対象として畳

光利mを考える場合は、就業時間待における E 。の資料が有用である。

fドlill の 11 出・ 日没時刻と畳光利用昼間の推移の概略を示したのが図

1 である 。就業時間を午前 9 11寺から午後 5 11寺までとした場合の就業

H寺川が丘光利用畳間に含まれる比率を季節ごとに求めた結果も図中

に示しである 。 この図のH寺刻はa太陽Hキと標準Hキとを区別していな

いが、 111出iはないと考えられる 。

図 2 は畳光利用畳間および就業時川併における全天空! ! 君度の累積

， Ｇｌ｜ ｾ 見 学を示したものである 。 就業時 Ｑｭ 帯の方が畳光 利用 畳 間 よりも

!!(! J，立が大きくな っているのは、人:11易，:':jl .よE今の低いすなわち全天空照度

の小さ L、11.¥二 1m帯が多く除外され ているからである。

なお、図 2 1こは i暖房則 (ll Fl - 3 )-J ) 、冷房 Wl( 6  J=l - 9 月) 、それぞれ

の就業時間帯における泉干Ｚｲ ｬ ，Ｇｾ， ｊ Ｎｬｴ ［ Ｍｴ ｾ 曲線も 示しである。これらは 、畳光利

川による屯力節減のみならず、冷房 f! 荷の軽減やl暖房負荷の I国大など熱

fJ! 仰にも 1)1，1述するため、それらの総合効果を知る上て、有用なものである。

就業時間帯

日出没時刻並びに昼光利用昼間の年間推移 (35・N)

50，∞o  60，000 70，∞o  80，∞o  

4. 作 業 面 の 照 度 分 布

室内作業面に入射する光は 、天空から作業面に直後人射する光、

窓外の建物なとによる反射光が作業面に直接入射する光および、こ

れらから室内 に人射した光が室内で反射して作業而に人射する光の

3 つの成分からな っており 、 それら全体に よって生じるものが作業

面の昼光! 限度である 。前二者によるものを直接畳光! 限度、後. ( J を反

射畳光 l!Hl立という 。畳光! ! の支は全天空Jj 程度E 。が決まれば、!日I述 の式

により畳光率から求められるので、畳光照度の算出は畳光ギの算出

に置き 換 えられる 。 しかし、畳光率は窓外の状況、室の形、室内表

面の反射率などによ って決まるもので、それを正確に算出すること

は面倒で、ある 。

反射畳光率は室内 !l ぽ一様と考えられ、作業面における坐光! 限度

の分布は、直接畳光率の差具によるものと考えてよし、。片{!!I l採光事

務室の直接畳光率の分布の 一例を示したものが図 3 である 。壁ぎわ

や住近くでは窓中央官11より小さな値となっているが、この告11分が作

業空 間 として 利用 されることは少ないので、窓の中心線上で設計し

でも実用上支障はないと考えられる 。本例は窓前方に建物のない場

合であるが、建物がある場合も分布 の形状は同様である 。

消灯可能な窓ぎわの部分における窓中心線上の畳光率分布は、窓幅

が広い J易合、窓幅無限長の場合と大きな差異を生じない 。 したがっ

て、通常の事務室では窓幅を無限長として扱ってもよく、この場合

には簡易に畳光率を得る図表を用意することができ、実用上便利で

ある 。

畏
埋込下函開放40 WX 2

8  

_/__! 時面

断面図

ｾ ｉ 塁

日出

図 3 作業函の直接昼光率分布例

図 4 は前述の仮定のもとで、窓前の建物の輝度を天空輝度の% と

して求めた直接畳光率の分布図である 。

無限長窓を持つ図 4 1こ示す断面の室の反射畳光率 Dr が、室内 で一

般であるとすると、それは次式で近似的 に求めることができる 。

Dr キ D叩 TH

2 (1 ー γ ) (h+ e)  

ただし 、Dω・窓中央における窓面畳光率 (% )

γ  . 室内表面の平均反射率

H 窓の市き (m) h : 天井高 (m)

.Q 室の奥行 (m)

すなわち、窓面畳光率、平均反射率、室の断面寸法がi決まれば、
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ることがわかる 。

この不足分を畳光によ って補 うのが、畳光利用! 照明の基本となる

考え方である 。簡単のため 、窓前に建物がないものとし、量光の直

接成分を考えると畳光率は図に示すような分布 (右側目盛) となる 。

この畳光率を設定した Eo (例えば20 ，OOOl x) によ って照度に直せば

左側目盛の畳光照度となる 。 したがって、畳 間の作業面の照度分布

は両者を合成して得られる図示の通りとなり 、この室の場合は窓ぎ

わから 2 列を消灯しでも設計 !-!(-i度 1，500 lx を満たす結果が得られる 。

ここに示したように実測によらなくても、計算で人工光!限度を求

めることは技術的 に難 しくないので、種 々の消灯状態 に対する 作業

面の照度分布を設計段階で予測 することができる 。

7 H  6  1  2  3  

窓からの距離d (H 窓の高さ )

図 4 直媛昼光率の分布 (窓幅無限長の場合)

5  4  

直

後

畳

光

率

凶

(

%

)

Dr が求まるので、図 5 に示すような 間接畳光率算定図表を 用意して

おけば 便利である 。 この図は 簡単のため 、 h= H として求めたもの

で、実際の場合よ りも多少大きな Dr を与えるが、2E高さ H が極端 に

小 さい場合を除けば 、普通の事務室にこの図を 利用しでも実用上支

畳 光 利 用 照 明 の 設 計 法

図 6 において 、畳光利用照明を行う場合の J! 現度は 、畳光と人工光

それぞれの照度分布の交点 P 付近で谷になる場合が多 く、この位置

で設計照度を満たすような設計をすれば 、Il ぽ安全であると言える。

この位置では人工光照度と畳光照度が等しく、合成 J! 百度はそれらの

2 倍となるので、P 点で設計照度のyz が畳光によ って得られれば室

全体 で設計照度を満たすことになる 。すなわち 、 P 点での畳光によ

る所ｾ照 度 を設計 Ａ 照度の ｙｺ ｉ こすればよいことになる 。 通 常の事務室

の照明器具の取 り付 け間隔では 、窓 ぎわから l順次消灯していくと、

点灯器具から器具間隔の約M窓iH1J寄りの位置で、人工光照度が設計

照度のほぼ} ぜになることが測定結果から確かめられているので、実

務上は検討点を点 ・消灯両器具の中間位置として設計すればよい。

図 6 の場合を例にとると 、窓ぎわ 1 列消灯のときは 町、 2 列消灯の

場合は ん の位置で、畳光J! 者度が設計 Jl 百度のMとなることを目標に設計

すれ lまよい。

省エネルギーという目的に対して 二つの方向の設計法があり、そ

れを図 7 に示す。一つは 、量光幸1J 用範囲すなわち消灯範囲 (上例 で

の 円 、 ｐＲ Ｉ を設定し 、 その点の畳光準 ｕ から所安全天 Ａ Ａ ｦｾ ｊ 支 ｅ ｯ］ ｅ Ｏ ｕ

5 .  

障はないと考えられる 。

このように 、直接 ・間接の畳光率を求めれば、それと全天空照度

より畳光照度が計算できる ことは先に述べた通りである 。

つぎに人工光照度であるが、人工照明は畳光のない夜 間に、 作業

面上のあらゆる点で設計照度がほぼー械に達成されるよう 、器具数

、e

Rl 
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図 7
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室の奥行 R (H :窓の高さ)

反射昼光率算定図表 (窓幅無限長の場合)

3  2  

図 5
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( E : 設計 !W度 の %) を求め、その E 。に対応す

る累航出現率を図 2 から読み取ると、終損出

現率は全天空! !百度がその E。以下となる H寺IIfI比

率すなわち人工照明の必要な Hキ問比率 (点灯

率) を示すものなので、

見? W出現率= 点、灯率= (100- 消灯率)

の|品l係から消灯率を求める ) j 向である 。 もう

一つは逆に消灯率を設定し 、 それに対応する

E 。から所要昼光率 U = E / E
o

(E : 設計 !!H皮の

72' ) を求め、室内の昼光$ 分布から消灯可能

な範囲を求める方向である 。

6  昼 光 利 用 照 明 の 設 計 図 表

図 2 に示した全天空水平面! 限度E 。の累積出

現率を示す曲線と、図 4 に与えた直接畳光率

の分布曲線 とを組み合わせ、室内の設計 !!H度

こ対して図 |てで消灯率あるいは消灯範囲が求

められるようにした設計用図表が図 8 である。

簡単な例を斤! いでこの図表の使用方法を以ド

に説明する 。

a  消灯率から消灯範囲を求める場合

設計対象 : 窓前に障害物のない超高層ビ

ルの上階にある 片 fWJ 採光の事務室 (H =

1. 5 m、e =15m、室内表面平均反射病 r =

0. 15)  

設計! 限度 : 1，0001 x  

設汁?i!i 灯率 ・就業H相官iの60% {年間)

。 100 

20 80 

60 

。

仰 角 (0) と窓面昼光率 (U山) との関係 湾
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図8 昼光利用照明の設計用図表

設計消灯主鮮が60% なので、 まず右上の図の ?i
1

j灯率60% の点から出

発し、就業H寺(年間) の曲線 との交点①を求める 。点①に対応する全

天空! 限度E 。は下の横目盛から約17 ，0001xと読み取れる 。つぎに、点

①から下方へ進み、右下の図の設計照度1，0001xの曲線との交: 点②を

求める。点②に対応する所要畳光率は左の縦目盛から 2. 9% と絞める。

設計 !m度1，0001xのMの5001xが所要畳光rm皮 E となるので、計算で

所要畳光率 U =  100E / E
o  

=  100 X  500 / 17 ，000 キ 2. 9 (% ) が求まる

が、 これは図上で得た値と 一致している。すなわち 、畳光率が2. 9%

となる位置が消灯範囲の限界点だから 、点②から左方へ進み左下の

図の 0 = 0・(障害物なし ) の昼光率分布曲線との③' を求め、それに 対

する窓からの距離を求めると、 d= 2. 8 H = 2.8X 1. 5= 4. 2 (m) で

ある 。 しかし、左下の図は直接畳光率の分布を示すもので、反射畳

光率を含んでいないから、反射畳光率を考J.&する場合 lま宇I I i 正が必要。

である 。先に示した図 5 から e = 15= 10H (m) 、r =  0. 15に対する反

射畳光率が Ur = 0.008 U叩 = 0.008X 55 = 0 目 44 (%) であることを求

め、 それを直接畳光率に加えた 曲線 (図中の破線) を作り、それとの

交点③を求めればよい。点③に対応する窓からの距離は d= 3. 1 H=

3. 1X  1. 5= 4. 65 (m) となるので、この場合、窓から 4. 65mのところ

までの照明器具を消せることになる 。

b  消灯範囲に対する消灯率を求める場合

設計対象 : 片側採光の事務室 (H = 1. 5 m、11= 20m、γ = 0.2) で、

D = 15mの前面道路を隔てて仰 角 。= 15・の建物 がある 。

設計 !! 君度 700 lx  

設計消灯範囲 : 窓から 6 mの範囲

消灯範囲の d = 6  =  4  H  (m) となるので左下の図から 出発し、前例

と逆の方向に｀ 、 ｀ 、 。 Ｈ ｾＧｾＢ Ｉ とたどればよい 。 ただし 、 ･］Ｒ Ｐ

土 13H(m)、γ = 2. 0 に対する Ur = 0. 009 U凹= 0  .  009 X  53 .47 土 0.48

(% ) ( 図 8 中の 表より 8 = 15・の場合、 Uω = 53. 47%) を求め、 8 = 15。

D = 15 = 10H (m) の直接畳光率の分布曲線 を0. 48だけ上にずらせた

全畳光率の分布曲線が図中の鎖線である 。 その結巣得られる 。冷房

期、年間、暖房期の消灯率は、それぞれ就業時間の48% 、29% 、11

% である 。

7 . おわりに

畳光利用照明の技術的な取 り扱い方法に ついては 、照明学会関西

支部においても委員会を設置して検討されており、ここで、述べた設

計方法は 、本委員会の方向 に沿 った最新のものである 。図 2 のE 。の

累積出現率は畳光利用照明の基礎となるものである 。 これは吹田市

北千里における実測データによ っているが、 わが国各地に ついて、

緯度と天候を考慮、して補正を行うと、畳光利用畳間の E 。は: t 1O% 程

度の範囲に収まるという結果も得られている 。就業H寺間帯のE 。につ

いては、緯度経度が大阪と大きく異なる 地域では 、ここで示したもの

とかなりくい違 うことが予想 されるので、何 らかの補正が必要である。

上に述べたものは、直射光を考慮せず、窓は開放状態であること

を前提としているが、現実には直射光が存在 し、南面窓では ブライ

ンド等が用いられているので、直射光のあるときの実状とは合わな

い。直射光に対する扱いは非常に複雑で、今後の研究をまたなけれ

ば技術的な対処はで きないのが現状である 。

また 、室内照度に応じて灯務の点滅を自動制御すること自体は簡

単であるが、 その点滅の作動限界 をどのように設定するかというこ

とも今後の問題点である 。

さらに 、本質的に考 えれば、ここでの方法が省エネルギーの対応

策として最も有効なものであるかどうかという大きな 問題点の ある

ことも忘れではならない。( さとう りゅう じ 大阪大学工学部建築工学科助手)
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クレア

で あ る。

税対象物 表的iでの ぷJぷJ:i. 身、I光 が|リl仰 な光ilJ ;i1象とならずに 、。t対象

物 の ｼ にかぶりとなって 悦対象物 Ｑ ， Ｇ ［Ｑ イ Ｑ の 色 や 対比 がうすめられる ｪｊ Ｏ ｾ

ｦ＿ を ｊＺｩＮ 射 クレア 、 あるいは 光 ｍｊ ＺｩＮ ｦｈ と ｉｉ ＧｊＧＭ ， ￬ｾ ｯ ，'.I .HIJi やア ー ト紙 ぷ 1(11な

どが光 っ て見 にくくなるのも 、 このN 象 が似(1)( 1である 。 光沢 のある

ｉ Ｈ ｬｉ Ｈまもちろんのこと 、作ＩＡ五 の ｾｩ ｾ に 印 刷 された文 字 でも 、 図 Ｍ Ｔ の 例

のように 、 ｊ ＺｩＮ 射 グ レ アのために 悦対象物 の 対比 が 低 ド し 、 ｉ， ｾ やすさ

をそこ な うことがある 。机 に向 かつて11: 'J( をする JJJ fTの悦紛; の1i} J き

の純 1111は将 辿30。くら いであるので、図 - 5 に川 すよう に、:tJIJ Ji Iの1iJ J

きの純凶 よ りややJ)_; ぃ40。の純IJ tlの正 J:i. 身、J' ) j J 古l に光iWを;if，:か ないよう

にす れば 、視士、I象表 1(11での J:i. 身、I クレアを |坊 ぐこ とができる 。

しかし 、 実 際 に ｳｩ Ｗ ｌ ， Ａ＿ している ｪ ｍ イ＿ などを 見 ると 、ＮｾｾＮ に Ｔ 立 を ｾ ｾ て い

るとは似 らず、 しば、しばt>l.*.泉は J，'fJlJ 十|の物j の | へも 動 く。 したがって、

視野内 の長10.長の状 態 だけでなく 、税目f外 の雌l主分布 も考l註する 必 要

がある 。

芳

般 に グ レアとは悦野内 に、光源 や窓、 また光沢 !自で、の 光iJ t，i ・窓

の正反射 などの非 常 に輝度 の向 いものがあ ったり 、伍 端 な獅反対比

があることによ って、JII 心 の視対象中勿が見 にくくな ったり 、見 る人

に不快感 を抱 かせ た りする 現象 をい う。 しかし 広 義 には 、 ガラスな

どの表面 に映 った11央像に よって中 の物 が見 にくく な るような反射 |映

像 による 視力低下 もグ レ アに含められる 。 グレアは 図 ー Ｑ Ｑ こノ ｊ ｾ すよ

うに 視 線 から30。以内 の4見野内 で生じやす い ことから 、 この 純JJ 1' 1をグ

レアゾーンと い うこ とがある 。

グレアを 大月 IJ すると 、グレアの た め に十見力 の低 ドを起 こす ものと 、

不快感 を起こす ものになる が、 この同 行 が同H、14 に起 こることも 多し、。

以下、 「川 やすさをそ こな うクレ ア」と「 不快感 を起 こす グレア」に 分

けて J!Vリlす る。

中根

図 - 6 は視野 の中心 部 とJ，'fJ 辺 :' '; 11 との II lJ に均i反 の速 い がある 場 合 の

視力 の低 1<を示すもので、税対象 のfTj 止になる '-1'心 部 が小 さいほど 、

また ' 1' 心 部 に対 する 周辺t : f I lの厳10ズ比 が大 きいほと烏視力 の低 1" が 汗 し

L 、。

ア メリ カの !!( {Iりl学会では 、作 業対象物の指IU立に対 して 、圭ー|人l各 ;;11

の括Ii伎 の許 芥限度につ いて表 一 1 のような 値 を推 奨して い る。

また 立f本的 な視対象 ( 1f.本 の雌1;/支対比 は、形 がはっき り分 かり 、';1".

f本!必が得られる ためには 2 1  - 6  1 程 度 がl &適 といわれ 、 これ

より 対比 が 強 すぎるとどぎつく ｍ ｾ じるようにな り、 ｾ ｊ Ｕ ｊ すぎると ＭＢ ＱＮＱ 本

!さが乏しくなる 。

ショーケースの中 の展 示物 を見 ょうとし た ときなど 、 ガラス 表 而

に、周 囲 のものが映 って肝 心 の 展 示物 がよく 見えない といった こと

見やすきをそこなうグレアとしては 、視 線 の近 くに ，..)縦ばt の光源

があって 、祝対象物 が比 にくくなる「直接 グ レア」と 、光iWからの

光 が視 対 象 物の表 面 で反射 して 視 対 象 物 が比 にくくなる rJx 射 グレ

ア」とに 大日IJ され 、不能 グレアとも いわれ る。

「直 被 グ レア」は 図 一 2 のように 、 グレア泌 が大 きく 、悦 線 に近

く、fTiA- 世li度 が低 〈、光 iJ.京の括IU支7う¥'j'Jj ｾ＠ 、ほど著し く刷れ 、視辺、fiEブJ

が大 きく sll 干i干される。長H、'1' 1前視野内 にある ものの 出liI支 は2，000ニ ト0c1/

m') 以 下 であることが望まし し、。光 源 直 接 で な くても 、? 見対象物j の表

面 が滑 らかで、 その表 面 での光 源からの光 の反射 がlりl維 な形 とな っ

て現 れ る，J-Jj; 合 は、 直接 グ レアと 問機に吸 う。 筆者 が牛のH民について

測定 し た と こ ろで は 、 図 一 Ｓ の ご とく 、日続 ｪ 支の 光 源による ｉｉｌ ｾ 球散

乱光は視線近傍 で著しい が、視線か ら離 れると急激に減少 する 。

ゆ えに 直 接 グレアの除 去 に は光 源 を視 線 か ら速さけるのが最 も有 効

1  見やすさをそこなうグレア (D isabi l i t y gl are)  

視標対比 0.95

ー持中心部首景 10・

一・ー中心部背景 4 '

ー・蒲山氏の実験

(中心部背豪5・)

(中心輝度/周辺輝度)

10- '  1.0 10  

背景輝度聞の対比 (周辺輝度/中心輝度)

視野の輝度分布と視力 ( 中恨)

グレアを感じやすい範囲

1. 0  

図 1

図 6

許容輝度比 (最大値)

環 境 の初対1

A  B  C  

ｉＮｦ ｮ ｾ 対 象物と 隣般 のｬｉ ［ ｹ ぃ所 3  :  1  3  :  1  5  :  1  

2. 作 業 対 怠 物 と隣 伎 の "J1 る 1  :  3  1  :  3  1  :  5  

ぃrlr

3 作業対象物と離れた 11;1ぃ所 10:  1  20 :  1  

Ｔ 作業士 、 ｴ ｾ 物と 雌 れた 明 る 1  :  10  1  :  20 

いrl r

5. !照 明日誌共( 君主，天空を含む) 20 :  1  

と そ の隣 接の 所

6 悦 n 内 全 域 で 40  :  1  
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図- 5 光沢のある祝作業函

に生ずる反射 グレアの原因と

なる光源の位置
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夜景 ( ショーウインドウ内の光源のみによる昼景 (屋外が明る くガラス表面での反射

もの) 映像で中がみにく L 、)

図ー7 反射映像による障害の例

を経験する( 図ー 7) が、これも反身、f グレアの千屯とみなせる。

降客の程度は、対象物の lリl るさに対して 、 ガラス表面での反射|映

像 が lリl るいほと符しくなるから、間三: を防止するには、 11央{ 象の lリ!る

さが 対象中 初の Ｑ ＱＩＮ Ｑ るさに対してＱＧ ＱＱ 対的 に 相 当 ｦｾ くなるようにしなけれ

ばならなし、。すなわち、周囲の 11)1 るさに対して、ケースの l切るさを

できるだけ市め、また光源など輝度の高い映像がガラス表面にでき

ないように注意する必要がある。

2 . 不 快 感 を 起 こ す グ レ ア ( Di s c omf or t g l ar e)  

不快感を起こすグレア、すなわち不快グレアは、先の 見 え方をそ

こなうグレアが視線から光 iJh! など高輝度のものを迭さけると急激に

低 下したのに対して、光源の位置によって変わるものの、かなり雌

れでも起こるため、! ! 夜明設計の段階で 卜分検討しておく必要がある。

この不快グレアを定詰的に評価する方法は各国で盤備されてきて

いるが、大別すると、グレア評価式による方法と、光源のだ!f 度 制限

による方法とになる。なかでも柴田の! 照明学会 (I E S) による 評価lirl

が便利 であるので、 その刀法について説明する。

・イギリス式クレア評価法

イギリス! 照 明学会の評価 法 はグレアインデァクス方式とも 11乎ばれ

るもので、個々の光源のグレア定数を C として 、つぎの式によって

定公的 に評倒するものである。

L S  1.6 W
O

.
8  

c=  X O.471:l...... ... ( 1) 

L b P  1.6 

ここで L s: 光 iJh! の締皮( cd/ m' )  

W : 光iJ f，! の光 i本角 (sr. )  

L b :  7'(; 止の制度 (cd/ m' )  

P : 個 々の光源によって決まる{ 立; 丘{系童文

ただし P は光iWが正面 J-.J no・にある助合を基準として、 図- 8 から

次式で求める 。

P =  _ ! J 伐材
=  一一一一一一 ・・ ・・・・ 0 ・・・・・ ... ・(2 )

P  (10: 0.) 

グレアインデックス (G. l) は、

G.  I. = 10eog，o(0. 5 X 2: G ) ・・・・・ ，(3 )  

1. 8r r - r 1  

1. 6ト←H

1. 4l=! i l  
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図- 8 位置指数 (posi ti on i  ndex  )  P を求める図

このグレアインデ y クスと! 必党的なクレアの程度ーとの関係 は、表

- 2 のようになり 、G.I .の数値から 、 どの程度のグレアが生ずるか推

定できる。英国の JWI リl学会では、将々の.tJ，) 所、極 々の作業について

表 - 3のような G.I .の限界値をを推奨しており 、 照明設計の際に 、

表 2 グレア・イ ンデ 表- 3 グレア ・インデクスの限界値 ( I E S Code  1968)  

クスとクレアの程度

グ レ ア イ ン デ ヲ ス

グレア イ

宣言または 作 業の 傾 別 例 ンデ 7 ス の

以 Wfl仇
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22 

千平通研I! ，! 作業. 相続研f 1 t . 作業

検t工ムC  
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? 千通WJi CF組 立 等 ) 25 
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22 

JJ，¥ Ｎｷ刺市作業 Ｈ ｉ ｻ 十Ｎｌ ￬ 小 ｬ ｬｾ 分 の 機 ｦｅ 手 Ｉ 19  

戸'f』斤万本

一 般 ｾ ｊ ，務 19 

事ｾ閃およびトレーシング 16 

.、主
教 室 ，相L 16 

教室，刺し由う 政 縫 10 

4空
閃 書 室 ; 閲覧机 16 

fιdL j  

病 室，一 般 13'  

予術: i i [ ; 全般 10 

ひどすぎる

28一一十ひどすぎる

とＢｾじ始める

不快である

22一一一斗ー不十止を! 必じ

始める

気になる

16一一一ート気になり始

める

!OAじられる

10- - - +ー感じ始める

! 占じない

* J  ＱＺＮ［［ 制度の ＡＧＨＡｉｉｽｊｾｩ れは ベ ｹ ドにある世、 ｉＧ￬にｾ えないよう

遮光すること 。

G.I がこの値以下になるように設計することが望ましい。

室内全般照明の. tM合、天井に取り付けた! 照明日書共からドの方へ出

る光は 、作業爾を! ! 自 らすのに役立つが、横の方へ 出 る光 は 、 作 業 面

を明 るくするのにはあまり役立たす. 、むしろ作業者が正面壁の方を

比た ときなど、/ 1 に人 って 不快グレアを起こしやすい 。このよう に、

照明日誌兵の配光は、グレアに大きく関係し、償方向に ，1_l J
1
る光の少な

い 配光特性 を待った Ａ Ａ ｈ ｉ 別 総ｾ ＡＮ を用いると不快グレアを感じることも

少なくなるといえる 。

そこで 、英国 の!!日明学会では 、種 々の照明23共 の配光を 、10種 郊

に大別し 、 ｂｚ 分 ｾＨ｛Ｈ ｂｲｩｴ ｩ ｳ ｨ Z ona l  C lassi fi cati on) と名 付けたも

のを 作 って いる 。 グ レア評価には 、照明 器具から トブ1に出 る光はあ

まり関係しないので、 B Z 分知は、 図 9 のように配光の ド半球に

ついて分類したものである。また、 B Z 分類は、それぞれの配光が

数式( 表 - 4) で表されており、電子計算機などで処理するのに便利

図 - 9 B Z分類の配光幽線

である。さらに 、 B Z .a=号 が小さいものほ

ど、下 の方へ出 る光が多く 、償 の方へ出る

光が少な くなるように分知されており 、 B

z 番号の小さな熔共は、照明の効率が高く 、

不快グレアを起こす恐れが少ないことを意

味 している。

室内のある位置での 、 ある方向向きのグ
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表

一

1

s  Z I  

B  Z 2  

s  Z 3  

s  Z 4  

B  Z 5  

s  Z 6  

s  Z 7  

s  Z 8  

s  Z 9  

cos ‘ O  

C O S 3  8  

C O S 2  e  

cos
l

. $  0  

cosO 

1+ 2cosO 

2+ c os O 

consl ant 

l + s in 0  

レアインデックスは、先の ( l X3 )式で計算で B  Z l O I  si nO 

きるが、 計 算 が 面 倒 であるため 、全般照明の ような 以合には、あら

かじめ計算された基準グレア ・インデックス( I ni t i a l G l ar e l nd-

ex) の表を 用い て求めることが多い。基準グ レア ・インデックスは 、

単純化された条件で計算され ているので、 他 の条件については、用

意された 補 正図表を用いて修正する 。 なお、グレ ア ・インデ y クス

の計算法の詳細については 、 「白本建築学会編 : 照明設計」を参照さ

れるとよし、。

( なかね よ し か ず 大 阪di 立大戸生活科学邸講師)
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新 し い 光 源

悌三花田

うとするもの( 頭部をクリヤーにした拡散形白熱電球 : セミホワイ

トランプ、白熱電球色 !t ぃ光ランプ、高j寅色メタルハライドランプ

など) 、さらには 今まで・高価で使いに くかっ た高効率光源が、技術改

良によ っでよ り安い安定結で点灯できるようにな ったこと( 新形メ

タルハライドランプ、日圧ナトリウムランプ) など多種にわたって

いる 。もちろん 、ラ ンプ lif本の形状の多様化についても新しい/ l 日発

がみられる( 管形装飾屯球 : イ ンテリヤ噂ランプなど) 。

以下、ラ ンプごとにその特徴を解説する。

まえがき

新しい光源が相次いで発表、発売される中で、最近省電力指向製

品が社会の要求に適合するものとして注目されている 。光源の発展

の経過をたとA ってみると、以前は効率、演色性、あるいは寿命など、

光源の基本性能の改良に主" 良がおかれていた 。前述の省電力指向製

品とは単にラン プの光効率を高めることでは なく、同じ照明効果が

得られるなら、よりワ ットの少ないラン プを( ク リプ トン電球など) 、

あるいはより効率の高 いラン プに切り伴えて所望の照明効果を得よ

白熱 電 球

省電力 H寺代には、けい光 ランプや他の放電灯と比 1鮫して 、 (1熱屯

球の効率の低さが問題視される 。しかし 、電球特有のl授かな光色 と、

人の視覚・にう ったえる 心地よい締 きは 、屋内照明、とくにムードを

切にする居間や庖舗照明には、欠くことのできない持長とい えよ

う。このため 、向熱電球に ついては、節電形と、新形状化に つ いて、

新商品がみられ る。

2  .  1  クリプトン電球

一般の白熱電球のガラス管内にはアルゴンと窒素の混合ガスが封

入されているが、アルゴンに代わ ってクリプトンを封入したのが新

しいクリプトン電球である 。 わが国では昭和50年 に発売された 。 ク

リプトンガスはアルゴ ンガスよ りも重い( 原子量が大きい) ので、

フィラメントの蒸発を抑Hilj し、寿命を改善することができる 。従来

の電球は P S 形( 西洋梨形) であ ったが、クリプトン電球では R タ

イプ ( きのこ形) にな っでい る。

匿E

・平均寿命が 2，000時間1

( 一般電球の2倍) 。保守、

交換資問の節減に有効。

・消資電力は 10% 少ない

経済設計で、交h家は約3%

・ガラス球にきのこ形を

採用 (装飾性に富む) 。

2 .  

(M)  

E巳 水柑櫛ゆん一銀船恥F一…一ラわν幻……ン刀川刈刈プ引抑川(け川ヲ列リ門ヤ

高3演寅色メ f歩旨何Jルレハライドランプ (Dω)  

白色けい光ランプ (作F凡しし-w叫)  

J) 

lトー
←一

4∞w -| Hl Dラl ンプ|の1  

メ7樋 類

効 率 演色性

/  1m / w Ra 

ト_ NH 125 28 
/ /  

M 80 65 

/  /  νy 
ト- HF  60- 63 44- 50 

x〆ｾ＠H  53 23 

ト一 口
日 92 

トー F L - W 

(4 0 W)  

65 ｾＯＯｩ＠ dト

82 

v  / ぷ
レ/

J  

( 15∞W)  

100 

22 

トー

K  ;支〆

以〈

ｾ ｷ＠
/  

L  

( 1∞W)  

1∞ 
16 

〆

¥ 〆

F  

/先 メ ¥'

// メじグ :x "¥ ¥ 
高庄ナ トリウムフ/プ ( NH)

〆I " ' -

〆 /  
斗 ¥ ¥高 炉

/  

けし、光水銀ランプ ( H F)

〆

ノ

r/ /  ト¥

， 

>> 
「、ト

、吋

， 
卜 ¥

， 

γ  
戸こ二 一般照明周ハロゲン電球 1， 

， 

鍛照明周白熱電球 (L )
， 

ν  

1/  

/  

ν  

/  

3∞ 

咽

O

旧

日

8

6

4

3

4

3

2

1

 

ラ

ン

プ

一

灯

当

た

り

の

全

光

東

(
千

ル

l

メ

ン

)

A

U

n

u

n

u

 

c

B

6

 

2∞ 

2  

屯

?

a

u

"

b

《

U

n

U

0. 4  

クリプトン電琢 (左から 36，54，およ

び90W)

図 2
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各種光源の金光東と ランプワット

建築と社会 / 1977年7 月号
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け い 光 ラ ン プ

けい光ランプは高効家照明用 として 、わが匡lでは 一般照明用 白熱

電球よりも数多く使用されているが( たとえば昭和J51年の生産本数

は 199百万本、一般照 明用 白熱電球の生産本数の約1. 49倍) 、近年そ

の差はさらに拡大する傾向に ある 。低天井照 明用 を中心 に省電 力照

明光源 として 、 ますます重要性が増すものと考えられる。

3 . 1  白熱電球色けい光ランプ

白熱電球の色温度に近づけた It い光ランプは、以前から温白色形

として製品化 されていたが、電球の光色と厳密に光色を合わせるこ

とを目 的 としたものではないため 、違和感を与えることがあり、ま

3 .  - 仁l金は 一般電球と同じ E 26で、従来器共にそのまま点灯できる 。

2. 2 頭部をクリヤーにした舷散形白熱電球 (セミホワイトランプ)

一般照明用拡散形電球の、頭部にだけは白色拡散塗料をぬらない

で透明にすることにより 、フィラメン 卜からの直射光 と白色拡散膜

からの反射光を 、効率よく放射するように設計したランプである 。

直下照明 が噌す ので節電に適し ている。

[特長 |

・下方光度が30% 向 上。

・電球全体の 日月 るさも 3 %

向上 (全拡散形ラン プとの

たj寅色性も十分とは言えなか った。

これに対し 、H百手[149年、 |ゐl熱電球と視党的に光色が一致し 、か っ

高効率の 1' 3熱電球色けい光ラン プが市販された 。 このランプ単体 で

ももちろん使用 されているが、 このけい光ランプで全体の照度 レベ

ルを高め、白熱電球を 少数併用 する方法により 、節電効果とともに 、

白熱電球の装飾的効果を ー そう高めることができる 。

比較) 0  

・反射形とは異なり、頭部

図 3

以外にも拡散光が出ている 。

頭部をクリヤーにした鉱散形白熱電琢

(セミホワイトランプ)

匪E

・白熱電球と同じ光色、畳光色 It ぃ光ランプと同等の高効率( 白熱

電球の効率の約 5 倍) 。

・従来の温白色けい光ランプよりも演色性が向上0

・暖かく溶ちついたムートーの節電照明 に放適。

Jf3  名

ガラ 全長 口令 消費11. l 全光束 効率 中心光度 平均寿命

ス球 (mm)  カ(W) (1 m)  (l m!W)  (c d )  (h)  

クリプトノ電球 ・

R60 101 E26 54 750 13. 9  2，000  

K W 100V54W 

セミホワイトラン プ.

PS60 109  E26 60 835 13. 9  100 

L  H  100V60W 

比較用拡散形白色

PS60 109 E26 60 810  13. 5 1. 000  

ランプ : L W100V60W 

クリプトン電路およびセミホワイ トランプの特性 (60Wの例)表 1

名j移

表 3

比較mrl 色けい光ラン 7

F  L 40S  .  'N  

3 .2 寿命特性を改良したけし、光ランプ

フィラメントコイル電極の周囲に 、不純ガス l汲着用のゲ y ター 付

リングを設置し 、寿命中 、 ランプの電極近傍の黒化を防止 し、かつ 、

動程特性も改良したラン プが市販された( 昭和149年) 。 ランプの形名

はメーカーにより巽なるが、 F L  40 S  .  W /  A  C  E 、または 、 F L 4 0  

末尾の記号で一般形けい光ランプと区別している 。

F  L  40  S  .  W W  - S  F  

2 . 3  管形装飾電球 ( インテリヤ @ ランプ)

細長い ガラスチューブの 中 に、一定間隔で複数個 のフィラメン卜

を設けた 、全く新しいイメージをも った装飾用電球である 。 フィラ

メント 1 個が20Wに相当し、フィラメント 2 個 - 5個を有するもの

( ランプ電 力40 W- 1 0 0 W) までが市販されている o

F 司

・装飾性に富む新しいデザイン 。

・ランプを多灯手且み合わせてシャンデリアにしたり、各種セードと

組み合わせて装飾効果のおい照明に適する 。

ルS ' W /  S など、

医亘

・ランプ管端が寿命末期まできれい

一 一 - 一
1- ー、一一J 一一一一一ι 、一一ニF孟孟孟孟二二一、___; : : . . . . J

立事) 6  

である 0

・寿命 中の光束低下が少ない 。

庖舗などランプ外Wl の汚れが問題

となる 場 所の使用に適している 。

m
川

刷

ゲッヲーリングイサきけ

い光ランプの電極構造

図 5

色一二コ

.... (  a )  

<4 ( b )  

最近、水銀ランプ、 メタルハライドランプ、高圧ナトリウムラン

プなどは総手かして H 1  D ランプ ( Hi gh Int ensity Di scharge  L amps 

: 高輝度放電ランプ) と H乎ぶことが一般化しつつある 。 H I D ラン

プは ー灯当たりの光出力が、小さいものでは約 1. 3001mから、大きい

ものでは約四万 1m以上までと広範囲に得られ、発光昔11がけい光ラン

プなどに 比べて小形 のため、器具による配光の制御 が容易など 、 と

くに大規模施設照明 には不可欠のランプである 。

4  . 1  新光色けい光水銀ランプ

石英製発光管内 に水銀を封入し、この水銀蒸気の放電による発光

を利用 した水銀ランプ ( クリヤ形) の発光スペクトルは、水銀原子

の放射する育、線、黄緑領域の線スペクトルだけからなり、赤成分

が不足しているため演色性が惑い 。演色性を改善するため外管パル

プ内面に赤色発光けい光体を塗布したけい光水銀ランプは、 i寅色性

4 .  H  I  D ランフ。

ｏＺＺＺ］］］ＺＺＺＺＺＺ 一一Ｍ ｾ一一ｾー
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も大幅に 向上し、道路照明や工場照明に広〈使われてきた 。 しかし

光色が若干ピンク色を呈するので、現在屡内照明に広く使われてい

る白色けい光ランプと併用する場合、違和感を与えるという欠点も

f旨摘されてきた 。

最近 、外管バルブに塗布するけい光体として、育、緑、赤の 3 種

類のけい光体を塗布した

新光色のけい光水銀ラン

プが市販された 。

!t;，fE< !  

- 光色が白く、白色けい

光ランプとの違和! 惑がない。

・効率が従来のけい光水

銀ランプより約 4 % 向上0

・演色性が向 !-.、 とくに

肌色のみえ方が自然に近

づいた 。

l∞ 
比

工

午、

J レ 50

ギ

( %)  

。

100 

比

工

3 5 0  

ギ

(%)  0  

波 長 一宇

③ 従来形

( H  F - X )  

このランプは、 j吉禽li な

ど屋内照明 にも適するも

のとして注目される 。
図 6 新光色けい光水銀ランプの分光分布

形 名

(新光色) H  F400 X ・W

( 従来形) H  F  400 X  

4 . 2  メタルハライドランプの市場性の向上

水銀ランプに 比べて効率が約30%以上も高い高効率光源であるメ

タルハライドランプ (略 称 : Mランプ) は 、わが国ではじめて市販

された昭和42年当日前ま、近い将来水銀ランプにとって代わるだろう

と予想されたものであるが、現実にはまだ H 1  D ランプ総需要の 1

- 2 % を占めるにすぎない 。 この最大の原因は、点、灯に必要な安定

器のコストが高いということであろう 。

最近、ランプの始動特性や寿命特性の改良により 、現在の水銀灯

安定器で点灯可能な M ランプが開発された 。 ランプ形名は、たとえ

ばM400 ・L のように末尾の L で従来品と区別されている 。石英発光

管内 にはネオンーアルゴンや、ネオンークリ プ トンなどの混合ガス

を封入 、 これが始動電圧を号 |き下げている 。 もちろん効率は従来ラ

ンプと同じである 。

匿亘

・一般形水銀灯安定器で¥帯、灯で、きる (定電力形安定器には使用でき

ない )。

・すでに水銀士丁設備があれば、単にランプを新しい M ランプにつけ

替えるだけで、約30%の! ! 百度ア ップが可能である 。

M ランフは、 l 灯当たりの光束が高いので、新設に当た っても水

銀ランプより灯数が少なくて済み、経済的で、かつ省電力照明用と

して、今後の伸びが期待されている 。

Ｉｦｾ＠ 名

M400 ・L / B U

M250.  L  /  B  U  

4 . 3  高演色形メタルハライドランプ

(1m)  

32. 000 9，000 

メタルハライドランプは、その発光成分の組み合わせにより数種

類のランプが市販されでいるが、首ij述の M ランプは効率主体である

のに対し、演色性主体の高演色形メタルハライドランプ (陽光ラン

52 

ブ@ 略称 D ラン プ) も広〈使われるようにな った。 白熱電球は低

い色視度 (約3，000 K ) で演色性が優れているのに対し、 D ランフは

色温度5，000 K とおくて自然光 (太陽光) の光色に近く、分光エネル

ギ一分布も太陽光のそれに近似した連続ス ペ クトルが主体で成り立

っているので、平均演色評価数Ra は92と高い 。効率は (-1熱電球の約

3 1昔、寿命も約6，00011寺Hi ! と長いので、省電力、省力! 照明用光源とし

て、今後さらに普及するものと考えられる 。 しかも、 H 1  D ランプ

が主として大規模施設照明指向であるのに対し、 D ランプには 125W

までの小 ワ y トランプが製 1日化されているので、応舗、ホテルロビー

など、屋内照明において、そのすぐれた演色性が生かされている 。

上t
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ネ
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ギ

( %)  

150 

100 

D ランプ

700 800 

図 7 陽光ランプ 骨( 0 ランプ・高演色形メヲルハライドランプ) の分光分布

4  .  4  節電の本命 高圧ナトリウムランプ

Ｊ銀ランプやメタルハライドランフは、発光管に石ｾを使用して

いるのにあ「し 、透光性アルミナ磁器科 ( セラミ y クチ ューブ) を発

光管とし、その内ff!1で約0. 1気圧のナトリウム蒸気を放電発光させる

新しい H 1  ｄ ラン プ “ 日庄ナトリウムラン プ Ｂ は 、 一 般ＡＡｾｾ明用下 ｬ 色

光源としては最高の効半 (水銀ラ ンヴの約 2 倍) を有し 、省電力光

源として最も則待されている 。光色もゴールデンホワイトの l暖色で、

単独で、は街路、工場、広場などに、また ;J<ill 民ラン プやメタルハライ

ドランプとの混光により競技場や体育館などの省電力! 照明に広い用

途を有している 。 品種椛成と しでも 、150Wから 1，000Wまで、経知

もクリア形、拡散形、反射 ｊｦｾ など広範俳ｼにわたり、照明設計にもと

り入れやすくな っている 。効率が高いので、水銀ラン プ照明に比し、

年間照明資は約70% に、 2草

カP，tでは約50% に減少し、

大幅な節約が可能である 。

さらに最近は、既設水銀

灯照明施設があれば、ラン

プ点灯回路に直手IJ に小形の

補助装置を付加するだけで

点灯可能な高圧ナトリ ウム

ラン プ ( 形名 : N  H  250 ・L

やN H400.  L など) も市販

された 。 この方式は、たと

1∞ 

比

工

3 5 0  

ギ

( %)  

/ 一一 外管パJ レブ

〆 r  ア) L ミナ磁器発光管

/  ｾ大 ｦ ゲ ＾ Ｙ

、l - 11 ，. - Jl IC' 事司「寸j ) I ) I ，U/ "

400 

えば水室長ランプH F 400X の 図 8 高圧ナトリウムランプの構造と分光分布

照明施設では、小形補助装置をつけるだけで N H250F . L が点灯可

能となり ( H F 700X に対しては N H400 F  .  L ) 、照度レベルはほぼ

同じに保ちながら、初期設備費は安くして、ランフ消費電力を約60

% に低減できるものである。 ただし、 NH - L 形は 、標準形の高圧ナ

トリ ウムランフ (NHJ!ヲ) に比し、効ギが約10%低いので、新設の! 照明施

設では、標準形のラン プおよび安定泌を使mするブj が経済的である 。

(1;: ♀ど τ いぞう ＪＮＡ［ＨＺｴ ｾ ｉ ｉ￬ Ｇ ， Ｇ ｴｴ 気 ｋ K!!( l! IJJ 事業部J =. ' t i ' )



新 し い 照 明 器 具 1

一 般 商 業 用 照 明

藤 原 靖 郎

1  一般 用 照 明 器 具 に な ぜ 新製 品 が な い の か

ビルなどの［ｊ ，ｾ本ＡＡな ｬ リＡ は経済性の点から通常けい光燈が使 用 されて

いる 。 これらの一般):1'1けい光燈! 照明総れもかつては配光に検討を加

え、効 3引を高めるための工夫が純々なされ 、また 一方ではルーノ、付

総J ! - とか、ガラスまたはプラスチ γ クカバー付 iti 」Lなどが、その外

Wl デザインを競 って新製品を次々と発表していた 11半期があ った。

近年、住宅問の !!fHリlR出 Lについては、 相次い で新しい開発製品や

新製品が市場に出廻 っているが、 一般用のけい光燈およ Lについては、

誘導燈や非常用 !!(t l別総共のいわゆる防災用! !日明総共以外 に、 これと

いった新製品が，'1'， IJi していないのである 。

この引象は 一体どういうわけなのであろうか。

!!(!I リ! 日告共の配光や効 ［Ｔｾ が、現実の流通過程における話組から消失

してすでに久しし、。 その理由は比 I絞的明確である 。

! 照明設計に際して、 1m度計算がその使用総共に図有の !!f! 明準によ

って行われず、極端な場合には、面積当たり 4 0 Wけい光ランプが

何本とい った、単なる卜l安によ って! 照明日号共の台数がはじきだされ、

またJ ! (!I 引に付随した極々の機能を除外して、何li 僚だけが選択の恭準

になるという状態は、反射効ｾＮｾを考慮した反射板をもっ大形の線共

よりも、 l有しわけに l隔が狭い反射板をつけた {日li格の安い照明総共が

生き残るという結* を招いたとはいえないだろうか。

しかしながら、これだけが新製品の出なし、理由だと決めつけてし

まうのは当を得ていない 。

住宅の居住空間でも、生活の過程でその都度視野内に入る空間の

広さは、ビルなどに較べるとはるかに狭く、少人数の人々が多くの

場合、 一つのポイン卜を中心 lこして指向性をも った集中形の生活形

態をと っている 。 したが ってJI ( i Iリ! も主! 照明 総よ4 を中心としたものと

なり、級数個の! 日lllJ I器共を使用するときでも 、 その中の主! 照明総共

の光を含めたデザインのk : 1 I I 昔11 に亘 って十分な検討がなされる 。 そう

した需要に対応して新しい製品が後を追うようにして生産される 。

一般のオフィスピルでは居住空間が広〈、多人数の人々が個々に

独立しで仕事に従事している 。 したが ってその在席位置によ って照

度の程度に大差を生じでは困るため、室内の !!H度分布をできるだけ

広い範囲に平均化することが行われ、このため大部分のオフィスビ

ルの居室では、同じデザインの照明器具を多数整列配置するのが千年

通である 。 多数の照明総共を l 室に配置するとなると、 23共単体の

デザインよりも、配列された全体のデザインの方が重要ーで、単体で

はできるだけシンプルなものでないとまとまりにくいのはいうまで

もない 。 そして単にけい光ランプを点燈させるという以上に 、何 ら

かの機能を期待すると、当然価格が上昇せざるを得ないので、既製

の! 照明器JL によ ってまかなわざるを得ないというわけである 。

しかし 一般のビルなどにおいても、その空 11':1 が居住者の所有物に

服するかどうかの遠いはあるが、住宅の各室と矧似の条件は、役員

室とか 、小 さな会議室程度までは使われ方からい ってもも っと考I在、

されていいはずであるが、オフィスだということで敢えて無味乾燥

な!!(:i ll f J を行うことが多いのは何故だろうか。

2  複 合 天 井 シ ス テ ム

一般用照明器具に新製品が出現しないといっても、照明のやり方

になにがしかの変化をもたらすような照明器具がないということで、

部分的に新しい機精を採り入れた器具はもちろんある 。長年月使用

後に予測される絶縁物の劣化に基づく事故や、使用中のトラブルに

よる事故を防止するために、プロテクタを内蔵した ! 照明器具や 、大

幅な重量低減と速H寺点燈をはかる半導体使用の点燈装置を組み込ん

だ捺共など、電気的技術の成果を数えることができる 。

ところで! 照明総兵そのものの新製品というわけではないけれども 、

組高層ビルの出現とともに、天井廻りの機搭類と天井材とを一括し

てシステム化する傾向が新しい形態の照明として研究されはじめた。

これは機材の現場への搬入、および現場工事の省力 化を はかり、工

期の短縮に寄与するのが狙いで、 一般には複合天井システムと呼ば

れている 。

最初に実施されたのは、モジュール化された天井材に照明器具、

空調用吸込みあるいは l吹出し口、スプリンクラ、火災感知器、スピ

ーカなどを組み込んだパネルを、天井裏からおろしたハンガーに吊

りドげる方式のものであ ったが、完成された空間の天井は 、碁盤目

にlぷ切られたパネルの枠とその中におさまる埋め込み形けい光燈結

以の佑子状配置という定ま ったパターンに制約され 、 しかもこうし

たパターンからくる堅苦しさを、空間のふん囲気として取り除くこ

とカf できなかった 。

ついで、筏々の断面形状をもっ並行に波されたパーに、照明器具

ユニットをはじめ、各種の機器を 組み込んだ ユニ y トや天井板を救

架して天井を構成するパ一方式が、照明器具製造の各社から発表さ

れた 。 この方式によって施工された天井は、ユニットの配置によっ

て若干のアクセントをつけた埋め込み形けい光燈器具のラインライ

ティングとなり、室内空間に奥行の拡がりを感じさせることができる 。

最近はこの方式をさらに発展させ、照明器具のユニ y 卜の代わり

に、けい光燈安定総やソケ y 卜などをまとめた ! 照明用 の点燈装置を

直接天井材と組み合わせて、天井を構成する新しい複合天井システ

ムが開発 された 。

このシステムの特長は、従来のものが照明器具の配置については

新しい複合天井 システムの施行例

それぞれ相違があるけれども 、

施工後の外観としては、平板な

天井に埋め込み形けい光燈器具

を取り付けた状態と類似である

のに対して、天井面に柔らかな

凹凸を{ 乍り出すとともに、照明

器具が表面から姿を消し、けい

光ランプとソケ y ト廻りだけカト
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ている 。

平坦な面で固まれた空聞が、居

住者に 対 して、単調さと 何 がしか

の心理的抵抗 を感じさせることは

周知のとおりであるが、このシス

テムによって施工された天井は、こうした圧迫感ともいえる 抵抗 を

除き 、 しかも配列を工夫することによって、シンプルでありながら

変化 と動きのあるふん囲気を作り出すことが可能である 。つまり複

合天井システムとしての 、工事の省力 、工期の短縮という特長を生

かしながら 、新しい居住環境の形成をもたらしたといえるだろう 。
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天 井 に 照 明 で 変 化 を 作 り 出 し た 事 務 室

O  

照 明 器 具 の 配置 に よ って 変 わ る ふ ん 囲 気 の 変 化 と 指 向 性

い光ラン プの光色では、いかにも消楚です っきりしているかも 知れ

ないが、応内が華やかであるだけに、かえってしらじらしい感じさ

えする 。 こうした天井にわずかではあるが程よい色彩を点在させる

ことによ って 、明 るい華やいだふん囲気をもたらすことになり、さ

らには活気のある腕動! 惑をもりたてることもできるであろう 。

その効果は照明務具の配置によって生みだされる 。

線共の両端が着色されでいるだけだから、ラインライティングと

して連絡使用すれば、けい光燈器具の列に点々と色彩を点在させる

だけであるが、数台を並列に並べるとランフ音11分が幅をもったバン

ド状になるとともに、若色端部が線状に並び、 図 1 の例で、は符色し

た弧状の線がインテリアにi l i . IJ きを与える 。

また放射状に照明総」L を設託すれば、1'ff色端音11が中央に集まるた

め色彩効果が強調され、放射指向性によって空間に開政! 惑が得られ

ることになる 。

4 . 照 明 計 画 の 一 つ の 方 向

図 2

3  新 し い タ イ プ の 照 明 器 具

特性的 な照明機能から見ると従来の! 照明日号共と大差ないが、けい

光ランプ政 出形! 照明器具のソケット廻りを含む端部に 、 クロームを

はじめ鼓赤などの着色をほどこした昔器具が近年 出廻 って いる 。

この器具は、照明器具単体として取り上げてみると単に端部に色

がついただけということになるが、実際に天井面へ取り付けた場合

の空間効果はきわめて大きい。 もちろんこうした効果が新製品とし

て登場した狙いでもあったわけである 。 これらの器具は主として庖

舗の照明を対象にして作られたものであるが、端部の色によっては

オフィスに用いても、十分その効果をあげることはできるはずである 。

特別な場合を除くと、普通のビルの天井や庖舗の天井は、白かあ

るいは白に近い色彩である 。最近は種々の商品の外観が色彩笠かに

なり、レイアウトをはじめ庖舗そのものも華やかさを増すように企

画されているのに対して、その庖舗の天井ーだけが白 っぽく 、投影面

積としてはかなりの呈を占めるけれども、やはり白く塗装された、

一般に逆富士形あるいは富士形と呼ばれている照明器具に 、 白色け
エネルギ節約は照明の分野でも当然考舷すべきであるが、現実に

は使用電力i J : の削減という形で把えられるにすぎない場合が多い。

ピルにしても庖舗にしても、機能を来たすための! 照明伎は必要経費

であり、重姿なことは照明が有効に用いられているかどうかという

ことであって、価値判断の基準をどこに求めるかによ って奨なって

くる 。人間lの生活に対する! 照明であるから、人がそれによ ってどの

ように影響されるかを考慮して、! ! のザj の企画がなされなければなら

ないだろう 。人々は照明によ ってものを兄るだけでなく、ふん同気

を感じとり、それが行動に関係する 。

オフィスでも仕事をするための! 限度が基本的に必要なことはいう

までもないが、仕事の質と妊に関して長期的に見た場合、果たして

それだけが居住者に対する環iJ l 条件のすべてであるといえるだろうか。

!南省liにおいては客層と商品に合わせた ふん囲気を作りだすことが

重要で、、これを誤ると伸びるべき売上げが1rll び切れないということ

にな ってしまう 。

|て述した 一般用照明総共のいずれもが、はからずも、こうした居

住環境に極々の変化を作り出すことを可能にした、新しいタイプの

!!Hllfl 総兵であるといえよう 。

!m日月設計を行うに際しでは、与 えられた空間に対して、光源や!日{

明務」;Lを選定しその数立を決定するだけではなく、居住者とその生

前の実態に基ーづいて、最適であると考えられる居住環境を調整する

ようにしなければならない。 この意味において照明器只ーの選択と、

その配置を含めた全体の構成が求められるとき、条件の変化に対応

してふん| 週気の形成ができるこれらの照明務具の出現は、今後の! 日{

lザl計画のあり方を示唆するものといえる 。

( ふじ わら や す お 1I ."r.!照明 K K 投ｾ，ｲＮ ｊ 主 Ｉ
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照明器具端部の色彩が強調され、放

射状に配置した台数の増加とともに

Z華やかさを増す。



新しい照明器具 2.

ムード照明について

河 田 益 典

! 日{ 明設備を考訴をするとき、いろいろの! !(! 別 式1"1踊が考えられます。

あらゆる建築物の!1( !l I} W幽を考えるとき、その建築物のも つ 、" I1旬、

機能を考えて、 :Ji i 詳の! 照明手法を思考 して 、その建造物に最適の ilk

日の! ! ( ( 明計画を行い、建物のもつ 1J 的 に 合 った、いろいろの照明手

法を駆使し、プラン設計とします。

まず考えられることは 、 どの建築物においても 、 lりl祝! ! ( f lりl にポイ

ントをおくか 、 もしくは装飾 ｪｦ ｩ Ｇ ｾ !I ( i i 切にポイントを誼くかによ って! 照

明計画が考えられますが、装飾的 !!(i lリ1分野に関係のある、新しい! ! 祝

日月ｾＺｊ具のムート ー ＡＡＨｩ 明治共に ついて述べてみます。

ムード照明とは

ムート1照明 とは 、!!(( HJI 分rii の一 つであ って、 lりj視!! (! l YIに対して装

飾 的!照明というのがありますが 、装飾的分野に属することです。 こ

のことは 、 アメリカのムーン 、ス ペンサ一 両人に よって法J!I j化して

いる、ムーン、スペンサーの法則には っき り、決めであります。

また別の角度より !!HAfl の分野を分類してみますと、

(1  ) 生産! 照明 、(2)商業! ! な明、 (3 ) f 主宅照明、 (4 )スポーツ ! 照明、 (5 )事務所

表 1 良照明の条件分類 (ムーン，スぺンサー)

.'i t!l 

良! ! ( ( IIJI の 波 (' 1'

ｾｦｲｈ ぷ，ＩＡＡＨｻｉリ ｬ 装飾的 !!((IIJI

(11  !日! I主

( 卜分寺町l るさ )
25 5  

(2)  光京発散J正分イ日

25 
( 11)1るさにむらのないこと)

20 

(3)  J EJ x射

10  

( まぶしさをのぞく )

。

(4 ) 陰 影

10  

( 適当なかげ)

。

(51  ス ベ デ 卜 Jレ分布

5  

Ｈ 光色がよく、欣射熱が少ｾいこと Ｉ 5  

(6) 心 IlIHr%'-JJ*
5  20 

(気分のよい)

( 7 ) 美的効果

10  40 

(灯< - t - の配置、総共立医のよい)

(8 )  車主 ィ斉

10  10  

Ｈ 効率を考えた経済， ￬ｬ ｩＮｬｉとＨｾＧｩＧ ｊ 統的の険対 Ｉ

完全な殺M に対する総点数 100  100 

[i 主) (a ) 実相l的!!((lIfI : 1) J 幼所 主校. 1ヌ1'"館，製肉筆，工場. ｲｬｾＱ 占 目 住宅の台所
作 業 室 寺 ど

Ｈ ｢ ｬ 装飾的ＡＡＨＨｉ ｾｉ 料埋氏。 IJ! JJ品 広 ｉｾ ｊＮ住宅 の ｊ ， ｴ ｾ Hl J  応彼間 企ど

!!(i lリ! などに大分mでき、そのうち、 (2)商業! 照 明、 (3)住 宅 照明 にムー

ド!照 明 は存在します。

ではそのムー卜1照明の存在について述べてみまし ょう。

i' lij 述のムートー!!(i 明日出れは、とのような箇所に千字在するかと考祭し

てみますと、商業! ! 日 lリi に多く利 用 されています。 ある商庖において

は一般 的! 照明手法として 、 全般! ! ( i i Yl にけい光灯ラン プ部共を使 用し

て、! 日木j のポイントとなる筒所、たとえば、ウインド、商品の重点

コーナ一 、 アイキチャ 照 明 コーナーにはムード 照明総具が使用され

ています 。

ムー| 、! 照明日日以が使用される箇所は、いやがJ-，にも美しい雰囲気

をＡ，ￆ［じさせるのと同 ｈ ‘ ＿ に、ＡｊＮ物客に対しでは、そのムードＡＡＨｾ 明 に魅

せられて 、欲望心を起こさせつつ、販売に結びついて、必要かくべ

からざる府内の重安ポイントとなります 。 とくに最近多いブティ y

クの j占は、ムードj ! ( i i l}- I を主力にして椛成されていて、ムード! 照明器

よLにて i1tl11ij' の差を j如 1'，して、立体感、 iさ近感、アピール! さなとのい

ろいろの出色前山 を心がけて 、半干名遠の好む強烈な雰囲気を計画し

ているとい って過言ではありません。

また、商業 !!(P明の 'I j でも、料飲倍、サービス 関係の応は、このム

ード! ! ( ! Il)] Ｈ，［ｦ共がなくては、Ａ占訴 ￮ｦｾ 抑止を考えることはできません 。 た

とえばハ一、クラブなとは、高級であればあるほど照明器J ! - もムー

ドのある立派なハイセンスなものが選択されます。 とくに! 照明日器具

は 、 クリスタル系のもので、光のプ' ) スム感でシャー プ さをもちつ

つ立体感が生まれ、エレガンスなムードをかもし出して 、他のイン

テリヤを美しく強調します。 その美しい光は、色彩感も併せて醸成

します。 またコージャスな造りの高級鋳物! 照明日告J - ¥もありますが、

コ三井にいろいろ施された造形物を鮮やかに演色するもので、立体的

に ｓ ｾ でも、空 間 形成に ピ ｹ タ リのものを造り出すときには、鋳物Ｏｬ ｦ ｻ

日 月部以は必ＮＡｾであります 。

とくに、広い売り場をもっ、百貨底 、 スーパーマケ y トの I 階 の

メイン売り場、広いコンコース群、 パ ブ ') "J クな通路、広場におい

ては、ムート" !!ft 明日号以にて群像的変化体形のメイン! 照明日器具で造形

されて、変化のない平間的天井を、ムード! 照明器共で変化のある天

井ス ペ ースとし、立体感は、おろか、自絡の向 上に役立たせていま

す。 とくにデパートの 中央 l 階および人口、柱廻りは 、 このムード

Ａ照明部共なしでは、 ｪ 苫 ｾＱ￮ 設計はできないとい っ て過言ではありません 。
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また、 l吹抜天井( 階段) の照明器具においても 、美 し く 人 の 目 を 誘

引するための、ムード照明器具が設計されて施工されていますが、

来 庖 者 が1次抜天井用の照明器具に 、気を取られて階段の存在に気づ

き、次へ次へと誘導されて、 2 階 - 3 階と誘導されるのは、照明の

もつポイントといえましょう 。

では、つぎに表にまとめると次表のごとくなります。

表 2 . 商業照明におけるムード照明箇所とポイン卜 (買回り品 ・愚寄品)

取 付 け 筒 所 (:主 III Jt 1，1;1人.J (7) IIIJ るさ と上t ，隙 して

ウインドウ スポ y トライ ト t=. 1J SW.  Ｔ Ｍ ＶＨｾＧ［＠

デ ス プ レイ に取 り 入 れ た 総 以

1占 の 奥
| ア イ キ ヤ チ 州 ! 山

2m-- 4  (丹

陳 列 棚 ス ポ y ト( 1; 5のオ 'J ジナル (1"J t:i 2  (古

もの)

M M  |1恥 入 っ た ら す ぐ JJ 立 つ 似 |
3  ｦｾＱＧ＠

尚M，ffi 点コーナー ! 占の中でとくにr J :立つ総以 5  ｈｾＧ＠

上記の中で、商品重点コーナは 、 その! 志の主力商品であり、かっ

利 益率の高い商品を展示しである箇所のことであります。 j古の 中. j s

をなす箇所であるので、重要ポイントとして、良 L 、ＡＡｈＱ ｊ ｾ ｲ，出 ｌ を泌 ｌ ｉ Ｇ ，

するよ ｾｾ ｪ ｪｩｦｲ として、あるときは、シャン デ リヤ、あるときは ペンダン

ト、あるときはダウンライトを 1灯もしくは 10灯を集中して、山内

から見て、トi をとらえるアイキャチャ照明とし、それを 1 箇戸庁もし

くは数箇所設けて 、客を目で次へ次へと誘導すべきであります 。取

り付け箇所は、 24坪平均に I 箇所程度設けると 、客の流動線が長く

なり、また庖内に来客者が滞在する i侍聞が長くなり、売り上げ向上

に結びつきます。

また住宅 ＡＡＨｾ ｦｬ Ｎ月においてもムード照明総兵を忘れることは できません。

住宅には、それぞれの部屋に機能があります。 明視的機能の多い

子供の勉強部屋や、風呂場 ・廊 下 ・納戸などがあり、また装飾的機

能の多い応接間 ・ダイニング ・寝室などがあります。装飾的機能の

多い告111蚕にはムード的照明器具が必要であります。

たとえば、装飾的照明の一番 ウェイトを 市める箇所は、応接間 で

す。この応援聞はどのようなムード! ! 日明総Hーで、構成されるかという

と、主としてシャンデリヤ 、 ブラケッ卜 ・スタンドで楠成される の

が主であります。

その ＮｲｾＯｾ 合のシャンデリヤはどのように分知され、部屋に使用され

るインテリヤ索材および色彩はどのようなものに、どのシャンデリ

ヤがピ γ タリ合うか別表に表してみましょう 。

表 3 内装材の色調とシャ ンデリア
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淡 い 色 | 淡 い 色 l ; aい色， i"A ｾ＠ 1色

{律令 Eの暖色和 1  (本Hf""""J t- i 1  どちらでも可

。 現 " の

色 訓

庇より; - r ，‘ 色なら可|品い色淡い色

淡い色 ＱｾｾＺＧＮＺＺｾￇＺＺｲｯｬ
(.Aは除( ) 1  ど九らでも可

い色摘い色

どちらでも4

淡 い 色 in い 色

じゅ} たんの I ，C¥ い 色

1  ＮＮｾＮ＠ ::  _ c  1 設 い 色 I ib ' l ぃ色

色 | 崎 議 和

設 い 色

(11.(' ι よい}

，0 ぃ 色 お い 色

室内胤¥: ， 1円 ， 川 思tl いtも制 17 - 1 . 州t般

の 感 じ I Ｍ ｾｉι 礼金銀 ｬ ゴも告 ［ＱＺＭ ノブル骨造り

ヨーロ，パ調の 1 (1本的事品企ど 1{，II 町畦ぃ調喧品

タラ ｾｉ タ生造 Ｇ ＩＱ 主 ｊｦｾ ＼ｉ＼わい IKIM' !1l:ぃ刷合

ム ー ド 照 明 器 具 の 魅 力

あるレストランがオープンしたとします。 立派なレストランとい

えば、室内はもちろん室外も含めて 、 いろいろのインテリヤの総合

力がす ぐれていま す が、照明もその中の - ] ; l です。 とくにこのとき

の! ! 自明の威力は、総具自身の立体感にもあり、その総共から演出さ

れるラ ンプによっても 、また遠近感、ムード的雰囲気が生まれるも

の で、 とくに他のインテリヤ素材と違うところは、光によ っ て、他

のインテリヤ素材を美しく強調して演出することにあります。
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ＮＯｾブリ ッ ク

商! 吉mの

中にノ f フぉ リ

ックスペー

スを 、 シャ

ンデリヤで

織 成 して 、

あたかも、

売・) 1劫椛成

のなかにあ

るかのよう

な雰囲気が

出ています、

. f : 主宅におけるリビングルーム

天井に和

1ft 調 の 素 材

がはられて、

構成され て

います 。

手rll J J . 調の造

りですが、

下は洋胤調

インテリヤ

で、構成さ

れています

の で 、白色

のシャンデ

リヤ、 ペン

ダントにで、

部屋の基調

としていま

すので、落

ちついたム

ードが得ら

れるように

なっていま

す。

( かわた ますすけ 小泉産業 K K照明コンサルタント室長)



照明設備の保守点検

西 尾 与 志 朗

3 年

100 

80 
2年目にランプ交換

省エネルギ一時代の設備管理者は、エネル

ギーのむだを排除するということだけでなく、

原単位意識をも った「電力の使用合理イヒ」を

図ることにある 。

j C 務所ピルの照明に使用される電力量 ( K

W H ) は、そのピルの年間全使用電力量の30

- 40% である 。 そこで、ピル管理の合理化の

一環として 、照明における保守の問題が大き

くクローズア y プされてきた 。

ｾ＠ 70卜 円 筒 紛 70

2叶官2 2 2 6 カ月」 ; : 462

ＮＮＮＮ ｾ ＷＰＱ 年 Ｒ 回 清掃

、子斗62_ 2年目 にランプ交換

___ ＧＮＮＮＮ ｾ Ｕ Ｕ 年 Ｑ 回 ｩ 膏婦

---、-j 51¥ランプx換せず
率 50ト 清掃した湯合

|  の利益

(% L I  

40 

ランプ交換をした ｉ ｾ｜ 年 Ｒ 回 清婦
場合の利益 I  ¥ 

I  ¥ランプ交換せず

年 1回，青婦

30 

。

以下、省エネルギ一策の面からみた照明設

備の保守について、気付いた点を述べてみた

1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000 

消 費 時 間 〔時〕

第 1図 けい光灯を使用した場合の保守グラフ (イギリス照明学会)

し、。

1 . 照明設備の保守

! 照明設備のうち、ランプの寿命に関する要素としては、①使用' 屯

圧の変動、②周囲温動の変動、③点滅回数などがあり、それによ っ

て多少寿命はかわ ってくる 。 しかし、白色けい光灯 (4 0 W、または

110W) の寿命は、現在10 ，000時間以上12，000時間あるといわれてい

る 。 白熱ｾ球は、はるかに短く、 Ｑ ， ＰＰＰ Ｍ Ｒ ， ＰＰＰ 時間である 。

ところが、ランプの光束は、点灯時間の経過に伴い徐々に減退し

て、ほ っておけばどんどん時くなる 。 また、灯具にもほこりが椛秘

して、務具の効率は低下する 。

一方、事務所の天井 ・壁などの汚れは反射率を慈くし、実質的に

は照度低下の原因となる 。 これらを総合した光東の低下を総合保守

率とい って、( 1 ) 式で表される 。

M= Me. Md. Mw  

ただし、 M 総合保守率

Me ランプの劣化

Md 照明器具の汚れ

Mω: 室内面の汚れ

この保守率のf直が低いということは、最初から照明設備の設計照

度をそれだけ上げておく必要がある 。 それは 、初期設備費や電力 'pt

が階大し、照明経済のうえからも不合理である 。

そこで、ランプの光束減衰に対しでは、適当な時期にランプ交換

をしなければならない 。 また、告器具などの汚れに対しでも、掃除に

要する費用と汚れによる損失とを比較して、適当な掃除間隔を策定

しなければならない 。

イギリスの照明学会では、 一 定期間におけるけい光灯の保守グラ

フを発表している 。 (第 1図)

たとえば 1 年間のランプの光東減衰による減光率は 12% 、汚れに

よる減光率は26% あることを示している 。つまり、 1 年間無保守で

あれば、最初の62% の明るさに溶ちてしまう 。 ここで器具を清掃す

れば明るさは26% もどる 。 そしてさらに 1 年間無保守であれば、 2

年後には明るさは最初の55% にまで、減ってしまう 。

これを 6 か月ごとに消掃すれば、 l 年後には70% 、 2 年後には62

% の明るさになる 。すなわち、 2 年間で約 7 - 10% の差がついてし

まう 。 したがって、 6 か月ごとに清掃するとすれば、保守率がそれ

だけよくなるので、最初から設計照度を 10% 低〈設定することが可

能; である 。

保守のもう 一つの問題点は 、 ランプの交換時期である 。 ランプの

寿命は長くなっても 、光束低下による損失を考慮して、適当な時期

に取り替えるべきである 。

けい光灯の交換方式には、つぎ、の三つの方式がある 。

(  1H悶別交換方卦

不良ランプをその都度、個々に取り替える方式。

(2 )個別集団交換方式

一斉集団交換の時期がくる前に不良ランプの個別交換を行い、一

定時間が経過したときには集団交換をする方式 。

(3 )一斉集団交換方主

一定時間経過後、点灯、不点灯に関係なくランプ全部を取り替え

る方式。

家庭の場合は個別交換すればよいが、事務所や工場などで多数点

灯する場合には、 一つずつランプを調べて交換していたのでは、保
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守 の 経費 がかさんで不経済である 。し たがって 、 ある一 定の時 聞 が

経過 したら 一斉に交換 する集 団交換 方式が適 している 。 そのなかで

も、事務所では個 別 集 団 交換 方 式 が最 も多く 採 用 されて い る。 しか

し、雨天井 などランプの交換 やt首相 などの保 守 作 業の 困難 なところ

では 、一 斉集団交換 方式 が有 利である 。

第 1表 は 11 本電球工業会の 資 料によるランプの 経 済 的交換 H寺聞 を

示したものである 。

第 1 ｾ表経済的なランプ交換時間

( 花 ) ① ( Ｇ ｊＧ ｦｾｉ［ｬｲ の場合 Ｉ

設備の償却貨を含めた場合 |  

個別集団交換川 一斉集団交換 !

4. 50011、¥'1: lJ 1  4， 5001l .¥'/ii 1  

(  1  q'. 6 か11 )川 ( 1  fj '. 6 かJ1 ) I  

3.00011. ¥'li lJ 1  3，00011.¥' /i/1  

( 1  :ド3 かJ1 ) 川 ( 1 :ド3 か J1 )

rl 色 It ，、光: ! T401V . 1  ｉｉ ｉｏ Ｇ ｉＮ ｾ ｉｉｉｉ 、匂 川 Ｑ Ｓ ＮＰＰＰ ＱＱ 制 ＱＱ Ｑ ・ Ｑ 灯 とするＮ

@ ( 工 ぬ の 助 合 )

i " I 色け札、光灯40¥V 、 1  118 11制 IJ . '1'.11112.  ＴＰＰ ｬｬ ， ｾ＠ 1111  ...'i. 灯 と Sーる。

新 住友ピルのランプ交換 所 用H引UI は、 /I ?{利4011' .t民では 、F L R- 4 0 W

Z絞り杯 えに 、平 均15. 8人 分 / 1  件、 また l 附 市天井 ( 高 さ7 . 4m) の

白熱 灯 (6 0 W- 100W) の取 り仔えに 、47人分 / 1 件 を要 していた 。

とくに 、白 書 ｲ ｾ ＧＲ ｬｩ 球は寿命が短くて 取 り 伴 え 作 業が多いので 、 第 Ｒ 図

のような 新 しい 換 球器具Ｈ自家考案 品 Ｉを Ｑｬ ｾＱ 発して 、中 高 年者 でも

効ギよく実ず色できるようにした 。 すなわち 、安全に 、 スピーディー

に ( 1 人で163秒 ) 作 業ができるので 、作j抑 Inl1iJt もふやして 、適 切 な

保守が可能にな った。

第 3 図 は、 その換球 器 具 の詳創11古11分を示すものである 。
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- 新住友ビルにおける

換球 ( R F ) 作業時間

作業人 U 1 名

ｉ ｾ 百さ 7. 4 m 

新 11'- 1灸J. : J ( 総具使用

所要時/ i JI 2 分43秒

(163秒)

I収作総」L3主将キIl 60 

秒

み立て 163  

日 ｾｈ 操作不良球 ＳＷ
秒

取 りはずし 163 

総共より不良球

15  

取りはず し、お 一一 秒

163  

よび新球装備

I収作位III に立て 日 1-1;

て l伎付完了まで 163 .-

第 2図

新住友ビル北外玄関に

おける換疎作業

第 3 図

換E事器具詳細部分

第 2 表ランプ、照明器具の清帰回数

場 所 |  笠 ふ き |  本 洗 い |  

汚水しゃ寸い所 I  1 ;盟 1::1 I  4  J!盟 li/ I  I  

汗通の所 I  2  遡 ｾ＠ 8  H  ｾ＠ I  

あまりよごれ幸い所(事務所など川 4  週 間1 I  16  週 /ilJ I  

( i U 汚水のi散しい所、 R担Jlを y(悦す るn¥，wでは、少' " くと も何 1111"1水洗いによる i，'IM

カ匂{ ま L l 、。

けい 光 灯の 清掃 について 、 その 11 1 e を示せば、第 2 表 のとお りで

ある 。

消 婦はランプを 取 りはずし 、 ランプと !照明治共をそれぞれ石けん

水 で洗い 、水洗い してよくノk気をと っておく 。 ルーパ 、 カ パ _ 'J mが

ある ｊｊ ｾ ｾ 合 は 、取 りはずし 作業 と 、 ｩ ｬＧ げ Ｇ ｮｽ 作業 とは手分けすると 能 不 的

である 。 r，;J 具 材TIによ って洗剤、 ク リーナの iii 別 をすることはいう

までもな い。

保守 ;4!: を高めるためには 、 il'汁711 川数 が多いほどよいが、1ml りl続 済

の 点 から 、 とくに m潔な 事 務 所では 、年 21"1- 41日|が適 当と，也われ

る 。 実 情 では 一 般に 関心 が薄く 、計 画 Ｈｉ Ｏ ｾ にＺ［ￆ 胞 させている 例 は少な

いようである 。 しか し、'i u: 1J 使用 介出 化の 而 から 考 えると 、総fT保

守本を 高 めるように 、 きめこまかくつとめることが望ましし、 。 この

ような ! 照明の保 守 状 況 をチ ェッ クするために 、一 定の場 所の l! H皮 を

定 期的 に ｪ 則 定し 、 記 Ｓ 読 をと っ ておく 必ｾ がある 。 そ れ をもとに 平ヰ Ｇ 主

的 な保守 管理 を行うことが大切である 。

2. 省 エ ネ ル ギ ー と 照 明 の 保 守

エネルギ ー高価格! I ;干代 には 、'iu: 1  J の f;- Im的 な{史FfI が大切である 。

とくにピルの 照明電力 は、工場 における 生産周到j 力に等しい 重 要負

荷 である 。簡 単 に一 部減灯して室内! 限 度を 下 げるだけでは 、徐々に

視 作 業の能率低 下 や、日 の疲労ーとな って現 れてくるので 、「物を l剛氏

にst'. せて 、安全 ・快 適 に、 しかも能不よく 仕 事 ができるように ・ー」

という 本 来の照 明 目的が果たせないことになる 。

『われわれは 、 オイルを得るために 、尊い人 間性 を 失 ってまで 、

!照明 を節 約することをしてはならない 。 J とCIE 同際1m別委 以

会会長は 、 い って い る。

また 、 ある 人は、『屯灯 ! 照明 に使 われるエネルギーは 、全霊 illl エネ

ルギーから 見れば¥ ごくわずかで、 5 % 弱にすぎな い ' ' ' J とい っ

ているが 、 全消 費 エネルギーから Ｉｾ れば 、 それも 郁 夫である 。 しか

し、 ビル側からこれを 見れば、全 i'lJ: )J 使用虫 の30% - 45% は照 明負

荷である 。 そう簡単に短絡して処Pli すべきものではないと思う 。

そこで 、今までの照 明 計画を考えてみると、

(初 期l設 備費 ) +  ( 電 力政 ) +  ( 保 守 針)

が故小 になるように 選 定 さ れ て き た が、今後は 省エネルギーの面から 、

① 屯 力 政 を最 小 とする 。

② 初日} ] 設 備 費 が多少日 くついても 、長j則的 にみて 、ヂiエネ ルギーと

なり、 メリ y 卜がある 助 介がある 。

③ 保 守 政が多少高くついても、ランプの交換 やm掃 の周 Hf lをつめて 、

効率 化 に努めるべきであろう 。

とくに 、昨今今 、あまりある 小高年 .(i の 労働力 をも って 、限りある

エネルギーの有効 利用 に努 力すべきだと 思 う。

また 、内装 材 その 他 の !lJl 度を lリ! るく塗りかえて 、反射 本を 日 め 、

視 環 境 と居住 性の改 千年につとめることもたいせつである 。 これは 、

殺 伐たる 不 況H寺代 に、 l，i も良いムードづくりとなり 、心身 ともに 炎

快 となって 、新 しいアイデアを生み LI' ，すための大きな「 治 在エネル

ギー」だと思う 。

{ にしお よしろう 11胸 ピル符 fl .ll K K 常務取締役保全業務部長)
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萩市庁舎の

照明設備

赤木 尚 輝

近年、事務所の所要!m度は年々上界一の傾向にあ

っ たが、 ＱＹ Ｗ ＴｦＮ ｦＺＭの石油危機以来、省資源、 ｾ￬ エネ

ルギーが叫ばれ、その対策のーっとして照明設備

における畳間の利用が見直されている 。作業のH寺

間帯が昼間が主である工場、事務所の! ! 賢明では 1960

年頃から昼間H寺の視環境を重視した! 照明方式が研

究されてきている。この! 照明方式は P S A L J (昼

間人工補助照明) と呼ばれ、畳光の届かない室内

の奥fJ!i J を人工照明で補 って室内全体 の明るさのバ

ランスをとり、 l明るい窓を背景にしている人のシ

ルエ y ト現象を防止し、理想、的な照明環境をつく

ｾ＠

E

h的

57m 

る。 しかし、この方法は省エネルギーの点では問

題がある 。 そこで照明の質を最小限度におさえな

がら省エネルギーを計るために室内の照度バラン

スをとった照明方式が考えられた 。 この! 照 明方式

を採用 した一つの例 として、萩市庁舎における照

11;1設備について説明する 。

山口県の萩市庁舎は、約6 0 m四方の四角形の建

物で、畳光を十分に採り入れるため四方に大きな

窓をとり、中庭を設けてそこにも窓を自己し、あら

ゆる所から畳光を採り入れられるよう工夫がなさ

れている 。 また、室内のシルエ y 卜現象防止とま

ぶしさを与える直射光 を防ぐため周囲に 3 .5 mのひ

さしを設けている 。

- 照 明 器 具 と 光 源

! 照明器具は、低天井で均一な H程度を得るため蛍

光灯を採用し、 ffif 具はグレアの問題や外観を考慮

して埋込下面 1) 11放形の器具が採用されている 。配

置は、シルエット現象防止のため室内の奥行方向

の鉛直面 !I(( I 廷を得るため、窓に平行に配置し、 図 1

に示すように全体的には四角形のライン照明とし

た。照明器具の点滅については、一器具単位で点

萩市庁舎内の調光状態

ー

受光器
制御装置
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図 1 萩市庁舎 11稽の照明器具配置図
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水

平

面

雲2∞。
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図 2 40W 2 灯用埋込下面開放形 (FE4251)

の配光 (c d/ 1000 Qm)  

受光器

4000 

3000 

|自然光による水平面F照R度

ｆ 圃ｾ (11 ∞ 

6  8  10  12  14 16 18  20 

窓からの水平距離 (m)一一一

図 3 自然光と人工光との合成照度

滅すると美観的にもよくないし、不点と忠われる

場合も考えられるため、 40W 2 灯用器具の 1 灯を

- 911 . l . j i . 位で消灯する方式にした。

また、 2 灯用の 1 灯を消す場合、窓fHl Iの方のラ

ンプを消すことにより窓方向に光 がくる配光 とな

り、必要な鉛直面照度が得られることになる 。

. 調 光 装 置

本施設の照明方式は、事務所の外に受光器を設

け野外の明るさに応じて室内の照明を点滅させる

方式であるため、調光段階と受光器の位置が重要

な問題になってくる 。

・調光段階 里子外の! !百度に応じて調光段 階を多く

すれば、それだけ適応しやすいが、点滅頻度が多

くなると回路数も噌え、段階調光の場合、作業者

にとって不快なものになってしまう。本施設では、

晴天 ・公天 ・夜間・基本の 4 段階とし、 表 1 に示

すようにそれぞれの照度に応じて点滅できるよう

になっている 。

表 1

設定動作! 照度 ( lx )
室 内 照 度

動 w 区 分

消 灯 点 灯
(  Ix )  

ｮｬｾＮ＠ 天 6，000 3，000 

王t 天 3，000 1，500 1，000 

T主 /II J  

J正 本 500 

ただし、設定照度は可変で、き、消灯と点灯との

関係が2 :  1であれば、どの範囲でも可能である 。

また、野外の町l るさはH寺々刻々と変化しており 、

数秒間で大幅に変化することもあり、それに応じ

て点滅していたのでは非常にわずらわしい照 明 と

なってしまうため 、制御装置でこのような変化で

動作しないように工夫している 。

・受光器の位置 里子外照度の検知は、受光援によ

り行う 。受光器の位置は方向により照度の変化の

し方が異なってくるため、理想的には東西南北四

方向に配置して、それぞれの地域を調光できれば

よいが、本施設では 、比較的一日の変化の少ない

南側のひさしの下に、下向きに取り付けた 。

・タイマ ーの併用 タイマーの 併用 は、畳間H寺の

調光による省力化に加えて、始業 ・終業時におけ

る点灯 ・消灯を自動化するもので、始業 ・終 業 ・

昼休みなどをあらかじめタイマーにセ y 卜してお

くと、出勤時に基本が点灯し、始業時に全点灯、

昼休みはまた基本、午後は全点灯、終業時以後は

基本 、というように - EIの照明パターンをセット

することができる 。 また、夜間の残業日寺の場合は、

手 ｛ｾ ｊ に切り換えることにより 、 部分的な点灯も行

うことができる 。

。

以上説明したように、この方式の採用によ って

照明の省エネルギーに加えて、タイマ - 1弁用によ

る照 明の自 動化でより経済的で合理的 な照明設備

が実現される 。今後も畳光と人工照明のftr 用によ

る! 照明設備の実現のため本格的に取り組み、視環

境を煩うことなく省エネルギーを計ることが必要

であろう 。

( あかき' なおてる 岩崎電気 K K f主術部)

建築と社会/ 1977年 7 月号 59  



岡山県津山総合

体育館の照明

岡 次郎

所在地 Ａ 日 ｬ 山 県 ｩ ｾ ｬ ｴ IJJ" j  

施 主 岡 山P，L

設 計 ・監 I!H lli' iJ 山県土木古11試 終 ii 県

附ょ ｵ 却 ｉｾ 主築 Ｇ ｬ ｾｦ Ｉｪ， ｩｊｩ

施 工 ｊ ｊｬｩ ｉￇｾ ｬｪ 建設 Ｈ凶
共 同 企 業 体

浮! 日建設(附

電気工・ ｊｾ IJ 本75設 工業( 附

峻 工 II i". fLl 5251ニ3 }-I  

建 築 延 而 秘 主 体 育 館fui 5，109. 238rn' 

(ア リーナ日11 1，661  m') 

道 場 倣 712 .732m'

. 概 要

バスケ ッ トポール 21町、バレーボル 2 面、村、式

庭球 2 而、ハドミントン 10而、レスリング 41師、

体操競技 (!)}t;: ) 2  Ｑ 師 の公式競技可能のほか、 ｖＩｾｦ￬

設備を E没; 注し、別械には系 ・剣 道 場 を 擁 し た 総 介

体育館である 。

- 照 度 と 照 度 分 布

体育館 !!{Pり! では、競技省に対象物を兄やすくす

るために、競技のスピードに応じて l限度対象物と

その7TJJt との 卜分な明 IIj1のコノトラストが得られ

ること tl 必、安で。ある 。

今" " の設 ，nはJI S!! (U.支基準により平均 1，000 Ix と

し、 ま た 競 技 純IJ t! ÎJ に おいては 、できるだけ lリl る

さのムラの少ないことが官ましく、そのためには

! 照明記十共の選定灯数、円Ui i町、 取り付け正月さに注 13;

し、 j位入:l ! (! Iズ とid小!!日 Jir:のJt を 5 :  1  n  Fになる

ように投，ij した。( F i g l. のjM介 4 :  1 ， ｆｩ ｧＲ のｪＢ ｾｪ

合4.2 :  1 )  

- 演 色 性

光似{ の色if. tUit について、色品v支の低い場合は l波

ｩ 味、色 ｩｾｬｴｬ 立の， Ｚ［ｩ ，、 ｪｾＯｪ 合はィＩ［ＨＱ味を与えるが、今 ＱＢ Ｑ は

メタルハライド 1， 000 W X  2  +  (  1然幻 1，OOO¥VX  2  

の使川により 、出光比 を4 :  1程 度 に し 、 と く に

人のＡ日 ｌｾＧｉＧ 心に泌色ＱＧＱＺの良 ｌ 、!'(!/I} j を行っている 。

また、メタルハライドランプはテレビ '1' 組主な との

際 、 カラーテレピ似彩に良い光 ilMとなっている 。

- クレアの低減

スポーツ! '(! /I }j のぬ介 、競 技 .f1や観客に付して、

光 il f，i によるグレアをできるだけ防止するよう引を

することが必要であるが、今川の純設では、，:':i)(

11・問セードのド l師に強化フロストガラスを使用し、

さらにお ! U民進および日: mのメンテナンスを考え

て、 卜日11全l耐に てを制を取り付けたが、これが、少

しでもグレアの低減に役立 つているようである 。

( おか じろう kk 点畑辿築 MMi )

60 ill 築と社会 / 1977年7 J  I  ｾｽ＠

F i g2 一般競技照度分布 炉

・点灯ランプ種類および灯数

マルチハロゲン¥tT l k wX 2

点灯 30台

・照度最大値、重量小値比較

癒大 / 憲小= 4. 2/ 1

ｾｆ ｩｧ ｬ 公 式 競妓照度分 布

・点灯ランプ種類および灯数

全灯点灯 (マルチハロゲン l

k wX  2  + 白熱灯 1k wX  2 )  

30台

・照度量大値、最小値比較

愚大 / 最小= 4  1 1  
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岐車県博物館の

展示照明

桜井 文雄

展示ケース

下部

図 Ｑ ｾ

展示ケース

断面図

写真 4

全般照明写真 2

す 。 ｬｬｾ 1] ミケース |・;;11 に無紫外線けい光ランフを 4

灯、 ド;'';11に l 幻，; 生け、民 l侃の !!(!/J[ を一様にすると

ともに、ルーパで光 il 1，[ がl庄伎鑑賞省の 11 に人らな

いようにしている 。

j民心物の ¥/.f 本! ' $ を強調したいときは、ノ'J( 子商 !!(i

l支や鉛l白l伺!!(U主以外に、光の ) j 向性も! n ' . やすさや

Ｑｩしさの表現において ｾｔ｛ ＧｴＡＡ な要素と去る 。 仏像の

ｪＡｊｾ ＭＺｴ＠ ，立、 IJ Ij I'. )j  からの. f l . よ散光が最適であるともい

われている 。 しかし、 自立に11五示ケースでは大き

さの :/;11約もあり、仏像への人射 f11が大きくなりや

すく、 H まし L 、!!(l I l J j 条件は 1ｾ＠ 11こくし、。 ここでは、

/:)J からの光線により '1: ずる陰を、 ドからの拡散

光により将〈打ち消し てお・り、 Il : l 'i 前l E のて‘ きる

ｬＡ ＨＡＱ リ ｉ Ｚｩ ｉｊ リミが ｦｾｦ られている

1r ｾｪｌｴｾｬ Ｎｵ支については、 ＱＱｾ ノＩ，物のが ｉｕｦ と符しい土、 ｉ

比を避けた )j が不快感を '1: じ11ft < 、比 やすくなる 。

また、物の lリl るさの !'s じは、 i に制度によ って

1ι ぶされると汚えられるから、 jメ舟卜十: の低いj必ぷ

物 の !!(lI立は少し，: : ， < 、逆にf JI いものは !!(Oir をドげ

るのがHましい。

l必示物の! n ' . やすきを判断するとき、ハラメータ

としてJ ! (O主のみ1 / 1いるのはあまり，むl味がな L、。 し

かし 、 絵 ＱＱ 崎などのような‘ド ｬ 仰が ｾｉＮ 長示物については、

f.{}llI l而!!日l支が。没，i / " 1: 比 やすさの 11安になるもので

ある 。 この ｉｬｾ ぷケースでは、 干上告J鉛 直 面 !!(U主を400

Ixとしている 。

!!(! IリIli.去のみでは解決しない問題jではあるが、

脱示ケースのガラス IfI iに'1-: じる、光源鑑賞i - ( i l' l

身および反対日 Ａｉｊ の版ｾケースなどの反射映像の ＱＺＺＱ

起がある これは以射l映像と版示ケース l人! との純

度比を大きくすることにより、ある程度解決し得

るものであるが、同Ui 丘とガラス面の角度を工犬し

て、反射像による附 Ｇ ｊ ｾＺ をｼリ ｊ ぐ必要がある。ここで

は、鑑'1'Ui' 1' 14のjメ射像を |坊ぐため、鑑賞位 ;;t の

mii i 凶JI (lI .立を l、げている 。 また 、展示物jのfTjit の

反射病 1;1: ，:':i ¥ 、Il ど、H央{象 とfTJi:ーの制度比を大きく

できるが、先に述べたTUi- の効果とともに考えな

J すればならな L 、。

j長示物の jjlf l，lJi)i 11 : の- ) . t 策として、無紫外線け

1，ωo 

い光ランフを JTI い、総色防止にfi1 .(1: している 。 光

によるお ｬｮ ｾ の度合いは、ｻ史 川光 ［ＯＱ，｛ のスヘクトル分

イ日により片: しい去を生じるが、 JI (lJ .立 . !!(u支Il. il ::Jお

よび11五示物の耐久1 ' 1 : なとにより j t f よる 。 そのため

! 限度を uT変にし、! 長示物に適合した条 f'l を繋えや

すいようにぷIYt 袋 ;it を設けている 。

その他、品仏， ｕ ｊｲも ｩ 民イ字 に大きな ｊｪｾｾ 科を ｴｪ える 。

とくに( 1熱*1 をmいるI幼介、加熱によるmm、ケ

ース内の品 ｉｕ 交 ｕｬ ・ ｦｬｬ 土品 ｍ 立の低ド ｬ こｾ i:. Q" : しなけ

ればならない 。 ｪ 必示物により ｩ､ｩ 盛な ＿ｾｬｴｩｾｉｕ 立は災な

るので、ここでは j長示ケースを 2 グルーフに分け、

お・のおの咋 JTI の空調を行 っている 。

エン トラン スホールの照明写真 5

岐 r;1V県(I I c f 記念事業の・環として主jf ，没された総

合博物館の !!H"J l 設計に参画して、博物館の! 日1ll J lに

ついて lヰ与する機会を与えられたことは、われわ

れにと って 大変1I . I 主義であ った。

- 自立に I呼物館の! ! 百 IIHについて符成すべきヒな点は、

11)  11!i 示物の持微をは っきり 、1 i しく見せる 。

12) 美術鑑賞にふさわしい湾問気をつくる 。

13)  1.必示物のt l 1H，¥防止に留なする 。

の 3 l i
. で- あるが、これらの条件は相 |反する而lも持

って いる 。

J.:)， / " ，設，: r 1: 同cri¥i: した[ な} ，'，i ，を岡高述しよう 。

人工! ! {j 1りlは、位光 !!(il り! と比べると !!H皮 - 色以ば

とも比較的安定しており、 (lfj 色1' 1: も I1t 近1. ' しく己主

浮きれている 。 さらに、多微な形 ・大 きさの ｉｬｾ 示

物に対応し fｾ＠ f る系' 軟性にZI み、恥¥1 ぶぃ !!(!I リI:i IJ* を

もたらす。 また 、人 工光州は機能(1"1 ｾ＠ ill3誕デザイ

ンを作幼にするなどの特徴をイ1する 。

これらのJ l li 出により 、11五IJ¥' 室では H Jt !I ( i I 引をと

くに [ 史川 せず、人工!!HI 引を保川した

園 光源

- 絵 画・ 彫 刻 の照明

ｬ 必示室笠 ｬ￺ｪ に絵 ｬ 凶ｾを ｪ 必ぷするときや、彫刻の

ような何 本 ｦｬＧｾｉ ，必 Ｑ｝｜ 物 をケースに人れないで ｬ 必示す

るときも 、j必示 ケースの場合と I'II 般 のことが百え

る 。 絵 ｉｉｉￎｉ の Ｎｴ Ａｊｾ 令には、そのほかに級紙や ＱＱ ＱＱＱＱ 而の凹

Inl により鋭い陰をつけないよう、光 iWの配 ii 'i に注

むする 。 ＱｾＡ なして ＱＱｾ ［ｪ，するま体 ｬ 必ぷ物のｊＡ Ｈｏ 立は、

般的に出く要求されるので、室内の !!{1伎 が 不 均

になりがちである 。 そのために不，) < ! ' $ を '1ミじな

いよう、 ｉ ， Ｂ［ｉｉｊｾ の ＡＱＨ ｪＱ ｉ ｊｪについて、とくに限立しなけ

れ1; 1' ならな L 、。

- 全 般 照 明

全般JI(ll IJ l は、室内の歩行やメモをとるのに必要

なilk小限に止め、さらにグレア防止を配地したこ

とはえうまでもな L 、。 後で述べるガラス lui のIi. 射

11央像 II)j 止を考慮しなければならず、そのため全般

的に低 !!(U立がぜまれる 。 !!(iJ 交が比較的低いjM介に

は、光 j出{ の色品ll. l交を低 11 にした ) j l /快適である 。

そこで1 ' 1P'!¥' ，Uf;j( の埋込 F而ルーノ〈付きダウンライ

トを印川し、 80l x を得ている (写真 2 )  

また、全自 ｾＡＡＨｰ 引は展示ＡＡＨｐ ｾｉ と ＱＱＡ ¥/ . したものでは

なく、キ Ｑｭ にｱ，ｾ特し合うものであるから、， ｕ ，ｾ光に

より多微な j必;j，!l(ll lJ 1に対応できるようにしている

圃 エン トラス ホ ールの照明

エントランスホール( 写真 5 ) は 、I.' ，J IJf Iの 紋 環 境

に抗け込ませるために窓ガラスで 1mんでいる 。 II'i

［ｊ｜ＧＺ主に向かうにつれて、ゆるやかに任光の ｊｪｾｾ 科が

減少し、鑑J "t ! i のけの11阪応のJ品としての{ 生存IJ も与

えている 。 人工光掲! としては、ホワイトポールを

ｦ 史 ｉ ｲｊし、 Ｑ ＴＰ ｬ ｸ を ￭ｾｊ て ｌ 、る

展 示 ケ ー ス の照 明

ｪ 必 Ｑ｝｜ 前のＮｾ令Ｚには、 ｪ 必ノ ｊｾ ケースが、 Ｑ Ｂｉ ， Ｇｩｬ ＺＮｩミ｛内 に ｬ 没

iit されており、その 例 を写真 3 、 4 と図 1 にぷ

写真 1 外観

• 

その他

手 キ ｬ ぷぷ ｾは、多も，Ｇ￭ｩ ｾｉ￘ 示 Ａ ＡＨｩｬ 引 をｉｬ ｲｴ￬ ｾ にするため

に、フロアダクト、壁および大 J1' コン七ノト 、/ l fl

Ｑｾ Ｇ ｊ Ｈ，［ｈ￮ ｩ Ｈ れ ｬ 必示室に Ｒ - 3  i1，i liJr ) をU'i /iJr に両日itt して

いる 。

( さくらい A 、み ι 白 kkllill ，:: W，没frIlif刊)

6 7  ill 築と社会ハ977{j' . 7/1; ;

• 



神戸文化ホールの

舞台照明

築 山 敏 澄

. 建 物 の 概 要

神戸文化ホールは大 ・中ふたつのホールをもち、

催物の内容によ って有効に使用できるようになっ

ている 。 すなわち、大 ・ 中ホールを ｌ ｾ に配置し、

各ホールにはさまれた 三角部分に二層の楽屋を設

け、催日の状況によって楽屋を使い分けて、使用

効率をあげるように設計されている 。 また、建物

①プロセニアムスポ y トライ ト

@加。 1ボダーライト

⑩ 0. 1サスペンションスポ y トライト

@川0.2ボーダーライト

Dサ0.2サスペンションスポ y トライト

⑥ l NOMーダライ ト

l 中アッパーホリ ソントライ ト

の ｾｯ Ｎ 3サスペンションスポ y トライト

⑨ ｾＰ Ｎ Ｔ ボ ー ダ ー ライ ト

③ア y パーホリ ゾントラ イト

⑪ ＷＮｾ ト ラ イト Ｈピ ｹ ト Ｉ

。ロアーホ リゾン トライト (ピッ ト)

[12オペラカーテン

[13綴帳 1

同総帳 2

同音響反射板

。同スクリーン

fl il中ホ リゾン ト幕

181;j ミリゾン ト幕

の南北面の高低差のある道路を利用して、大 ・中 大ホール舞台照明書官具配置断面図

ホール 聞に階差をとり、観客の動線を分間住するな

ど、機能的に考えられている 。 その他、身体障害

者の各種設備、音響、舞台機構、照明などに特別

の配慮がなされ「見よい、使いよい、管理しよい」

ホールとして、各専門家の間で高〈評価されてい

る。

- 舞台規模

大ホール 収容人員 2，073入、プロセニアム幅22. 2

m、プロセニアム; 拐さ 8.85m、舞台奥行15. 5m

中ホール 収客人員 910入、プロセニアム幅16m、

プロセニアム高さ 7. 2m、舞台奥行16m

- 舞台照明設備

大ホール 大ホールは音楽を主体とした多目的

ホールで、オーケストラピ y 卜や音響反射板など

が設置されている 。照明は、ボーダーライトが4

列、サスペンションライト 3 列、ホリゾントライ

ト、中ホリゾントライトなどのほか、あらゆる方

向から千変万化の照明演出ができるようにプロセ

大ホール舞台上部照明

3000  - 4000 Ixの鉛直面照度が得られ、テレビ中継

も可能な照明設備がなされている 。

保守以上の !TJi 度で! 照明の品li み称えが行われる 。俄

秒j の内容によ って、光源の{立缶、光の方向、配光、

色などの組み合わせを変えなければならないので、

催物に合わせた照明を作るための作業性( 迅速 ・

安全) が必要条件になってくる 。舞台の上告11にあ

る照明器具はすべて手動昇降装置を設けであり 、

シーリングスポ y トはシーリング室を設けて、そ

の中に取り付けられている 。 そしてシーリング室

へ通じる天井裏の通路は、 一般には費用の 削減を

され、人が通れる最低限のものになる。極端な場

合には、木の板が置いであるだけの場合もある 。

このホールでは縞鋼板を使った通路に手摺を設け

てあるので、天弁哀を迅速 ・安全に動くことがで

き、非常に作業性がよくな っている 。気やすく通

れる通路で結ばれたシーリングスポ γ ト・プロセ

ニアムスポ y 卜は、気やすく照明効果の修正がで

きるので、良い照明効果が得られることにつなが

る。このようなことも「見よい、使いよい、管E里

しよい」ホールとの評判につながる原因であると

考えられる 。

中ホール 中ホールは、主として演劇のための

ニアムスポ y トや、 トーメンタルタワー、ライト

多目的ホールとして設計されている 。舞台の規模 ・ デ ー タ

タワーなどが設備されている 。 これらの主要な照 は大ホールと大差ないが、主として演劇用として ー 一

明設備での鋒台面の H程度は地i明り分( 舞台H自明の の舞台なので、プロセニアムが小さくなっているn 所 在 地 神戸市生田区楠III J 4 丁目 26 1fi:地

ベースになる明りで、集光しないフラ y 卜な照明) 舞台照明は j刷 用 の 怖 と し て は 新 し い 試 み が 三 施 一主 神戸市役所

t;_. けで、舞台床上高さ 1. 5 mのアクティングエリヤ 設計監理神戸市住宅局営繕昔11

されている 。舞台商上の地明りとして、高! ! 百度を

内 平 均 鉛 直 面 慨 は2000 Ixになる 。舞台中央では、 得るためと、複雑な照明プランがこなせるように、 ! 哲明騨 日 本 劇 場 技 術 協 会 常 務 仰 天 野 万 助

設 計 束 畑 建 築 事 務 所 桜 井 建 築 設 備 研 究 所

大ホール

62 

ボーダーライトをやめて、 6 列のサスペンション

スポ y 卜が設置されている 。 このため、主要な! 項

目月設備での舞台面上 1. 5 mの鉛直面H程度は、アクテ

イングエリア内平均2600 Ix  、 舞台中央官11では5000

Ix 以上のH程度が得られている 。

. f呆守点検 (照明の作業性)

舞台照明は、観劇の雰囲気を高めるため、観客

に照明器具を見せないようにしなければならない

ので、高い場所に取り付けられている 。一般照明

の場合、高い場所に照明i ! 器具を取り付けると、よ

く問題になるのが保守のためのランプ交換方法で

ある 。経費の関係でほとんどの場合は保守に便利

な設備は設けてもらえなし、。 ところが舞台照明は

施 工鹿島建設( 株)

電気工事近畿電気工事( 株)

建 築 規 模 地 下 2 階 地 上 6 階 延 面 積18603m'

神戸文化ホール外観

( つきやま としずみ

fj ; 下電工 K K総合! ! 宮町l中央 L A B専門次長 )



姫路市市民会館の

舞台照明

矢 後 朗

ｉｉｲｾ 利 Ｕ Ｑ ｦ ド Ｓ J  1に完成した姫路i I l di 民会館は、 43

Ｗｽ Ｑ､ｾＡｾ ｲＱ ｩ 民の教育、文化コミュニティの拠点とし

て、 旧公会堂跡地を平l川1して計画されたもので、

オーデイ卜リアム胞談、ネl 会教育胞設、総 合 結 婚

胞 設 の 弓機能を備えている 。

そのうち、オーディトリアム純設の舞台は flJ l n

15 m、奥行7 m、日さ 7. 2mの 規 模 で、抗感IJ 、 講演

会、音楽会等名極限物に 利用 できる 800人収容の多

Ilfl' ，) ホールである 。

写真 1 外観

- 照 明設 備 計 画 の ポ イ ント

舞台! ' ! {Iりlはフ y トライト 60WX 68灯 、ボーダラ

イト 200WX 72灯 X 2 列、サスペンンヨンライト 3

911 ( 1  K  WX 55台、 500WX 20f i )、ア y パホリソン

トライト 300vヘI X48:K丁、ロアホリ、/ ントライト 200¥V

X 72灯、トーメンタルスポ ッ ト1 K WX  6 台( カラ

ーチェンジャ付) 、フロントサイドスポ γ トl K ¥V

X 18台 、 シーリングスポ y 卜1.  5  K  ¥V X  24 fi  ( うち

8 台はカラーチェンジャ付) 、キセノンピンスポ y

卜1 K ¥VX 2 台、その他タワーライト( 移動式 l

K  vVX 20台、 500WX 20台) 、エフェクトマシン移

写真 2 舞台から客席を見る

動 式 2 台 プロジェクタスポ y 卜( 移 動 式 1 - 1. 5  

K WX  2  ｦｾ Ｉ 、オーロラマ シン 移動式 Ｕ ＰＰｗ ｘ ｬ 台、

フ ｹ トスポット Ｕ ＰＰ ｗ ｘ Ｑ Ｒ ｦｾ 、テレビ ιＱ Ｂ 調車 ｊｔｉ スポ ッ

ト2 K WX 10台、ストリッ プラ イ ト60WX 8 灯×

7 台なとーが設備されている 。

総 設 備 容 量252KW "，T- ーダラ イト 2 列 ( 2 回路) を

点灯して、舞台床而のアクティングエリアにおけ

る初期l平均! 照度は860 Ixである 。

一方、客席天月ー灯 は 小j形ハロゲン電球250¥VX 83

台 、壁面! ! のリ1用 として!日l電 球 150¥V X 32f i の主II 込 ダ

ウンライトにより、平均260 Ix を得ている 。

ボ ダコンセント、サスペンションダクトは30

A の A 型コンセントを採JTI し、テレビ '1'継も平手材

にできる設備となっている 。写 真 2 に舞台より凡

たホール内部を示す。

・舞台照明器具

舞台 ｼ て部、約 ＸＰＱ のおさに ｲｾｬｪ りドげ であるポー

ダライト、サスペンションライト、アッパホリゾ

ントライト等の器具は、吊物紛] 元の引綱を引くこ

とにより舛降できる 、手!fi1Jカウンターウェイ卜方

式にな っている 。

演出照明を行うための、色フィルター枠の姉人、

取り換え、 ランプ交換、点検、 ｩ ， Ｇ ￭ｴｾｽＱｾ はおよ Ｔ をド

におろして行い 、作 業終了後は引綱を| 間定する令

物 を 卜二 分に締めつけておく 。

照明器具の吊り荷重バランスは、カウンターウ

ェイトの方を心待ち重くしてあり、 Ｗｊ Ｍ ｾＱ 綱閏定

金物を締め忘れても、器具が上にあがるので、人

身 事 故 にはならな L 、。

フロ J トサイドス ;Y- ";t ト1 ｋｗＸ ｾ 平凸 レンズ

第1ボーダライト2叩 W

第1サスベンン ヨJ フライ ダクト却A A I 1 コンセ J ト

蘇2' " ダライト2凹W

!!¥2't スベ J ションフライダクト却 A AJ i I コノセノト

!!¥3サスペンン ヨJ フライ ダクト3 0 A A副コ〆セント

ア y パホリゾントライト3∞w

図 2 舞台照明器具、関光装置および客席天井灯配置と、設備当初の照度分布図

ンーリングスボ y トライトは、存!市 '1''; 叶11) ( 11'

l人lに長さ 18 m、奥行 1.5m、'''J さ2 mの 投 光 室 を 作

り、スボ y トライト 1. 5 K¥V24f i を設備 し、 日誌只. の

保守 ・点検が安全、平手幼にできるようになってい

る。

・客席照明器具

ホールの存 ｊ ｉ 百 は 、， ＺＧ［ｩ ｒￎｉ ・の ｊＡＯｾ 介が多いので所要

照 lぶなどを卜分考ぽに人れ、適切な日器具が選定さ

れるが、ランプ交換、 m紛 などで保守の容易なも

のが望ましい 。

ここでは、天チl' お さ が10m(平均 ) あるので、天

井I l 日間形の 器 具 が採用され、 天11ニ内周囲と倹方向

に、 7 列 に設けられたキャ γ トウオーク式の通路

(幅600mm、日さ 3，00Omm) により 、 ランプ交換 や

前掃の行いやすいように設討されている( 写真3)。

写真 3 天井内投光室およびキ ャy トウオーク式通路

・ 調 光 装 置 の 機 器 構 成

ｉｄｾｉ 光操 作市 ＱＱ 門を構成す る各機捺は、 Ｓ 階に設け

られた調光室内に設置 され 、舞台の進行をみなが

ら傑作 tちにおいて. i J l i 1光制 御 が行われる 。

舞台! 照明設備のなかで、その心臓部とも言えるサ

イリスタ湖光3主流は 、γむ球問調光ユニット 6 K W

201句 ( 淵光 11'，7) レセ ッフ 4 孔1
1
1'1 し) 、4 KW3 0台 ( 3  

孔llJ j し) を設備し 、舞台負荷 1681河路に対して最適

な制 lみ合わせになっている 。

務

膨

陵

町
一

…一一一

-
-- 圃 ・ 圃 闘 ・

・ ・ 圃 -

.-
・-

-
-- 圃 ・ ・ 画 面 圃

・ 圃 圃 圃 ・ 圃 圃

一一一一一ー一
写真 4 パ ッチ鐙と 写真 5 照明操作卓と

負荷分電鐙 負荷表示鐙

・ 保 証 お よ び 保 守 契 約

工 Ｇｊｾ 完成引き渡し後、 Ｑ カ年以内に 、設計、 製

作、胞工に起閃する動作不共介、故防が生 じた ｪｊｾ

fTにはメーカーのf { 任において修復し、 1 fl 二日以

降は「保守契約」によりW，I光機然、舞台総兵等、

通常、 fド2 - 4 1"1の保 守 が行われている 。

保守の内平手は、

・ ｉｄｾｉ 光機総の場合

11  ＩｴＨＧＩしネジ、 Ｑ Ｒ Ｑｩ ， Ｇ Ｑ 婦、 Ｑ Ｓ ｉ ， Ｇ， ｾ￯ ， 険、 Ｑ Ｔ Ｑ 制光 ｮＧｊ 力レベル

ｦｊｾＱ 盤Ｈ 動作試験 Ｉ 。

・ 舞台総共の ｊ ｊ，ｾｦＷ

11  Ｉｴ 自 しネジ 、 Ｑ Ｒ Ｑ ｩＡ日百、 Ｑ Ｓ Ｑ 点Ｎｦｾ、 Ｑ Ｔ 時ＡｦＡＡ主 ｾｩｬｬｩ ｊ 定

;T，'; とな っている e

Ｈ やごあきら点 ｾＧｩｬｩ 材 ｋ K 筑2日.¥!1:iB'i; .d !1!主l1>illl "n 
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博多地下街の庖舗

の照明

河 田 益 典

最近新設された博多地下街に新応舗が約146

軒ほど完成していますが、その 中で、数庖ピ

ックア y プして、庖舗の設計の概一要を述べて

みましょう。

このうちのひとつ 、「 サ ン な ム J ( 写真 1 ) は

ほぼ商庖街の 中でも 中央に位した、高級婦人

服ブティックです。

照明計画のポイントとしては、両通路にE

るよう、計画された庄で、片側IJ 半面は 、全般

照明がけい光ランプによる間接照明であり 、

局部にハロゲンランプによる 、スポットライ

トにで計画されております。

照度は、庖内600 1xにて計画されて、 局部

照明の併用 された部分は、約800 - 1000  lxl こ

で、明暗の差を 出すよう 、配慮されています。

また天井 にはアールヌーボーの曲線を 利用し

て、天井全面 にはってエッチングガララスを

造形 して 、高級化 をねらい、高尚な雰囲気を

かも し出 しています。

つぎに片半面のコーナー( 写真 2 ) は、特

殊鉄製シャンデリヤとペンダン卜で全般照明

を計画して 、j古内を等間隔にで、ダウンライ

ト照明を行いました 。 ダウンライトを全般照

明として使用し、シャンデリヤを局昔Il アイキ

ャチャ照明として使用しています。

このコーナーは、 i高級的雰囲気の中に、や

や柔らかみのあるムードをかもし出すよう計

画されたもので、 中央部で約600 1x、他の部分

400  - 500 lxに計画しであります。

ともにこの両コーナーは、高級ブティック

として 、ハイセンスな婦人月日庖として存在す

るもので、天井が平面的ななかにゴージャス

さを考えて、うきぼりされるよう計画されて

います。

東半面のコーナーに利用される、照明穏具

は、半乳自の照明器具で、柔らかさを強調す

るために計画されたものであります。

(か わた ますすけ 小泉 1' jl'.:I!i KK!' ({II Jl コンサ ルタ ノト宅長)
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写真 1

天井はうすい茶色で形成されて、ステンドグラスは

うすい黄色部を基淵として作 られています 。 ステンド

グラスの補強材は14物 状 の メ yキ(i-'-. げで、務ちつき

をねら った! 照明計画であります 。とくに商品が強烈で

ある色彩であるので柔らかい雰囲気とします 。

白

砂

ｾ＠

写真 2

天井に取り付けられる部分を黒色で強制して、色目1)

をは っ きりさしであります。 このコーナーの ディ ス プ

レイ t器具は赤一 色に統ー してあるので、強烈な雰囲気

がただよいます。

シャンテリヤ
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中京郵便局の外壁保存

一一ー一明治を未来につなぐ一一一一

宮 下 昭 重

明治35年 に竣工して以来、昭和24年に京都中央

郵便局ができるまで 、京都の中央局的な役害1I を果

たしてきた I ド京郵便局( 旧京都郵便電信局) は、 70

れた

年以上の歳月に亘ってその機能を維持してきたが、

|日外壁の部分的保存とい う郵政省の決定で、さら

にその寿命をのばし 、明治の商 ｊｾ ｾ を未来につなご

うとしている 。

京都の景観保全の一環として、外壁の部分的保

存という決定がなされてから、われわれ郵政省の

建築部の周辺は、プロジ ェク ト チームの編成な

ど、にわ かにあわただしさの中に 包まれてしまっ

たが、設計諜を 中心 として外壁保存の種々の案が

検討された。たとえば、 (A外壁 をコの字にほとん

ど残す案、(助レ ンガ壁の l ブロ :1 '1 と東 j同院{WJ の

一部壁面を残す案、 (c ) 三条通側全壁面および東洞

院通側 の一部壁面を残す案、な と。であったが、 (A)、

(B)の案は、無窓居室ができることによる作業環筑

不全、将来 ｴ 首築の困首位さ、公衆室の分断・分自， Ｑｾ に

よる 郵便業務上 の 機能障 害 、 さらに 精進 ｦｴｾ には、

耐震要素のアンバランスによる建物のねじれ、異

東洞院通

ーーーー 旧庁舎 医 = 旧外壁

図 1 配置 . 1階平面図

A  

図 2 アンカーボルトの固着方法

表 1

極構造体聞の変形盆の相違による ジョイント処理 をふくめて種々検討の結果、 A を採用した( 表 1)。

の困難さなど多くの問題があり、採用に至らなか このアンカーボルトにより、レンガ外壁と R C本

った。そして結局、外壁を保存しつつ内部機能を 体とは完全に緊結され、壁面は250gal程度の地笈

一新するという特殊な与粂件のため、 u匠. f I I i 造

- 設備 ・施工の各担当者が調整をとりながら、幾

度かの粁余曲折を経たのち、保存外壁 ( 総長64m、

面積約800m' )に R C ラーメン構造を猷めこむとい

う(C)案が、意匠的 にも技術的にも最ーも適当である

という結論に到達し、設計会議( 設計謀長が主宰し、

諜全員で討議する ) において承ift された 。

この最終案( 図 1)は 、外観保存と新しい郵便局

舎機能の両国が満足された画期的な手法であると

いえるし 、 また構造上も耐震要素のバランスよい

配置、情造の一体化によるスムーズな力の流れな

ど、建築上の大きな問題点は一応解決された形と

なった。

- レンガ外壁 と本体の緊結

レンガ組m造墜1本の耐渓性は、面外方向には非

常にもろい。 したがって、レンガ外壁は 2 次部材

と考え、渓力により商外方向に飛び出さない椛造

とする必要ーがある 。方法としては 、 レンガ外壁の

内f!!l J にR C壁u立さ 20- 30センチ) を裏打ちして、

災 ｊｦｾ アンカーボルトにより緊結する 。 このボルト

の困者方法としては、 図 2 のように 2 通り考えら

れた 。 B は伐の原理で、引き抜き変位が生じやす

く、 とくに母材が軟らかい均合は変{ 立が大きく、

itrJJ 記するおそれがある 。一方 A は接者の原埋で、

母材に無負荷の状態で悶ＭＱ Ｇｾｦ させるので 、 回答エリ

アが穿孔ff ll 全体に発生し、引き抜き変位は最小で、

とくに 、 レンガのような軟らかい母材 に対しでも

固石力は優れている 。 したがって、引き抜き試験

<J 

県

掛

川

d

/  

表 2 外壁織強手順

順

内
白骨

序

柱列地中堅摘築

2  鉄骨空ワ 一周基礎4構築

3  レンガ ｾｉＺ アンカーポ
J レト固着

4  鉄骨ヲワ一組立

5  レンガ壁と鉄骨ｾ ワー
の緊結

6  在来建物の胤去 。木造

床、小屋総トラス

7  

地中連続愛情築

(一般部)

8  地 下 掘 間1)

9  躯体コ ンフリート打設

10  鉄骨骨ワー i融去

にも十分耐えられる 。 なお、アンカーボルトの引

き抜き試験については、「施工材料の頁」で紹介す

るので参! ! 視されたい。

- 施工中にお けるレンガ壁の安全性

レンガ 外 壁は、コンクリート打設完了まで約 13

ヵ月の問 自立することになり 、補強の必要がある 。

立地条件からみて、外イJ ! i lからの補強は考えられな

い。極々の提案の中から、レンガ外壁内側に鉄'丹

タワーを 5 - 7 m間隔に控えとして設けて、補強

する案が採用された (図 3 )。 これは、控えを存置

したまま躯体コンクリー卜の打設が可能という利

点をも っている。 控え鉄骨タワーの動的設計にあ

た っては、各節点に重誌が集中する 6 質点振動系と

して取り扱 った。このぬ合、タワー脚部に約55. 5t

の引き抜きカが生ずるが、これを処理するための

与条件として 、土圧および引き抜き力に対して安

全な械造であること、在来建物撤去前に施工可能

な工法であること、の 2 点を考! 怠し 、数種の工法

を比絞検討の結来、狭いI易所て、も可能な B H工法

( 場所打ち R C位手IJ 地中壁) を採用することにした。

これら 一連のレンガ外壁補強工事の施工手 }I頃は

表 2 に示す通りである 。 レンガ墜の保存という、

特殊なケースでもあるから、工事中の事故を未然

に防止するため、在来木造床 ・小屋組卜ラスの撤

去は、レンガ外壁の補強工事実了後に実施するな

ど、慎重な手段を 1; 昨じた。

さらに「施工材料の頁」で述べるように 、各工法

はji (r J明の 11的 を達成すべ〈入念に実施されている。

( みやした あ き し げ 郵 政 省 建 築 制，没，i [ J!R) 

図 3 外壁保存説明図

述事と社会 / 1977年 7 月号
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ポ ー ト に よ る 切 梁 補 強 、 さ ら に は 、 控 え 鉄 骨 完 成

ま で の 保 存 壁 に 対 す る 仮 設 補 強 ( ワ イ ヤ ロ ー プ お

よ び 鉄 筋 に よ る 壁体 nnの 締 め付 け 、 木 造 床 組 の 吊

り補 強 な ど) 、内出/ ) 間仕切壁の長WI / : n存誼 ( 使え

墜として) 、保存材に対するよ主生なとでみる( 図

3  ) 。 また、{ 話作レノガ墜とコンクリート循体と

の 緊 結 lこ111 ｾ＠ 、るアンカーボルトについては、 「構

造 の tI J で 詳 述 さ れ て い る が 、 そ のf / 様 に 従 って 、

さらに Ji 全を WI するため、撤去部分のレンガl l .i を

利ITI し 、 で き る だ け 多 く の場 合 に ついて 、リ| き抜

き，:，t! ! i 主を' )と・h' l!i した 。 結 果 は図 2 に み る 通 り で あ る

が 、 壁I而に 直角 に穿イししたもので 卜分な耐 )J がWI

i . ' J され ることカ叩'(fi かめ ら れ た 。 さ ら に 、 同 行 に m

い る エ ホ キ シ 樹1mの 耐 熱 性 、 耐 久 性 な ど が 懸 念 さ

れたが、過去の修復工・ ｊｾ のＧ｝ｩ［例や、 Ｏｩ ｦ［｝ ， ｻ，エ リアが

レ ノ ガ 壁 体 の 奥 深 く に あ り 、 コ ン ク リ トが20セ

ンチU /泊五 っていることなどから、 /l:J:Wな しとい

う結論に到達した 。

新 築 [ Ｇ ｊｾ の ｊ 也卜Ｍ掘削の際の ｉｉｊ どめとして、 ｬｬ￺ 同

院通の保存壁悲礎部分については、 ｪｾｗ ｊ￭Ｍ 打ち ｒｃ

1j ，列地 '1
'
壁、 二 条 通 (!!I Jの 似 存 基 礎 部 分 に つ い て は 、

地 11' .iJJi絞I涯をr*J n したが、 これは純 工 ' 1' 1: ならびに

ＯＺ工 Ｇ ｊ ｾ の保存ｾへの［怒号＿を考Ａ志したものであ る 。

採取は ｬ 必ｾＨｴＮを側めたが、 一 方、当初囚維が予怨、さ

れたスレート1 L の取りはずしは、比s鮫{内l順調に行

われ、彼飢も少なく、[ I }III ( ，定数i止を確保するこ

とができた 。 ドーマーを( ( 釧板) は 、木造f _ l 也の

J尚桁 がはなはだしく 、そ の ま ま で の 何1/1は 不 可 能

のため、［主ｾ ， Ｍ ｾ に述べるように ｊ 丸ｩｉ変更 して復 元す

ることにした 。 イ ｴ 材はす べて イと ｩｾ［ｩ イヲ であるが 、 ｨ ｊｩ ｊ

化 も 少 なく 、伝川 をff めて 、! ヰ川分は卜分係d泌さ

れた 。 [ 米イ了外i涯に 隣依 する /llJ f/: ｴＩｊｾ ， ￮ の撤去にあた

っては 、Nlij 1f Ｎｈ ＱＱＱｾ［ ＡＡｬり、Ｉ， ｾｬｩ 還 を先ｉＺ ＺＮ ｲｲ ち 、欽 Ｇ ｊＧｊＧ の

{主 えを ，没け て か ら 、 ブ レ ー カ ー な と を ITI い て 入 念

に ￭ｬ Ｇ っ たが Ｎ車内取 として 、 ｩ 米イｦＱｊＮ￮ には全く ｊ ｩｽ ｾ 特を

Ij え る こ と が な か った。 また、併休日キの綴?t? と粉

ｉｊ 与 ＱＱｾＺ 放のｼリ ｊ ｉｩーのため、ｻ反｛井 Ｑ ｾ＠ 、には、 シートの l人Jf!!l J

ニ介板ハネルをリ長るなどの岡山ι をした。

なお 、月Wf 本T Ｇ ｊ ｾ の ｪ 並行と ｬ 口 ｊｉｉＡｩ に 、 ｉｆ ｬｉ￮Ｇ合 の全而

｛内 容夫 ｩ ＩＡｩ ｊ ， ｕ ＮｬＯ ￭ 可ー もｦｊ ￭ せ行った 。 これは 旧ｊｩ Ｇｾ今の設 ，￬Ｏ

|ヌ|が 残 って い な い こ と か ら 、 予 j，f，j(I '，} な記録保存の

を，;1沫と、 ial Ｉ亡の ｬ￭ ｦ￯ｾ の参 巧 に ｦｊｾ す るため 、 とくに実

胞 したもので 、' 九社1i J /宝/ ( 図 1 )、 肝 lt ，lj、: 与' 点、与i祭

などかなり ｉｉｾ［ 大な資料にな っ た 。 また 、 併せてレ

ンガ、イイ材、 II j - 世材、鉄材、中Il -i uJ J i l 、Jぶ¥s )-(I支、

名 純 公ilili 、 l防坊火 シヘヤ，Ｇ ｪ 夕一およひび ｩ ｊｬ旧日印 ｊｉ ハ Ａｊ ＧＺｾ 介 ｴ寺＿ に ｼ閃刻す る

文紛献; なとど、の J品訓.れ1

い車初f行{介は}日ゆ別']1川lりlの 機 会 に d淡謀りたい 。
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施工材料の頁

克平観 音

阻現在の施工状況 (52年 7 月)

工事 ｬ よ現 ＺＨｅ 地階の躯ｻヰ工 Ｇｊｾ が完了し、地 ｊＭＮｬ Ｏ精

の 組w工 '1与中て企あるが( 図 4 ) 、 保存工、I( として

は 解 体 か ら 補 強 と い う 一 つの lねを選え、これから

いよいよ、保存墜と新築本体との結合から、復元、

改修という: ¥} : 医的にも重大な局面にさしかかる 。

したがって 次 一号では 、 こ れ ら に つ い て く わ し く 報

侍 す る こ と に したい 。

( かんのん

置保存壁の補強 と養生

エー ｪｾ ｬ ｬＧ における ｦｾｭ 立 の安全 ＧＯＧ Ｑ ー に 対 する 配慮は、

r  f，'li造 の 氏」 に み る i!Jlり で あ る が 、 解体 1-1-1に おけ

る保イ ｦｾ 遣の ＱＱ Ｑ￬強と縫ｪＺには、とくに気を配 っ た 。

たとえば、内庁/1間仕切壁および似イ子外壁に発見さ

れた肯い( [ l 裂への附Imi 巨人による補償、道路から

の I::I Eによる 旧壁J . ni症の 移動 防 止 の た め の 必 カサ

「構造の兵」でみたように、 ｬ リ ｬｩｦ［ ＰＡ築の ｉＨｲ￮［［Ａｾ を

外 壁 に 残 しつつ !λ ，1i'il) を現代 の 機 能 に 適 応 す べ く ー

新するという，i / i 岨は、 liijf列がほ と ん ど な い た め 、

郵 政 行 建 築 部 で プ ロ ジ ェ クト ・チ ー ム を 縦IJJ i:l..、

也、 l奇 術 進 ・投 f: iii '  I/I!i [ の名 )j，市か ら総 介( ，' ，) に検

討 し て 完 成 した も の で あ る が、I/I ! i [ の訂 11同に あた

っては 、(1 )旧J i'合の解体、 12) ｛Ｇ ｉｾＧｉ Ｇ における保作

壁の補強と長生、 (3)f，反，i生，i /刷、 (4Hi 直行i:' i /I 分の修復、

(5)旧 形 の 彼 Jしおよび改修な どについて 、品目lrf; な検

言すが重ねられた 。 さらにＧ人 ｉ［ｾｾ の ｔι ｉ ￇ にＭＭｅ つ ては、

旧 外 観 の :':/1分的似イf を完遂す るため 、 11 ド、 Jj 全

をl 手くしているところである 。

つきに、その ｗｻＧＨｉＢｽ ＾ｊＺ ｬｩ￭ 匝工 Ｔ 火 ｩｬｾ を工・ Ｑ ( I_l/)J )j か ら、

かいつまんで Ｇｾｕｦ 与する 。

旧 レ ン ガ 墜 を 部 分 的 に 残 し、また 1写川] う定の 旧

材 に 破 損 の な い よ う 、 快 重 に 解 体 ・撤 去 を進 めた 。

lリli台のレンガ /IJ 出は 73. 外に強初で、 +1j:1I 1レンガの

- 旧庁舎の解体 (51年 5 月- 10月)

郵政芋 ｩ 建築部， Ｑｾ ， ￬ 十諜Ｉかつひら

x  

ヘボルト破断またはヲリープ

， 250 ， 

x  y にζ γ

D - 16  z/ じ

レンガ壁画に垂直I里込

P  

応 力 度 6 荷重 P

(I /Cnl) ( 1) ， 

Ｔｾ＠ a j，l ，Y  
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試験結果の考察

11)垂直I里込ではレンガ壁画の剥離前にボルト

が降伏点に到達する

(2;60・1里込ではレンガ壁画の局部庄漢が先行

(3)穿孔埋設位置による耐力の差異はほとんどない

包

- 旧庁舎の概要

旧 f!f' J ;( 1i15重!5( 出γu: rnll)

( IIJI 治3511:，峻[ )

ｾ［Ｈ占 ｾＵＢｩＧｬＧ J;(I'( 条通 ｾｕｉ ， ｩｊ 院

( 現 M 也)

3，358m'  

本館 : レンガ治

J也l、l 断、地 1: 2  W. 

3，294m'  

(別館は49t[ に倣よずみ )

・新築工事概要

術造』見以 R C  ( ー : ; I¥SRC )

地ド l 断、 I也1-_ 3  W. 

8，900m'  

郵政大国 ｲｦｊ ￎｽｾ 築 ｩｾ ｪＩ

大林組

昭和51年 3 月23日 ~

昭和53年 3 1' 115日

( 旧館取りこわしは

昭和51iF IO月10日まで
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F匝 工

工 JYI

ア ンカーボル ト引き抜き試験結果図 2

実測短言十回

3  F  

2 F  

完

工

(

3
月

何

回

)

図 1

8 月6 月4 月

52年

2月12月10月

旧庁舎解体 解

{吉田 園 園 圃 副司 坐

V 実用問調査 官 手

準備

. 工程表

5 月

51年

3月

-

)

着

工

(

3
月

幻

自

)

現在の施工状況図 4保存壁補強鉄骨図 3

ー・・ 1完了部分

ア ン カ ー 柱 列 連 続 竪 掘 削 工 事 切 梁 解 体
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ケーフルの選定 丸形と平形があり、平形の方 響を防止するために養生を十分考慮する必要があ

3 6  

コンクリートの直埋ケ

ーブル施工法 中 島 勅 夫

1  社会的背景

f詰近の建築施工技術の動向をみるに、高層ビル

やマンションなど建築の多機化に対応するため、

工法・材料の両面から追求を加え、きわめて省力

化 されたシステム工法が開発され、工HJJ の短紡と

コストダウンを図る方向で一般化しつつある 。

屋 ｲｾ ｲｩ Ｚｲ 気設 備 工事においても「施工技術の革命」

をテーマに数々の現場施工の省力化工法が追求さ

れている 。 そのーっとして、ここに紹介する直埋

ケーブル工法が各方面から注 U を浴び、多くの話

題 を提供している 。

この工法は 、従来多年にわた って償習的に施工

されていた 、管 を埋設して電線を通す、という恨

本思想から抜け出した発想ｾの転換がもとにな っ て

いる 。 これは、最近の211路資材の発達、 7E気設備

の負荷のI国大と多様化、設備に対する社会的要求

を考え合わせるとき、コンクリー卜建造物に対す

る電気配線は、引 き伴えが容易にできなければな

らないという回定概 念をかなぐり捨てる必要性が窓

生じてきたことにほかならない。

i直埋ケープル工法は、数年にわたる研究を経て、 。

Ilj'.年 10月に J 1  S  規絡の市11定がなされ、電気設備

技術基準に正式な工法として認められ、施工実縮 、

も. { j : 々と延び、施工技術も峨立されつつあるが、 ;  

まだまだ第一歩を踏みだしたにすぎない。本工法 ;

のキ怖を最大限に活用するには、本工法の弱点と電

が廉価であるが、後続処理の容易さ、延線時のね

じれ防止 、安定 した強度などを考えると、丸形の

方カザ厄工t l : がよいといえる 。

ボックスでの嬢続処理 分電盤の 2 次 fJli J配線と

いうのは分岐按絞箇所が多いため、ボ y クス内で

の接続処理の容易性 - 係実性を追求することは、

非常に霊安ーなポイントであり、ここに接続部品の

統ー が必必ーとなる 。 しかし現状では 、各メ ーカー

ごとに税絡がバラバラであるため 、今後の諜題と

して倹討すべきである 。図- 1 にボ y クス 内処埋

の_ .j9Uを示す。

図 ー1 ポッヲス内処理

ケーフルの支持 ケーブルは鉄筋に沿わせて布

設するのを l京J ! l J とし 、ケーブルの鉄筋への結束は

1 m以内 とする( 図 2 参! ! の 。支持が不完全だと、

ケーブルが仮枠材に接触 したり、ボ y クスからケ

ーブルがJJ J ，i . 浴するなどの原因となる 。 また 、 あま

り長い距離を鉄筋に沿わせることも 、建築の構造

を損う j京凶となるため、事前打ち合わせを十分に

する必要ーがある 。

(鉄筋ピッチ)

みられる部分についての十分な思解とこれに対す

る対策が用意され、さらにおのおのの現湯におけ

図 - 2  ケーブルの結束

る創意工夫が反映された うえで、なおかつ 、建築 ケーフルの立上げ・立下げ配線 ここで注意す

設備としてのトータルな協力が必要である 。 ることは、ケーブルの仮枠接触に よる損傷 と、n

本工法を金属管工法と経済比較すると、労務而 継ぎコンクリート壁の型枠補強材 を固定するため

では約35- 45% の省力化 となり、 材料商でも今後

大量生産によるコストダウンは十分可能であると

考えられる 。

のコンクリート釘による損傷であり 、これ を遊け

るため図- 3 のような配線を行う 。 また、立上げ

ケーブルの必要亘長を束ねて置く方法は、長期間

り、とくにコンクリートとの接触部分は注意を要

する 。

P C板工法 P C板 における直埋ケーフル工法

では、実際の施工よりも設計段階から P C板承認

図作成段階ま での打ち合わせが一つの大き なポ イ

ントとなる 。つまり、打ち合わせ段階で配線ルー

トの検討、ジョイント部分のケープルの接 続方法

の検討などを 十分に行 っておくことが、よい施工

をするための鎚となる 。

3. 問題点とその対応策

コンクリー卜打設前 コンク リー卜打設前のス

ラフ干上では、鉄筋工、仮枠工、土工その他各職種

のものが作業を並行して行うので、ケーブルの結

束不良や養生ミスなどによるさまざまな障害が考

えられる 。 このため、 問題 と忠われる箇戸斤、問題

となる可能性の大きい箇所についての検 査 および

管理を徹底し、不良箇所の早期発見を心がけるこ

とが最も重姿なことである 。

コンクリー卜打設時 コンクリート 打 設H寺の衝

撃に対する配 意が必要 となる 。すなわち 、ケ ーブ

ルそのものはコンクリー卜重誌による衝撃、作業

員の踏み荒らし程度には十分耐えら れるが、ケー

プルの固定ミスによる型枠への接触、 立上け句 ・立

下げ ・打継ぎケーブルの養生ミスによる 外傷、 パ

イプレータ ・ジョレン 竹t奉による 外傷、 さらに

コンクリート圧送用ノ f イプをケーブルの上に配管

したり打ち落とすなどの衝撃 を考応、し なければな

らない。

この対応策としては、コンクリート打設前 ・打

設時の検査および管理を徹底させることと 、建築

業者の ｴ ｨ｢ 力をｾ話する 以外に はないといえる 。

コンクリート打設後 コンクリ ト打設後の 問

題点は 、まず立上け‘ ・立下げ ・打継 ぎケーブルの

愛生があげられる 。 これに対しでは管理面を強化

することによりかなりの効果が期待できるが、さ

らには、あらかじめ図 - 3に示されているように 、

ケーブルとコンクリートの接触部分はピニル管な

どで保護したり 、打設後赤〈塗った箱をかぶせて

養生するなどの配!者 を行い、他業者の協力を得る

ことによりほぼ問題をなくすことは可能となる 。

また 、管理強化だけでは防ぎきれ ない問題と して

室内造作作業によるトラブルが考えられる。こ れ

には、窓枠などの開口部附近に配線したためコン

クリートはつり 、溶接な どの影響を受ける ことに

ここでは 、本工法の 問題点、を 中心 として 、 その

概要を述べることとする 。

になるとケーブルの自重、他動的な衝撃 による彩 φ  

なったり 、 またホール インアンカー打込みによる

2 . 本工法を理解するための予備知識

本工法は配管工法に較べて非常に省力化され、

作業そ のものは簡略化されたが、それだけに危険

度も大きく、初歩的な作業ミスも許されない工法

といえる 。

本工法の対象分野 低庄屋内配線の分岐 l' 可路、

すなわち分電鍍の 2 次イ!!I J配線のみであるためケー

プルサイズも 14m品以下とな ってい る。 この点から、

マンション 、共同住宅なとに効* 的 であるが、 一

般ピルにおいても配管工法との併mにより卜分に

1m待できる 。
図 - 3  立上げ・立下け宙線

傷害などがある 。

この対応策としては 、自己主泉 ルー トをあらか じめ

関口部などの室内造作の可能性がある位置より距

離をとるなどの配慮が必要で、ホールインアンカ

ーに 対 しては 、イ ンサートを入れてアンカー打込

みを極力少な くするよう 要請するとともに 、 ケー

プル布設H寺にコンクリートのかぶ りを多くもたせ、

アンカーカずとどかないようにする 。 また、 コンク

リート打設後の配線ルートの変更は 、施工前の打

ち合わせを密にし、正確な施工図を作成すること

により 、ある程度= の対応は可能とな る。

( なか じま のりお大阪活気1堤防 kk 技術本部)
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そ れ ぞ れ の 柿 造 物 で三段 階 手 法 に よ る 人 間 空

間 化 を 検 討 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。 本 論

では、道路を中心として、 三段 階 手 法 に よ る

人 間 空 11日化を検討してみることとする 。

〈都 市 構 造 物 の 設 計 手 法 n ) 2)  基 本 構 造

前 回 は 、 都 市 構 造 物 を 設 計 す る 場 合 に 、 そ の

建 設 さ れ る 地 域 の 特 性 を 把 握 し 、 そ の 特 性 に

あ っ た 構 造 物 を 考 え な け れ ば な ら な い と い う

ことを述べた 。具 体 的 に は 、 地 域 特 性 の 婆 出

や そ の 把 握 法 及 び 地 域 特 性 に ど う 対 処 し て い

くのかについて考えてみた 。

村 田 孝 氏 は 、 そ の 箸 “ 都 市 と ラ ン ド ス ケ ー ピ

ング" において 、「都市美を左右する要因が形

以 上 に 、 そ の 歴 史 性 や稀 少 性 に あ る と い う 兄

方は、私の主観にすぎないのかもしれない」

と若干、謙そんしながら述べておられるが、

こ の 歴 史 性 や 稀 少 性 と は 、 ま さ に 地 域 特 性 の

中 か ら 生 ま れ てくるものと思われる 。 逆に、

地 域 特 性 を 考 察 す る 中 か ら 歴 史 性 や 稲 少 性 の

ある構造物を生み出していくことが必要で、あ

る。

こ の よ う に 都 市 構 造 物 と 地 域 の 関 係 を ふ ま え

つ つ 、 今 回 は 更 に 、 都 市 構造 物 の 人 IHI空 間化

の 手 法 と い う 「 芸 術 的 技 術 」 に つ い て 検 討 し

て い く こ と と す る 。 ( 稲 毛 政 信)

1. 人 間 空 間 化 の 前 提

1)  人間と 構 造 物

神 戸 都 市設 計 資 料 研 究 会

表- 2 “ 現 代 の 都 市デ ザ イ ン" の 手 法

まき散らす

都市のパタ ーン
押E守c ，こ'11IJ る

総 体

成長の形態

i盟 担 問E市を計画する

間Hl i のエレメ ント
1  閉ざされた空間

部 分 2.  ，聞かれた登山1

ｾＱ Ｑｦｊのリズム
3 .  ｾイナミ ｹ クＧｚ ｾｲｵｊ

1  

内i(外(直I沼"怖樹自般1t拍3fかかヒ、のらら旦J主レのの耳宰ミー秩過F力)  Eル序傘"8Eイ;;ヒ)  

間s，nのシ ステム
2  

煤 体

w介の技術

3  

の磁 f配

道 路 を 設 計 す る 場 合 、 ま ず 道 路 を 総 体 と し て

と ら え 、 そ の 基 本 構 造 を さ ぐ る の が 普 通 で あ

る。 共 体 的 に は 、 な ぜ 道 路 を 建 設 す る の か に

始 ま り 、 道 路 の 各 種 機 能 を 追 求 し て い く 。 そ

ういう中から、道路の附只構 成 及 び 車 と 自 '1ぷ

1 I I と歩行者のヒエラルキーや、返す位也、線

型 、 勾 配 と い った 道 路 の 基 本 構 造 を 検 討 し て

いくだろう 。

このH寺点での人 /]日空間化の手法は、 一 つ に は

総 体 と し て の 統一 及 び 調 和 を ど の よ う に 形 成

していくかということと、一方において、 地

域にどのように合わせていくのか、: 侍に自然

こ の 方 法 で 都 市 が 総 て デ ザ イ ン で き る と は 忠 条1' 1ニをどう 取 り 込 み 生 か し て い く の か と い う

わ れ な い が 、 こ の 総 体一 一 部 分一 一媒 体 と い ことにあるように思われる 。写 真 ① 、②は、卒中

う三段 階 手 法 は 、 あ ら ゆ る 物 を デ ザ イ ン す る 戸市須磨区にある! 雄前進の写真である が 、 111

場 合 に 応 用 で き る も の と J41われる 。 つまり、 に昔あ った 武 庫 離 は に 海 か ら 一 直 線 に 道 路 を

あらゆる物は、種々のｾ紫Ｈ ＱｾＱＱ 分Ｉが何らか 通し、 UI と 海 を 倍 長 し て 気 持 ち の 良 い 巡 を 造

の つ な が り ( 媒 体 ) で 結 び つ け ら れ た も の の っている 。更 に 両 側 の 盆 栽 風 に 刈 り 込 ん だ 松

集ま った も の ( 総 体 ) で あ る か ら で あ る 。 も、この道に 一 種独特の雰囲気を与えていゐ。

この 三段 階 手 法 で 、 更 に 小 さ い 単 位 、 例 え ば

「閉ざされた空間」についてや ってみるとか

とい ったように、次キとノl、さな lii {立でf子う中

で、自 ｾｬ 市全体もデザインされるものと忠われ

る。 その中のー っ と し て 、 伺5市構 造 物 も位誼

づ け ら れ る だ ろ う ( 表- 3) 。

表- 3 都 市 デ ザ イ ン

「都市 J r閉ざされた空間 J r建物 J rレンガ壁」

芦原義信氏は、 “ 外部 空 間 の 構 成 " の 中 で 、 視 J  

点と建築との水平距離に関する研究として、

表ー1のように記述している 。 これによると ー

車干の建築物も見る人との距離により、f J . 1味 が

迷 ってくることがわかる 。

表ー1 視 点 と 建 築 と の 水 平 距 離 に 関 す る 研 究 2 .  三 段 階 手 法 に よ る 人 間 空 間 化

水 平 距 離 20- 3 0 mまで 一軒一軒よく織目 IJ できる 。I 1)  都 市構 造 物設 計の 三 段 階

1 0 0 mまで建築として印みに残る 。 I 三段階手法を都市構造物に適用し、 表 - 4の ご

6 0 0 mまで主I!築のスカイライ ン

としてよく見える 。

1，20 0 mまで建築群としてよく見える 。

1，2 0 0 m以上都市対観として見える 。

こ の よ う に 都 市 構 造 物 を 考 え る 場 合 、 人 間 が

そ こ で 生 活 し 、 感 じ 、 見 る と い う こ と が 前 提

となっている 。 つ ま り 、 織 や 烏 が そ の柿 造 物

と関係するのではなく 、私 達 人 聞 が 関 係 す る

と い う こ と が 重 要 で あ る 。 更 に 、 こ の 表 に よ

ると遠くなれば、「スカイラインとして」とか、

「群として」とか、「景観として」というよう

に、個々のものを総合化していく )J が人間に

内 在 し て い る こ と が わ か る 。

以 上 の ご と く 、 私 達 が 都 市 構 造 物 の 人 間 空 間

化 の 手 法 を 考 え る 前 提 と し て 、 ① 人 IUI 感 党 の

尊 重 と ② 人 間の 総 合化カ の尊重が重要である 。

2)  都 市 デ ザ イ ン

一方、 “ 現 代 の 都 市 デ ザ イ ン " ( 都市デザイン

研究体著) において、「われわれは都市をそ の

総 体 一 一 部 分一一一媒 体 の 三 つ の観 点 か ら 分 析

していくことにしよう」ということで、、{ 悶々

の 事 例 が 述 べ ら れ て い る 。 その内容を 表 - 21こ

強 引 に ま と め て み た 。

とくまとめてみた 。 こ の 表 で は 、 総 体 を 基 本

t荷造と読み変え、煤f本を 基 本精進と婆索を つ 3)  要 素

なぐ意味で中 1mに 古 い て い る 。 この 三段 階 手 基 本 構 造 を 大111 ] にとらえていく 一 方 で 、 道 路

法 は 、 そ の 対 象 と す る も の 、 例 え ば 道 路 と い を 構 成 し て い る 個 々 の 要 紫 を 一 つ 一 つ 検討し

った 線 的 土 木 構 造 物 や 、 建 築 物 と い った点的 で い く こ と も 重 要 で あ る 。 表にあるごとく、

構造物では、そのと ら え 方 が 表例 の ごとく若 舗 装 や ガ ー ド レ ー ル と い っ た も の だ け で は な

下異なってくる 。 く、沿道を形成して い る も の 総 で が 、 道 路 空

表 - 4 都 市構 造物 設 計の三 段階

¥ 
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n日の桝成要紫である 。

こ の 場 合 の 人 間 空 間 化 と し て は 、 ま ず 要 紫一

つ一 つ の 道 路 に お け る な 味 を 追 求 す る 一 方で・、

そ の 要 素 そ の も の の 質 の 検 討 が 必 要 で あ る 。

まず人 f/fl に親しみを 則 す も の で あ る か。 多織

で 変 化 に 富 ん で い る か。 人が楽しくなるかと

い った人/ 1 : ] と物との関係での検討が必嬰であ

る。例えば、 写 真 ③ 、④は、イギリスのステ ィブ

ネ ジ - ニ ュータウンのよ也区センターからのI也

下 道 で あ る が 、 こ の 壁 を 単 な る コ ン ク リ ー ト

の 墜 に し て し ま わ ず に レ リ ー フ の プ レ キ ャ ス

ト板を使 って? 視しみのあるものにしている 。

更 に 写 真⑤ ~ ⑩ は 桂 雌 宮 に 兄 ら れ る 各 種 の 図

絡 で あ る 。 あ の 狭 い 庭 園 の 中 で 、 様 々 の 変 化

を 見 せ る 図 路 は 、 歩 く 人 を 飽 き さ せ ず 、 常 に

新 鮮 な 気 持 に さ せ て い る 。

4)  媒 体

「個々には、いくら美しいもの( 機能的、良

いもの) であ って も 、 必 ず し も 総 体 と し て 美

しいものであるとは限らない 。 しかし、主主f本

と し て 美 し く あ る 為 に は 個 々 の 構 成 要 紫 が 美

しくなければならない」と 言 われるごとく、

基 本 構 造 と 婆 紫 に つ い て は こ れ ま で よ く 検 討

されているが、「媒体」については余り検討さ

れ て こ な か った。

基本構造は、ｾ紫に対して「総体としての統

一 感 及 び 捌 利 を 高 め よ う 」 と 働 き か け る 。 一

方 、 安 索 は 基 本 構 造 に 対 し て 「 要 紫 の 多 様 さ

及びアイデンティティをおめよう」と{ 励きか

ける 。 一方 人 聞 は 、 そ う い った構造物に対し

て 「 各 種 の 行 為 が 快 適 で あ る こ と 」 を 嬰 求 し

ていく 。 そうい った三 方 か ら の 中 間 に 位 置 す

るものが媒体ではないかと忠われる 。 これを

図にあらわせば、 表- 5の ご と く に な る 。

表- 5 媒 体 の 位 置 づ け

| 基 本 構 造 |  

統 調

感 和 1，.. A  

媒 体 ぐ 行 為 の 快 適 性

- 1( 多 r- ， 

1f t 革

コ可/ 性

ーー

要 素

個 々 の 袋 紫 が 、 ぱ ら ぱ ら に 存 在 す る だ け で は

空 間 が 成 立 し な い が 、 媒 体 は そ こ で 人 IHl が何

かを行えるような空間単位を示しているよう

に思える 。つ ま り 媒 体 と は 「 人 間 の 行 為 に お

いて、安紫と婆紫の日:1 に生まれる空間単位」

と 言 え る だ ろ う か。 も っ と簡単に言えば、巨

てな空 11: 1の 中 に あ る 「 と り つ く し ま 」 と い っ

たものだろう 。 こ の 媒 体 に お い て は 、 個 々 の

要 紫 の 材 質 は 問 題 で な く 、 要 紫 1:: ]の 空 間 関 係

が問題とな ってくる 。

写真 。 ~ ⑬ は 、 種 々 の バ ス 停 で あ る が 、 パ ス

を 待 つ と い う 人 聞 の 行 為 に お け る 空 間 単 位 と

言 える 。 こうい った 空 間 単 位 は 基 本 構 造 と 要

素 を つ な ぐ 中 間 体 と な っている 。 この段階に

おける人 間空間l化 とは、この媒体をも っ と多

く婚やしていくことと、 I瓜{ 本を人/::/ の 行 為 に

合 わ せ 快 適 な も の に し て い く こ と と 言 える 。

写 真 に 見 る バ ス 停 は 単 に ポ ー ル だ け を 立 て る

の で は な く 、 待 つ た め の 各 種 の 配 慮 が な さ れ

ている

;J1 @  

3. 人 間 空 間 化 へ の 道

以 上 述 べ た ご と く 、 構 造 物 を 三段 階 に 区 切 っ

て 、 そ れ ぞ れ で 人 間 空 間 化 し て い く こ と が 必

要であり 、 そのどれ一 つ が 欠 け て も 人 間 空 間

化 は 、 実 現 し 得 な い 。 そうい った 中 で 、 特 に

「媒体」については、現夜、余り検討されてい

ないので、各種構 造物について、更に深く検討

していく必要がある 。 この検討より「媒体」

概念をより明確にしていくことも可能で、あろ

う。 こ の よ う に し て 種 々 の 構 造 物 を 検 討 し て

い く と 、 ま だ ま だ 多 く の 点 に 配 慮 が 足 り な か

ったことカ旬開らかにな っていくことだろう 。

しかし、この 三段 階 手 法 も あ く ま で 手 法 で あ

り、 i12- 後 l立構造物設計者の芸術的技術に頼ら

ざるを得ず、 一 方 で は 設 計 者 自 ら の 自 己研 さ

んが必要である 。 良いものを見て目を』巴やす

と か 、 多 く の 実 践 の 中 で の 試 行 錯 誤 等 、 設 計

者 の 技 術 力 の 向 上 も 見 逃 せ な い 。

更 に 表ー3で 見 た ご と く 、 構 造 物 自 身 も 都 市 に

と っては 一 個 の 要 素 で あ り 、 そ う い う 意 味 で

都市にと っての意味を深くみつめて い く 必 要

もある 。I引 υl で 種 々 検 討 し た ご と く 、 構 造 物

は、例えば、借景とい った 手 法 で 地 域 を 取 り

込 む こ と 、 つ ま り 、 外 部 経 済 を 内 部 化 す る こ

と も で き る し 、 逆 に 地 域 に 花 壇 を 提 供 す る と

い った よ う に 「 貢 献 す る 」 こ と も で き る 。 こ

の よ う に 内 部化 したり内宮15化 さ れ た り と い う

ように、構造物J 自 身 は や は り 郎 市 の 中 で は 社

会 経 済 的 存 在 で あ り 、 そ の こ と を 抜 き に し て

はデザインを考えられない 。つ ま り 、 社 会 経

済 的 な 位 置 づ け を 絶 え ず 行 い つ つ 設 計 し て い

くことも重要である 。

以 上 、 こ の よ う な 具 体 的 検 討 の な か か ら 、 現

在 の 社 会 的 通 念 や 、 設 計 の 型 を 破 り つ つ 、 よ

り 人 間 的 な 構 造 物 を 生 み 出 し て い く 努 力 が 必

要である 。 こ れ ら は 現 在 、 都 市 lこ住む多くの

人 々 よ り 強 く 求 め ら れ て い る の で は な い だ ろ

うか 。

な お 、 本 論 の 基 本 的 発 想 は 京 都 大 学 の 三 村 浩

史 先 生 よ り ア ド バ イ ス を 受 け た も の で あ り 、

誌 上 を おf廿りしまして厚くお礼 申 し 上 げ ま す。
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施工材え、タイルを創る-

害

I na 伊 奈 割 問 練 武 宮 社

主思表の合理i l負強むとともに、タイル工事に

ついても古ιEの簡易化が要求され、同時に剥

離、白翠ま見象などの防止に大きな期作が寄せ

られています。 またタイルについても、色、

汗到犬、 テクスチユアなどにオ叫勿を・・・・・ ・との強

い希望があらわれています。

伊奈製陶では、そうした要求にお応えすべく、

工法およびタイルの研究開発に取り組んでま

いりました。 鈎藍対鶴館ビル、日本生命笹島

ビルはその成果σ〉一例です。私どもは今後も

タイルがより安心して使われるよう、更に研

究開発に努めてまいります。 ご期待ください。
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24日 4 時 - 5ff寺 於 会 館 集 会 室

出席 者 福田副会長、松村編集理事主幹、

中村委員長ほか 3 理 事

議 事 本 年 度 の 編 集 の あ り 方 と 収 支 状 況

出 版 委 員
ム一

A

打 合 会

9 日 121時 半 - 21時 於 会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 小 林 委 員 長 京極氏( 学芸出版社)

議 事 技 術 選 舎 の 進 行 状 況 と 編 集 実 務

編 集 委 員
-6. .  

M 

広 告 企 画 小 委 員 会

9 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 尾 勉 副 委 員 長 ほ か 7 名

殺 事 ( 1) 定期広告の増収計画

(2)  7 月号「照明設備」特集関連特別広告

(3 )特 集関連特別広告について

は) 小特集の企画

作 品 作 風 小 委 員 会

11 日 4 時 - 61時 於 会 館 集 会 室

出席 者 大辻副委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 6 月号身障者特集関連の作品について

(2 )  7 月号新建築作品について

(3 )f待機造特集 ( 8 月号) 、医療施設特集( 米

定) の候補作品

事 業 委 員

-6. .  

M 

広 報 小 委 員 会 研 修 分 科 会

9 日 61時- 7 11寺半 於 会 館 3 階 会 議 室

出席 者 市川副 委 員 長 、 佐 藤 ・ 南 両 幹 事 ほ か

4 名

議 事 (1) A S  T M研 修 会 収 集 ア ン ケ ー ト に つ い て

(2 )本年度の研修会企画について

(3 ) そのほか

(4 )本年度の研修会企画について

(5 )そのほか

見 学 会 小 委 員 会

12 日 61時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 沼 田 別 委n長 、 水谷 幹事 ほ か 5 名

誠司王( 1 ) 4 月に実施した見学会の報告

(2 )  5 月の企画報告

(3 )  6 月、 7 月の企画について

(4 )本年度の企画についての剥懸

(5 )そのほか

広 報 小 委 員 会 P R分 科 会

13日 61侍- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 原 見 ・ 奥 村 佐 藤 各 幹 事

議事( 1 ) 第36回展示写n について

(2 )第 37回以降の展示写真について

(3)その II か

若 い 会 員 の 集 い 第 3 回 分 科 会

16日 61時半 - 101時 於会 館 3 階 会 議 室

出 席 者 ゲスト 中嶋緋師、大久保主主Eほか

3 名

議 事 ( 1) r音環境」の企画について

(2 )会 告原 稿 の 検 討

(3 )そのほか

議 事 (1) 52年度住宅展資料小委員会活動 に つ い て

(2 )  r住宅の庭」仮称、スライド作成のイ牛

( A ) 7 イホーム見である記、 外 上映

住 宅 展 小 委 員 会

25日 51時50分 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山下小委員長ほか 6 名

議 事 ( 1) ffi 14回 よ ろ ず相談住宅展に| 測する件

建 築 デ ー タ シ ー ト委員会

D グループ打合会

10日 正 午 - 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 藤 井 幹 事 ほ か 5 名

議 事 (l )T. U.V . W工事にあ、ける分類項目の適 否

について

(2 )工事別シートの粗密の調豊富についで

(3 )そのほか

建築データ シートハンドブック説明会

( 鉄筋・鉄骨工事)

20 日 1 時 - 3 時 於 会 館 地 下 室

出席者 兵 塚 別 委1" l . 長及び、新日銀 ・川 鎖 ・

住 金 ・神 鋼 ・ 日 本 鋼 管 の 掲 載 会 社

5 社 6 名

議 事 (1) 掲載 シートの原稿見直しについて

委 員 会 I  (2)原 稿 提出期限に ついて

17日 6 時 - 7  U寺半 於 会 館 集 会 室 I  (2)出版賛助金に ついて

出 席 者 建国委員長、 三 品・堀田 ・市 川 ・森 下 I (4 )そのほか

各 副 委 員 長 ほ か 4 名 |  企 画 分 科 会

議 事 (1 ) 各小委員会 の 事 業 報 告 及 び 本 年 度 の 事 業 I 26日 正 午 - 2 時 半 於 会 館 地 下 室

企画について |  出席者 酒 井 幹 事 ほ か 4 名

(2)そのほか | 議 事 ( 1) ポスター 、チラ シ作 製 に ついて

若 い 会 員 の 集 い 第 5 因 企 画 打 合 会 I  (2)各 グ ル ー プ の作業進捗状況に つ い て

19 日 I  時 半 - 4 時 半 I  (3)総 合 目 次 ・索引について

於アメリカ文化センター (4 )そのほか

出 席 者 瀬 戸 本 主 査 ほ か 4 名 |  建築データシートハンドブック説明会

議 事 ( 1 ) r建築家以外の人の話を聞く J のゲスト I  ( 鉄筋 ・鉄骨工事)

に内定したローレンスハルプリン氏の記 31 日 2 時 - 3 時 於 会 館 集 会 室

録映画を見る |  出席者 其 塚 副 委 員 長 及 び 滋 賀 ボ ル ト ほ か

(2)開催企画についで |  掲 載 会 社 6 社 7 名

ディス1 J . . パ一大阪イラストマ ップ制作 | 滋 事 ( J ) r建築データシートハンドブック版」 出

19 日 61時半 - 11時 於会館集会主主 |  版についての趣旨説明

出 席 者 赤木主査、コラムデザインセンター I  (2)縄戦シートの原稿見直しについて

i df圭氏ほか 8 名 (3)申込み婆領について

若 い 会 員 の 集 い 第 5 回 企 画 分 科 会

26日 6 時 半 - 9 時 半 於 会 館 3 階 集 会 室

出 席 者 瀬 戸 本 主 査 ほ か 4 名

殺事( 1 ) ゲストの交渉についで( 報告を含む)

(2)今後の企画の進め方

若 い 会 員 の 集 い 第 4 回 企 画 分 科 会

30日 6 時 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

80寺- 10時 半 於一心 寺

出 席 者 千葉主主主ほか 2 名

ゲスト 高口然行氏

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会 | 殺 事 (1) 大阪芸能センターを考えるの企画につい

10日 6  U寺- 9 時 於 北 浜 ビ ジ ネ ス 会 館 |  て

出 席 者 森 下 副 委 員 長 、 印 藤 ・瀬 戸 本 ・ 千 葉 各 (2) ゲ ス トの交渉及び打合せ

幹 事 ほ か 15名

議 事 (1 ) 本年度第 1 回第 2 回の 企 画 に つ い て 報 告

(2)本年度の年間企画について

(3 )年 間 企 画 と は 別 に 海外 研 修 について

(4 ) そのほか

広 報 小 委 員 会

118 61時一 71時半 於 会 館 集 会 室

出席者 市 川 副 委 員 長 、 原 見 ・奥 村 各 幹 事 ほ か

5 名

議 事 ( 1)第35回 写 真 展 示 実 施 報 告

(2 )第36回以降の展示写真について

(3 )A S T M研 修 会 実 施 報 告

(3 )そのほか

住 宅 委 員
ム

玄

委 員 会

10日 51時50分 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほか 17名

議 事 (1)各小委員会活動について

( 住宅展、資料、総務)

(2)第 14回よろず相談住宅展に関する件

住 宅 資 料 小 委員会

24日 51昨日分一 811寺 於会館・集会室

出 席 者 岩 本 小 委H長ほか 4 名

(4 )原 稿 提出期限について

( 5 )そのほか

法 規 委 員
A

E

 

委 員 会

16日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 市 川 委 員 長 ほ か 10名

議 事 (1 ) 自己紹 介

(2)本年度のとりあげるべきテーマ 、 アンケ

ート結果

(3 )次回委員会について

建 材 委 員
ム

冨

正 副 委 員 長 会 議

11 日 5 時 半 - 81時 半 於 会 館 3 階 会 議 室

i出席者 山田委員長、牧田・元木両副委員長 II

か 2 名

議事( 1 ) r新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー 」 の 運 営 方 法 に つ

いで

(2 )  r新建材紹介コーナー」に| 刻するアンケ

ートの具体的方法について

(3 )今後 の 業 務 方 針 に つ い て

(4 )そのほ か

委 員 会

27日 5 時 半 - 8 1時15分 於 会 館 集 会 室

住築と社会/ 1977年 7 月号 71 



出席者 山田・元木正副委員長ほか 13名

議 事 (1) 正副委員長会議の報告について

(2)  r新建材紹介コーナー」に関する アンケ

ー ト集計中間報告

(3 )  r アルタリー卜 J ( チ y ソ( 紛〉についての

検 討

教 育 委 員

. 6. .  

ｾ＠

工高生教育小委員会

17日 4 時半 - 9 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 斉藤副委員長ほか 3 名

議 事 (1)昭和52年度工高生デザイ ンコンクー Jレ設

言十課題について

(2)そのほか

24日 4 時半 - 8 1時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 斉藤副委員長ほか 3 名

殺事 ( 1 )昭和52年度工高生デザインコンクー Jレの

募集規定案について

(2)そのほか

見 学

. 6. .  

ｾ＠

京都・高台寺の茶室と重文建造物の見学

14日 2 時一 4 時半

参加者 48名

講師 京 都 府 文 化 財 保 護 指 揮 委n f回 忠 夫 氏

帝 塚山学院 大学教 授 工学 博 士 岡 凹 孝 男 氏

若 い 会 員 の 集 い

ディスカバー大阪( その 2 )  

一 大川端散策 泉布観から大阪城公園へ-

21 日 1 時半 - 5 時 半

参加者 24名

ゲスト 京 都 府 立 大 学 教 妓 工 学 問 土 林聖子全 孝 氏

大 阪 府 建 築 部 長 歓 送 迎 会

建築 8 団体共催

2 日 正 午 - 1 時半 於綿業クラブ

出席者 66 名

建 築 業 務 基 準 委 員 会

20日 2 時一 41侍 於 日 本 建 築学会会議室

出席者 山根正次郎委員ほか

殺 事 ( 1 )建築設備技術者の資格問題に ついて

(2)設監業法骨子 (全事連) について

.6. .  

ｾ＠ 計 監 査

18日、 19日の両日、公認会計士昭和監査法人

富島一夫氏によ って 昭和51年度の会計監査を

受〈。

建 築 ク ラ ブ

朝食会

10日 81侍 - 91時半 於大阪グランドホテル

出席者 74名

当日は三和信用金庫 三宅誠一氏より、若さを

伊藤克三氏邸でパラを見る

--

7 2  

企土問廊下より時雨亭をみる (重文)

保つ方滋ヶー60年映画 ・演劇鑑賞を振返 ってー lこ

ついてお話を伺 った。

パラ観賞会

17日 9 時半 - 1111寺 於 伊 藤 克三邸

参加者 15名

役 員 会

25日 正 午 - 211寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本、杉村氏ほか 3 名

議事 ( 1) 6 月朝食会記録に関する件

(2 )河内飛鳥 めぐりの仲

(3 )  7 月以降講師依頼の件

(4 )事務委託費の件

(5 )そのほか

昭和52年度東海支部

通常総会議事録

日 時 昭 和52年 5 月 7 日凶 14:30- 15:40

場 所 東 海 建 築 文化 センター 5 F

愛知建築士会会議室

出席者 10名

戸

レ

ヨ

-
n

一 回支部長、議長となり開会を宣し、直ちに議事

に入る 。

第 1 号議案 昭和51年 度 事 業 報 告 ( 一般事業) 、

昭和51年度事業報告( 特別事業) 並びに昭和51

年度収入支出決 算 報 告 ( 一般会計) 、昭和51年'

度収入支出決算報告( 特別会計) について 、議

長は別添資料を読みあげ、説明を行い、中島庶

務幹事補足説明を行い、質疑応答の結果、全員

異議なく、これを承認した。

第 2 号議案 昭和52年度事業計画案並びに予算案

審議について議長は別添資料を読みあげ、説明

を行い、中島庶務幹事補足説明 を行い、質疑応

答の結果、全員異議なく、原案どおり承認可決

した。

第 3 号議案 支部役員半数改選、支部選出本音11評

議員半数改選について、別添のとおり、それぞ

れ決定可決した。

以上をも って総会の議事を終了したので、議長、

閉会を宣 した 。

5 月 の 入 会 者 ( 敬材峨)

〔団体会員 I 社〕

クボタハウス側

〔個人会員 18名〕

稲 岡 勝二 影J偽 孝 史 倉 崎 延 線 近藤実栄縦

佐 渡 朝一 斉 藤 康 田 中 直 人 辻村車内二

ｾ森新逸 中川 一 滑 川 秀1明 望 月 正 美

平岡 博 藤井之J l 北 荘 脊 也 松岡 等

獄図三代子 山 田 降 明

〔准会長 2 名) ( 氏名怖) I  口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口



暑中お見舞申し上げます昭和問盛夏

設 計 事 務 所 有 志

圃
♂??で A7.R:I 建 築 事 務 所

亀 井 晃 治代表取締役

事 務 所 大阪市南区谷町7丁目 12番地のl 新谷町第 3 ビノレ 2F T E L (06)768- 1771(代1

7 ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 目r 2 丁 目 1 4 - 35 T E L  (07437)3- 6137 

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代表取締役 赤 松 イ|多

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 枝 町 1 2  3  ( 瑞穂ビル ) 電話 06 ( 364 )  5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮 ・ 富 士 ノ 古

株式会社束建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋筋 3 - 67 マチスビル 電話 06 ( 358 )  5598 ・3497

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役
竹 原 永 一 郎

干556 大 阪 市 浪 速 区幸 町 通 2 - 6  ( 清光ビノレ) 電話 ( 562 ) 4343 - 5  

の 顎 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢
折

口

史

固固固 大阪市北区真硲砂、町4特8- 1刊(オオシマビ jルレ川) T Eし (ω06引) 36倒4- 9卯07列附

7 3  



指宿真智雄
大阪市東区南本町 4 - 47 イトウビ/ レ

干 541 T E L  (06 )  252- 1011- 4  

ｾ式会社 建築デザイン
l組l l ! 築士事務所

! UJ 市郎港区麻布台l丁目liff 20号麻布台ユニハウス107号

緑地デザイン

干 106 T  E L  (03)  586- 1311- 4  

隊 式 会 社 技術士卓務所

設備デザイン

京都市中京区柳馬場通御池下る 京都朝日ピル

ｾ式会社 設備士事務 所

干 604 T  E  L  (075)  221- 1101 - 4  

株式会社浦辺建築事務所

代表取締役所長 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 副 所 長 松 村 慶

大| 坂 di 北 限 付'，t 11I 8  i 詐 I也 ・新 阪 急 ピ J レ f包 話o 6  ( 34 1)  1  7  2  7  

以京。 ｉ ｾ 務 所 収 点 者rl T 代 任i 灰 平 河 町 2 ー 7 - 1  ｬｾ 五時ピ ｊ レ

ｴ［ ， ｜ｲ 品 Ｑι ｉ ｾ イＺ［［， ｩｦ ｩＭ NI'; 1，'吋，H ' - 1 ' 央院大手' ， 1 - 9 - 2 7 jf可苦rl ピ J レ

@  
株式会社久米建築事務所

取 締 役 社長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電 話03 ( 403)0251大代表

大阪事務所大阪市 北 区堂島 中 1 丁目 23 番地堂島中町ピル電話06 ( 344 )2096代 表

Jミ コータケ建築設計事務所

所 長
Eコ

ri=iJ 武 、王計

大 阪市 西 区 江 戸 堀 3 丁目 6 番 23号 末 広 ビ ル T  E  L  06( 448 )0178 ・2408

図

株 式 会 社 倉U 美

= . n "  

員又 言十

代表取締役 中 原 英 雄

大 阪 市北 区末広 !I! Tl 7 星 和地 所 扇 町 ピ ル 6 階 TEL 大 阪 ( 06) 312- 3587代 表

(j) 

株式会社

田中

小西
建 築 事 務 所

取 締 役 社 長 小 西 岬

実阪 'J崎 恭 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051代 表

東 京 事 務 所 東京都千代田区神田鍛冶町3- 3(大木ビル内) 電話 (256) 9301代 表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内1の8番39号( 三信ビル内) 電話 (211 ) 4  0  3  5  

大 津 事 務 所 大津市梅林1丁目 4番目号( 滋賀県教育会館内 ) 電 話 (22) 5 3 7 3  - 4  

広 島 事 務 所 広 山 市 大 手 町 2 丁目 7 番 l 号( 三業ビル) 電話 (46) 0  1  4  4  
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市

⑩ 

株 式 会 社 大 建

］ｾ＠
員 又

取締役社長 高 橋 慶 夫

言十

本 社 大 阪 市 l!!l l豆 江/ ; 刷 1 r  IJ 12 1詐8 ｾ Ｚ ［Ｎ安凹生 命 大阪 ピ ｊ レ 大 ｬ 奴 Ｈ ＴＴＱ Ｉ ＹＳＵＱ Ｈ 代 Ｉ

大阪本社大阪市川 ｬ 豆江 Ｏ ｾ ［刷 Ｑ r  Ｑ ｾ Ｑ Ｑ Ｒ 併 Ｘ ｲ［ Ｎ・ ｹＺ ｬ ｬ ｬ ｾ 命大 ｬ 似 ピ ル大阪 Ｈ ＴＴＱ ) 935 1( 代 )

東 京 本 社 東京 都 港区 新情 1 丁目 10番 7 号( 大和 銀行 新備 ピ J レ) 東 京 ( 572 ) 4595 ( 代 )

名 古 屋 拶 務 所 名 古 屋 市 中 区 栄4T 目6 番 目 号 名 古 屋 日 産 生 命 館 ビ ル 名 古W. ( 261 ) 853 1(代 )

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北区紺 屋 町 9番 1号 明 治 生 命 小 倉 ピ ル 6 階 小 介 ( 521 ) 4285( 代 )

分 室 大 分 室耐i

株式会社
東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

名古屋市中区栄3丁目 7番 1号( 伊勢町ビル) 干460 TEL 052- 261 - 2651 ( 代表)

東西建築サービス株式会社

取締{ 支社長 布 袋 図 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 4  8 電 話 202- 3626 

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日本橋馬喰町 2 - 1  - 1  電 話 663ー 1765

( 住友銀行 浅 草 橋 ピ ル6階)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

代表取締役社長
東 畑 謙

実 阪 事 務 語 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電 話 大 阪 (06)202- 0391  

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町 2 (水 田町ビ ル) 電 話 東 京 (03)581- 1251 

名古屋事務所 名古屋市中村区堀内町2(堀内ビ/ レ) 電話名古屋 (052)571- 8471 

北 九 州 支 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 魚 町 1 - 4  - 21 電 話 小 倉(093)541- 6531

( 北九州清和ビル )

株 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所

代表取締役会長 内 藤 資 忠

代表取締役社長 片 山 光 生

本 社 干 606京都市左京区中大幌町 1 8 9 番地' ，'t!: 話075 (781 )6195代

事務所・出張所 行森 ・東京 ・絵本 . ｉｾ Ｇ ￮Ｇ 岡 ・ 名古屋 ・ 京都 ・ 奈良 Ｍ 大阪

凹国 ・制岡

株 式 会 社

日 3重

取締役社長 近 藤

三J "' ¥

E 叉 言十

イ呆

阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 3 8 番 地 電 話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表 )
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有限会社 村野，森建築事務所

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8 電 話 (624) 0  9  2  6 代表

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3  電 話 (253 ) 0  8  7  5 代表

東京事務所 東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (669) 5  6  5  1 代表

ｾ＠
株式会社安井建築設計事務所

取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電 話 06( 943) 1371 (大代)

支 社 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 福 岡

株 式 会 社 田 建 築 事 務 所

取締役社長 田 信 武

大阪市西区北堀江上通 3 - 22 (久竹ビノレ) 電 話 ( 538) 2991 代 表

株式会社 赤 崎 建 築 事 務 所

代表取締役 赤 崎 尚 信

大阪市西区立売堀北通り 1 - 90 第三富士ビル T E  L  (06)541 - 7625代表

$ 顎井上久雄建築設計事務所

代表取締役 井 上 久 雄

〒550 大阪市西区京町堀 1 丁目 38 千 島 ビ ル 電 話 大 阪 06 (443)  7386附

，ト' P刊レ 「 ・l 一級建築士事務所 菅 家

アトリエrrerOl 1 室内建築設計事務所 佐 々 木

克

恵

子

子

阪市北区岩? キ田T 1 丁 目 79 の 2 玉 孟 ヒ ル 4 ｾ皆 干 Ｕ ＳＰ ( 06 )  351 - 8920 . 6307 
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暑中お見舞申 し上げます昭和昨盛夏

建 設 業 者 有

τ k  

J C、

ｑｾ＠
株式会社 あ め り か 屋

取 締 役 社 長 前 野 慶 太 郎

本 社 干 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番 地 電 話 代 表 (444) 1501番

tiF.:、

、よJ

株

会

式

杜 浅 沼

沼 茂

組

取締役社長 j斐 夫

事 産 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 8 番 地 の 1 電 話 代 表 (768) 5  2  2  2  

支 庖 ・東京・名古屋・札幌・仙台 ・福 岡 ・広 島

営業所 ・旭川・苫小牧・青森・秋田・盛岡・視島・水戸 ・北関東・ 千葉・立川・横浜

新潟・北陸・浜松・静岡・岐阜・長野・ 三重- 滋賀 ・奈良 ・京都・大和郡山

和歌山・神戸 ・岡山 ・鳥取 ・山口 ー高松・徳島・松山・熊本・鹿児島・沖縄

CD 

株

会

を 新 ァ

取締役社長 新

工 務 所

日召

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 中 1 丁 目 43 電 話 代 表 大 阪 (313)1331番

支 庖 ・東京都千代田区篠楽町 2 丁目 1 番 1 4 号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741番

営業所・名古屋市中区大須 4 丁目l 番71号( 時計ビル) 電話 名古屋 (262)1725番

⑤ b  
安藤建設株式会社大阪支応

常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長 野 口 清

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 (453) 2  1  9  0  

本 社 ・東京都中央区八重 洲 4 丁目 7 番 地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・ 広 島 ・横 浜 ・ 札 幌

営業所・千葉・横浜 ・水戸 ・盛岡・新潟 ・神戸・京都・沼津 ・札幌 ・宇都宮・北九州 ・熊本

• 株Azz 、

式

井 上 組
社

取締役社長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352)  4031- 4  

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 加 納 町 3 丁目 2 番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  
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組西

企h

フ

式

社

株

会

ｦｴｾ 、

、家J

雄

電 話06 (779) 3  3 6 1  

電 話03(354 )  0  5  8  1  

良 ・ 埼 玉

喜
一

吋

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地ノ 1

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地

京 都 ・ 神 戸 ・ 奈

西

メ与、

7  
取締役社長

社

居

所

業

本

支

営

組

長

瓜

r

I

4

 

大

式

社

株

会

ω  
良日

東京本社 ・東京都千代田区神間司町 2 丁目 3 番地 電 話 大 代 表 ( 292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖・札l悦 . iUl ti  . 横 浜 ・令沢 ・名古屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・高松 ・福岡

芳林大取締役社長

組制奥

@  
株 式 会 社

夫

大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電話大阪 (06)621- 1101(大代表)

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電話東京 (03)404- 8111(大代表)

札幌・仙台・浦和 ・東京・横浜・名古屋 ・大阪・神戸 ・広島・高松・北九州 ・福岡

イ愛キす奥取締役社長

本 社

東京本社

支 庖

社
2 込

Z 三式株設建島鹿

副

夫

郎

(404)3311 (大代)

(245)23日( 大代)

健

イ云

円

t

n

b

一

町

2

之

一

西

唱

i

渥

金

坂

谷

長

長

赤

鰻

社

問

一

元

区

，1

・

n
m
X

ド

L

t
相

役

鮒

港

行

締

取

都

4
n

取

物

京

阪

東

大

美

田

電話 03

電話 06

本 社

大阪支庖

阪 支 底大組崎神

式

社

株

会令シ

ｾ竺 ・

一-
E言え

大阪 (341 ) 7371 (代表 )

姫路 ( 23 ) 2021 (代表 )

中

d じd、

大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 新 地 1 丁 目 2 1 電話

本 社 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 .  6  - 3 電話

藤江
取締役支庖長

株式舎社柄谷エ務志
⑨ 

良E

尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 大 阪 06( 411 ) 1  4  5  1  ( 代)

大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田

}I頂

/ . 、、

Ｍ ｃｬｾ＠柄取締 f支社長

本 社

営 業 所
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①

 

設建畿近
社

A  

3 ミ式株

大 阪06 (448)5601代

07755 ( 2 )  1361 - 2  

敬

電 話

屯 話

崎

大阪 dj  I) Lj  I  xj J : 之 r品1 J  I  12 詐2 ;;

)  11 
代 表 取締役

ネ土本

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東 町 岡 1 9 3 の 1滋 賀 支 社

組谷貧長
@  

牧 田 甚

専 務 取 締 役 大 阪 支 匝 長 星 野 晴 彦

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 1 7 番 1 号 電 話 (260) 2111番( 大代表)

大 阪 市 都 品 区 片 町 2 丁目 1 0 番 5 号 電 話 (352) 1151番( 大代表)

札幌・仙台 ・北関東・東京土木・東京建築 ・横浜 ・名古屋 ・広島 ・四国 ・福岡 ・北陸・那覇

代 表 取 締 役 社 長

本 社

大阪支居

3i I苫

設 工 業 株 式 会 社甲 南 建

ゐ
電 話 ( 06) 308- 1551大 代 表

包 括 (03 ) 253- 4455代 表

電 話 ( 06)  427- 9631代 表

電 話 ( 078) 221- 6293代 表

f E2舌 ( 0722) 2 9 - 0  0  8  8  

電 話 ( 092) 47 l - 7  2  7  1  

電 話 ( 052) 681- 6  7  4  5  

原 精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 同 4 番 2 8 号

東 京 青 f I 千 代 田 区 神 田 須 田 町 1 ー 18( 共 同 ピ ル)

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

村 戸 市 都 合 区 八 崎 通 4 丁 目 2 番 8 号( 松井ーピル)

槻 市 街 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前J 3 丁 目 2 番 8 号( 住友生命ピ Jレ)

名 古 屋 市 熱 田 区 岱 江 田T 1  1  1  

代 表 取 締 役

組
山

山鴻社株式会ｾＸ＠
藤

大阪市東区北久宝寺町4- 27 電 話 タ イ ヤ ル イ ン (244 )3500(受 付 台)

東京 ・名古屋 ・広島・福岡・鹿児島 ・松江 ・仙台 ・高松 ・横浜 ・札幌 ・神戸 ・京都 ・金沢

山

山
取 締 役 社 長

庖

庖

本

支

社

..0、

Z 玄式株業工藤佐

母
小町谷武司

本 社 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 - 8  電 話 東 京 (662) 2331  ( 大代 )

大 阪 支 庖 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221(代 表 )

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・ 札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島 ・横 浜

佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支府長取 締f支社長

社会式株
手ｾ
p_)ι 建水1青

⑧ 
紀

-

山

山

『

T

t

f

町7長ネ土

1  l  2  JII J  
，_._・

3 三区央中者ｾＩ
十

口

小東社本

大 阪 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・仙 台 ・札 幌
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+  俗文建設株式令私

取締役大阪支庖長 楠 本
回

目

、止と

l tコ

大阪支庖 大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ビル 2号館) 電話 06(220) 8 7  1 2  

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電 話 03(353)代表5111番

。
株

会 銭

式

社

取締役社長

本 社 ・ 大 阪 支 社

東 京 支 社

支 底

曜・ 業 所

銭 輝

吉

岡

高 之

組

大 阪 市 西 区 西 本 町 2 丁 目 2- 11 電 話 大 阪06( 531) 6431  ( 大代表)

東 京 都 千 代 田 区 一 番 町31番 地 電 話 東 京03( 265)  4611 ( 大代表)

札 幌 ・仙 台 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

脊森・秋田 ・盛岡・福島 ・新 潟 ・前 橋 ・宇 都 宮 ・ 水 戸 浦 和 ・ 千 築 ・多 摩

横浜・甲府・静岡・津・金沢京都・神戸 ・岡 山 ・松江・山口・高松・松山

北九州、|・大分 ・熊 本 ・長崎・宮崎 ・鹿 児 島 ・沖 縄

@  
大 幸 建 設 株 式 会 社

取締役社長 大 沢 幸 平

本 社 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通 一 丁 目 五 番 地 電 話 06( 538) 0881代

本 社 分 重 大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電 話 06( 203 ) 0373代

東 京 支 I吉 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 二 丁 目 十 番 七 号 電 話 03 ( 407)  7426代

名 古 屋 支 l吉 名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052 ( 581) 7376代

松 江 営 機 所 松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 話0852( 21) 3747代

出 張 所 富 山 ・岐 阜 ・滋 賀 ・兵 庫 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡 ・ 併 岡 ・ 仙 台

• 大 成 建 設 株 式 会 社

取 締 役

社 長

常 務 取 締 役

大 阪 支 桁 長

東京都中 央区銀座 2 丁目 5 番11号 T E L 東京 (567)1511大代表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番地 T E L 大阪 (262)1131大代表

東 京 ・ 名 手 干 屋 ・横 浜 ・福 岡 ・高 松 ・ 新 潟 ・仙 台 ・ 札 幌 ・広 鳥

本 社

大阪支庖

支 ! 宵

菅

原

津

田

英夫

=-

l EL 

パ?、

てV

雲韮竹 中

竹

竹

長

長

会

社

締

締

取

取

工 務 唐

中 錬

中 宏 平

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 九 州 |

営業所 千 葉 ・横 浜 ・ 静 岡 ・北 陸 ・京 都 ・神 戸 ・岡 山 ・ 四 国 ・ 北 九 州

⑧ 

鉄建建設株式会社大阪支庖

西 日 本 業 務 担

常 務 取 締 役

常務取締役支庖長

児 島章

金 子 越 郎

大阪市大淀区天神橋 7 丁目 l - lO(天六阪急ピル) 電 話 (358) 032l ( 代表 )

本社 ・東京都千代田区三崎町二丁目玉番三号 電話東京 (262) 3411 ( 代 表)
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。

切

戸 田 建 設 22 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 加 納 秀 雄

大阪市西区西本町 1 丁目 13- 47 (新信濃橋ピ Jレ) 電話06- 531- 6561 ( 大代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 京 僑 1 丁 目 3 番 地

支 庖 東京 ・関東 ・横 浜 ・名古屋 ・札幌 ・仙台・広島 ・四国 ・九 ')+1

I T、
てフ

飛島建設株式奮社大阪支局

取締役支庖長 山 本 龍 男

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 電 話 大 阪 ( 942) 2  4  8  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 電 話 東 京 (263) 3151 ( 大代表)

@  
明日をささえる

西 松 建 設

大阪建築支庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁 目 4 1 番 地

取締役支庖長 一 志 淳 夫

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番 地

③ 
日 本 建 設 株 式 会 社

取締役社長
生田 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261 )  7  5  9  1  - 8 干541

支 庖 東 京 ・大阪・名古屋・福岡 ・広島 ・仙台・札幌 ・四国 ・沖縄

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電 話 (202 ) 4 7  9  1 代表

東京支庖 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1号 電 話 (241 ) 4  1  7  1 代表

@  

株 式

会 社 間 組 大 阪 支 庖

専務取締役

大阪支庖長

土 上 三 之 丞

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 (201)2 7 5 1 (大代表)

本 庖 ・東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 (405)  1  1  1  1番( 大代表)

支 庖・東京 ・大阪・名古屋 ・福岡・仙台 ・北陸・札幌 ・広島 ・高松 ・海外工事局
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取 締 役 大 阪 支 庖 長

フジタ工業
争

未 来をひらく

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電 話 (345) 代 表 7 6 7 1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 1 5  

3芝居 ・東 京 ・横 浜 ・名古屋 ・大 阪 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・札 幌 ・仙 台

海外・リマ ・カラカス ・サン パウ ロ・キトー ・ロサ ンゼルス ・グアム ・クウェート

② 
不二建設株式会社

取 締 役 社 長 山 口
五
ロ良巨

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 3 丁目 l 番 9 号 干550 電話 06 (541)  5534代表 .9301代表

支 庖 東京都新宿区西新宿 4 丁目 5番2号 干160 電話 03 (377) 5  1  7  1 代 表

名古屋市 中区千代田 4 丁目 11番17号 干460 電話 052 (321)  8  4  8  1  代 表

出張 所 仙 台 ・静 岡 ・ 大 垣 ・野 洲 ・京 都 ・姫路 ・岡 山 ・広 島 ・博 多・大 分

@  
株式会社 藤 木 工 務 応

取 締 役 社長 藤 木 織

支阪本{f - 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3 m 話 06( 942 ) 1461 ( 代 )

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 の 4 也 話 03( 357 ) 1611 ( 代 )

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864( 22 ) 3330( 代 )

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 電 話 0878( 51 ) 7272( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 電 話 075( 311 )  4131 ( 代)

稲岡市博多区博多駅南4丁目18の2(博多沢回ビル内) 包 括 092( 441 ) 6585( 代 )

出張所 ・多摩 ・静 岡 ・名 古 屋 ・ 津 ・宇 治 ・岡山 ・徳 品 ・新 居 浜 ・熊本

⑧ 

蔚田建設工業稼式会社大阪支庖

取締役支庖長 林 甚 四 郎

支 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 2 丁目 4 番 2 0 号 電 話 大 阪 ( 353)7 8 9 1 (代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2 丁目 10番地の 26号 電 話 東 京 ( 265) 5 5 5 1(代表)

。 株 式 会 社
松 村 組

取締役社長
松 村 雄

本

支

社 ・大 阪 市 北 区 空 心 町 一 丁 目 七 O 番地 電 話 大 代 表 大 阪 ( 353) 1131

庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島 ・福 岡

⑥ 

三 井 建 設 畿 大 阪 支 底

常 務 取 締 役 支 庖 長 滝 口 開

大阪支底大阪市北区中之島 3 ー 7 (三井ピル 2 号館 ) T  E  L  06- 443 - 1321  

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03 - 863 - 3111 
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@  
村 本 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 ネす 本

盛包

玉三
品司

本 庖 奈良県北必城郡広陵町安音11 5 4  7  " 正話大手Dr. 'IJ 問 ( 55)  1151(代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町 9 丁目 4 9  ' ; 正話大 阪 (779)1571(代表)

東京支庖 屯 話 東 京 (265) 5851(ft) 名古屋支盾 屯 話 名 古 属 (241 ) 1511(ft) 

福岡支庖 屯 話 福 岡 (741)0119 三重支庖 屯話 ｩ ｬ ｾ (26)  2949  

⑮ 
望 月 建 設 株 式 会 社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 向 上 1 丁 目18 ';l!: 話 大 阪 ( 344 ) 8  6  5  1  (代 表 )

。
株式会社

対罵Z

* 木
組

取締{ 支社長

オミこ

;f木 幸y台

本 社 大 阪 市 東 区 横 劫1¥2 丁目 1 4 番 地 屯 話 201 - 2761 (代 )

( 支 庖) 東 京 ・名古屋 ・奈 良 ・九州 ( 営業所) (111 台 ・滋賀 ・京都 ・神戸・広島

。
株 式 会 社 盛 工 務 庖

代表取締役
盛 道 雄

本 社 大 阪 市 北 区 南 森 町 4 7  ( 成輿ビノレ) 屯 話 ( 364) 158l ( 代 表)

営 業 所 神 J ; ・ 赤 JII 州 山 ・ 宝 塚 ・ 笠 中

⑨ 

綜合建設業・一級建築士事務所・宅地建物取引業

蕊 薮 内 Z 務 庖
↓

1

4

川

日

目別

4

4

B

E

f

b

ム

業

示

本

営

展

大| 以 J(. 1' 11 ｬｾ ま ､ｩ μ ォ［｝Ｑ ＸＳ Ｍ 1  '，' :: i:，l月 (0724) 31- 4 0 2 5  ( 代 )

大 | 以 ・ 以1 ・ IJLj 山 ・ 平 ¥ 1 ｾ￭ｾ＠

大阪 ｊｻ Ｎｦ只 ｬｾ di ー ツ 松 Hl IJI 1  7  2  6 需 I也

⑮ 
株式舎社米国工務底

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

取締役会長

本 社 干 543 大 阪 市 パ L寺| 烹逢| 仮仁/ Rl r  7  T  E  L 大 阪 ( 06) 771  -7771代 表
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暑中お見舞申し上げます 昭和52年盛夏

建 材 ・ 設 備 工 事 ・ 報 道 印 刷 業 者 有 志

。〉 アイエム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 良R

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1  8  3  T E L  (06)  561- 3901 代

東 京 出 張 所 東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 5 - 13 - 1' 3  T  E  L  (03)  988一o2  7  1  

東部自動車ビル 1411号

泉 北 出 張 所 堺 市 泉 北 若 松 台 1 - 1 一1310 号 T E L  (0722)  9 2 - 3 3 2 1  

@  

三 包

!lJ之L  建 キオ 株 式

，o、

社
同

:z:;; 

取 締 役 会 長
青 盛 繁 男

取 締 役 社 長 青 盛 巌

広 島 市 舟 入 辛 町 1 9  - 1  
。

電 話 0822- 92- 3200 

福 岡 岡 山 松 江 下 関 徳 山 ・ 鹿 児 島

• 
株 式

A

Q

玄
社 梅 彦

代表取締役 松 水 嘉 良日

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 電 話 06 (371 )  4  0  3  6 代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電 話0726 (43)  6  1  4  9 代

防煙・防火は

品m
て雌κノ

取締役社長 小 俣 茂

11¥俣シャーγq- 工業株式会社大阪支庖

新不燃材料

不燃 ( 個 ) 第1325 ・1326 ・1327

建 設大臣許可 ( 鍛ヌ48)第3105号

屋根・壁・外装材・谷樋材

製造並責任施工

大島応用化学工業株式会社

施 設 に 保 護 を グ

設 備 を 大 事に/ . 1

代表取締役社長 田 中 政

〒 578 本 社 東 大 阪市 新庄 1 1 4 番地 電 話 06 (745)  5121(代)

庖所 東京 ・横浜 ・千葉 ・静岡 ・名古屋 ・四日市・岡山

広島 ・宇部 ・大牟田 ・新居浜
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屯E量

株式会社シェル石油大阪発売所

フリントコート部門

本部長 栗 山 和

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通1丁目 25-1 ( 新大ピル9 F ) 電話大阪 ( 343) 0441大代表

営 業 所 東 京 ・福 岡

。
須 賀 工 業 株 式

必』

' :ZJ; 社

取締役社長 須 賀 孝

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 丁 目 2 - 3  0 電話 (06) 441- 5  1  7  1  

支 庖 東京・大阪 ・横浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・広島・福岡・札幌・千葉 ・静岡 ・金沢 ・高松

成 幸 工 業 株 式 会 社

代表取締役 園 藤 光 弘

本 社 天 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 7  - 20 電話 0 6 - 5 3 1 - 8801番

支 庖 東 京 都 千 代 田 区 刻 町 5 - 3 電話 0 3 - 263- 1691番

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテバヤシ商庖

代表取締役
館 林 彦 四 郎

干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37 電話 ( 075) 681 - 7 2  2 1 (代)

。τ

高 千 穂 亀 械 株 式 会 結

取 締 役 社 長 岩 崎 久 雄

本 社 大 阪 市 都 島 区 中 野 町4丁 目 8番 10号 電 話 06 ( 358)  11 71大 代 表

支 庖 東 京 都 港 区 芝 琴 平 町 3 4 番 地 電 話 03( 503) 0718代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10番 24号 電 話092 ( 712)  0126代 表

品 業所 神 戸 078( 351) 6441 ・ 鹿 児 島 0992( 24) 0115

東邦パーライト断熱軽量コンクリート、東邦パーライト断熱軽量モルタル、建設省防火認定材料( ネオパールスキン)

東 邦 ハ 。 ー ヲ イ ト 獄 茸 会 担

取締役社長
+面 泰

ム

口

、
、

J

5

4

8

社

所

所

業

張

本

営

出

大阪市東区森之宮西の町 5 9 4 電 話 (941) 9  2  4  3  - 7  ( 代)

東 京 - 償 浜 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡 ・ 高 松 ・金 沢

三 重 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山 ・ 山 口 - 松 山
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む占: .... :041 

ｲｾ ｉｴＧ｜Ｇ＠

... - ; """' " ＧｉＭｾ＠

東 亜 印 ル ー フ イ ン グ

東 亜 工 業 株 式 会 社

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電話0729- 94- 5682

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

⑮ 

東 亜 ア ス 防 水 工 事 / " イ ボ ン デ ル 工 法

合 繊 不 織 布 ・ T N コ ー ト 使 用 の メ ン ブ レ ン 防 水

出71東亜アスフガレト防水事業協同組合

〒581 大阪府八尾市南太子堂 6 丁目 4 番 2 7 号 電 話 0729- 94- 5682

⑧ 
i : 田 互 築 様 式 舎 社

代表取締役 友 田 俊 夫

本 社 〒534 大阪市都島区都品中I l f ! 3丁目 3番6号 電 話 06(921 )0331- 6  

奈良営業所 〒630 奈 良 市 鳥 見 町 3 丁目 9 番 5 号 電話 0742 (43)  5620 

⑧ 

T OT O特約庖株式会社 ｾＭ守

代 表 取 締 役

=l::: 

田 広 助

営業所 〒544 大 阪 市 生 野 区 巽 西 2 丁目 7 番24号 電 話 757 - 110](何

本 社 干543 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 6 1  電 話 771- 9123日'¥:)

お

株 式

会 社
西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
半

ヤ

'

ペ

l

l

良日

阪 市 大 淀 区 中津 6 丁同 8 帯 4 号 電 話 大 阪 (458) 3531番( 代)

。
日本アスフアルト防水工業協 同組 合 員

日 新 工 材 株 式 会 社

( に ぷ 取 締 役 井 場 正 孝

〒550 大 阪 市 114 1'(  f)r 111]" -It j凶 1 17 "，!lぷ 06 (541)  3785( 代 )
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@  

マ ル エ ス 印 企 ル ー フ イ ン グ 企 シ ン グ ル 企 ピ ニ エ ス タ イ ル S P

日新工業株式会社大阪支庖

大 阪支防 長 紫 富 田 忠 雄

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 21 - 28 f i 東京 (882) 2424(代 )

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 淀川区瑞光通り 4 - 30一 2 f i 大阪 ( 329) 7737- 40 

出 張 所 名 古 屋 ・ 広島 ・福岡 ・札幌 ・山形 ・工場/ 東京 ・崎玉 ・山形

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大阪市東淀川区瑞光通り 4- 30- 2 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 ( 329)  7  7  3  7  - 4  0  

〈 信 越 化 学 グ ル ー プ〉

ｶ￫ｩ￱ 瓦ｾ 株式会社 ノてンデ、ックス・ジヤノてン

無機質浸透性塗布防水剤

ウレタン防水剤ーーパンデコート・カラーパンデコート

防塵用カラー床淘lーパンデコート F-500

ウレタンシーラント- 5-340

エポキシ防蝕剤ーパンデコート P-201

代 表取 締 役 社 長 村 川 一 雄

l見] 阿営 業 所 所 長 大 友 理

本 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 2 - 2  7  - 1  0  0 3 - 5 5 2 - 6954( 代 表)

関 西 営 業 所 大 阪 市 北 区 伊 勢田Tl 9- 2 同 紙 ピル 北 2 号 館 06 - 312 - 5 765( 代 表)

⑧ 
阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取締役社長 杉 村 正 良日

本社 大阪 市 淀 川 区新 北 ｾ ＧｦＧｬ J I  14 高'21号 電 話 代 表 06 (302) 0231 

営 業 所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 - 7  電 話 代 表 052 (692) 1141  

⑧ 
富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

‘盟理Ｍヨｾ 代 表 取 締 役 金 岡 秀 輔

宝 塚 市 山 本 東 2 丁目 6 番 17 号 電 話 ( 宝塚 ) 0797- 88 - 0501 - 6  

ビ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

防 熱 工 事 設 計 施 工

プ ラ ス オ ー ル 1 ・・唱・1

コ ー キ ン グ } 販 売 施 工 . ム ，

A C: J日F 回 J V  

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大 阪 市 西 区 京 11fT堀 l ー 10- 17 ( 大栄ピル ) T el. <443>9721 ( 代)

〒101 点};cr. 11 f 代川区制!日] 小川 町3- 28(三 束ビ J レ) T e l. <292>1961 ( 代)

，'H'; I<li)r ・札帆 <721>6031 ・6307 f山fi <21>5366( 代)

f ，，'iJ -tl .<931>4574 ・3393 1'i，'oI制<78>3361( 代)

8 7  
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自主化成三業株式合社代理窟

新日周知工業械式喜枇代理庖

ι ' Y 三 産 業 構 武 吉 紅

代 表 取 締 役 惇 馬 正 明

⑨ 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 T 貝17番 15号 電 話 (06) 大 代 表 441- 0  3  7  8 番

⑮ 725 広 島 出 張 所 ・ 広 島 県 竹 原 市 竹 原 町 本 川 1 5  1  4  - 9  工 場 ・ 大 津 、 竹 原

室 谷 商 事 株 式

.，d..  

:zx 

取締役社長 室 谷 山 水

社

本 社 神戸市生田区北長狭通4丁目 1( 英和ビル ) 電 話078- 331 - 0  8  8  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビノレ) 電話 06- 364- 2  0  3  1  

凸 版 印 刷 株 式 ネ土

専務取締役支社長 田 中 貞 司

関 西 支 社 大 阪 市 福 島 区 海 老 江 3 の 22 の 61 電話 06 (458)  2251 

本 社 東 京 都 台 東 区 台 東 1 の 5 の 1 電 話 03 (833)  21日

密 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役社長 花 村 茂 彦 実震聖堂霊 山 法 敏 郎

大阪支社 大阪市東区淡路町1丁目 14( 八千代ビノレ) 電話06(23l) 8171(代)

神 戸 支 局 神 戸 市 立 合 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 25 電話078(291) 0541- 2

京都支局 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 屯話075(211) 1 9  1  1  

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8 電話03(961) 1691(代)

大阪で唯一の

さを日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 中

代 表 取 締 役 中

山 豊 雄

山 敏 夫

大阪本社 大阪市東区高麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ビル) 電話 202- 6861( 代表)

額日刊建設通信新社関西支社

代表取締役会長 田 中

首蓄聖堂室 林 田 不 二 夫

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6 - 2 3 エ ハ ラ ビ ル 電 話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 (502) 8  5  8  1代表



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50{ 堂ピル 5階 502号室)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の 一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せました。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

カッパー防水帯

コーパータイト

継 目 が な いJ 温 度 変 化 に よ る 伸 び が な い / 腐

ら な い / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

て い る / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 縮 工出来る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8-4- 11 電話03(571) 2703

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタロ グ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 2 5  9 電話0462(21)6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3-1電 話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電 話052(811)3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952(47)2945

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材 ・壁材・ 谷樋棟包水切りに

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745 ) 5121 - 5  

89  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

90 

空 気 調 和 ・ 冷 媛 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡朝目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  電話 (434)6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区加島 1 -58-59  電話 ( 302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広!; )， . 祈 I 間

営 業 所 割11 路 ・函 館 ・ 雌 岡 ・ 横 浜 ・静岡・ 京 都 ・神 戸

給 排 水 衛 生

日 差 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 - i U 諸大阪372局 7151( 代)

京都 市 東 山 区 大和 大 路 正 面 上ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内il>'-江戸焼 I T 目10番 17符 干 550 m，!古 ( 441) 8231

本 社 東京都中央区銀座 2 了同 2 帯 17号 干 104 '11];お ( 535) 5251

支 社 大阪・東京・名古尾

支 J苫 札 幌 ー 仙台 余 沢 ・ 広 島 伺 間

営 業 所 新潟 ・天埋 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本

出張所 秋問・伐! 日'1. 千葉 ・償iJ¥. 静岡. 1i ' ; III ' 傾 11・ 盟主 111 .  

.!，t 伺i ・神戸 ・鹿児‘g， . 那覇

空 気 胸 和 段 備

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 各 種 送 風 機 ・ 製 作 販 売

各種プラント設備

⑪ 格式盆宇土，，: ' 9. シ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 (大 代)

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・広島- 福岡 工 場 和 泉 ・ 名 古 屋

テ レ ッ ク ス 本社 No. 562ー 7688 和 泉 工 場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 園 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の イ 也 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ (旧 斎 藤 久 特 務 所)

斎 久 互 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 常 安 田TI I 電 話 06- 443- 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2(日本ビルデイ ンク)

電 話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1 附

営 業 所 札 脱 仙 台 ・千葉 ・名古屋 ・金沢 ・高松・岡山 福岡

出 張 所 徳 井 ・ 倉 敷 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

空 気 曹司 和 設 備

給 排 水 'YI再 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 総 設

荷 役 速 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

25 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2番 地 電路 大 阪 ( 202) 代表3071

本 宿 東 京 日 比 谷 ー三倍ピル

支 1苫 名 古 屋 、 福 岡 、 札帆‘ 広島、 仙 台 、 北l控

出 減 所 繍 浜 . 高 松 、静岡、 盟 国 . 岡 山 、 金 沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑪ 三 建 設 備 工 業 株 ま 富 社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町T 6  5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殺 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 (大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 梢 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。株式会社 空
-
--圃・ 発 調

* 京本庖 東京都新宿区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 屯訴 03- 344ー 1911

大阪本応大阪市北区富田町 ＱＶ 番地 ｾ｛， ｬ ｦｩ 06- 363- 1371 

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 ]] - 2 屯ぷ052- 581- 8571  

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号屯自治0822- 47 - 4535 

福 岡 市 中央区大名 2 丁目 4 番22号 泣 訴092- 761- 3795

Hi ｾ長所横浜悩井 ・ 京都神戸 ・ 松江 ・ ｩ Ｇｩ Ｇ縄

管 工 事 業

@ 協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役安! 万長 阿 坂 幸 舛

大 阪 市 北1><: 堂島北田T 1 31 J l : 地( 般紙千代川ピル )

郵便併号530 電 話 大 阪 (06) 346- 072] ( ( 巳

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 堂 品 浜 通 1 - 2. 5  ( 新 大 ピ ル )

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京 支 広 東京都中央区日本橋本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・九 州 広 仏 ・ 札 眺 東 海 村 北 陸 ・大 分

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災

。須
賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 - 2  - 3 0  T E L  06- 441- 5171 

支 庖 東 京 ・大 阪 ・ 償 浜 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・静 岡 ・ 金 沢 ・ 高 松

出 張 所 仙 台

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 議

⑨ 請 書 脅 冷 機 構 議 告 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地( オートセノ 7ービル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 東京都千代凹区九段南 2丁目 2 祷 5号( 九段ピル 8 階)

郵便番号 102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4番
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ぷ ' i '1l!_ 車 .!i...'6 ψ 京 ｬｬ ｾ Ｇ ｾ ・［Ｈｩ ｌ ＾Ｕ問 ド 宿ＲＭ Ｖ Ｍ Ｑ ｭ ＳＭＳ ＴＴ ＭＱＸｾＱ＠ K 代 人 間 支 庖 006・203-3721 ス

代 j 畠古 屋 1<. 1，晶 君 052-211-1535( 代/ 九州; / <. 広 宮 032-431・2147 宮 気所 札 健 仙 古 備 A '広

島 神戸 出張 所 Ｇｩ ｦｲＮ ｾ ｾ Ｇ＠ ｾＮｒＮ大宮 帥 悶 豊 田被 柿・ 岡山松山町 Ｊ Ｇ ｲ ｬｬ ｾ疋 島 ー 序縄 ー ハノ コ ク

i昆 ・ 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

投計三 ｬｩ ｾ ニ施工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 1"- 抗 日l 町 3 0  "巳 ぷ ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 * 京 都 下 代 111区 ) L ノ 内 3- 3- 1 ( 新 * 京ビノレ)

・正 J 吊 ( 211 )  8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( いこ)

fttl f i 主: '.' 1  fl l.J fi  rli 蔚r (ム ，I，.f2J
町
T 6  0  

'，0: J，f; ( 21 )  4  4  9  1  

1-' .  ，' i  L..J. j 乞J. 'f ｾ Ｎ＠ ｾ ｩ＠ bi  rli 京 区 点 1" 1 前 田T 3  - 6  

t丘 三if; ( 971  )  3  6  2  1  

一 般 空 調 設 備 ・ 恒 i且 恒 湿 設 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 況 に 附

， 園 、 ー 帯 す る 術 生 、 電 気 等 一切 の 工 事 の 設 置 十 ・ 施 工

I  ISA . g; r本' J 7 ラシト繍ヨ8 .tt

司玄F 取 締 役干H < 北 川 一 郎 小

本 社 大阪 di 人ソ定Iメ 中 川 本 泊 1 J " 11 2  I件I也 ホ ー コ ク ピ ル

干 531 ・U:，，/， ｾ Ｎｉ 仮 Ｈ ＰＶ Ｉ ＳＷＲ Ｍ Ｕ Ｑ Ｗ ＱＨ代点 Ｉ

支 1吉 *  Jj (  1m中 央 I>Z H 本 備 本 町 3 の l 共 1，; ) ピ ル

〒 103 正';l fj 沖! J ; ( (  03 )242- 552 l (  ｪ ｾＧＦ Ｉ＠

営 鍵 所 f.'.'r I珂 . 1'， .'.. I""I!. .  11. . 貼 札 帆 11/1 ti  

空気調和・衛生設備 大阪ガス指定工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 本 崎 町T 3 4 - 2 ';Ii話 06 - 313 ー 1846

1ι J t 主tl 大阪市北区木幡町 3 4 - 2 包 括 06- 313- 1846

z  t A 主 公 枚 打 市 中 会 凶 東 町 9 番 3 号 電 話0720 - 49 ー 2128

訟 備 部 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2 電 話 06 - 313ー 1846

lt 剛容篠 ?f 枚万市月1斐 IE 東町 9 ｾ書 Ｓ 号電話 ＰＷＲＰ Ｍ ＴＹ Ｍ ＲＱＲＸ

回

H乏 . ＼ ｾｾ＠ J1J • Ｎ ｾれ ｩｽ ｬｉ ＧＮＮ ｪｾｉＡ Ｎ ｽｾ 調幣袋町

設 計 占 也 二E

高 fi!!! 
套11

品ｾ

-← 

大 阪 支 I;li 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55 番 地 ( 北 阪急 ヒ ル 9 階)

i五 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 点 京 郎 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く哩哩型量コ 空 気 調 和 設 1M

日 一 設 計 施 工

換気・除塵日又備

東 洋 烈 工 諸 制 儀 式 会 後 六 阪 安 倍

大 阪 di Illj 1メ初本田 f J ー 1 - 2 7 T E L ( 433)  8 0 7 1  

本 社 東京有11中央灰京燃 2 丁目9 T  E し( 562) 1  3  5  1  

支 l書 名 占 民 1¥，¥ I刈

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・岐 冷 房 設 備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 悩 岡

⑨日本管工業株式会社

棋士汲京都支庖 京 初 市 南 区 白 九 条 笠 田 町J 2  0 番 J也 の 1

ｾｬｌ， ［ 古 Ｈ ＶＸ Ｑ Ｉ 5  1  0  1  - 5  .  1石川# 用 (691 ) 1045  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 紙 筋 1 - 37( 天満偽北詰 )

"u.“下 ( 352、3 5 0 1 - 3

回 目 前 支 J吉 川 日 市 市 浜 凶 [ 19 末 広 田I 泣 訴 ⑮7431- 3  

滋 賀 営 換 所 大 沫 市 打 l出 浜 13 ー 15 坑ぷ 0775 ⑫ 9 7  3  8  

2E 営 喋 所 iI! ，fi 栄 町 2 - 1  1  1 屯 話 0592 ⑫ 3 6 1  0  

@ 醤 暖 信 協

ー・F電ーー.....

③伝達ii 議場幅員五

ーーーーー・ 4 可， J ，U :t，1

@平山互業株式会社

j、阪市内 rx: i  1: 1; 司王 1 - 22 - 7 T E L ( 441 )(向1994 ・443 )附 0331

空気調和 ・恒 j旦|宣ift. ' 冷凍 i令l説

給排水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不 ニ 熱 紅葉株式曾紅

本 底 大阪市街ｉｸＺ川口 ｾ ｾ田 ｲ 2  - 5  0  '，le，;.ri  261- 2436聞

東京支底 東京術大問 1'><: 丙馬 込 1 - 2 ー 1 '，[eぷi 773- 1231(1i:l 

営 業 所 銀 '1' 浜 松 広 部 ・ 神 ， ; ・ li ，'， !川

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環 境 衛生施設・ 公害防止施設/ 設計・ 施工

⑫ 山 田 ヱ 襲 梅 京 倉 紅

本社且菅工事串軍部大阪市西区京町騒 1 - 6  - 8  .，!too<¥06(443)81611) ，; 代表)

環境装置中童部 k 阪市 喧 川区三 坤経 由 1 - 1  - 35 屯J， 0630811491((¥五)

東 京 宜 的 車，;i /，j ;，[ !li 1>(fs/; 1  - 8 - 4 山川ビ" Ｇ，Ｑｬ，，ｾ＠ 031683/ 8421 I代占1

名 古 民 主 俗 名 占 昼 市 中 区需 2 Ｍ ＱＶ Ｍ ＱＳ Ｈ ￎｩ ｩｾ ピルＩ Ｎ［ｾ Ｎ，｜＠ 052(202)00711代主)

出 量 所 神 戸 悩 附 松 山
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電 気 設 備 ⑤

P 自 信署員 . f : = ム品・ ---..b.. 

i場 竜 丸 保 氏

代表 ｾ ｾ 幼 ￬ｈ 辻 山本↑奪三
社 大 阪 市 北 区 中 之 助 3 - 3  朝 日 ビ ル

T E L λ，111，，06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( イ1:)

dj  ｾ水町 Ｓ - 3  4  - 6  

T E L 人' 阪 06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  i 代 )

京 都 市 布 f，{ i>r. 同 点; 鰍 高 野 町 2 1  

T  E  L  ，;( r.! S  075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ吃 )

rli 中 央 区 茶 院 1 ー 1 4  - 8  

T E  L  110¥問 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 貰

社

A

Q

一

A

設 計 施 工

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅E逮

回S次

本

本竜士宮宮司陣所

京書E省調陣所

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 16 東 阪 急 ビ J レ T E L0 6- 313- I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・ 天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・ 九 州 |

信原菜取締役社長

n' J  I珂福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

常 務 取 締 役支社 長

大阪市東区高胞備五丁目 二八番地 包括大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 図 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・丸 ノ 内 ・名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所全国主要都市20ヶ所

ネ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

鴎 '

気 株 式

電 気 工 事
工

会

A

三

間

式

l

一

株

机

胡

機

嘉

ゆ

電

叫

暖

{

玉

制

気電

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 rli 城J ! ( 11 成 育 三 T 11 Ji 吊 : 卜 七 号

電 話 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市械東氏成育二 1"1 1卜仁吊; 一 号 ＱｬＡｾ重大阪 ＨＹＳＲＩＲＸＶＹ

奈良県御所rli 御[jiJi岨360 1l! Jii 御所 (2) 0122 

枚方 rlilll 之上両町 l の l 電話枚方 (43)8659・(44)9232

神戸市民合rx ' . 持菜通六 111 六ffl: li f} 電 JcTj 神戸 (24 1)5969

ム一

A

中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

神戸営業所

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピル 3 1者)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代)

東 京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュ ー新僑ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

tt 

早i

本

支

庖支

神 戸営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 l'(l ' )¥町 1 丁 目 1  1  0  併 地

Y立 泊 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

点京都品川 区間 li.1亘社16 Ｑ 日 ＲＵ 排 ＱＱ ｾｊＨ n' o';!ゐ ピ ル )

.[. .j司 東 ，;( ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北九州市小 ｦｾ 1 . > ( 鋳物附町 2 3  1存 地

ｾ ｴｌ＠ J吊 小 介 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

.同 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 名 山 凶

電 気 工 事 設 計 施 工

干上

Z

E

 

F

 

1

 

血i，、

代 表 取 締 役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビ J レ7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 杯l 絞 原 ・ 堺 ・ 稲 山

ゐ;

立:

社
ふ
一

A
事 株 式

自日四林

エ

取締役社長

藤エ太 陽

大 阪 市 稲 ぬ 1'( 初 島 7 - 22 - 8  

T E L ( 06)  4 5 2 - 1  1  5  1 ( 代)

大 阪 di 此 花 灰 白 屋 1 - 1 ー 27

T  E  L ( 06 ) 必2ー 1 3  0  1  (代)

社本

ＧＺＺｾ・ Ｓ 定 所

' ; - rr . カ工事本部

M-ｮｾＧＮ 品ｾ ，ｾ庁

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・f ， 古 尾 ・広 島 ・福 岡

回
取締役社長

社本

高千語亀鱗株式会討

取締役社長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 10

電 話 大 阪 (06) 3 5 8 ー 1 1  7  1 大代表

東 京 都 港 区 芝 琴 平 田J 3  4 番 地

電 話 東 京 (03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 号

電 話 福 岡 (092) 7 1  2 ー o 1  2  6 代 表

神 戸 078 (351)  6441 鹿 児 島 0992(24) 0115 

電 気 設 備 設 計 施 工

@  

ヰ土

1苫

本

支

営業所
営 業 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 n  

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 5

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312 )

東 京 ・名 古 屋 ・四日 市 ・ 神 戸

松 山

設計施工電気・計装・空調工事

電気工事・骨十装工事・段骨十施工

t y卜薗気工: ; : = ; 二Y リレヲ鰍式8 耐&  社

?由主

' [J 

大阪市北医商細川田f l 5 T Eし06- 364 - 3056(代 )

東京 ・神戸 ・広砧 ・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・ 札 帆 ・1!i 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京 都 ・高 砂 原 ・徳山 ・松山 ・新! 刀 1兵・縮 問 ・沖 縄

力く本山取締役社長

本 社

支r ，有

事 業 所

6 番 I也

8  8 8  1  

社本

支r，t ;

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 周 瓦 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ー 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 様 変 焚 術 タ イ ル 0 ・0 ・大 仏 タ イ ル

新 発 売 ・古代 土 器 調 高 温 〆 タ イ ル 大 仏 古 代 タ イ ル

@  

噛二E

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
3 寸緩旬最適軽量水止付( 空葺 )瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

浪

迎

区

元

町

一

丁

目

七

四

二

電

話

削

4

0

六

五

T E L  (345)9055(代 表)

T E L  (252)  3  9  0  6  

T E L  (202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 区 立 lJ i 北 町 1 6  

大 阪 il l !瓦区本町 4 - 27i卸'::t: ピル

大 阪 市 点 区 鰍 堀 2 - 3  6  

字 社

御 堂 営 業 所

繊 細 営 業 所

BoardふSlate
箇:ー

習内

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

淀 川 淳 窯 薫 歳 怠⑪ 

フ タ パ 需 3阪
姫 路 管 集 所

長

一

騎 吉 田 芳 雄 商 底 品

セ卜モノのデパー卜

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 屯話 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建段省総定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材周等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

ノ

内外装ホーロー建材及スパンドレル ( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任施工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 盾

大 阪 支J吉

サクラ建産株式会社
ペーふ

てきY

大阪市東区高斑橋 2 丁目 9 野村ピル5階 電 話 大 阪 (202) 4905 
大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922 ) 代表4421 - 3  

建築物商帥自等造作工事、家具建具・室 内 装 備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L T D  F U T A B A Y A  

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 (06)349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 鍛- 51) 第 12064号

9 3  
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邑進式
オフィスでは人員の1曽減やシステムのG' X . 蕃等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取吋. 取はず

しが簡単なディオは時代の要求にマッチ し疋新しい簡易間仕切です。軽くて. 剛性のあるティオ

パネル( イソパント36) の表面は 0. 5' %の塩ビ鋼板で僑成され. 美しい室内感覚を出しています。

(  P AT. 61牛ヲ

奥村重兵衛株式会社日
名 古 屋

六 阪 市 北 区 伊 錦 町 22 掻 i也 干 530 m: 訪く06) 312- 4131( 代 )

京 都 港 区 新構 4 - 2 第 29右足ビ ル 干 105 霊童話( 03) 437 - 3361 ( 代〉

岡 市 幡 多 区 住 吉 2 丁 目16議 27当 干812 電 話( 092) 291 - 0459( 代〉

百 屋 市 西 区 依 町 2 J 日 1 話 6 号 〒 451 電 話( 052) 522 - 5436( 代〉

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

A M.  1O.0 0 - P  M.  5. 00 

日 曜 ・祝 日 は 休 官 官

|王|

4毎回新過 O  南 森 町

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

)

)
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月刊建築技術

Ｈ ｾ月号 〕

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

年 間 購 読 料 ￥8 ，400 ( 送 料 含 む )

定 価 ￥700 

- 補強土 宅地造成への利用. . . . .............. . .. .. . . . . 深沢喜f恵

・泥水固化工法 + 地中PC壁工法・ ・・・ t曽沢免忠男ほか

・非対称断面形 S RC 1主の断面算定 若 林 実 ほ か

. 海外のソーラハウス 0 ・・・・ 0 ・・ーー ・・ 0 ・ 0 ・・小玉祐一郎

. ネガティブフリクション低減 ぐL 、の設計と施工・福屋智亘ほか

・ 日本の住宅妓術と住宅産業 ....・ - 広 瀬 鎌 二

・設計者と現場マンのためのわかる溶接 ・ 井 上 博

・設備ユニッ卜の問題点と今後の動向 ..・ e ・0 ・0 ・須貝 高

. 軽便帯筋加工機 ー・・ 一 . . . . . . . . . …・…・ー芝崎和男

〔特集号案内〕

. 中小規模の鉄骨建築・配筋の要点 ; 51 年| 月・特価￥ 780

・躯体生産技術の向上をめざして / 51 年4月 特 ijjjj Y  780 

. 建築と接合 / 51 年 7 月 特 価 ￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及 / 51 年 11 月・特価￥ 1，4叩

・失敗の実例に学ぶ 1  / 52年 同 ・特価￥ 1，000

Z 亡、〒 160 東京都新宿区北新宿 1 8  1中島ヒル戸

空当 芸道 11選替口官。 指



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ ③ シ ャ y タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大阪市 東 区 両 替 町 1- 12 日 生 ビ J レ f i  (943)6571代 表

東 京 . .fiIU兵. It，rt 岡 ・郡山・水戸・浜松・岡崎1 " ， i士I屋 ・山山・ 大 dt . 京 都 ・堺 ・神 戸 ・ 広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

豊富なデータを駆使 した、都市と建築の人間工学

建築と都市の人間工学

一 一空間と行動のしくみ一 一

岡 田 光 正 ・ 吉 田 勝 行 ・ 柏 原 士 郎 ・ 辻 正 短 共 著

A5 ・330頁 ・写真図表300余 ｾ＠ 3，800 

・ 過 密 都 市 の 人 口 集 積 の も と で 、 ど う す れ ば 人 間 尊 重 の

計画・設計ができるか一一一

J時者は、従米、単体の人f [ :j で は な く 、 被 数 の 人 1:11 を対象とし

た人間工学、つまリ j作集の人 rlil 工学、集団の人! 日l工 学 に つ い

て研 究 し て き た が 、 同 時 に 「建築人 1:11工 学」 の テ ー 7 で大阪

大 学 で10年近〈減税をしており、本t ! } はそれらを核としてま

とめたものである。

学 生 は も と よ り 、 広 〈 建 築 関 係 の 実 務 家 に も 参 考 古 と し て 、

ま た 設 計 上 の 資 料 と し て 役 立 つ よ う に 、 魅 力 的 な デ ー タ や 解

説を盟自に収主総している。

〈主要 目次〉

第 1 :4t 群 集 の 密 度 と 動 き

第 2 :4t 行動のリズム一時間的法U i J性 を と ら え る ー

第 3 :4t 行 動 の長さと 広 が り 一 空 間 的 法 則 性 を と ら え る ー

第 4 :i'ji 都 市 のなかの 人 口 と 密 度 ー ミ ク ロ の 人 口 学 一

住宅の計画学

一一ーすまいの設計を考える

岡 田 光 正 ・ 藤 本 尚 久 ・ 曽 根 陽 子 共 著 A5・244頁￥ 1，400

やさしいようでむずかしいのが住宅の設計である。

人 11:1 と環境の問題をふくめ、計画的なアプローチによる

住 宅 払i十の新しい手法を体系的にまとめた舎で、女子大 、

知大の住居学、デザイン| 品l係、 大 学 建 築 学 科 の 教科 舎 と

して 11主i庖の fl'トである。

建築非載量実務マニュアJ レ

一一一確認申請のキーポイント

足 立 構 造 グ ル ー プ編 著 85 ・320頁 ￥5，900 

椛 j立11-liWi のチェ y クポ イ ントのすべてがわかる、 m類申

Mi の虎の巻。若手査する lft1J か ら み て 正 し い 計 画 ・計算のあ

り方を、中焼以以下 の普 遍 性の大きい建物を主主単に説明。

材 料 ・荷重・応力など基礎的なことから、 S 造、 R C 造、

ｾ式 ｒｃ ［Ｎ［Ｇｴ の 梢造別に必要な図表・数表なども網縦した。

令開催、生悼ふ占「命、、J ‘ 守 田 ￯Ｑ ＱＱｾ＠

2阿南1旦殻ロ昔。アす4 ノマーユ rJ レ

鹿 島 建 設 精 造 設 計 部 編 ( 6 月下旬刊) 85判 予￥ 3，400

鉄 骨 構 造 で は 接 合 部 こ そ 耐 カ 上 、 生 産 技 術 上 の キ ー ポ イ

ントであり、建物の経済性 ・安全性を左右する要点である 。

データ編では犠合部設計に | 掬する最新デー タ を 設 計 ・製

図 - 工場製作・工事場施工の 4 勉 類 に 分 け 、 シ ー ト 形 式

でよｾ録。次にディテーノレ編では多層ラーメンの構造形式

のうち、標準的なディテーノレと 応 用 例 を 集 録 し ている。

君民芸品鹿島出版会・ 107 東京都港区赤坂6十 13 ・電話( 03) 582・2251 ・振替東京6・180883
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Jl IJ I レヲ Jl 歩ゆJl
特 許 ・ 耐 酸 被 覆 鋼 板

耐久建築屋根・外壁材料

工責 任 施由自宰多色物尺長

種品

錆びない. ノ

わ れ な い /

燃 え な い /

S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波 V デ ッ キ

平 板 ・波板・棟包・雨押類・谷樋 ・竪樋・軒樋

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁)

換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー ・エキゾスター (強制))

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S. P.  M)  

オリエンタルスチールライト ( S . T . L )

オリエンタルカラースーパーメタル ( C. S. P. M)

S ノJ、j皮波 板 規 格

途用

Tf I J I ! J厄 11. . 周Jl 製、盛株式b 桓
.J ｾ＠ J ' Y  J. 7- ' YJ 島畏J . ! ! 府民京生E

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

埼 玉 県 族 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大 阪 ( 488 ) 1081代 表

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 言 舌 北 九 州 ( 691) 2831 代

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1 の24第 2 中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 代

l々

ヤ

'l<.マ

ｾ￰＠ ，・

3段

護議

本 社

営 業 本 部

東 京 本 社 及 工 場

大 阪 支 庖 及 工 渇

九 州 支 庖 及 工 場

名 古 屋 支 底

s，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・・ .  

.. 

( 旭化成ミューj レコート・セッ卜品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業 所

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 底 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所
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国

高 石 市 庁 舎

- 米 国 ジ ョ ン ス ・マ ン ヴ ヰ ル 社 技 術 提 携

東興アスフアルト工業株式会社

大阪営業所 ⑤ 550 大阪市西 区西 本 町 1 - 5 - 9  (産双ヒル)

密 0 6 (54 1 )  7 5 8 3 - 4  

本社 ・工場 ⑤ 210 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5  

密 0 4 4 (28) 4 5 3 4 杭)

本社営業部 ⑤ 105 東京都港区新橋 5 丁目 8 番 9 号 (東興ビル )

密 03(432)2151 (代) 直通 (436)4531- 2  

各地営業所 札 幌 ・仙 台 ・ 富 山 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

ーー“

一
一

一

「

同 唱師曙 司 川『 園 田11l . . - 寸1明 日 刊 凶 頃

墨書量圃聾重量言" ' " 亀



Kヘイチq'

日 J J  

、今j

「信頼できる防オミj と折り紙つきのアスフアルト防水。

さらに信頼の度を深めますも

東西アスの新仕様。

、r- O I拘水はこうあるべきだ、

パj V という確カ古防水理念に裏打

ィヂγ ちされた東西アスの新仕様。 その

y 小川 中核ノレーフインク'lt 、ストレッチルーフ ィング

仁、v-，" ) r の J I S規格を超える強力アスタ ー U . 強力

l ゾ1J アスロン U 。 そして、立上り仕様のコーナー部分

ィヂγ の補強には 、難 iのあるガムロンを新採用。外側

y や ｉｾｔ 熱防水 Ｏ ｕｄ 工法も取り入れました 。 仕様書は

、r-
v

ゾ 防水の用途別に装 L、を一新。しカ・もチェックポイント

U  っき です。 いままで以上に使 L、やすくなりました。

凶

/ . . . . .  

J グ チソ ・新しい仕様書をご請求くださいo

y やj

.:t' り M

マ 東 西 ア ス … 事 業 協 同 組 合

田島ルーフィング株式会社

大阪: 大阪市西区京町堀 1 - 10 - 5電話 (06) 443 - 0431 

東京・東京都千代田区岩本町3- 1 ト 13電話 (03) 862 - 8531 


